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日本におけるスピノザ

一
　
ス
ピ
ノ
ザ
小
伝

一
　
解
題

　
　
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
文
献

一
　
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
文
献
資
料
名
一
覧
表

一
　
ス
ピ
ノ
ザ
と
日
本

一
　
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
（
英
文
）

一
　
ス
ピ
ノ
ザ
小
伝

ス
ピ
ノ
ザ
（B

aruch

［B
enedictus

］de Spinoza, 

一
六
三
二
～
一
六
七
七
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
生
ん
だ
近
世
初
期
の
著
名
な
哲
学
者
で
あ
る
。
そ
の
父
祖
は
、
ス
ペ

イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。
父
は
宗
教
的
迫
害
に
あ
い
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
、
つ
い
に
自
由
の
生
活
を
え
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
教ラ

師ビ

た
る

べ
き
教
育
を
う
け
た
が
、
宗
教
的
懐
疑
に
お
ち
い
り
、
そ
の
無
神
論
的
傾
向
の
た
め
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
か
れ
は
ブ
ル
ー
ノ
（
一
五
四
八
～
一
六
〇
〇
、
イ

タ
リ
ア
の
自
然
哲
学
者
）
の
汎
神
論
的
自
然
哲
学
や
デ
カ
ル
ト
の
唯
理
主
義
的
認
識
説
な
ど
を
識
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
に
不
熱
心
と
な
り
、
以

後
教
師
や
レ
ン
ズ
み
が
き
、
知
人
か
ら
の
年
金
で
生
計
を
立
て
な
が
ら
、
枯こ

淡た
ん

寡か

慾よ
く

の
一
生
を
お
え
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
の
方
法

―
そ
の
学
説
の
特
色
は
、
近
世
の
は
じ
め
以
来
発
達
し
た
自
然
科
学
や
教
学
的
方
法
に
よ
っ
て

（
（
（

哲
学
問
題
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、

幾
何
学
的
・
演
繹
的
秩
序
に
従
っ
て
説
か
れ
る
（
合
理
主
義
）
で
あ
っ
た

（
（
（

。

筆
者
は
近
年
、
本
邦
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
史
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
伝
来
の
略
史
や
明
治
・
大
正
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
書
誌
的
研
究
な
ど
を
紀
要
（『
社
会
志
林
』）

宮

永

　

孝

日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
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に
発
表
し
て
き
た
。
が
、
い
ま
ま
で
未
解
決
の
問
題
で
あ
っ
た
〝
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ

ザ
の
移
入
と
展
開
〟
に
つ
い
て
の
輪
郭
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
た
の
で
、
あ
え
て
筆
を
お

こ
す
こ
と
に
し
た
。
わ
が
国
に
は
ま
だ
ス
ピ
ノ
ザ
移
植
史
の
研
究
は
な
い
よ
う
な
の
で
、

こ
の
よ
う
な
稚
拙
な
研
究
で
も
何
が
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

十
七
世
紀
を
代
表
す
る
哲
学
者
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
陸
地
が
海
よ
り
も
低
い
と
さ
れ
る
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
生
ま
れ
、
ハ
ー
グ
で
没
し
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
生
き
た
時
代
は
、

日
本
の
江
戸
時
代

―
寛か

ん

永え
い

九
年
か
ら
延え

ん

宝ぽ
う

五
年
に
あ
た
る
。
三
代
将
軍
家
光
か
ら
四
代

家
綱
、
五
代
綱
吉
、
六
代
家い

え

宣の
ぶ

、
七
代
家い

え

継つ
ぐ

、
八
代
吉
宗
、
九
代
家
重
、
十
代
家い

え

治は
る

ま
で

の
四
十
五
年
間
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
西
部
に
位
置
す
る
王
国
で
あ
り
、
国
土
は
北
海
沿
岸
の
低

地
を
し
め
て
い
る
。
面
積
は
約
三
万
七
千
平
方
キ
ロ
。
い
ま
の
人
口
は
お
よ
そ
一
千
六
百

万
ほ
ど
で
あ
る
。
北
と
西
は
北
海
に
の
ぞ
み
、
東
は
ド
イ
ツ
、
南
は
ベ
ル
ギ
ー
に
接
し
て

い
る
。
国
土
の
四
分
の
一
は
、
海
面
下
に
あ
り

（
（
（

、
堤
防
に
守
ら
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は

「
自
然
の
国
境
な
き
国

（
（
（

」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
低
地
の
国
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
〝
ホ
ラ
ン
ト
〟H

olland 

と
も
〝
ネ
デ
ル
ラ
ン
ト

〟N
ederland 

と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
国
は
王
国
と
し
て
樹
立
す
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
の

領
主
の
支
配
を
う
け
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
、
つ
い
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
、
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
（
一
五
二
七
～
九
八
）
の

手
に
移
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
は
や
く
か
ら
商
業
航
海
を
さ
か
ん
に
し
、
独
立
心
、
自
治
の
気
風
の
つ
よ
い
人
種
で
あ
っ
た
か
ら
、
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
施
政
に
反
抗
し
た
。

北
部
の
五
州
と
他
の
二
州
が
同
盟
を
む
す
び
、
一
五
八
二
年
独
立
を
宣
言
し
、
オ
ラ
ン
ダ
連
合
共
和
国
を
宣
言
し
、
オ
ラ
ニ
エ
家
を
代
々
の
総
督
と
し
た

（
（
（

。

ス
ペ
イ
ン
の
勢
力
が
お
と
ろ
え
て
く
る
と
、
新
た
に
オ
ラ
ン
ダ
が
新
興
国
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
と
密
貿
易
を
や
っ
た
。
一
六

スピノザの家があった所。

1580年ごろのアムステルダムの絵地図。［著者蔵］
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〇
二
年
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
創
立
さ
れ
、
一
六
一
八
年
に
は
ジ
ャ
バ
島
（
現
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
取
り
、
バ
タ
ビ
ア
と
改
名
し
、
総
督
府
を
置
い

た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
そ
の
後
さ
ら
に
版
図
を
ひ
ろ
げ
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
・
マ
ラ
ッ
カ
・
セ
イ
ロ
ン
島
・
ケ
ー
プ
植
民
地
（
ア
フ
リ
カ
）
に
お
よ
び
、
台
湾
・
中
国
・
日
本
と
も

交
易
し
た
。

低
地
に
住
む
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
自
然
と
の
闘
い
に
異
常
な
忍
耐
力
を
し
め
し
た
が

（
（
（

、
も
と
も
と
そ
の
性
質
は
、
勤
勉
・
質
素
・
堅
忍
・
温
順

（
（
（

で
あ
り
、
必
要
以
上
に
暴
力

を
用
い
ず
、
平
和
的
に
商
い
を
し
た
。
交
易
が
成
功
し
た
カ
ギ
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
は
航
海
・
商
業
・
製
造
・
漁
業
す
べ
て
の
点
で
繁
栄

し
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
生
ま
れ
る
二
年
前

―
一
六
三
四
年
の
商
船
の
数
は
、
二
万
四
〇
〇
〇
隻
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
舶
の
四
分
の
三
に
相
当
し
た
。
オ
ラ
ン

ダ
の
貿
易
の
高
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
圧
倒
し
、
そ
の
国
富
は
世
界
第
一
と
さ
れ
た
。

一
六
四
八
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
の
金
庫
に
は
、
う
な
る
ほ
ど
の
金
が
あ
っ
た
。
金
銀
塊
だ
け
で
も
三
億
フ
ル
デ
ン
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
（
（

。
オ
ラ
ン
ダ
は
商
業
活
動
の
分

野
に
か
ぎ
ら
ず
、
学
芸
に
お
い
て
も
多
く
の
名
士
を
輩
出
し
た
。
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（
一
五
八
三
～
一
六
四
五
、
法
学
家
・
政
治
家
、
国
際
法
の
祖
）、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（
一

六
〇
六
～
六
九
、
画
家
）、
哲
学
の
ス
ピ
ノ
ザ
も
こ
の
こ
ろ
の
大
家
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
経
済
や
学
問
・
芸
術
に
お
い
て
大
い
に
発
展
は
し
た
が
、
政
治
的
に
は
大
き
な
弱
点
を
か
か
え
て
お
り
、
こ
れ
が
の
ち
に
国
威
が
衰
退
す
る
原
因
と
な
っ

た
。こ

の
国
は
、
各
州
の
独
立
を
旨
と
し
、
各
州
か
ら
派
遣
さ
れ
る
議
員
（
い
わ
ば
大
使
）
が
、
議
題
に
つ
い
て
じ
ぶ
ん
の
出
身
母
体
に
報
告
し
、
そ
の
訓
令
を
待
っ
て
こ
と

を
議
し
た
か
ら
、
敏
速
さ
、
統
一
、
秘
密
保
持
が
む
ず
か
し
か
っ
た

（
（
（

。
さ
ら
に
各
州
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
党
派
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
貴
族
的
共
和
党
、
も
う
一
つ
は
民

主
的
君
政
党
（
オ
ラ
ニ
エ
党
）
で
あ
る
。
こ
の
両
派
は
あ
つ
れ
き
を
く
り
返
し
て
い
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
先
祖
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
時
代
に
ス
ペ
イ
ン
で
く
ら
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ
人

（
（（
（

（
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
北
ア
フ
リ
カ
系

の
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
下
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
何
ん
ら
強
制
も
束
縛
も
な
し
に
く
ら
し
て
い
た
が
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
南
西
部
―
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
包
括
す
る
半
島
）
の
北
部
で
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
が
も
と
の
力
を
も
ち
は
じ
め
た
と
き
、
事
情
は
急
変
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
に

お
と
ら
ず
ユ
ダ
ヤ
教
も
敵
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
支
配
下
で
な
か
っ
た
こ
ろ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
移
住
民
に
と
っ
て
避
難
所
で
あ
っ
た
が
、
一
四
九
八
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
が
縁
組
を
す
る

さ
い
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
強
制
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
先
祖
も
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
強
制
洗
礼
を
う
け
、〝
新ヌ

エ
ボ
ス
ク
リ
ス
チ
ア
ノ
ス

キ
リ
ス
ト
教
徒
〟
と
か
〝
マ
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ラ
ー
ネ
〟（
ブ
タ
野
郎
の
意
）
と
呼
ば
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
に
併
合
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
が
独
立
し
、
精

神
的
自
由
と
た
く
ま
し
い
商
魂
の
機
会
を
あ
た
え
て
く
れ
そ

う
な
こ
の
国
が
、
こ
ん
ど
は
新
た
な
避
難
所
の
よ
う
に
思
え

た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
目
ざ
し
た
の
は
、
商
港
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
宗
教
と
商
業
活
動
の
自
由
が
あ
る
よ
う

だ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
オ
ラ
ン
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も

寛
容
な
国
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

ス
ピ
ノ
ザ
一
家
の
出
所
は
、
カ
ン
タ
ブ
リ
ア
山
脈
（
ス
ペ

イ
ン
の
北
海
岸
に
連
な
る
）
の
ふ
も
と
に
あ
る
カ
ス
テ
ィ
リ

ア
（
ス
ペ
イ
ン
中
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
の
地
方
）
の
町

―
エ
ス
ピ
ノ
ザ
・
デ
・
レ
ス
・
モ
ン
テ
ロ
ス
で
あ
る
。

E
spinosa 

は
ス
ペ
イ
ン
語
で
〝
と
げ
〟
を
意
味
し
、d

’

E
spinosa 

は
〝
い
ば
ら
町
〟
の
住
民
の
意
で
あ
る
と
い
う

（
（（
（

。
ス
ピ
ノ
ザ
の
祖
父
は
、
イ
サ
ー
ク
・
デ
ス
ピ
ノ
ザ
と
い
っ
た
。
そ
の
子
、
す
な
わ
ち
ス
ピ
ノ
ザ
の
父
は
、
ミ

カ
エ
ル
・
デ
ス
ピ
ノ
ザ
と
い
い
、
十
六
世
紀
末
に
南
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
町
ヴ
ィ
デ
ィ
ゲ
イ
ラ
で
生
ま
れ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
家
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
移
住
し
た
の
は
、
一
四
九
二

年
で
あ
り

（
（（
（

、
六
年
後
の
一
四
九
八
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
改
宗
し
た
ら
し
い
。

一
五
九
三
年
の
春

（
（（
（

―
〝
マ
ラ
ー
ノ
ス
〟（
軽
べ
つ
的
に
ユ
ダ
ヤ
人
）
の
一
団
が
、
秘
か
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
岸
か
ら
出
帆
し
、
ひ
と
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
を
め
ざ
し
た
。
か

れ
ら
は
平
穏
な
航
海
を
へ
た
の
ち
エ
ム
デ
ン
（
ド
イ
ツ
北
西
部

―
ブ
レ
ー
メ
ン
の
西
北
西
一
二
五
キ
ロ
）
に
上
陸
し
、
当
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
世
話
に
な
っ
た
。
が
、
か
れ

ら
の
助
言
に
し
た
が
っ
て
逃
避
者
ら
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
む
か
う
こ
と
に
し
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
家
は
、
こ
の
市
に
着
い
た
の
は
、
同
年
四
月
二
十
三
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

アルクマール

アムステルダム

ライデン

ハーグ

オランダの地図
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ス
ピ
ノ
ザ
の
父
は
、
生
涯
に
三
度
結
婚
し
た
。
最
初
の
妻
ラ
ヘ
ル
は
、
一
六
二
七
年
娘
レ
ベ
ッ
カ
を
の
こ
し
て
死
ん
だ
。
翌
年
ハ
ン
ナ
・
デ
ボ
ー
ラ
と
結
婚
し
、
長
女
ミ

リ
ア
ム
、
長
男
ス
ピ
ノ
ザ
、
次
男
イ
サ
ー
ク
、
三
男
ア
ブ
ラ
ハ
ム
（
ガ
ブ
リ
エ
ル
）
が
生
ま
れ
た
。

本
稿
の
主
人
公
ス
ピ
ノ
ザ

―
本
来
の
呼
び
方
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
〝
ベ
ン
ト
〟
と
い
い
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
〝
バ
ル
ッ
フ
〟、
ラ
テ
ン
語
で
〝
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
〟

と
い
っ
た
。
が
、
著
述
に
お
い
て
も
手
紙
で
も
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
」
と
名
乗
っ
た
。
と
も
あ
れ
こ
の
未
来
の
哲
学
者
は
、
一
六
三
二
年
十
一
月
二
十

四
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
生
ま
れ
た
。
か
れ
の
生
家
は
、
こ
ん
に
ち
こ
の
地
上
か
ら
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
、
何
も
の
こ
っ
て
い
な
い
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
父
ミ
カ
エ
ル
は
、
家
を
も
た
ず
、
一
家
は
オ
ラ
ン
ダ
人
ウ
ィ
レ
ム
・
キ
ッ
ク

（
（（
（

と
い
う
人
の
借
家
で
く
ら
し
た
。
そ
れ
は
木
造
の
一
戸
建
て

（
（（
（

で
あ
り
、
ハ
ウ
ト

フ
ラ
フ
ト
通
り
の
運
河
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
。
あ
た
り
は
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
の
繁
華
な
、
人
の
往
来
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
青
物
市
場

（
（（
（

も
ち
か
く
に
あ
っ
た
。
ま
た
住
居

の
近
く
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
タ
ル
ム
ド
・
ト
ラ
礼シ

ナ
ゴ
ー
グ

拝
堂
が
あ
っ
た
。
ま
た
家
が
あ
っ
た
裏
手
の
通
り

―
ド
・
ブ
レ
ー
街
（
ユ
ダ
ヤ
人
街
）
に
は
、
画

家
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
家
が
い
ま
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
家
は
十
八
世
紀
に
取
り
こ
わ
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

（
（（
（

。
そ
の
跡
地
は
、
こ
ん
に
ち
の
ワ
ー
テ
ル
ロ

ー
広
場
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
父
は
、
何
を
生
活
の
手
段
と
し
、
家
族
を
や
し
な
っ
た
の

か
。
父
は
貿
易
商
で
あ
り
、
果
物
・
ブ
ド
ウ
酒
・
羊
毛
・
リ
ネ
ン
・
レ
ー

ス
・
香
料
・
タ
バ
コ
・
穀
物
・
チ
ー
ズ
・
船
具
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
の
加
工

貿
易

（
（（
（

に
役
立
つ
も
の
を
あ
つ
か
っ
た
。
か
れ
は
商
い
の
か
た
わ
ら
、
ユ
ダ

ヤ
人
共
同
体
の
し
ご
と
を
や
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
幼
少
年
時
代
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

家
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
も
多
少
は
理
解
で
き
た
。

後
に
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ラ
テ
ン
語
の
ほ
か
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に

も
通
ず
る
よ
う
に
な
る
が
、
母
語
と
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
幼
年
時
代
の
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
住
む
街
路
で
、
近
所

の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
平
凡
な
男
の
子
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

アムステルダムのワーテルロー広
プレイン

場にあるスピノザの像。
［筆者撮影］
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晩
の
祈
り
ま
で
指
導
し
た

（
（（
（

。
オ
ラ
ン
ダ
の
こ
と
が
ら
は
、
言
語
や
歴
史
に
し
て
も
、
学
校
で
は
教
え
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
学
校
で
習
っ
た
教
科
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

〔
担
当
教
師
〕　

　
　
　
　
　
　
　〔
学
年
（
級
）〕　〔
教
科
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
級
…
…�

ヘ
ブ
ラ
イ
語
。
モ
ー
ゼ
の
五
書
（
旧
約
聖
書
の
は
じ
め
の
五
書
＝
創
世
記
・
出

し
ゅ
つ

エ
ジ
プ
ト
記
・
レ
ビ
記
・
民
数
記
・
申
命
記
な

ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
級
…
…
ヘ
ブ
ラ
イ
語
。
モ
ー
ゼ
の
五
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
級
…
…
ヘ
ブ
ラ
イ
語
。
モ
ー
ゼ
の
五
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
級
…
…
ヘ
ブ
ラ
イ
語
修
了
。

サ
ロ
ー
ム
・
ベ
ン
・
ヨ
セ
フ

　
　
　
五
年
級
…
…�

（
旧
約
聖
書
の
）
預ネ

ビ
ー
イ
ー
ム

言
者
お
よ
び
聖

（
ハ
ギ
オ
グ
ラ
フ
ァ
）

文
学
（
旧
約
聖
書
第
三
部
＝
詩
篇
・
箴
言
・
ヨ
ブ
記
・
雅
歌
・
ル
ツ
記
・
哀
歌
・
伝
道
の

書
・
エ
ス
テ
ル
記
・
ダ
ニ
エ
ル
書
・
エ
ズ
ラ
記
・
ネ
ヘ
ミ
ア
記
・
歴
代
志
上
下
な
ど
）。
タ
ル
ム
ー
ド
（
ユ
ダ
ヤ
の
律
法
と
そ

の
解
説
）。

ア
ナ
ッ
セ
・
ベ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル

　
六
年
級
…
…
タ
ル
ム
ー
ド
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
文
法

（
（（
（

。

カ
カ
ム
・
モ
ル
タ
イ
ラ

　
　
　
　
　
七
年
級
…
…
タ
ル
ム
ー
ド
。

一
六
三
九
年
ス
ピ
ノ
ザ
（
七
歳
）
は
、
一
六
三
七
年
に
復
活
し
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
学
校
」

（T

タ
ル
ム
ッ
ド
・
ト
ー
ラ
・
ス
ホ
ー
ル

alm
ud

T
ora

School

―
〝
律
法
を
ま
な
ぶ
学
校
〟・
別
名
〝
生

ボ
ー
ム
・
デ
ス
・
レ
フ
ェ
ン
ス

命
樹
〟）
に
入
学
し
た
。

こ
の
学
校
は
授
業
料
を
払
う
必
要
は
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
通
っ
た
学
校
は
、
家
の
目
の
前
に

あ
る
ハ
ウ
ト
フ
ラ
フ
ト
運
河
に
か
か
る
シ
ュ
マ
ウ
ス
イ
エ
ス
と
い
う
橋
を
渡
り
、
右
に
折
れ
て
し

ば
ら
く
行
く
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
の
ユ
ダ
ヤ
教
会
が
あ
り
、
そ
の
そ
ば
に
あ
っ
た
。
ク
ラ
ス
は
七
つ

に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
教
室
を
も
ち
、
教
師
も
き
ま
っ
て
い
た
。
授
業
は
午
前
八
時
に
は
じ
ま
り
、

三
時
間
ほ
ど
勉
強
し
、
午
前
十
一
時
に
終
業
の
鐘
が
な
っ
た
。
生
徒
は
い
っ
た
ん
帰
宅
し
、
昼
食

を
と
っ
た
の
ち
、
午
後
二
時
に
学
校
に
も
ど
り
、
五
時
ま
で
勉
強
し
た

（
（（
（

。
教
師
は
朝
の
祈
り
か
ら

スピノザの肖像
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ス
ピ
ノ
ザ
は
ユ
ダ
ヤ
人
学
校 H

ebreeuw
sche School 

で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
（
セ
ム
語
族
に
属
す
る
言
語
。
旧
約
聖
書
の
大
部
分
は
、
こ
の
言
語
で
書
か
れ
て
い
る
）
や

聖
書
や
聖
文
字
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
教
義
に
つ
い
て
の
基
礎
教
育
を
う
け
た
。
十
五
歳
に
な
る
こ
ろ
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
生
徒
の
ひ
と
り
と
み
ら
れ
て
い
た
が

（
（（
（

、
思
想
的
に

ま
せ
て
い
た
た
め
に
内
的
葛
藤
が
あ
り
、
古
い
信
仰
に
も
と
づ
い
た
聖
書
の
解
釈

（
（（
（

に
疑
義
が
あ
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
が
こ
の
学
校
で
、
マ
ナ
ッ
セ
・
ベ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
や
サ
ウ
ル
・
レ
ヴ
ィ
・
モ
ル
タ
イ
ラ
と
い
っ
た
教
師
か
ら
深
い
感
化
を
う
け
た

（
（（
（

。
前
者
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、

一
六
〇
四
年
リ
ス
ボ
ン
で
生
ま
れ
、
程
な
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
来
た
。
十
八
歳
で
教
師
と
な
り
、
説
教
も
う
ま
く
、
ラ
テ
ン
語
に
通
じ
て
い
た
。
一
六
五
七
年
に
亡
く
な

っ
た
。
後
者
の
モ
ル
タ
イ
ラ
は
、
一
五
九
六
年
に
ド
イ
ツ
系
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
北
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
に
生
ま
れ
た

（
（（
（

。
ユ
ダ
ヤ
人
学
校
の
上
級
ク
ラ
ス
を
担
当
し
た
の

は
、
こ
の
モ
ル
タ
イ
ラ
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
文
筆
の
才
の
ほ
か
、
説
教
が
う
ま
か
っ
た
。
し
か
し
、
心
が
せ
ま
く
、
ユ
ダ
ヤ
の
慣
行
に
反
す
る
こ
と
に
は
が
ま
ん
で
き
な
か

っ
た

（
（（
（

。
一
六
四
五
年
ユ
ダ
ヤ
人
学
校
の
過
程
を
お
え
た
ス
ピ
ノ
ザ
（
十
三
歳
）
が
、
つ
ぎ
に
進
ん
だ
の
は
「
律
法
学
院
」（de hoogere M

edrassim
 van de T

alm
ud T

ora 

School, 

モ
ル
タ
イ
ラ
が
一
六
四
二
年
に
平
信
徒
の
た
め
に
設
立
し
た
も
の
）
で
あ
っ
た
。
か

れ
は
こ
の
学
院
に
入
学
し
、
聖
書
や
ユタ

ル

ム

ー

ド

ダ
ヤ
の
律
法
、
ユ

カ

バ

ラ

ダ
ヤ
の
神
秘
説
（
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
秘

的
聖
書
解
釈
法
）
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
と
さ
れ
る

（
（（
（

。

ス
ピ
ノ
ザ
は
旧
約
聖
書
の
神
性
、
予
言
の
本
質
、
奇
蹟
の
可
能
や
聖
書
の
伝
統
的
な
説
明
法

に
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
か
れ
は
聖
書
の
神
的
性
質
に
た
い
し
て
信
仰
を
う
し
な
い
、

や
が
て
聖
書
研
究
に
失
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（（
（

。
つ
い
で
か
れ
が
む
か
っ
た
の
は
、
旧
約
聖
書

注
釈
者
た
ち
の
研
究
、
古
い
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
哲
学
者
ら
の
研
究
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
読
み
あ
さ

っ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
哲
学
者
の
著
述
で
あ
っ
た
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（
本
名
・
モ
ー
ゼ
ス
・
ベ
ン
・
マ
イ
モ
ン
、
一
一
三
五
～
一
二
〇
四
）
…
…

モーゼス・マイモニデス
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と
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
旧
約
聖
書
の
注
釈
者
や
ユ
ダ
ヤ
中
世
の
哲
学
者
の
著
作
に
し
た
し
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
古
典
と
近
代
の
文
学
に
通
じ
る
た
め
、
学
術
語
で

あ
る
ラ
テ
ン
語
を
ま
な
ぶ
必
要
を
感
じ
た
。

か
れ
に
ラ
テ
ン
語
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
の
は
、
氏
名
は
不
明
だ
が
ド
イ
ツ
人
の
学
生
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
の
ち
に
ス
ピ
ノ
ザ
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
自
由
思
想
家
フ
ラ
ン
シ
ス

ク
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
エ
ン
デ
ン
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
の
「
ラ
テ
ン
語
学
校
」Latijnsche School 

に
入
学
し
た
。
一
六
二
年
エ
ン
デ
ン
は
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
（
ベ

ル
ギ
ー
北
部
―
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
北
四
七
キ
ロ
、
ア
ン
ベ
ル
ス
州
の
港
町
）
で
生
ま
れ
、
長
じ
て
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
で
文
学
・
哲
学
・
法
学
・
医
学
な
ど
を
修
め
た
。
一
六

四
二
年
に
結
婚
し
、
六
人
の
子
ど
も
の
父
と
な
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
僧
侶
、
医
者
、
法
律
家
、
外
交
官
、
書
籍
商
と
、
い
ろ
い
ろ
職
業
を
変
え
た
。
一
六
四
五
年
一
家
を

あ
げ
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
り
、
書
籍
商
と
な
っ
た
が
破
産
し
、
ラ
テ
ン
語
教
師
に
転
身
し
た
。

か
れ
は
も
と
も
と
自リ

ベ

ル

テ

ィ

ン

由
思
想
家
、
無ア

テ
ィ
ス
ト

神
論
者
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
学
校
の
評
判
は
よ
か
っ
た
が
、
生
徒
に
ラ
テ
ン
語
と
い
っ
し
ょ
に
〝
自
由
思
想
〟
を
吹
き
込
ん
で
い
る
と
疑
わ

れ
た

（
（（
（

。
一
六
五
二
年
ス
ピ
ノ
ザ
（
二
十
歳
）
は
、
エ
ン
デ
ン
の
ラ
テ
ン
語
学
校
に
入
学
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
科
学
、
自
由
精
神
な
ど
に
接
し
た
。
エ
ン
デ
ン
は
一
六
七

一
年
学
校
を
閉
じ
る
と
パ
リ
に
お
も
む
き
、
そ
こ
で
も
ラ
テ
ン
語
学
校
を
ひ
ら
い
た
が
、
長
く
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
の
ち
に
か
れ
は
ル
イ
十
四
世
に
た
い
す
る
陰
謀
に
連
座

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

ス
ペ
イ
ン
の
ゴ
ル
ド
ヴ
ァ
生
れ
の
ユ
ダ
ヤ
中
世
の
哲
学
者
。
聖
書
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

的
世
界
解
釈
に
む
す
び
つ
け
た

（
（（
（

。

カ
ス
ダ
イ
・
ク
レ
ス
カ
ス
（
一
三
四
〇
～
一
四
一
〇
？
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

ス
ペ
イ
ン
・
ユ
ダ
ヤ
の
哲
学
者
。
聖
書
と
古
イ
ス
ラ
ム
教
、
ス
ペ
イ
ン
文
化
に
養
わ
れ

た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
団
の
お
き
て
と
伝
統
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
た

（
（（
（

。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
イ
ブ
ン
・
エ
ス
ラ
（
一
〇
九
二
～
一
一
六
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

紀
元
前
五
世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
の
律
法
学
者
。
イ
エ
ル
サ
レ
ム
に
モ
ー
ゼ
の
五
書
を
導
入
し

た

（
（（
（

。
体
系
的
な
思
想
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
聖
書
の
註
解
に
は
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
っ

た
。
か
れ
の
神
学
は
、
汎
神
論
的
で
あ
っ
た
。

レ
ヴ
ィ
・
ベ
ン
・
ゲ
ル
ソ
ニ
デ
ス
（
一
二
八
八
～
一
三
四
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

南
仏
の
バ
ニ
ョ
ル
に
生
ま
れ
、
中
世
の
学
問
に
通
じ
て
い
た
。
モ
ー
ゼ
の
五
書
の
註
解

を
か
い
た
。

イ
ェ
フ
ダ
・
ア
ル
フ
ァ
カ
（
不
詳
）

こ
れ
ら
の
学
者
の
う
ち
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
形
成
に
い
ち
ば
ん
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
イ
ブ
ン
・
エ
ス
ラ
だ
っ
た

（
（（
（

。
ス
ピ
ノ
ザ
は
父
の
し
ご
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し
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
六
五
四
年
三
月
、
ス
ピ
ノ
ザ
（
二
十
二
歳
）
は
、
父
ミ
カ
エ
ル
を
う
し
な
い
、
弟
と
と
も
に
そ
の
事
業
を
ひ
き
つ
い
だ
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
数
年
前
よ
り
ユ
ダ
ヤ
教
の
学
者

の
説
に
異
を
と
な
え
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
の
律
法
学
者
ら
と
の
交
際
を
さ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
が
、
こ
れ
が
や
が
て
大
き
な
受
難
と
し
て
か
れ
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く

る
。一

六
五
六
年
三
月
、
ス
ピ
ノ
ザ
（
二
十
四
歳
）
は
、
父
の
事
業
を
つ
づ
け
る
こ
と
を
や
め
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
ユ
ダ
ヤ
の
教
義
に
反
す
る
異
端
の
意
見
を
の
べ
（
聖
書
の
神

聖
性
を
否
定
）、
あ
ま
つ
さ
え
儀
式
の
き
ま
り
（
飲
食
、
安
息
日
、
祝
日
）
を
守
ら
な
い
、
と
い
っ
た
う
わ
さ
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た

（
（（
（

。
か
れ
は
無
神
論
者
と
し
て
告
発
さ
れ
、

同
年
七
月
二
十
七
日
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
居
な
ら
ぶ
教
会
の
な
か
で
、
本
人
不
在
の
ま
ま
ユ
ダ
ヤ
教
団

か
ら
破
門
を
宣
告
さ
れ
た
。
か
れ
が
問
責
さ
れ
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
り
、
教
会
の
礼
拝

に
出
席
し
な
か
っ
た
り
、
異
教
の
あ
つ
ま
り
な
ど
に
出
席
し
た
不
敬
な
行
為
の
ほ
か
、
神
が
非
物
質
的
存

在
で
あ
る
こ
と
と
か
、
霊
魂
の
不
死
を
否
定
し
た
た
め
で
あ
る

（
（（
（

。

か
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
の
異
分
子
と
し
て
、
寄
る
べ
な
い
人
間
と
な
っ
た
が
、
困
苦
・
貧
困
・
孤
独
・

侮
べ
つ
に
た
え
ら
れ
る
強

き
ょ
う
じ
ん靱

な
精
神
力
を
も
っ
て
い
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
破
門
さ
れ
た
の
を
機
に
、
ヘ
ブ
ラ

イ
名
の
「
バ
ル
ッ
フ
」
を
ラ
テ
ン
名
の
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」
に
変
え
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
も
は
や
安
住
の
地
と
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
か
れ
は
新
た
に
他
所
に
住
居
を

み
つ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
れ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
郊
外
の
外が

い

濠ご
う

―
ア
ム
ス
テ
ル
川
沿
い
に
建
つ
、

と
あ
る
家
の
屋
根
裏
部
屋
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
家
主
と
そ
の
家
内
は
、
い
く
ぶ
ん
こ
の
異
教
徒
の
こ

と
を
理
解
で
き
た
ら
し
い
。
と
き
ど
き
ス
ピ
ノ
ザ
は
夕
方
に
な
る
と
、
階
下
に
お
り
て
き
て
、
家
主
夫
婦

と
単
純
な
話
を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
り
し
た

（
（（
（

。

新
し
い
住
居
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
か
ら
南
に
、
七
、
八
キ
ロ
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ア
ウ
デ

ル
ケ
ル
ク
（O

uderkerk

）
と
い
う
静
か
な
村
に
あ
っ
た
。
そ
の
村
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
教

会
と
附
属
の
墓
地

―
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
＝
イ
ス
ラ
エ
ル
墓
地
」de Portugeesch-israëlietische 

アムステルダム

アウデルケルク

アムステルダムとユダヤ人墓地があるアウデルケルク。
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B
egraafplaat 

が
あ
っ
た
。
か
れ
の
下
宿
は
父
母
や
兄
弟
姉
妹
が
眠
っ
て
い
る
こ
の
墓
地

（
（（
（

の
ち
か
く
に
あ
っ
た
。
か
れ
は
生
活
の
資
を
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
エ
ン
デ
ン
の
学
校

で
子
ど
も
ら
を
教
え
た
り
、
メ
ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
を
み
が
い
た
り
し
て
得
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
の
法
典
は
、
学
生
は
だ
れ
で
も
何
か
手
工
的
技
術
を
修
得
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た

（
（（
（

。

ス
ピ
ノ
ザ
が
破
門
さ
れ
て
か
ら
一
六
六
〇
年

（
（（
（

ま
で
の
四
ヵ
年
間
に
つ
い
て
の
伝
記
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ユ
ダ
ヤ
教
会
か
ら
破
門
後
の
ス
ピ
ノ

ザ
が
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
西
洋
古
典
の
本
を
本
格
的
に
よ
ん
だ
の
は
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
ら
し
い
。
か
れ
の
蔵
書
の
な
か
に
は
、
左
記
の
作
家
の
も
の
が
あ
っ
た

（
（（
（

。

〔
ラ
テ
ン
の
古
典
作
家
〕

タ
キ
ト
ゥ
ス

　
　
　（
五
五
？
―Ｃ
・
一
二
〇
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
・
雄
弁
家
・
政
治
家
）

リ
ヴ
ィ
ウ
ス

　
　
　（
五
九
Ｂ
・
Ｃ
―Ａ
・
Ｄ
・
一
七
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
）

ヴ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス

　（
七
〇
～
一
九
Ｂ
・
Ｃ
、
ロ
ー
マ
の
詩
人
）

ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス

　
　（
？
～
六
六
、
ロ
ー
マ
の
諷
刺
作
家
）

カ
エ
サ
ル

　
　
　
　（
一
〇
〇
～
四
四
、
ロ
ー
マ
の
将
軍
・
政
治
家
）

セ
ネ
カ

　
　
　
　
　（
四
Ｂ
・
Ｃ
？
～
六
五
Ａ
・
Ｄ
、
ロ
ー
マ
の
ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
・
政
治
家
）

サ
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス

　（
八
六
Ｂ
・
Ｃ
～
三
四
こ
ろ
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
・
政
治
家
）

マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス

　（
四
〇
？
～
一
〇
四
こ
ろ
、
ロ
ー
マ
の
諷
刺
詩
人
）

プ
リ
ニ
ウ
ス

　
　
　（
二
三
ま
た
は
二
四
～
七
九
、
ロ
ー
マ
の
博
物
学
者
）

キ
ケ
ロ

　
　
　
　
　（
一
〇
六
～
四
三
Ｂ
・
Ｃ
、
ロ
ー
マ
の
政
治
家
・
雄
弁
家
・
哲
学
者
）

こ
れ
ら
の
作
家
の
作
品
を
原
典
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
は
堪
能
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
作
家
の

も
の
と
し
て
は
、

―
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
ト
ス
、
ヨ
セ
フ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
、
ア
リ
ア
ノ
ス
、
ル
キ
ア
ノ
ス
、
ホ
メ
ロ
ス
、
エ
ウ
ク

レ
デ
ス
な
ど
の
著
作
を
も
っ
て
い
た

（
（（
（

。
ほ
か
に
自
然
科
学
の
う
ち
、
医
学
・
教
学
の
書
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
六
六
〇
年
の
春

―
ス
ピ
ノ
ザ
（
二
十
八
歳
）
は
、
ラ
イ
デ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
西
部

―
ハ
ー
グ
の
北
東
に
位
置
す
る
大
学
町
）
の
西
六
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
あ
る
レ
イ
ン

ス
ブ
ル
フ
村
に
移
っ
た
。
か
れ
が
ア
ウ
デ
ル
ケ
ル
ク
を
離
れ
、
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
に
移
動
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
哲
学
的
思
索
の
た
め
に
必
要
な
静
寂
や
孤
独
が
、
と
き
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ど
き
人
々
の
訪
問
に
よ
っ
て
じ
ゃ
ま
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
か
れ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
近
傍
を
立
ち
の
き
、
静
か
な
コ
レ
ギ
ア
ン
ト
の
村
に
移
る
こ
と
に
し
た
。

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ
リ
ス
ト
教
宗
派
が
存
在
し
た
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
好
ん
で
そ
の
会
合
に
出
席
し
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
び
と
と
交
ぎ
を
む
す
ん

だ
。
コ
レ
ギ
ア
ン
ト
派
は
、
種
々
の
宗
派
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
信
仰
の
自
由
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。
自
由
に
聖
書
を
解
釈
し
、
研
究
す
る
信
者
の
あ
つ
ま
り
で
あ
っ

た
。ス

ピ
ノ
ザ
は
コ
レ
ギ
ア
ン
ト
派
の
一
人

―
外
科
医
の
ヘ
ル
マ
ン
＝
ホ
ー
マ
ン
宅
に
下
宿
し
た
。
か
れ
の
新
た
な
住
居
は
、
カ
ト
ウ
ェ
イ
ク
（
オ
ラ
ン
ダ
西
部

―
北
海

沿
岸
の
漁
村
）
に
通
じ
る
水
路
と
小
川
の
中
間

―
小
さ
な
横
町
（
こ
ん
に
ち
の
〝
ス
ピ
ノ
ザ
通
り
〟spinozalaan

）
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
家
屋
に
よ
く
み
ら

レインスブルフ村の図。（R. Univ, Biblioteek, Leyden 蔵）

レインスブルフ村の地図。1674年の銅版画より。［筆者蔵］
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れ
る
レ
ン
ガ
の
家

―
切
妻
造
り
（
屋
根
の
切き

り

棟む
ね

の
下
が
山
形
に
な
っ
て
い
る
）
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
家
だ
っ
た
。
家
の
周
辺
に
は
牧
場
が
ひ
ろ
が
り
、
や
や
先
に
教
会

（
一
六
一
八
年
に
造
ら
れ
た
大
教
会
［
フ
ロ
ー
テ
・
ケ
ル
ク
］）
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
家
は
一
六
六
一
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
屋
敷
内
の
小
屋
（
物
置
き
）
か
ら
発
見
さ

れ
た
半
壊
の
碪
石
に
は
、〝
一
六
六
一
年
〟
と
刻
ん
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
が
住
ん
だ
当
時
は
、
新
築
間
も
な
い
家
で
あ
っ
た
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
家
は
荒
廃
し
、
約
二
三
〇
年
後
の
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
売
り
た
て
に

出
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
数
年
く
ら
し
た
こ
の
家
屋
が
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
、
保
存
で
き
た
の
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
協
会
（Societas-Spinozana

）
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
の
協
会
は

一
八
九
七
年
に
ス
ピ
ノ
ザ
ゆ
か
り
の
こ
の
家
を
保
存
す
る
目
的
で
組
織
さ
れ
、
会
員
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
家
を
購
入
し
、
そ
れ
を
修
復
し
て
も
と
の
状
態
に
も
ど
し
た
。
こ

ライデン郊外レインスブルフにある「スピノザの家」。［筆者撮影］

「スピノザの家」の居間。
修復したものであり、当時のままではない。
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ん
に
ち
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
」（H

ヘ
ッ
ト

et S

ス
ピ
ノ
ザ
ハ
イ
ス

pinozahuis

）
と
呼
ば
れ
、
博
物
館
（
記
念
館
）
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
観
光
客
や
わ
が
国
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
家
の
な
か
に
は
、
こ
の
博
物
館
を
訪
れ
た
も
の
が
数
多
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
の
春

―
二
度
ば
か
り
訪
れ
、
感
慨
に
ふ
け
っ
た
。
わ
が
国
の
名
の
知
ら
れ
た
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
者
の
ひ
と
り
小お

尾び

範は
ん

治じ

（
一
八
八
五
～
一
九
六
四
、
一
高
を
へ
て
東
大
哲
学
科
で

ケ
ー
ベ
ル
に
師
事
、
ス
ピ
ノ
ザ
を
研
究
。
小
樽
高
等
商
業
学
校
教
授
を
へ
て
、
文
部
省
の
社
会
教
育
政
策
に
た
ず
さ
わ
る
）
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
倫
理
学
研

究
の
た
め
二
ヵ
年
間
欧
米
に
留
学
し
た
が
、
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
八
月
中
旬
に
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
」
を
訪
れ
て
い
る
。
か
れ
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
故
跡
を
探
っ
た
体
験
談
を
、

の
ち
に
「
ス
ピ
ノ
ザ
・
ハ
ウ
ス
を
訪
ふ
」
と
題
し
て
『
思
想
』（
第
十
六
号
、
大
正
12
・
１
）
に
発
表
し
た
。

か
れ
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
入
国
す
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
地
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
、
当
時
を
し
の
ん
だ
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
故
跡
を
さ
ぐ
る
時
間

は
な
く
、
ま
た
手
引
し
て
く
れ
る
人
も
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
再
遊
を
期
し
て
ハ
ー
グ
に
お
も
む
い
た
。
ハ
ー
グ
は
「
ス
ピ
ノ
ザ
協
会
」
の
本
部
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
当
時
、
協
会
の
会
長
を
つ
と
め
て
い
た
の
は
、
ウ
ィ
レ
ム
・
メ
イ
エ
ル
博
士
（D

r. W
illem

 M
eijer, 

一
八
四
二
～
一
九
二
六
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
八
十
歳
台
で

あ
り
、
体
も
だ
い
ぶ
お
と
ろ
え
、
ハ
ー
グ
郊
外

―
北
海
に
面
し
た
保
養
地
ス
ヘ
ベ
ニ
ン
ゲ
ン
の
方
向
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
暮
ら
し
て
い
た
。
話
は
ド
イ
ツ
語
で
な
さ
れ
た

が
、
若
い
学
者
で
あ
る
協
会
の
幹
事
で
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
家
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
と
娘
さ
ん
（
四
十
歳
台
）
が
と
り
つ
い
で
く
れ
た
。

小
尾
は
八
月
十
二
日

―
ハ
ー
グ
か
ら
汽
車
で
ラ
イ
デ
ン
に
む
か
っ
た
。
こ
ん
に
ち
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
」
を
訪
れ
る
に
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
駅
前
か
ら
カ
ト
ウ
ェ
イ
ク
行
の

〝
37
〟
番
の
バ
ス
に
の
り
、〝
ス
ピ
ノ
ザ
通
り
〟
で
下
車
し
、
あ
と
は
し
ば
ら
く
歩
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
が
、
当
時
は
ラ
イ
デ
ン
か
ら
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
の
ち
か
く
ま
で
電

車
が
通
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
そ
こ
か
ら
（
ラ
イ
デ
ン
）
か
ら
す
ぐ
電
車
に
乗
り
換
へ
、
畑
つ
ゞ
き
の
田
舎
を
眺
め
な
が
ら
、
ス
ピ
ノ
ザ
・
ハ
ウ
ス

の
あ
る R

ijnsburg 

に
通
ず
る
停
車
場
で
下
り
た
」

陽
気
は
夏
と
い
う
よ
り
、
晩
春
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
小
雨
が
静
か
に
ふ
っ
て
い
た
。
あ
ち
こ
ち
に
点
々
と
低
い
平
屋

が
み
え
る
。
田
舎
の
道
を
何
度
も
た
ず
ね
て
い
る
う
ち
に
、
幅
五
、
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
よ
う
な
溝み

ぞ

（
小
川
）
の
は
し

に
出
た
。
そ
こ
が
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
村
で
あ
っ
た
。
溝
の
う
え
に
は
小
舟
が
浮
か
ん
で
い
た
。
附
近
に
は
茶
店
や
農
家

ウィレム・メイエル博士
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や
調
度
品
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
部
屋
で
注
意
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
書
棚
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
革
装
や
ベ
ラ
ム
製
（
子
牛
や
子
羊
な
ど
の
革
か
ら

つ
く
る
）
の
古
書
で
あ
る
。

生
前
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
一
六
一
冊

（
（（
（

ほ
ど
書
物
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
著
名
な
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
家
の
Ｊ
・
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
の
市ま

ち

―
ブ
レ
ス

ラ
ウ
＝
現
ヴ
ロ
ッ
ク
フ
大
学
の
哲
学
教
授
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
財
目
録
に
記
し
て
あ
る
同
版
、
同
型
の
も
の
を
苦
労
し
て
蒐
集
し
、
そ
れ
を
当
時
の
配
列
に
よ
っ
て
な
ら

べ
た
も
の
で
あ
る
。
家
の
端

―
三
番
目
の
部
屋
に
は
、〝
一
六
六
一
年
〟
と
刻
ん
だ
礎
石
や
十
七
世
紀
に
レ
ン
ズ
を
み
が
く
た
め
に
用
い
た
古
い
施
盤
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
物

理
の
実
験
に
使
っ
た
か
ん
た
ん
な
機
械
が
あ
る
。
屋
根
う
ら
部
屋
に
あ
る
の
は
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
収
ま
っ
た
手
紙
や
書
物
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
庭
に
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
胸
像
が
あ
る
。
思
索
や
書
き
も
の
を
す
る
と
き
用
い
た
部
屋
は
、
ど
こ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
屋
根
裏
べ
や
が
、
お
そ
ら
く
仕
事
部
屋
兼
寝

室
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
小
尾
は
一
階
の
書
斎
兼
居
間
の
よ
う
な
部
屋
の
窓
か
ら
外
を
み
る
と
、
畑
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
（
い
ま
み
え
る
の
は
新
興
住
宅
地
）。
物
音
は
な
に

ひ
と
つ
聞
こ
え
な
い
。
か
れ
は
案
内
の
少
女
か
ら
蔵
書
の
記
録
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
の
絵
葉
書
な
ど
を
求
め
、
名
残
り
を
お
し
み
つ
つ
外
に
出
た
。
小
雨
に
き
よ
め
ら
れ
た
並

木
通
り
は
、
緑
に
か
が
や
き
、
小
村
は
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。
村
は
ず
れ
ま
で
来
た
と
き
、
野
良
し
ご
と
中
の
少
年
が
、
こ
の
東
洋
人
の
こ
と
を
い
ぶ
か
し
げ
に
見
て
い

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
ど
れ
も
み
す
ぼ
ら
し
か
っ
た
。
農
民
は
み
な

木
靴
を
は
い
て
い
た
。
み
な
ぽ
く
り
〳
〵
と
、
重
た
げ
に
歩
い
て
い
た
。

雨
は
こ
や
み
に
な
っ
た
。
溝
に
そ
っ
て
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
て
右
へ

ま
が
る
と
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
」
の
前
へ
で
た
。

こ
ん
に
ち
こ
の
家
は
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
、
午
後
一
時
か
ら
五
時

ま
で
開
い
て
お
り
、
入
場
料
（
二
ユ
ー
ロ
？
）
を
払
え
ば
、
だ
れ
で
も
見
学

で
き
る
。
平
屋
造
り
の
こ
の
家
は
、
一
階
に
三
部
屋
あ
り
、
せ
ま
い
急
な
階

段
を
の
ぼ
る
と
、
広
々
と
し
た
屋ダ

カ

メ

ル

ス

ェ

根
う
ら
部
屋
（dakkam

ertje

）
に
出
る
。

一
階
の
左
側
に
あ
る
の
は
管
理
人
の
部
屋
。
そ
の
と
な
り
は
書
斎
兼
居
間
で

あ
る
。
こ
の
部
屋
に
入
っ
て
左
側
に
暖
炉
が
あ
り
、
古
い
い
す
や
テ
ー
ブ
ル
、

書
柵
、
デ
カ
ル
ト
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
肖
像
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
暖
炉

スピノザの旧蔵書と同じものをあつめたもの。［筆者撮影］
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た
。
…
…

ス
ピ
ノ
ザ
は
ラ
イ
デ
ン
近
郊
の
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
村
に
三
ヵ
年
ほ
ど
滞
在
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
い
た
こ
ろ
、
訪
問
者
が
多
く
、
研
究
を
ま
と
め
る
の
に
支
障
が
多

か
っ
た
。
が
、
こ
こ
は
そ
れ
ほ
ど
来
客
が
多
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ス
ピ
ノ
ザ
を
敬
愛
し
、
そ
の
哲
学
を
信
奉
す
る
人
た
ち
が
と
き
ど
き
訪
ね
て
き
た
。
訪
問
者
の
な
か

に
は
、
生
活
や
出
版
面
で
か
れ
を
支
え
る
後
ろ
だ
て
も
い
た
。
パ
ト
ロ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
。

ヤ
ー
リ
ヒ
・
イ
ェ
レ
ス
…
…�

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
食
料
品
商
で
あ
り
、
か
つ
熱
心
な
デ
カ
ル
ト
学
徒
。
ス
ピ
ノ
ザ
に
年
金
を
提
供
し
、
生
計
の
う
れ
い
の
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の

著
作
の
出
版
を
可
能
に
し
た
。

ピ
ー
テ
ル
・
バ
リ
ン
グ
…
…�
商
人
。
コ
レ
ギ
ア
ン
ト
。
古
典
語
に
通
じ
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
ス
ピ
ノ
ザ
の
処
女
作
（『
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
諸
原
理
。
附
録

　
形
而
上
学
的
思

想
』
一
六
六
三
年
刊
）
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
。

シ
モ
ン
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
…�

裕
福
な
商
人
の
む
す
こ
。
コ
レ
ギ
ア
ン
ト
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
去
っ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
読
書
会
を
つ
く
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
作
品
の
す
べ
て
を
読
み
研

究
し
た
。
亡
く
な
る
ま
え
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
年

レ
イ
フ
レ
ン
テ金

二
〇
〇
〇
フ
ル
デ
ン
贈
ろ
う
と
し
た
が
、
謝
絶
さ
れ
た
。
の
ち
か
れ
の
弟
よ
り
三
〇
〇
フ
ル
デ
ン

の
み
も
ら
う
こ
と
を
承
知
し
た

（
（（
（

。

ヤ
ン
・
リ
ュ
ー
ウ
エ
ル
ツ
…�

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
出
版
者
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
全
作
品
を
出
版
し
た
。
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
で
出
版
さ
れ
た
異
教
な
ら
び
に
自
由
思
想
の
書
は
、
リ
ュ
ー

ウ
エ
ル
ツ
親
子
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
た

（
（（
（

。

か
く
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
コ
レ
ギ
ア
ン
ト
の
村

―
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
に
お
い
て
、
飾
り
気
の
な
い
、
温
和
な
住
民
か
ら
愛
さ
れ
、
品
行
方
正
に
生
き
た
。
一
六
六
一
年

の
夏
の
は
じ
め
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
ド
イ
ツ
系
イ
ギ
リ
ス
人
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
（
一
六
二
〇
～
？
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
科
学
協
会
の
書
記
）
の
訪
問
を
う
け
、
以

後
文
通
を
つ
づ
け
た
。
ま
た
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
滞
在
中
、
か
れ
の
身
辺
に
お
こ
っ
た
特
記
す
べ
き
出
来
事
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
神
学
科
の
学
生
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
カ
セ
ア
リ
ウ

ス
（
一
六
四
二
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
）
と
お
な
じ
屋
根
の
下
で
く
ら
し
な
が
ら
、
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
を
講
義
し
て
や
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

孤
独
と
質
素
な
く
ら
し
の
な
か
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
最
初
の
著
書
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
『
神
・
人
間
お
よ
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
』
と
題
す
る

処
女
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
哲
学
の
精
神
に
眼
を
ひ
ら
い
た

（
（（
（

、
わ
ず
か
の
友
人
ら
の
た
め
に
、
じ
ぶ
ん
の
哲
学
体
系
を
ま
と
め
た

（
（（
（

は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文

は
、
は
じ
め
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
も
の
ら
し
い
。
の
ち
に
十
七
世
紀
の
古
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
さ
れ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
死
後
、
十
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
文
の
写
本
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き
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
そ
う
な
有
力
者
が
い
そ
う
で
あ
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
い
る
友
人
た
ち
の
つ
て
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
グ
の
政
界
の
有
力
者
た
ち

と
も
面
識
が
あ
っ
た

（
（（
（

。
そ
の
う
ち
の
一
人
に
、
ヤ
ン
・
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
（
一
六
二
五
～
七
二
、
ホ
ラ
ン
ト
州
の
国
務
長
官
、
一
六
七
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
軍
が
オ
ラ
ン
ダ
に
浸

入
後
失
脚
し
、
の
ち
反
対
派
の
民
衆
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
）
が
い
た
。

と
も
あ
れ
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
一
六
七
〇
年
ま
で
フ
ォ
ー
ル
ブ
ル
フ
村
に
滞
在
し
た
。
一
六
六
五
年
（
三
十
四
歳
）、
ス
ピ
ノ
ザ
は
フ
ォ
ー
ル
ブ
ル
フ
に
お
け
る
大
部
分
の
時

間
を
主
著
『
エ
テ
ィ
カ
（
倫
理
学
、
一
六
七
七
年
遺
稿
集
に
入
る
）』
と
『
神
学
・
政
治
論
』（
政
治
哲
学
書
、
一
六
七
〇
年
刊
）
を
書
く
こ
と
に
費
や
さ
れ
た
。
が
、
や
が

て
か
れ
は
前
者
の
『
エ
テ
ィ
カ
』
の
執
筆
を
中
断
し
て
、
後
者
の
『
神
学
・
政
治
論
』
を
書
く
こ
と
に
専
念
し
た
。
し
ご
と
を
中
断
し
て
ま
で
後
者
の
完
成
を
い
そ
い
だ
の

は
、
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
オ
ラ
ン
ダ
の
思
想
界
は
混
と
ん
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、
新
旧
思
想
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
国
家
と
教
会
と
宗
派
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
因
縁
の
書
で
あ
っ
た
。

前
者
と
お
な
じ
く
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
滞
在
中
の
述
作
は
、『
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
諸
原
理
。
附
録

　
形
而
上

学
的
思
想
』
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
、
一
六
六
三
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ヤ
ン
・
リ

ュ
ー
ウ
エ
ル
ツ
か
ら
刊
行
さ
れ
、
翌
年
に
は
友
人
の
ピ
ー
テ
ル
・
バ
リ
ン
グ
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
出
版

さ
れ
た
。
こ
の
本
は
一
種
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
デ
カ
ル
ト
を
幾
何
学
の
形
式
で
講
述
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
扉
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
前
（B

enedictum
 de Spinosa

）
を
の
せ
た
唯
一
の
書
物
で
あ
っ

た
（
（（
（

。ス
ピ
ノ
ザ
に
と
っ
て
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
村
は
、
か
な
ら
ず
し
も
研
究
生
活
に
と
っ
て
理
想
郷
で
は
な
か
っ

た
。
哲
学
の
思
索
に
と
っ
て
必
要
な
静
寂
が
、
か
れ
の
名
が
知
ら
れ
る
に
つ
い
て
、
友
人
た
ち
の
訪
問
に
よ

っ
て
破
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ス
ピ
ノ
ザ
は
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
滞
在
に
み
き
り
を
つ
け
て
、
一
六
六

三
年
の
春
（
三
十
一
歳
）

―
ハ
ー
グ
近
郊
の
小
さ
な
村
フ
ォ
ー
ル
ブ
ル
フ
に
移
っ
た
。
新
た
な
転
居
先
は
、

コ
レ
ギ
ア
ン
ト
派
の
支
持
者
で
画
家
の
ダ
ニ
エ
ル
・
テ
ィ
デ
マ
ン
宅

（
（（
（

（
ケ
ル
ク
街
）
で
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
の

村
は
、
冬
の
天
候
が
わ
る
い
と
き
、
外
出
に
も
支
障
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
何
か
と
不
便
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ハ
ー
グ
は
な
ん
と
い
っ
て
も
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
の
中
心
で
あ
り
、
じ
ぶ
ん
の
著
作
を
出
版
す
る
と

ハーグ郊外の図（19c.）［筆者蔵］
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権
力
を
主
張
し
あ
ら
そ
っ
て
い
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
そ
の
よ
う
な
混
乱
状
態
の
な
か
で
、
み
ず
か
ら
の
態
度
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め

（
（（
（

、
ま
た
ひ
と
つ
に
は
じ
ぶ
ん
に
た
い
す

る
無
神
論
者
の
非
難

（
（（
（

を
の
ぞ
く
た
め
に
執
筆
し
た
。

こ
の
こ
ろ
ス
ピ
ノ
ザ
の
健
康
状
態
は
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
。
か
れ
の
母
は
死
病
を
の
こ
し
て
逝
っ
た
。
熱
が
出
た
り
、
汗
が
に
じ
み
で
た
。
レ
ン
ズ
を
み
が
く
た
め
、
か
れ

の
部
屋
で
飛
び
ち
る
ガ
ラ
ス
の
粉
末
も
か
れ
の
肺
を
そ
こ
ね
た
よ
う
だ
。

一
六
七
〇
年
（
三
十
八
歳
）、『
神
学
・
政
治
論
』
を
匿
名
で
出
版
後
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
ハ
ー
グ
に
移
住
し
た
。
移
動
の
正
確
な
日
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
一
六
六
九
年
か

ら
一
六
七
〇
年
に
か
け
て
の
冬

（
（（
（

で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
ん
ど
の
住
居
は
、
田
舎
の
家
と
い
う
よ
り
ハ
ー
グ
の
町
中
に
あ
る
家
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
当
時
、
芸
術
家
や
学
者

新教会
ハーグの駅

パヴィリオン運河通り
（スピノザ終えんの地）

フラフト

ハーグの地図
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が
す
く
な
か
ら
ず
住
ん
で
い
た
、
い
ち
ば
ん
静
か
な
市
域
に
住
ん
だ
。
こ
ん
ん
ど
か
れ
の
住
居
と
な
っ
た
所
は
、
い
ま
あ
る
ハ
ー
グ
駅
か
ら
東
に
一
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
閑
静

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

は
じ
め
は
フ
ェ
ー
ア
カ
ー
デ
街
三
十
二
番
地
の
フ
ァ
ン
・
ヴ
ェ
ー
レ
ン
未
亡
人
宅
の
後
方
の
二
階
に
下
宿
し
た
。
こ
の
家
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
あ
り
、
こ
ん
に
ち
に
至

っ
て
い
る

（
（（
（

。
そ
こ
は
ま
か
な
い
付
の
下
宿
で
あ
り
、
と
き
に
は
著
述
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、
家
人
と
会
わ
ず
、
何
日
も
食
事
を
は
こ
ば
せ
た

（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
下
宿
は
費
用

が
か
か
り
す
ぎ
た
の
で
、
一
六
七
一
年
の
春
（
三
十
九
歳
）

―
フ
ェ
ー
ア
カ
ー
デ
街
と
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
運フ

ラ
フ
ト河

通
り
と
が
交
差
す
る
所

―
女
子
養
老
院

（「
聖

ヘ
イ
リ
ヒ
・
ヘ
ー
ス
ト
・
ホ
ス
エ

霊

院
」
の
筋
む
か
い
に
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

家

―
装
飾
画
家
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ク
の
屋
根
裏
部
屋
を
、
年
八
〇
フ
ル
デ
ン
で
借
り
る
こ
と
に
し
た

（
（（
（

。

こ
の
家
は
有
名
な
風
景
画
家
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ホ
イ
エ
ン
（
一
五
九
六
～
一
六
五
六
）
の
持
物
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
孫
の
代
に
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ク
一
家
に
売
り

渡
し
た
。
こ
の
家
は
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
年
）「
ス
ピ
ノ
ザ
協
会
」
の
本
部
と
し
て
買
い
と
ら
れ
、
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。

一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
二
月
二
十
一
日

―
ハ
ー
グ
に
お
い
て
ス
ピ
ノ
ザ
没
後
約
二
五
〇
年
の
記
念
講
演
会
が
、
会
員
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

ハーグの「スピノザの家」の裏庭。
Rudolf Kayser の Spinoza （1932） より。

パヴィリオン運
フラフト

河通りの写真。いまは運河なく、道路になっている。
A.Wolf の The Oldest Biography of Spinoza （1927） より。
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れ
た
し
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
と
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
記
念
の
た
め
の
哲
学
会
議
が
ひ
ら
か
れ
た

（
（（
（

。

一
六
七
三
年
（
四
十
一
歳
）、
二
月
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
か
ら
教
授
就
任
の
話
が
あ
っ
た
が
、
考
え
た
す
え
三
月
に
辞
退
し
た
。
翌
一
六
七
四
年
、
か
れ
の
『
神
学
・

政
治
論
』
が
禁
書
と
な
っ
た
。

一
六
七
五
年
（
四
十
歳
）、『
エ
テ
ィ
カ
』
は
完
成
し
た
が
、
出
版
を
断
念
。
の
ち
小
論
文
（「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
文
法
」「
国
家
論
」
な
ど
）
の
執
筆
に
従
事
し
た
。
翌
年
、

パ
リ
か
ら
ド
イ
ツ
に
も
ど
る
途
中
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
一
六
四
六
～
一
七
一
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
教
学
者
）
は
、
ハ
ー
グ
の
ス
ピ
ノ
ザ
を
訪
れ
た
。

と
も
あ
れ
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ク
方
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
終
え
ん
の
地
と
な
る
の
だ
が
、
か
れ
の
暮
し
ぶ
り
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

正面の建物―スピノザ終えんの地。［筆者撮影］

パヴィリオン運
フラフト

河通りにあるスピノザの銅像。
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か
れ
の
主
な
る
生
活
の
糧
は
、
友
人
た
ち
か
ら
の
合
力
（
年
金
五
〇
〇
フ
ル
デ
ン
）
と
レ
ン
ズ
み
が
き
か
ら
上
る
収
入
だ
け
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ぜ
い
た
く
を
せ
ず
、
簡

素
に
く
ら
し
た
。
食
事
は
バ
タ
ー
か
レ
ー
ズ
ン
入
り
の
か
ゆ
な
ど
を
口
に
し
、
と
き
ど
き
少
量
の
ブ
ド
ウ
酒
や
ビ
ー
ル
を
の
ん
だ

（
（（
（

。
た
の
し
み
と
し
て
タ
バ
コ
を
た
し
な
ん

だ
。
質
素
な
食
事
は
、
大
き
な
支
出
で
は
な
か
っ
た
。
年
金
五
〇
〇
フ
ル
デ
ン
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
律
法
学
院
の
恩
師
モ
ル
テ
イ
ラ
よ
り
も
一
〇
〇
フ
ル
デ
ン
少
な
く
、

ラ
イ
デ
ン
大
学
の
ゲ
ー
リ
ン
ク
ス
と
い
う
教
授
の
年
俸
と
お
な
じ
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

し
か
し
、
そ
の
質
素
な
く
ら
し
の
わ
り
に
は
貯
え
が
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
収
入
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
価
な
書
物
を
惜
し
み
な
く
買
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
希き

書し
ょ

（
古
刊
本
、
古
写
本
、
限
定
本
、
珍
本
）
を
あ
さ
る
よ
う
に
な
る
と
、
金
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
が
、
か
れ
は
生
活
に
必
要
と
す
る
以
外
の
金

―
残

っ
た
金
を
す
べ
て
本
代
に
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
が
も
っ
て
い
た
書
物
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
豊
富
な
の
は
、
古
い
ユ
ダ
ヤ
の
学
問
に
つ
い
て
の
本
で
あ
っ
た
。

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ
ク
ス
ト
ル
フ
（Johannes B

uxtorf, 

一
五
六
四

～
一
六
二
九
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
学
者
）

…
…�

同
人
の
著
と
し
て
は
、Lexicon H

ebraicum
 et C

haldaicum

（
一
六
〇
七
刊
）
やB

iblia H
ebraica 

R
abbinica

（
四
巻
、
一
六
一
八
～
一
九
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
も
っ
て
い
た
の
は
、
後

者
の
ユ
ダ
ヤ
の
律
法
学
者
に
関
す
る
本
か
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
イ
ブ
ン
・
エ
ズ
ラ
（A
braham

 ibn E
sra, 

紀
元

前
五
世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
律
法
学
者
）

…
…
モ
ー
ゼ
の
五
書
の
注
釈
書
？

レ
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ン
・
ガ
ー
ソ
ン
（Levi ben G

erson, 

一
二
八

八
？
～
一
三
四
四
？
、
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
数
学
者
、
宗
教

哲
学
者
）

…
…�
聖
書
や
タ
ル
ム
ー
ドT

alm
ud

（
ユ
ダ
ヤ
の
律
法
・
習
俗
・
説
話
・
教
訓
な
ど
を
記
し
た
も
の
）
の
注
釈
書
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（
本
名
・
モ
ー
ゼ
ン
・
ベ
ン
・
マ
イ
モ
ン
、

M
aim

onides, M
oseh ben M

aim
on, 

一
一
三
五
～
一
二
〇
四
、

ス
ペ
イ
ン
の
ゴ
ル
ド
バ
生
れ
の
ユ
ダ
ヤ
の
哲
学
者
）

…
…�

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
移
住
し
、
サ
ル
タ
ン
の
侍
医
と
な
る
。
倫
理
、
数
学
、
医
学
、
法
律
、
神
学
な
ど

を
著
わ
し
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
著
述
と
し
て
はM

ishneh T
orah

（『
第
二
の
律
法
』）
が
あ
る
が
、
ス
ピ

ノ
ザ
が
も
っ
て
い
た
書
名
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
主
著
『
迷
え
る
者
の
導
き
』
と
い
う
。

そ
の
他
、
か
つ
て
の
師
マ
ナ
ッ
セ
・
ベ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
『
イ
ス
ラ
エ
ル
の
希
望
』E

sperança de Israel
）、
ユ
ダ
ヤ
の
祭
式
の
書 Passak-H

agagah, 

ス
ペ
イ
ン
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の
詩
集
、
天
文
・
解
剖
・
物
理
学
・
光
学
・
レ
ン
ズ
み
が
き
の
本
な
ど
の
ほ
か
、
デ
カ
ル
ト
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ベ
ー
コ
ン
な
ど
の
書
が
、
松
の
木
製
の
小
さ
な
書
棚
の

な
か
に
入
っ
て
い
た

（
（（
（

。

ス
ピ
ノ
ザ
の
身
な
り
は
質
素
で
あ
り
、
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
外
出
す
る
と
き
は
き
ち
ん
と
し
た
衣
服
に
変
え
た
。
幅
広
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
モ
ヘ
ア
の
マ

ン
ト
を
着
て

（
（（
（

出
か
け
た
。
か
れ
の
風
貌
は
ど
う
か
。
黒
い
髪
は
ち
ぢ
れ
て
お
り
、
皮
膚
は
あ
さ
ぐ
ろ
く
、
ま
ゆ
毛
や
眼
は
黒
か
っ
た
。
そ
の
容
姿
か
ら
い
か
に
も
ポ
ル
ト

ガ
ル
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
印
象
を
あ
た
え
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
の
か
れ
は
消
耗
性
肺
病
を
病
ん
で
い
て
、
顔
は
青
白
く
、
ひ
じ
ょ
う
に
や
せ
細
っ
て
い
た

（
（（
（

。
か
れ
は
あ
ま
り
じ
ぶ
ん
の
病
気
に
つ
い
て
語
る
の
を
好

ま
な
か
っ
た
。
死
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
や
り
か
け
の
し
ご
と
を
中
途
に
し
て
死
に
た
く
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
し
し
と
し
て
研
究
に
は
げ
み
、
執
筆
は
夜
の
十

時
か
ら
朝
の
三
時
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。
気
晴
ら
し
と
い
え
ば
、
階
下
に
降
り
て
い
っ
て
、
家
主
や
そ
の
子
ど
も
た
ち
と
す
こ
し
ば
か
り
話
を
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

家
主
の
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ク
家
に
は
、
子
ど
も
が
四
人
と
お
手
伝
い
が
一
人
い
た

（
（（
（

。
死
の
前
日

―
二
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）

―
夕
方
、

か
れ
は
階
下
に
お
り
て
き
て
、
家
主
の
家
族
ら
と
よ
も
や
ま
話
を
し
、
ス
ペ
イ
ク
が
教
会
で
聞
い
て
き
た
ル
ー
テ
ル
派
の
牧
師
の
説
教
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
た
。
翌
日
は

日
曜
日
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
家
主
夫
婦
が
出
か
け
る
ま
え
に
朝
早
く
階
下
に
お
り
て
、
か
れ
ら
と
話
を
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
来
て

も
ら
っ
て
い
た
医
師
ゲ
オ
ル
グ
・
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
ラ
ー
（
一
六
五
一
～
？
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
医
学
を
学
び
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
業

（
（（
（

）
は
、
女
中
に
ひ
ね
た
鶏
を
一

羽
買
い
も
と
め
、
そ
れ
を
料
理
し
、
昼
に
な
っ
た
ら
ス
ピ
ノ
ザ
に
食
べ
さ
せ
る
よ
う
に
い
っ
た
。
家
主
の
家
族
ら
が
帰
宅
し
た
と
き
、
か
れ
は
鶏
料
理
を
う
ま
そ
う
に
食
べ

て
い
た
。

午
後
、
家
主
ら
は
教
会
に
出
か
け
た
。
医
師
の
シ
ュ
ラ
ー
だ
け
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
そ
ば
に
残
っ
た
。
と
こ
ろ
が
か
れ
ら
が
教
会
か
ら
帰
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
午
後
三
時
ご
ろ

死
ん
だ
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
医
者
は
、
机
の
う
え
に
あ
っ
た
若
干
の
小
銭

（
（（
（

の
何
枚
か
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
と
、
夜
の
船
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
、
一
六
七
七
年
二
月
二
十
一
日

―
家
主
の
屋
根
裏
部
屋
で
波
瀾
に
富
ん
だ
四
十
四
年
の
生
涯
を
と
じ
た
。

葬
儀
の
こ
と
は
、
生
前
依
頼
さ
れ
て
い
た
家
主
の
ス
ペ
イ
ク
が
世
話
を
し
た
。
そ
の
費
用
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
友
人
シ
モ
ン
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
の
弟
が
負
担
し
た

（
（（
（

。

埋
葬
式
は
四
日
後

―
二
月
二
十
五
日
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
葬
儀
に
は
六
台
の
馬
車
が
つ
ら
な
り
、
か
れ
の
遺
骸
は
ス
ポ
イ
街
の
新ニ

ュ
ー
ウ
ェ
・
ケ
ル
ク

教
会
の
説
教
壇
の
右
手
の
床ゆ

か

―
国
務
長
官
ヤ
ン
・
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
の
墓
か
ら
遠
く
な
い
所

―
に
葬
ら
れ
た
。
の
ち
に
そ
こ
に

“B 162”
の
印

し
る
し

が
刻
ま
れ
た

（
（（
（

。
教
会
の
内
陣
は
仮
墓
地
に
な
っ
て
い
て
、
十
二

年
た
つ

（
（（
（

と
遺
骨
を
掘
り
お
こ
し
、
他
所
に
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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筆
者
は
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
、
ハ
ー
グ
の
文
書
館
に
お
い
て
、
職
員
の
協
力
を
え
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
埋
葬
記
録
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は 

G
rafboek 1656

～1720

（「
墓
所
簿
一
六
五
六
年
～
一
七
二
〇
」）
に
あ
る
も
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
書
係
に
よ
る
と
、
原
文
（
十
七
世
紀
の

オ
ラ
ン
ダ
文
）
は
、
判
読
で
き
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
原
簿
を
検
索
す
る
と
き
に
必
要
なInventaris

（
（（
（

（
目
録
）
の
オ
ラ
ン
ダ
文
か
ら
判
ず
る
と
、
お
そ
ら
く
つ
ぎ
の
よ

う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　H

uurgraf

　162

スピノザの居室（ハーグの「スピノザの家」）。
Rudolf Kayser の Spinoza （1932） より。

スピノザが埋葬されたハーグの「新教会」の図（19c）。［筆者蔵］
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　Spinoza benedictus 1677 
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…

betaald

―12
00

　
　
　
　
　
賃
貸
墓
地

　
一
六
二
号

　
ス
ピ
ノ
ザ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
は
、
一
六
七
七
年
新
教
会
の
一
六
二
に
埋
葬
。
聖
霊
院
の
筋
む
か
い
に
居
住
。
一
二
ギ
ル
ダ

ー
支
払
う
。

新
教
会
（
一
六
四
九
年
の
創
建
？
）
は
、
上
流
社
会
の
教
会
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
亡
く
な
っ
た
ス
ペ
イ
ク
方
か
ら
北
の
ほ
う
に

数
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
所
に
あ
る
。
没
後
二
五
〇
年
の
記
念
祭

（
（（
（

が
お
こ
な
わ
れ
た
一
九
二
七
年
（
昭
和
三
年
）
二
月
二
十
一

日

―
新
教
会
う
ら
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
墓
所
に
、
一
基
の
墓
標
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
に
は
ラ
テ
ン
語
で

―

T
E

R
R

A

　
　H

IC

B
E

N
E

D
IC

T
I

　D
E

　SPIN
O

ZA

IN

　E
C

C
LE

SIA
　N

O
V

A

　O
LM

　SE
PU

LT
I

O
SSA

　
　T

E
G

IT

（
新
教
会
の
こ
の
地
は
、
か
っ
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ス
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
の
遺
骨
を
お
お
ひ
か
く
し
た
所
で
あ
る
）

と
あ
る
。
が
、
こ
こ
に
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
骨
が
埋
め
ら
れ
て
い
な
く
、
空か

ら

墓ば
か

で
あ
る
ら
し
い
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
没
後
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ク
は
か
れ
の
遺
品
な
ど
を
整
理
し
、
未
払
い
の
も
の
が
な
い
か
調
べ
た
。
ス
ペ

イ
ク
の
意
を
う
け
て
、
公
証
人
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
財
産
目
録
を
つ
く
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
か
た
み
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

Niewe Kerk（新教会）におけるスピノザの埋葬記録。（Den Haag City Archives蔵）
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現
金
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
友
人
か
ら
の
年
金
は
、
ほ
と
ん
ど
高
価
な
書
物
を
求
め
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
。
遺
品
の
う
ち
、
マ
ン
ト
・
ズ
ボ
ン
・
ベ
ッ
ド
の
シ
ー

ツ
・
シ
ャ
ツ
・
ベ
ッ
ド
・
椅
子
・
ハ
ン
カ
チ
・
銀
製
の
と
め
金
な
ど
は
、
売
っ
て
金
に
か
え
ら
れ
た
。
全
遺
品
の
売
却
総
額
は
、
約
四
三
〇
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
、
あ
ち
こ
ち
に
借
金
を
し
て
い
た
。
家
主
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ク
に
は
、
部
屋
代
・
食
事
代
が
未
払
い
と
な
っ
て
お
り
、
葬
儀
代
ま
で
払
っ
て
も
ら

っ
た
。
ほ
か
に
も
借
り
が
あ
っ
た
。

薬
屋
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
レ
ー
デ
ル
…
…
…
薬
代
一
六
ギ
ル
ダ
ー

床
屋
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ケ
ル
フ
ェ
ル
…
…
三
ヵ
月
分
の
ひ
げ
そ
り
代
金
一
ギ
ル
ダ
ー
一
八
ス
ト
イ
フ
ェ
ル

（
（（
（

　

の
ち
に
か
れ
の
家
具
や
蔵
書
な
ど
も
競
売
に
か
け
ら
れ
、
そ
の
あ
が
り
は
債
務
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
た
。
原
稿
は
売
却
さ
れ
ず
、
遺
稿
集
の
か
た
ち
で
世
に
出
す
こ
と
に

し
た
。

た
（
（（
（

。

ベ
ッ
ド
と
カ
バ
ー

　
　
　
　
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ボ
ン

マ
ン
ト
（
ト
ル
コ
羊
毛
）

　
ベ
ッ
ド
用
シ
ー
ツ
四
枚

　
　
シ
ャ
ツ
七
枚

カ
ラ
ー
十
九
本

　
　
　
　
　
ハ
ン
カ
チ
五
枚

　
　
　
　
　
赤
い
カ
ー
テ
ン

ざ
ぶ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
毛
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽
子
二
つ

く
つ
二
足

　
　
　
　
　
　
　
下
着
類

　
　
　
　
　
　
　
　
旅
行
カ
バ
ン

チ
ェ
ス
の
道
具

　
　
　
　
　
カ
ー
テ
ン

銀
製
の
と
め
金
二
つ

　
　
　
銅
版
画

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ン
ズ
数
枚

研
磨
道
具

　
　
　
　
　
　
　
銀
の
印い

ん

形
ぎ
ょ
う

蔵
書
一
六
一
冊

「新教会」の裏手にあるスピノザの墓所。［筆者撮影］
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注（
１
）『
世
界
文
芸
大
辞
典

　
第
四
巻
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
11
・
12
）、
二
六
八
頁
。

（
２
）『
世
界
歴
史
辞
典

　
第
十
一
巻
』（
平
凡
社
、
昭
和
27
・
８
）、
七
頁

（
３
）『
コ
ン
サ
イ
ス
地
名
辞
典

―
外
国
編
』（
三
省
堂
、
昭
和
52
・
７
）、
一
七
二
頁
。

（
４
）N

ouvelle G
éographie U

niverselle, IV
. L

’Europe du N
ord-O

uest, Librairie H
achette et C

ie, Paris, 1870, p. 172

（
５
）
箕
作
元
八
著
『
西
洋
史
講
話
』（
開
成
館
、
大
正
２
・
６
）、
四
五
四
頁
。

（
６
）
注
（
４
）La N

ederlande, p. 117

（
７
）
注
（
５
）
の
四
八
〇
頁
。

（
８
）
注
（
５
）
の
四
八
一
頁
。

（
９
）
注
（
５
）
の
四
八
三
頁
。

（
10
）ゲ
プ
ハ
ル
ト
著

豊
川
登
訳

　
　
『
ス
ピ
ノ
ザ
概
説
』（
創
元
社
、
昭
和
23
・
10
）、
一
三
頁
。
こ
の
訳
書
の
原
本
は C

arl G
ebhardt: Spinoza, V

erlag von Philipp R
eclam

, Leipzig, 1932 

で

あ
る
。

（
11
）Frederik Pollock: Spinoza, his life and philosophy, C

. K
egan Paul &

 C
o, London, 1880, p.3

（
12
）
注
（
10
）
の
二
七
頁
。

（
13
）
同
右
。

（
14
）
注
（
11
）
に
お
な
じ
。

（
15
）
注
（
10
）
の
三
〇
頁
。

（
16
）R

. W
illis, M

. D
: B

enedict de Spinoza, his life, correspondence, and E
thicks. T

übner &
 C

o, London, 1870, p.19

（
17
）
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ナ
ド
ラ
ー
著

有
木
宏
二
訳

　
　
　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
あ
る
哲
学
者
の
人
生
』（
人
文
書
館
、
平
成
24
・
３
）、
六
七
頁
。

（
18
）
注
（
15
）
に
お
な
じ
。

（
19
）
工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
清
水
書
院
、
昭
和
55
・
10
）、
四
四
頁
。

（
20
）
稲
富
栄
次
郎
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
』（
理
想
社
出
版
部
、
昭
和
14
・
11
）、
二
三
四
頁
。R

udolf K
ayser: Spinoza, P

ortrait of a Spiritual H
ero, Philosophical 

Library, N
ew

 York, 1946, p.47
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（
21
）Steven N

adler: Spinoza, A
 Life, C

am
bridge U

niversity Press, 1999, p.63 

ま
た W

. G
. V

an der T
ak: B

ento de Spinoza, Zijn leven en gedach ten over de 

w
ereld, den m

ensch en den staat, M
artinus N

ijhoff, 

’s-G
ravenhage, 1928, p.12 

に
も
授
業
時
間
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
22
）
小
尾
範
治
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
体
系
（
エ
チ
カ
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
７
・
４
）、
七
頁
。

（
23
）D

r. A
ntoon V

loem
ans: Spinoza, de m

ensch het leven en het w
erk, N

. V
. H

. P. Leopold

’s U
itgevers-m

aatschappij, 

’s-G
ravenhage, 1931, p.45

（
24
）
注
（
11
）
の
一
一
頁
。

（
25
）
注
（
22
）
の
八
頁
。

（
26
）
同
右
。

（
27
）
注
（
20
）
の
二
三
五
頁
。

（
28
）
注
（
16
）
の
二
二
頁
。

（
29
）
注
（
19
）
の
四
六
～
四
七
頁
。

（
30
）
注
（
20
）
の
一
九
～
二
〇
頁
。

（
31
）
注
（
10
）
の
三
三
頁
。

（
32
）
注
（
10
）
の
一
八
九
頁
。

（
33
）
注
（
10
）
の
一
八
八
頁
。

（
34
）
注
（
11
）
の
一
一
頁
。

（
35
）
注
（
23
）
の
八
一
頁
。

（
36
）
注
（
11
）
の
一
一
頁
。

（
37
）
注
（
20
）
の
二
四
二
頁
。

（
38
）
工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
講
談
社
、
昭
和
54
・
10
）、
一
二
一
頁
。

（
39
）
ウ
ィ
ル
・
デ
ュ
ラ
ン
ト

陶
山
務
訳

　
　
　
　

『
哲
学
夜
話
』（
第
一
書
房
、
昭
和
15
・
５
）、
一
一
一
頁
。

（
40
）
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
で
も
最
古
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
で
あ
る
。
一
六
一
四
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
が
埋
葬
用
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
ユ
ダ
ヤ
人
は
遺

体
を
ア
ル
ク
マ
ー
ル
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
北
北
西
に
あ
る
町
）
に
近
い G

フ
ロ
ー
ト

roet

（
不
詳
）
の
砂
丘
に
埋
め
て
い
た
が
、
ア
ウ
デ
ル
ケ
ル
ク
に
墓
地
を
手
に
入
れ
た
。
当
時
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
死
体
を
は
し
け
に
の
せ
、
ア
ム
ス
テ
ル
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
地
ま
で
運
ん
だ
。
こ
こ
に
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
族
の
墓
と
か
れ
の
師
ベ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
墓

も
あ
る
。
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母
は
一
六
三
八
年
十
一
月
五
日
に
亡
く
な
り
、
そ
の
碑
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　S

a D
H

A
N

A
 D

E
B

O
R

A
 D

’ESPIN
O

ZA
 M

U
LH

E
R

　
　
　
　D

 M
IK

A
E

L D

’ESPIN
O

ZA
 Q

U
E

 A
 LE

V
O

U

　
　
　
　
　E

L D
IO

 P
aSY E

N
28 D

 H
E

SV
A

N

　
　
　
　
　
　
　
　
　5399 A

os

　
父
は
一
六
五
四
年
三
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
り
、
そ
の
碑
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　S

a D
O

 B
E

M
A

V
E

N
T

U
R

A
D

O
 M

IC
H

A
E

L D
 E

SPIN
O

ZA
 Q

U
E

 F
o E

M
10 D

 N
ISA

N
 A

o 5414

　
注
・A

. M
. V

A
Z D

IA
S 

と W
. G

. V
A

N
 D

E
R

 T
A

K
 

に
よ
る
共
編
お
よ
び
刊
行

― Spinoza M
ercator &

 A
utodidactus, M

artinus N
ijhoff,

’

s-G
ravenhage, 1932 

よ
り
。

（
41
）
注
（
11
）
の
二
一
頁
。

（
42
）
下
村
寅
太
郎
編
『
世
界
の
名
著

　
ス
ピ
ノ
ザ

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
44
・
８
）、
五
一
七
頁
。

（
43
）
注
（
10
）
の
五
九
頁
。
ゲ
プ
ハ
ル
ト
が
参
考
に
し
た
資
料
は
、J. Freudenthal 

が
編
ん
だ D

ie Lebensgeschichte Spinoza

’

s in quellenschriften, urkunden und 

nichtam
tlichen nachrichten...V

erlag von veit &
 com

p. Leipzig, 1899, p. 160～
p. 164 

で
あ
ろ
う
。

（
44
）
注
（
38
）
の
一
一
三
頁
。

（
45
）
注
（
43
）
の J. Freudenthal 

の D
ie Lebensgeschichte

…
…
の
一
六
〇
～
一
六
四
頁
を
参
照
。

（
46
）
注
（
23
）
の
二
九
六
頁
。

（
47
）
注
（
42
）
の
二
六
～
二
七
頁
。
注
（
10
）
の
六
七
頁
に
も
、
お
な
じ
記
述
が
あ
る
。

（
48
）
注
（
20
）
の
二
五
二
～
二
五
三
頁
。

（
49
）
ス
ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳

『
神
・
人
間
及
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
30
・
１
）、
九
頁
。

（
50
）
注
（
10
）
七
八
頁
。

（
51
）
注
（
20
）
二
五
八
頁
。
な
お
、K

arl B
aedeker 

の B
elgium

 and H
olland (1910) 

の
三
四
〇
頁
に
も
、
こ
の
転
居
先
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
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（
52
）
注
（
19
）
の
七
二
頁
。

（
53
）
注
（
20
）
二
六
四
頁
。

（
54
）
注
（
19
）
の
一
四
〇
頁
。

（
55
）W

iep van B
unge: F

ilosoof van vrede, D
e H

aagse Spinoza, U
itgave gem

eente D
en H

aag, A
lbani D

rukkers, D
en H

aag, 2008, p.24

（
56
）K

arl B
aedeker, 

三
三
四
頁
。

（
57
）
ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

山
本
一
郎
訳
編

　
　
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
弘
文
堂
、
昭
和
24
・
６
）、
四
九
頁
。

（
58
）
注
（
10
）
の
九
三
頁
。

（
59
）
右
に
お
な
じ
。

（
60
）
注
（
20
）
の
二
六
八
頁
。

（
61
）
注
（
38
）
の
一
五
七
頁
。

（
62
）
注
（
20
）
に
お
な
じ
。

（
63
）
注
（
19
）
の
七
八
頁
。

（
64
）
注
（
57
）
の
五
八
頁
。

（
65
）M

. F. A
. G

. C
am

pbell: H
et sterfhuis van Spinoza, D

e N
ederlandsche Spectator 

（26
Juni 1880

）

（
66
）
注
（
23
）
の
五
二
五
頁
。

（
67
）
注
（
57
）
の
五
九
頁
。

（
68
）
注
（
38
）
の
一
六
三
頁
。

（
69
）K

arl B
aedeker 

の
三
三
四
頁
。

（
70
）
注
（
10
）
の
一
〇
九
頁
。

（
71
）B

N
R

. 377, 321 en 323, Inventaris doop-trouw
en begraafregisters 279 G

rafboek, 1656-1780. I deel.

（
72
）
注
（
23
）
の
五
八
〇
頁
。

（
73
）
注
（
19
）
の
九
四
頁
お
よ
び
注
（
57
）
の
六
二
頁
を
参
照
。

（
74
）Steven N

adler: Spinoza, A
 Life, C

am
bridge U

niversity Press, 1999, p.350
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追
記

―
こ
の
小
伝
を
書
く
に
あ
た
っ
て
内
外
の
諸
書
を
参
考
に
し
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
伝
記
と
し
て
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス
、
コ
ル
ト
ル
ト
、
ペ
ー
ル

な
ど
の
も
の
が
あ
る
が
、
誤
り
も
あ
る
た
め
こ
ん
に
ち
注
意
を
も
っ
て
用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
伝
記
か
ら
生
れ
た
の
は
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
、
フ
ロ

ー
テ
ン
、
ボ
ル
コ
ウ
ス
キ
ー
、
ゲ
プ
ハ
ル
ト
な
ど
の
伝
記
的
研
究
で
あ
る
。
日
本
の
研
究
者
の
な
か
に
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
を
か
く
と
き
、
祖
述
と
創
見
の
区
別
が
つ
か

ず
、
先
達
の
文
章
を
丸
の
み
し
、
あ
た
か
も
じ
ぶ
ん
の
説
の
ご
と
く
発
表
し
、
平
然
と
し
て
い
る
者
も
い
る
。
か
れ
ら
は
じ
ぶ
ん
の
博
学
を
て
ら
う
か
の
よ
う
に
、
参
考
文

献
名
す
ら
し
め
さ
ぬ
の
で
あ
る
。
か
つ
て
わ
が
国
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
者
に
よ
っ
て
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
た
伝
記
的
資
料
は
、
お
そ
ら
く
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　K
uno Fischer: Spinozas Leben, W

erke und Lehre, C
arl W

inter U
niversitätsverlag, H

eiderberg, Freudenthal (J.) &
 G

ebhardt (C
.): Spinozas 

Leben und Lehre. E
rster T

eil: D
as Leben Spinoza

’s von J. Freudenthal.2 A
uflage H

erausgegeben von C
arl G

ebhardt. Zw
eiter T

eil: die Lehre 

Spinozas auf G
rund des N

achlasse von J. Freudenthal. B
earbeitet von C

arl G
ebhardt. H

eidelberg: C
. W

inter, 1927.2 B
de in 1. 350, 270 pp. lar. 

8vo.

　C
arl G

ebhardt: Spinoza, V
erlag von Philipp R

eclam
, Leipzig, 1932

　R
udolf K

ayser: Spinoza, B
ildnis eines geistigen H

elden, Phaidon-V
erlag, W

ien, Leipzig, 1932

注
・
同
書
の
英
訳 Spinoza, Portrait of a Spiritual H

ero 

は
、
一
九
四
六
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の T

he Philosophical Library

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

筆
者
の
こ
の
小
伝
の
記
述
の
多
く
は
、
ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス
、
Ｆ
・
ポ
ロ
ッ
ク
、
Ｒ
・
ウ
ィ
リ
ス
、
ゲ
プ
ハ
ル
ト
、
ウ
ィ
ル
・
デ
ュ
ラ
ン
ト
、
稲
富
、
小
尾
、
下
村
、
工

藤
な
ど
の
研
究
に
依
拠
し
、
ま
た
適
宜
Ａ
・
ウ
ル
フ
編 T

he O
ldest B

iography of Spinoza (1927), 

Ｗ
・
Ｇ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
の B

ento de Spinoza (1998), 

Ａ
・
Ｍ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
と
Ｗ
・
Ｇ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
と
の
共
編
に
な
る Spinoza, M

ercator &
 A

utodidactus (1932), 

Ａ
・
フ
ロ
エ
マ
ン
ス
の 

Spinoza, de m
ensch het leven en het w

erk (1931), 

ス
テ
ィ
ブ
ン
・
ナ
ド
ラ
ー
の Spinoza, A

 Life (1999), 

ウ
ィ
ー
プ
・
フ
ァ
ン
・
ブ
ン
ヘ
の F

ilosof van vrede 

(2008) 

な
ど
を
利
用
し
た
。

一
　
解
題

　
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
文
献

わ
が
国
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
家
の
ひ
と
り
小
尾
範
治
（
一
八
八
五
～
一
九
六
四
、
小
樽
高
等
商
業
学
校
教
授
）
が
、
い
ま
か
ら
九
十
年
以
上
も
ま
え
の
大
正
十
一
年
（
一
九
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二
二
）
の
盛
夏

―
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
故
跡
を
さ
ぐ
っ
た
と
き
、
一
日
ハ
ー
グ
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
協
会
」
の
会
長
ウ
ィ
レ
ム
・
メ
イ
エ
ル
博
士
（
当
時
八
十
歳

台
）
宅
を
訪
問
し
た
。
そ
の
折
数
年
前
に
『
エ
テ
ィ
カ
』
を
日
本
語
に
訳
し
た
と
語
る
と
、

　

―
そ
れ
ほ
ど
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
日
本
人
の
興
味
を
ひ
く
の
か
。
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
か
れ
の
哲
学
は
、
日
本
に
知
ら
れ
て
い
る
の
か
。
日
本
に
は
こ
れ
に
関
し
て

ど
ん
な
研
究
が
あ
る
の
か
。

と
、
こ
の
老
先
生
は
、
矢
継
ば
や
に
質
問
し
た
。

小
尾
は
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
人
の
思
想
は
、
そ
の
固
有
性
に
加
え
て
、
仏
教
の
影
響
に
よ
っ
て
、
汎は

ん

神し
ん

論ろ
ん

的
（
万
物
は
神
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
万
物
に
神
が
宿
っ
て
い

る
。
万
物
は
神
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
説
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
手
探
り
的
な
思
想
に
養
は
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り
も
、
日
本
人
の
ほ

う
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
に
接
近
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
、
と
答
え
た
。

会
話
は
ド
イ
ツ
語
で
な
さ
れ
、
協
会
の
若
い
幹
事
Ｗ
・
Ｇ
・
フ
ァ
ン
・
タ
ッ
ク
や
中
年
の
娘
さ
ん
が
通
訳
し
た
。

　

―
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
日
本
の
思
想
界
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
ま
だ
目
ぼ
し
い
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
わ
ず
か
に
波
多

野
博
士
の
『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』
と
い
う
、
か
れ
の
汎
神
論
に
関
す
る
論
理
的
分
析
的
の
研
究
が
あ
る
だ
け
で
す
。

と
い
う
と
、
メ
イ
エ
ル
博
士
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
た
。

　

―
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
が
そ
の
成
立
の
は
じ
め
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
界
で
は
大
き
な
反
感
や
憎
悪
を
招
い
て
、
そ
の
本
質
は
よ
く
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

日
本
は
そ
の
点
に
お
い
て
少
な
か
ら
ず
趣
を
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
が
ス
ピ
ノ
ザ
に
惹
か
れ
る
の
は
、
そ
の
汎
神
論
の
せ
い
で
あ
る
。

訪
問
者
は
、
こ
ん
に
ち
日
本
で
は
西
洋
哲
学
が
か
な
り
広
く
研
究
さ
れ
て
い
る
、
と
語
っ
た
け
れ
ど
、
い
っ
た
い
わ
が
国
に
お
い
て
哲
学
が
ど
れ
ほ
ど
生
長
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、
い
い
知
れ
ぬ
さ
み
し
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。

筆
者
は
こ
の
文
に
ふ
れ
た
と
き
、
異
端
の
哲
学
者
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ず
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
た
。
筆
者
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
は
、
ま
ず
邦
人
が
か
い
た
古
文

献
を
あ
つ
め
、
そ
れ
を
よ
む
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
欧
文
の
伝
記
や
研
究
書
を
す
こ
し
ず
つ
あ
つ
め
、
そ
れ
ら
に
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
筆
者
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
何
か
を
書
こ
う
と
す
る
と
き
、
西
洋
の
研
究
者
が
書
い
た
も
の
を
手
引
と
し
な
が
ら
、
深
奥
な
哲
理
を
究

め
た
い
と
い
っ
た
気
は
な
か
っ
た
。
筆
者
の
関
心
は
、
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
の
受
容
史

―
文
献
史
に
あ
り
、
そ
れ
が
ま
だ
な
い
現
状
に
か
ん
が
み
て
、
そ
の
前
駆
を

つ
と
め
た
い
と
お
も
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
下
の
叙
述
は
、
資
料
的
に
も
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
志
の
発
現
で
も
あ
る
。
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い
っ
た
い
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
い
つ
ご
ろ
い
か
な
る
径
路
を
へ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
輸
入
元
は
だ
れ

で
あ
り
、
い
つ
ご
ろ
か
れ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
人
の
注
意
を
引
か
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
数
多
の
啓
蒙
学
者
が
生
ま
れ
た
が
、
中
で
も
特
異
な
る
着
眼
と
広
範
囲
に
お
よ
び
知
識
の
伝
達
に
よ
っ
て
、
無
知
の
ひ
と
び
と
を
啓
発

し
た
ひ
と
り
は
、
西

　
周

あ
ま
ね

（
一
八
二
九
～
一
八
九
八
、
明
治
初
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
、
断
片
的
に
せ
よ
、
は
じ
め
て
言
及
し
た
の
は
西

　
周
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年

に
か
け
て
、
京
都
時
代
に
つ
づ
い
て
東
京
に
お
い
て
も
私
塾
を
ひ
ら
き
、
啓
蒙
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
明
治
三
年
十
一
月
（
一
八
七
〇
～
七
一
・
一
二
）
ご
ろ
、

―
西
は

私
邸
に
ほ
ど
ち
か
い
浅
草
鳥
越
三
筋
町
の
借
家
（
長
屋
）
に
お
い
て
、「
育
英
舎
」
を
設
け
、
英
語
・
数
学
・
国
漢
の
ほ
か
特
別
講
義
（「
百
学
連
還
」
別
名
「
学
術
提

綱
」）
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
私
塾
は
長
つ
づ
き
せ
ず
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ご
ろ
、
塾
生
が
へ
っ
た
の
を
機
に
解
消
し
た
。

「
百
学
連
還
」
は
、
総
論
（
諸
学
術
の
系
統
を
く
わ
し
く
論
じ
た
も
の
）
と
本
論
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
「
百
学
連
還

　
第
二
篇
」
中
に
、
哲
学
の
歴
史
に
ふ
れ
た
箇

所
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
短
い
記
事
で
あ
る
が
、
西
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
講
じ
た
。

次つ

き
に
蘭ら

ん

人じ
ん

の Spinoza

＋1632

－1677  

に
て
、
デ（

デ

カ

ル

ト

）

カ
ー
ル
ト
の
真

ま
こ
と

の
弟
子
に
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
、
そ
の
道
を
続つ

づ

き
て
学ま

な

ひ
し
も
の
な
り
。
元が

ん

来ら
い

は
猶ユ

ダ
ヤ太

の
人
な
り
し
か
、
猶ユ

ダ
ヤ太

宗し
ゅ
うの

教お
し
えを

奉ほ
う

す
る
こ
と
を
嫌き

ら

ひ
、
和
蘭
に
赴

お
も
む

き
け
る
か
、
猶
太
に
て
は
己お

ノ
か
人じ

ん

民み
ん

の
外
国
に
住
居
せ
る
を
深
く
恥は

じ

な
り
と
思
ひ
、
頻し

き

り
に
呼よ

ひ
返か

え

す
と
雖

い
え
ど

も
帰か

え

ら
す
、
そ
の
後の

ち
甚

は
な
は

た

貧ま
ず

し
く
な
り
た
る
に
乗

じ
ょ
う

し
て
、
猶
太
よ
り
再
び
使

つ
か
い

を
遣や

り
て
金
は
若
干
に
て
も
遣

つ
か
わ

す
へ
き
に
依よ

っ

て
、
住
居
の
こ
と
は
兎と

も
角か

く

も
表

お
も
て

向む
き

は
猶
太
宗
の
人
な
り
と
相あ

い

唱と
な

へ
る
よ
ふ
言い

ひ

遣つ
か

ハ
し
け
る
と
雖

い
え
ど

も
、
更さ

ら

に
肯

が
え
ん

す
る
こ
と
な
く
益

ま
す
ま
す

〻
と
哲
学
を
治お

さ

め
、
僅わ

ず

か
に
望
遠
鏡
の
如ご

と

き
も
の
を
造つ

く

り
て
生
活
の
科か

て

に
供

き
ょ
う

し
け
る
と
い
ふ
。

此こ
の

人ひ
と

の
著あ

ら

は
す
所

と
こ
ろ

は
神し

ん

理り

上
じ
ょ
う

政せ
い

学が
く

略
り
ゃ
く

説せ
つ

（T
ractatus theologico-politicus etc. 

一
六
七
〇
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
の H

enricum
 kunrath 

よ
り
刊
行
）、
政
学
略
説
、
名
教
説
、

養
智
論
、
等と

う

の
書し

ょ

あ
り
。
此
時
代
よ
り
欧ヨ

ー
ロ
ッ
パ

羅
巴
中

じ
ゅ
う

四し

方ほ
う

に
豪ご

う

傑け
つ

（
才
知
の
す
ぐ
れ
た
人
）
起お

こ

る
に
及お

よ

へ
り
。

注
・
こ
の
文
章
は
、
西
の
弟
子
・
永
見
裕ゆ

た
か（

一
八
三
九
～
一
九
〇
二
、
元
福
井
藩
士
）
の
筆
録
本
（
永
見
本
『
百
学
連
還
』

―
『
西

　
周
全
集

　
第
一
巻
』

所
収
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
20
・
２
）
よ
り
引
用
。
ま
た
ル
ビ
お
よ
び
注
（

　
）
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
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西
は
塾
生
に
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
い
か
な
る
文
献
を
用
い
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
、
永
見
の
履
歴
に
い
う
「
エ
ン
サ
イ
コ
ロ
ヘ
シ
ア
」（
育

英
舎
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
英
米
の
百
科
辞
典
の
た
ぐ
い
）
か
、E

ncyclopaedia of Political Science, 

あ
る
い
は G

eorge H
enry Lew

es

が
著
わ
し
た
『
列
伝
哲

学
史
』（A

 B
iographical H

istory of Philosophy, 

―
西
は
一
八
五
七
年
版
を
も
っ
て
い
た
）
か
、A

lbert Schw
egler

が
著
わ
し
た
『
哲
学
史
』
の
英
訳
『
簡
約
哲
学

史
』（A

 H
istory of Philosophy in E

pitom
e, D

. A
ppleton and C

o., N
ew

 York, 1856

）
な
ど
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

西
に
は
ほ
か
に
西
洋
哲
学
の
講
義
案
を
つ
く
っ
た
と
き
の
メ
モ
（「
草
稿
」（
百
学
連
還
覚
書
）

―
「
西

　
周
全
集

　
第
一
巻
」
所
収
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
20
・
２
）

西　周

中央の建物、ライデンにおける西の二度目の下宿。［筆者撮影］
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が
あ
る
。
判
読
で
き
ぬ
箇
所
が
あ
る
が
、
欧
文
と
和
文
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
五
行
ほ
ど
記
さ
れ
て
い
る
。

　Spinoza

＋1632-1677
　am

sterdam

　猶
太

ニ
生

ル
ヿこ
と

　

□

不　
明　

外
面

ハ
猶

太

□

不　
明

　
　
　殆
□ヿ

遠
目

鏡
ノ

玉
ヲ

磨
キ

糧

＝資
セ

シ
ヿ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
不　

明　
　

と
お

め
が

ね

　T
ractus

　T
heologico

　politicus,   T
ractus

　
　

　
　

畧　
　

　
説　
　

　
神　
　

　
理　
　

　
上　
　

　
政　
　

　
　

学　
　

　
畧　
　

　
説

　Ethica

　D
e

　intellectus

　E
m

inetatione Politicus

　

　
　

　
名　

義　
説　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
政　
　

　
　

学　

四部ノ

　　□ 不　明

西のスピノザに関するメモ。

西村茂樹

“士
ス ピ ノ ザ

畢諾撒”の名がみられる「心学畧伝」。



（34）271

西
に
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ご
ろ
に
稿
を
お
こ
し
、
同
六
年
（
一
八
七
三
）
六
月
ご
ろ
脱
稿
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
生
性
発は

つ

蘊う
ん

　
第
一
巻
」
と
題
す
る
稿
本
が
あ
り
、

そ
の
「
第
一
篇

　
源

み
な
も
とニ

泝
さ
か
の
ぼリ

宗そ
う

ヲ
開ひ

ら

ク
」（
本
源
を
知
る
意
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（
一
五
九
六
～
一
六
五
〇
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
）
は
、
新
し
い
科
学
的
な
世
界
認
識
方
法
を
考
え
だ
し
、
そ
れ
に
は
知
識
と
理
性
に
よ
る
べ
き
と
し

た
判
断
の
方
法
と
し
て
、
万
象
を
「
う
た
が
え
」
と
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
西
に
よ
る
と
か
れ
の
〝
性
理
ノ
学
〟（
心
理
学
）
は
、
精
緻
を
き
わ
め
て
い
る

と
い
う
。
万
物
を
う
た
が
う
の
は
じ
ぶ
ん
の
意
識
や
自
覚
で
あ
る
。
西
は
い
う

―

蘭ら
ん

人じ
ん

士ス

比ピ

瑙ノ

薩ザ

（
十
紀
後
一
六
三
二
―
一
六
七
七
、
猶ユ

ダ
ヤ太

種
し
ゅ
う

俺オ
ラ
ン
ダ

特
坦
ノ
人
）
此
説
ヲ
演
繹
シ
テ
（
説
明
し
て
）、
性イ

ン
ネ
ー
ト

中
固
有
（
性
中
自
然
ニ
理
想
ノ
備
ハ
ル
ト
云
フ
説
、
程て

い

子し

（
北ほ

く

宋そ
う

の
大
学
者
・
程て

い

顥こ
う

や
程て

い

頤い

の
兄
弟
を
い
う
）
の
性せ

い

（
本
質
）
ハ
理
也な

り

ノ
説

　
是こ

れ

ニ
近ち

か

シ
）
ノ
観ア

イ
ヂ
エ念

ト
云
フ
コ
ト
ヨ
リ
説
ヲ
立
テ
タ
リ
。

注
・
麻
生
義
輝
編
『
西

　
周
哲
学
著
作
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
８
・
10
）、
二
四
頁
。

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月
の
こ
と
か
、
西
村
茂
樹
（
一
八
二
八
～
一
九
〇
二
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
は
、「
心
学
畧

り
ゃ
く

伝で
ん

　
上
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌

第
五
編
』
所
収
、
明
治
16
・
４
）
の
な
か
で
、〝
心
ノ
学
〟（
形
而
上
学
、
心
理
学
の
意
）
に
ふ
れ
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
哲
学
の
沿
革
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ

こ
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。

論
者
・
西
村
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
は
ギ
リ
シ
ャ
に
起
り
、
ロ
ー
マ
に
伝
わ
り
、
西
ロ
ー
マ
の
滅
亡
と
と
も
に
消
滅
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
文
学
が
晦
じ
ゅ
う

の
時
代
と
な
っ
た
が
、
一
五
〇
〇
年
ご
ろ
よ
り
文
学
が
再
興
し
、
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
に
関
し
て
は
じ
め
に
記
す
べ
き
は
、
タ
ー
レ
ス
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
の
賢
人
が
輩
出
し
た
。
ロ
ー
マ
に
は
セ
ネ
カ
や
キ
ケ
ロ
な
ど
の
大
家
が
い
る
。
文
学
が
新
紀
元
を
む
か
え
て

か
ら
は
、倍ベ

ー
コ
ン根

、
徳デ

カ

ル

ト

加
爾
多
、
士ス

ピ

ノ

ザ

畢
諾
撤
…
…
（
後
略
）
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な
ど
の
諸
名
家
が
あ
る
。
か
れ
ら
が
人じ

ん

心し
ん

を
論
じ
る
と
き
、
み
な
〝
心
ノ
学
〟
を
も
っ
て
、
一
個
独
立
の
学
と
し
て
、
こ
れ
を
研
究
す
る
者
で
あ
る
、
と
。

西
の
愛
読
書
の
ひ
と
つ
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
著
『
列
伝
哲
学
史
』（
一
八
五
七
年
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
徳
島
県
士
族
・
和
田
瀧
次
郎
に
よ
っ
て
訳
さ

れ
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
『
哲
学
通
鑑
』（
石
川
書
房
）
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
大
き
く
わ
け
て
、「
第
一
編

　
古
代
哲
学
」
と
「
第
二
編

　
近
代
哲

学
」
か
ら
成
る
が
、
後
者
の
章
節
に
「
ス
ピ
ノ
ザ
ノ
伝

　
ス
ピ
ノ
ザ
ノ
教
理
」
が
み
ら
れ
る
。
未
見
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
四
月

―
加
藤
弘ひ

ろ

之ゆ
き

（
一
八
三
六
～
一
九
一
六
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
、
東
大
初
代
綜
理
、
帝
国
学
士
院
院
長
）
は
、「
自
由
史

　

草
稿

　
第
四
」（『
加
藤
弘
之
文
書

　
第
一
巻
』
所
収
、
同
朋
舎
出
版
、
平
成
２
・
８
）
の
な
か
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
天
賦
人
権
説
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
人
が
直
接
ス

ピ
ノ
ザ
の
著
作
を
よ
ん
で
、
じ
ぶ
ん
の
意
見
を
の
べ
た
も
の
で
な
く
、
ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
（
一
八
四
九
～
一
九
〇
六
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
史
家
、
批
評
家
）
の
独
訳
を

よ
み
、
そ
れ
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

［
七
条
］
碩
学

0

0

ス
ピ
ノ
サ
氏
テ
ゴ
ザ
ル
〔
ブ
ル
ン
チ
リ
歴
史
第
百
二0

〇
二
（
四
丁
以
下
）　
蓋け

だ

シ
此
碩
学
［
ハ0

］（
…
…
ノ
説
ニ
ヨ
レ
ハ
）
天
賦
ノ
権
利
〈
人
類
ト
動
物
ニ
通
シ
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

云
フ

0

0

〉
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
天
賦
（
自
然

0

0

）
ノ
能
力
ト
云
ヘ
ル
モ
ノ
ト
同
物
テ
ア
ル
カ
故
ニ

　
能
力
カ
ア
ル
丈だ

ケ
ニ
権
利
モ
ア
ル

　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

［
八
条
］
右
ス
ピ
ノ
サ
氏
カ
天
賦
ノ

0

0

0

（
自
然

0

0

（（
天
賦
）））
権
利
ト
云
ヘ
ル
モ
ノ
ハ

　
前
条
ニ
於
テ
明
カ
ナ
ル
カ
如
ク

　
大
魚
ノ
小
魚
ヲ
嚙
殺

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

（
こ
う
さ
つ
―
か
み
殺
す
）
ス
ノ
権

0

0

0

利
　
強
者
カ
弱
者
ヲ
制
ス
ル
（
従
わ
せ
る
）
ノ
権
利

　
弱
者
カ
強
者
ヲ
欺
ク
等
ノ
権
利

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
性
法
学
者
カ

　
吾
人
各
人
カ
異
同
ナ
ク
（
ち
が
い
な
く
）
固
有
セ
リ
ト
認
メ
タ
ル
天
賦
権

利
ト
ハ
違

ち
が
っ

テ
各
人
）
ヲ
云
フ
モ
ノ
テ

　
即

す
な
わ
ち

能
力
ト
同
シ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
…
…

加
藤
は
翌
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
六
月

―
ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
『
自
由
と
権
力
』（D

er F
reiheit und G

ew
alt

）
の
独
訳
に
よ
っ
て
、
そ
の
摘
要
を
つ
く
っ

て
い
る
。
加
藤
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
天
よ
り
自
由
平
等
の
権
利
を
等
し
く
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
相
互
の
間
に

は
、
か
な
ら
ず
強
弱
の
差
が
あ
る
。
強
い
も
の
に
は
自
由
が
あ
る
が
、
弱
い
も
の
に
自
由
は
け
っ
し
て
な
い
。
加
藤
は
〝
強
者
ノ
権
利
〟
の
こ
と
を
は
じ
め
て
考
え
た
の
は
、

ス
ピ
ノ
ザ
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
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［
第
廿
五
条
］　

　
ソ
コ
テ
此こ

の

強
者
ノ
権
利
ノ
主
義
ヲ
唱と

な

ヘ
出
シ
タ
ハ

　
僕ぼ

く

カ
考

か
ん
が
えル

所
と
こ
ろ

テ
ハ

　
碩
学
ス
ピ
ノ
サ
氏
抔な

ど

ヨ
リ
始は

じ

マ
リ
タ
コ
ト
テ
ア
ラ
フ
ト
考

か
ん
が
えフ

ル
テ
コ
サ
ル

ス
ピ
ノ
ザ
の
論
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
。

　

―
お
よ
そ
宇
宙
に
生
じ
る
出
来
事
の
な
か
で
、
道
理
に
あ
わ
ぬ
こ
と
や
、
悪
が
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
物
ご
と
の
理
非
・
善
悪
を
み
わ
け
る
力
が
な
い

た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
天
地
間
の
出
来
事
の
ぜ
ん
た
い
を
通
観
し
て
み
る
と
、
秩
序
は
と
と
の
っ
て
お
り
、
乱
れ
が
な
い
。
天
地
万
物
が
も
つ
権
力
は
、

こ
と
ご
と
く
神
の
権
力
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
五
月
、『
改
訂

増
補
　
哲
学
字
彙

　
全
』（
東
洋
館
発
兌
）
に
、Spinozism

（「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
説
」「
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」「
ス
ピ
ノ
ザ
説
」
の
意
）

の
語
が
の
せ
て
あ
る
。
し
か
し
、
訳
語
は
「
士ス

ピ
ノ
ザ

邊
撤
学
派
」
と
な
っ
て
い
る
（
一
一
九
頁
）。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、『
理
学
沿
革
史
上
冊
、
下
冊
』（
文
部
省
編
輯
局
）
が
刊
行
さ
れ
た
。〝
理
学
〟
は
哲
学
の
意
で
あ
る
。「
翻
訳

凡
例
」
に
よ
る
と
、「
本
書
ハ
法（

フ
ラ
ン
ス
）

国
理
学
ノ
教
官
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
、
フ
ー
イ
エ
ー
氏
ノ
著ち

ょ

ニ
シ
テ
『
イ
ス
ト
ア
ル
、
ド
、
ラ
、
フ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ
ー
』」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ュ
ー
ル
・
エ
ミ
ー
ル
・
フ
イ
エ
（A

lfred Jule E
m

ile Fouillée, 

一
八
七
二
～
七
九
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
社
会
学
者
。
エ
コ
ー
ル

＝
ノ
ル
マ
ル
講
師
）
が
著
わ
し
た H

istoire de la Philosophie, 1879 

の
反
訳
で
あ
る
。
訳
者
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
江
兆
民
が
文
部
省
の
嘱
託
に
よ
っ
て
訳

し
た
よ
う
だ
（
三
宅
雪
嶺
『
大
学
今
昔
譚
』
我
観
社
、
昭
和
21
・
11
）。
こ
の
訳
書
の
下
冊
（
巻
）
は
、
明
治
十
九
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
第
四
篇

　
近
代
ノ
理

学
」
の
第
四
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
、

緒
論
…
…
二
二
六
頁

本
論
…
…
二
三
六
頁

第
一

　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
ノ
議
論
ノ
方
法
…
…
…
…
二
二
六
頁

第
二

　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
ノ
理
学
（
哲
学
）
ノ
大
旨

第
三

　
庶し

ょ

物ぶ
つ

（
万
物
）
及
ビ
人
類

第
四

　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
ノ
道ど

う

学が
く

（
道
徳
論
）
…
…
二
八
七
頁
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な
ど
の
章
節
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
章
は
、
二
二
六
～
二
八
七
頁
ま
で
、
六
一
頁
も
あ
る
長
編
で
あ
る
。

「
緒
論
」
に
お
い
て
、
著
者
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
の
大
略
と
主
な
る
著
作
の
特
徴
に
ふ
れ
て
い
る
。

　
バ
ロ
ッ
ク
・
ス
ピ
ノ
サ
ー
ハ

　
一
千
六
百
三
十
二
年
ヲ
以も

っ

テ
　
荷オ

ラ
ン
ダ蘭

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ニ
生
ル

　
其そ

の

族ぞ
く

ハ
本も

ト
葡ポ

ル
ト
ガ
ル

萄
牙
ノ
猶ユ

ダ
ヤ太

人
ナ
リ
ト
ス

ス
ピ
ノ
ザ
が
い
ち
ば
ん
は
じ
め
に
著
わ
し
た
本
は
、「
政
教
論
ト
曰い

フ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
最
大
の
作
品
は
、「
道
徳
論
ノ
一
書
」
と
い
う
。

か
れ
の
議
論
の
方
法
と
は
、

―

幾
何
学
ノ
方
法
ニ
由よ

り
　
若
干
ノ
原
則
、
解
釈
及お

よ

ヒ
証

し
ょ
う

徴び

ヲ
挙あ

ケ
（
証
拠
を
あ
げ
る
意
か
）
以も

っ

テ
体て

い

裁さ
い

（
も
の
の
形
）
ト
為な

ス

そ
し
て
そ
の
理
学
（
哲
学
）
の
大た

い

旨し

（
あ
ら
ま
し
）
は
、

―

其そ
の

理
学
ノ
語
ヲ
解
釈
ス
ル
文
中
ニ
著し

ょ

見け
ん

セ
リ
（
あ
ら
わ
れ
て
い
る
）
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
本
質
（
シ
ュ
ブ
ス
タ
ン
ス
）
と
は
何
か
。
徳
（
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
）
と
は
何
か
。
影
象
（
モ
ー
ド
）
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
よ
う
に
。

庶
物
及
び
人
数
に
つ
い
て
い
え
ば
、

―

庶
民
ノ
本
質
ハ
同
一
ニ
シ
テ

　
分
離
ス
可べ

か

ラ
ス
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と
い
っ
て
い
る
。
人
類
は
「
世
界
万
物
ノ
中
ニ
在
リ
」
と
い
う
。
世
界
は
全
体
で
あ
り
、
万
物
や
人
類
は
、
世
界
の
支し

節せ
つ

（
わ
か
れ
た
も
の
）
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

か
れ
の
道
学
は
ど
う
か
、

―

ス
ピ
ノ
ー
ザ
ー

　
ノ
道
学
ハ

　
事じ

り理
（
も
の
ご
と
の
道
理
）
一
定
ノ
説
ヲ
以
テ

　
本ほ

ん

旨し

ト
為な

シ
テ

　
少
シ
モ
意
欲
ノ
自
由
ヲ
叙じ

ょ

次じ

ス
ル
ヿこ
と

無な

ク

と
あ
る
。

明
治
期
の
著
名
な
自
由
民
権
思
想
家
・
中
江
兆
民
は
、『
理
学
鉤こ

う

玄げ
ん

　
全
』（
集
成
社
、
明
治
19
・
６
）
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
一
種
の
哲
学
概
論
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
本
書
を
著
わ
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
参
考
文
献
は
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
ま
で
合
本
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
巻
の
第
五
章

と
第
六
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
の
章
節
（
全
一
五
頁
）
で
あ
る
。

第
五
章

　
　
神し

ん

仏ぶ
つ

一い
っ

体た
い

説せ
つ

（
汎
神
論
の
意
）
…
…
二
三
〇
頁

　
　
　
　
　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
の
神
説
…
…
…
…
…
…
二
三
二
頁

第
六
章

　
　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
の
道
徳
…
…
…
…
…
…
二
四
一
～
二
四
五
頁

神パ

ン

テ

ィ

ス

ム

仏
一
体
説
（
万
物
は
神
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
万
物
の
う
ち
に
神
が
宿
っ
て
い
る
。
万
物
は
神
そ
の
も
の
と
い
っ
た
説
）
を
兆
民
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

神
仏
一
体
説
ハ

　
以お

為も

へ
ら
く
（
思
わ
れ
る
）
神か

み

は
世せ

界か
い

万ば
ん

物ぶ
つ

ノ
外そ

と

ニ
在あ

リ
テ
占し

ム
ル
ニ
非あ

ら

ス
シ
テ

　
正ま

サ
ニ
万ば

ん

物ぶ
つ

ノ
中な

か

ニ
在あ

リ
　
是こ

レ
世
界
ノ
大
精
神
ナ
リ
（
二
三
〇
頁
）

と
。
こ
の
説
は
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
中
世
に
い
た
る
ま
で
諸
家
が
唱
え
て
き
た
が
、
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荷オ
ラ
ン
ダ蘭

バ（

バ

ル

ッ

フ

）

リ
ュ
ツ
ク
、
ス
ピ
ノ
ザ
ー
ニ
至い

た

リ
テ

　
其そ

の

極き
わ
み（

お
わ
り
）
ニ
到い

た

レ
リ

　
後こ

う

世せ
い

日ド

イ

ツ
耳
曼
フ（

フ
ィ
ッ
ヒ
テ
）

ィ
ク
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
意
説
皆み

な

神
仏
一
体
説
ニ
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うセ

シ
モ

　
竟つ

い

ニ
ス
ピ
ノ
ザ

ー
象
ノ
窠か

臼き
ゅ
う（

鳥
の
巣
）
ヲ
脱
ス
ル
ヿこ
と

能あ
た

ハ
ス

　
故ゆ

え

ニ
此こ

の

一い
っ

説せ
つ

ニ
在あ

り

テ
ハ

　
ス
ピ
ノ
サ
ー
ヲ
以も

っ

テ
集

し
ゅ
う

大た
い

成せ
い

ト
為な

サ
ヽ
ル
ヲ
得え

ス
　（
二
三
〇
～
二
三
一
頁
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
神
説
と
は
い
か
な
る
も
の
か

―

　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
以お

も為
ヘ
ラ
ク

　
神か

み

ハ
世
界
万
物
ノ
精
神
ニ
シ
テ
即

す
な
わ

チ
其そ

の

本
シ
ュ
プ
ス
タ
ン
ス

質
ナ
リ

　
而

し
こ
う
しテ

其そ
の

著あ
ら

ハ
レ
テ
外そ

と

ニ
見み

ハ
ル
ヽ
ヤ

　
二
個
ノ
性
有あ

リ
　
一

ひ
と
つ

ハ
虚
霊れ

い

ノ
思パ

ン
セ
ー念

ナ
リ

　
一

ひ
と
つ

ハ

実
体
ノ
面

エ
タ
ン
ヂ
ュ
ー

積
ナ
リ
（
二
三
二
頁
）

と
い
う
。

そ
し
て
か
れ
の
道
徳
と
は
何
か

―

　
ス
ピ
ノ
ザ
ー
ノ
道
徳
ハ

　
利り

益え
き

ヲ
以も

っ

テ
本ほ

ん

旨
ト
為な

ス
者も

の

ナ
リ

　
善ぜ

ん

ト
ハ
何
ソ
ヤ

　
曰い

わ

ク
利り

ナ
リ

　
利
ト
ハ
何
ソ
ヤ

　
曰い

わ

ク
凡お

よ

ソ
以も

っ

テ
欣き

ん

悦え
つ

（
よ
ろ
こ
び
）
ノ
情
ヲ
生

し
ょ
う

シ
テ

　
悲ひ

哀あ
い

ノ
情
ヲ
去さ

ル
可べ

キ
者も

の

皆み
な

是こ

レ
ナ
リ
（
二
四
一
～
二
四
二
頁
）。

井
上
円え

ん

了り
ょ
う（

一
八
五
八
～
一
九
一
九
）
は
、
明
治
期
を
代
表
す
る
仏
教
哲
学
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
同
人
が
著
わ
し
た
『
哲
学
要
領

　
前
編
』（
四
聖
堂
蔵
版
・
明
治

19
・
９
）
の
「
第
十
段

　
近
世
哲
学
第
貳
組
織

　
第
四
十
三
節
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
の
小
記
事
が
み
ら
れ
る
（
八
四
～
八
五
頁
）。
そ
の
記
事
に
い
わ
く

―

斯ス

ピ

ノ

ザ

比
諾
薩
氏
ハ

　
度デ

カ
ー
ウ

加
多
氏
ノ
哲
学
ヲ
研
究
シ
テ

　
其そ

の

説
ノ
物ぶ

っ

心し
ん

二に

者し
ゃ

ノ
契け

い

合ご
う

（
ぴ
っ
た
り
と
合
う
）
ヲ
明
示
ス
ル
能あ

た

ハ
サ
ル
ヲ
見
テ

　
其そ

の

難
点
ヲ
会か

い

釈し
ゃ
くセ

ン
ト
欲
シ

　
爰こ

こ

ニ
本

質
一
体
論
ヲ
唱と

な

フ
ル
ニ
至い

た

ル
　
凡お

よ

ソ
我が

人じ
ん

（
わ
れ
わ
れ
）
ノ
視
聴
、
感
覚
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ

　
表
象
外
形
ニ
過
キ
ズ
シ
テ

　
其そ

の

本
質
ニ
至
テ
ハ

　
唯た

だ

一い
っ

体た
い

ア
ル
ノ
ミ

　
且か

ツ
事
物
ノ

外
象
ハ

　
本
質
ト
其そ

の

体て
い

ヲ
同
一
ニ
ス
ル
ヲ
以も

っ

テ
能の

う

造ぞ
う

ノ
天
帝
モ

　
所し

ょ

造ぞ
う

ノ
万
物
モ
亦ま

た

同ど
う

一い
っ

体た
い

ナ
リ
ト
云い

フ
（
八
四
頁
）。
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ル
ニ
及

お
よ
び

テ
（
よ
う
や
く
静
か
に
な
る
）
更
ニ
ハ
ー
グ
ニ
住
居
シ
、
眼
鏡
ヲ
磨み

が

キ
テ
衣
食
ノ
料か

て

ヲ
取と

り
、

只た
だ

一
学
理
ノ
推す

い

考こ
う

ニ
従
事
シ
居お

リ
シ
ナ
リ
、
身
体
虚
弱
ニ
シ
テ
遂つ

い

ニ
肺
病
ニ
テ
没ぼ

つ

セ
リ
、
氏
ハ
温

お
だ
や
か
にシ

テ
情
欲
ニ
薄う

す

ク
、
淡た

ん

白ぱ
く

ニ
シ
テ
名

み
ょ
う

利り

ヲ
嫌
ヒ
、
居き

常じ
ょ
う（

ふ
だ
ん
）
優ゆ

う

々ゆ
う

ト

シ
テ
（
ゆ
っ
た
り
と
気
ら
く
に
す
る
）
一い

ち

仙せ
ん

人に
ん

ノ
風ふ

う

ア
リ
シ
ト
千
六
百
三
十
二
年
ニ
生う

ま

レ
千
六
百
七
十
七
年
に
死
セ
リ

そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
の
大
略
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

宇
宙
万
物
ハ
無
数
ニ
現あ

ら

ハ
ル
、
模も

様よ
う

（
形
状
）
ニ
過す

キ
ス
シ
テ
模
様
ハ
思
想
延
長
ノ
ニ
属ぞ

く

性せ
い

（
本
質
）ニ
入
り
、
属
性
ハ
絶マ

マ待
ノ
本
体
ニ
帰
ス
ル
ナ
リ

『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
八
号
、
明
治
20
・
9
）
の
「
論
説

　
有
神
哲
学
」（
小
崎
弘
道
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、「
有
神
哲
学
」
と
い
う
の

は
、
宇
宙
の
原
因
は
知
恵
が
あ
り
、
ま
た
徳
が
あ
る
と
い
う
説
を
主
張
す
る
も
の
と
い
う
。
古
今
の
哲
学
の
方
向
は
、
哲
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
神
学
上
の
問
題
と
な
り
、

神
の
有
無
、
神
の
性
質
に
わ
た
る
と
い
う
。

『
中
央
学
術
雑
誌
』（
四
六
号
、
明
治
20
・
２
）
の
「
近
世
哲
学
（
接
前
々

号
）」（
三
宅
雄（

雪

嶺

）

次
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
思
想
の
大
略
を
し
る
し
た
記

事
が
み
ら
れ
る
（
八
～
一
四
頁
）。

老
仏
ニ
彷ほ

う

彿ふ
つ

タ
ル
モ
ノ
ア
リ

　
バ
ル
ク
、
ス
ピ
ノ
ザ
オ
ト
云い

フ
、
和
蘭
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
府
ノ
人
ガ
、
幼よ

う

ニ
シ
テ
父
母
ト
共
に
猶ユ

ダ
ヤ太

教キ
ョ
ウニ

属
シ
、

孜き
ゅ
う

々
き
ゅ
う

ト
シ
テ
経
典
ノ
類
ヲ
講
究
シ
タ
リ
シ
モ
、
変へ

ん

シ
テ
専

も
っ
ぱ

ラ
デ
カ
ル
ト
ノ

著
書
ヲ
研
究
ス
ル
ヿこ
と

ト
ナ
リ
シ
ニ
（
？
）、
同ど

う

宗し
ゅ
うノ

徒と

輩は
い

ノ
為
メ
ニ
又ま

た

以も
っ

テ

目も
く

セ
ラ
レ
（
つ
ら
い
目
に
あ
う
）、
将ま

さ

ニ
大

お
お
い

ニ
窮

き
ゅ
う

迫は
く

セ
ラ
レ
ン
ト
セ
シ
カ

□不

明

、
去さ

り

テ
リ
ン
ス
ブ
ル
グ
（
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
）
ニ
赴

お
も
む

キ
　
稍

し
ょ
う

静
じ
ゃ
く

定じ
ょ
うス

井上円了著『哲学要領　前編』（明治19・9）。
［東京大学付属図書館蔵］
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彼か

ノ
ス
ピ
ノ
ザ
ハ

　
凡
神
論
ノ
父
ト
モ
呼
バ
ル
ヽ
程
ノ
人
テ
御
座
リ
マ
ス
カ

　
其そ

の
せ
つ説

ノ
帰
着
ス
ル
処

と
こ
ろ

カ
ラ
見
レ
ハ
、
成な

ル
ホ
ト
凡
神
論
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス

『
国
民
之
友
』（
第
二
一
号
、
明
治
21
・
５
）
の
「
批
評
論
」（
西
堂
居
士
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
西
洋
思
想
が
わ
が
国
に
伝
わ
り
、
感

化
を
あ
た
え
て
ま
だ
時
が
あ
ま
り
た
っ
て
い
な
い
が
、
ま
た
成
就
し
た
結
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
思
想
界
を
な
が
め
る
と
、
西
洋
思
想
を
論
じ
た
も
の
に
誤
り

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
仁
田
桂
次
郎
と
い
う
人
の
『
哲
学
管
見
』（
小
冊
子
）
を
み
て
、
管
見
と
は
い
え
、
そ
れ
が
あ
ま
り
も
狭
い
見
識
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
に

お
ど
ろ
い
た
と
い
う
。

近
世
哲
学
史
を
論
じ
る
段
に
な
っ
て
、

―

唯た

だ
ベ
ー
コ
ン
と
プ
ラ
ー
ト
ン
と
を
奇
怪
に
比
較
す
る
に
止
ま
り
て
ブ
ル
ー
ノ
（
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
―
引
用
者
）
又
デ
カ
ル
ト
の
名
も
無
け
れ
ば
、
ス
ピ

ノ
ザ
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
名
も
あ
ら
ず
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
だ
に
見
え
ず
…
…

『
日
本
人
』（
第
八
号
、
明
治
21
・
8
）
の
「
雑
報
」
に
、「
理り

学が
く

宗し
ゅ
うの

駁ば
く

撃げ
き

」（
お
も
な
哲
学
者
の
意
見
を
非
難
す
る
意
）
と
い
っ
た
文
章
が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ

ザ
が
出
て
く
る
。

●
理
学
宗
の
駁
撃

頃け
い

日じ
つ

（
ち
か
ご
ろ
）
独
逸
人
ド
ク
ト
ル
、
ヘ
ー
リ
ン
グ
氏
な
る
者
は
社
友
杉
浦
重
剛
氏
幷な

ら
びび

に
社
員
菊
池
が
唱
道
す
る
処
の
所い

わ

謂ゆ
る

「
理
学
宗
」
な
る
者
の
哲
理
を
駁
撃
し
た
り
、

氏
は
末
段
に
到
り
て
曰い

わ

く
「
蓋け

だ

し
新

あ
ら
た

に
一
派
の
教
系
を
造
り
出
す
は
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如ご

と

き
大
家
に
し
て
初
め
て
彼
の
ス
ピ
ノ
ザ
、
プ
ラ
ト
の
糟そ

う

糠こ
う

を
嘗な

め
ず
、

一
派
の
論
を
唱
へ
得
る
と
雖

い
え
ど

も
、
他
の
尋

じ
ゅ
ん

常
じ
ょ
う

一い
ち

様よ
う

の
学
者
に
在あ

り

て
は
、
世
人
は
之
れ
に
自
己
の
意
見
を
述
ぶ
る
を
許
さ
ず
」
と
、
咄と

つ
と
つ々

（
い
や
は
や
）
奇
怪
な
る
言
辞
な
る
哉か

な

、

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
三
月

―
静
岡
県
士
族
・
尺せ

き

振し
ん

八ぱ
ち

（
一
八
三
九
～
八
六
、
幕
末
・
明
治
前
期
の
英
学
者
）
は
、W

ebster

’s N
ational Pictorial 
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D
ictionary 

そ
の
他
の
英
語
辞
典
を
参
酌
し
て
編
ん
だ
、
学
生
む
け
の
英
和
辞
書
を
刊
行
し
た
。

尺
振
八
訳

明治
　
英
和
辞
典

六
合
館
蔵
版

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
に
、Spinozism

（〝
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
説
、
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
〟
の
意
）
と Spinozist

（〝
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
信
奉
［
研
究
］
者
〟
の
意
）
の
二
語

が
出
て
く
る
が
、
尺
振
八
訳
で
は
、

Spinozism

（
名
）　
一い

ち
も
つ
ろ
ん

物
論
（B

enedict Spinoza 

ノ
立
論
ス
ル
所
ナ
リ

　
此こ

の

語ご

之こ
れ

ニ
基

も
と
と

ス
）。

Spinozist

（
名
）　
一
物
論
者

と
な
っ
て
い
る
。「
一
物
論
」
の
〝
一
物
〟
と
は
、one substance 
を
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
学
林
』（
第
二
号
、
明
治
22
・
11
）
の
「
職
工
ノ
保
護
」（
和
田
維
四
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
こ
の
地
球
で
く
ら
す
者
は
、
み
な
平

等
で
あ
り
、
お
互
い
助
け
あ
い
、
幸
福
を
わ
か
ち
、
す
べ
て
の
人
を
広
く
平
等
に
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
社
会
主
義
に
つ
い
て
は
上

じ
ょ
う

古こ

（
お
お
む
か
し
）
よ
り
、

哲
学
者
が
論
じ
、
近
世
に
お
い
て
は
、

―

マ（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
）

チ
ャ
ベ
リ
ー

　
ス
ピ
ノ
ツ
ァ

　
ル
ー
ソ
ー

　
モ
ン
デ
ス
キ
ュ
ー

　
カ
ン
ト
及
ヒ
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
等
ノ
主
張
セ
シ
社
会
改
良
按あ

ん

（
案
―
か
ん
が
え
）

は
、
欧
米
文
明
国
で
実
行
さ
れ
た
に
し
て
も
、
ま
だ
そ
の
目
的
を
達
し
て
い
な
い
、
と
い
う
。
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三み
や
け宅

雄
二
郎
（
一
八
六
〇
～
一
九
四
五
、
雪せ

つ

嶺れ
い

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
評
論
家
）
の
『
哲
学
涓け

ん

滴て
き

　
全
』（
文
海
堂
、
明
治
22
・
11
）
は
、
哲

学
史
風
に
か
か
れ
た
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
内
容
は
、
第
一
部

　
結
論
、
第
二
部

　
独
断
法
の
哲
学
、
第
三
部

　
懐
疑
法
の
哲
学
、
第
四
部

　
批
判
法
の
哲
学
で
あ
る
。

「
第
二
部

　
独
断
法
の
哲
学
」
の
な
か
に
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説
」（
八
一
～
八
八
頁
）
と
題
す
る
一
章
が
あ
る
。

こ
の
章
節
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
を
瞥
見
し
、
そ
の
哲
学
大
系
の
特
徴
を
略
記
し
た
も
の
と
い
え
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
の
大
系
は
、
三
種
の
総そ

う

念ね
ん

に
本

も
と
ず

け
る
者も

の

に
し
て
、
第
一
を
本
体
と
し
、
第
二
を
属
性
と
し
、
第
三
を
模
様
（
形
状
）
と
す
る
な
り
。

と
い
う
。

著
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
ば
と
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
人
間
は
一
種
の
形
状
に
す
ぎ
な
い
と
。
ど
ん
な
に
威
厳
が
そ
な
わ
っ
て
い
よ
う
と
、
ど
ん
な
に
富

や
地
位
が
あ
っ
て
も
高
が
し
れ
て
い
る
。
善
と
は
人
間
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
悪
と
は
そ
れ
を
は
ば
む
も
の
で
あ
る
。
善
を
う
る
に
は
、
神
を
認
識
し
、
神

を
敬
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
神
を
知
れ
ば
、
心
が
清
浄
に
な
る
。
栄
光
に
め
ぐ
ま
れ
て
も
、
こ
れ
を
よ
ろ
こ
ば
ず
、
侮
辱
に
あ
っ
て
も
怒
ら
ず
、
平
然
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
一
〇
号
、
明
治
23
・
７
）
の
「
ア
リ
ス
ト
オ
テ
レ
ス
と
忍に

ん

月げ
つ

居こ

士じ

（
石
橋
忍
月
―
一
八
六
五
～
一
九
二
六
、
明
治
期
の
評
論
家
、
小
説
家
）

と
」（
山
口
虎
太
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
近
世
の
哲
学
者
は
む
か
し
の
哲
学
者
の
用
語
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
誤
解
に
陥
る
こ
と
を

な
げ
き
、
そ
の
た
め
用
語
を
説
明
す
る
よ
う
に
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

知ち

言げ
ん

（
よ
く
道
理
に
か
な
っ
た
こ
と
ば
）
と
謂い

ふ
べ
し
ス
ピ
ノ
ザ
は
用
語
に
一い

ち

々い
ち

註
解
を
加
え
し
も
猶な

お

（
や
は
り
）
カ
ン
ト
等
の
明め

い

（
学
問
）
に
及
ば
ず
…
…

『
城
南
評
論
』（
第
一
号
、
明
治
25
・
３
）
の
「
荘
学
発は

つ

蘊う
ん

」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
や
り
方
を
み
る
と
、
主
に
宇
宙

万
物
の
原
理
を
ふ
か
く
研
究
す
る
こ
と
を
先
に
し
て
い
る
と
い
う
。

―
有
神
、
無
神
、
一
神
、
凡は

ん

神し
ん

、
物
質
、
虚き

ょ

霊れ
い

（
心
の
神
秘
性
の
意
か
）、
相
対
、
絶
対
な
ど
に
つ

い
て
の
議
論
が
さ
か
ん
で
あ
る
が
、

―
世
間
、
出
世
間
、
道
徳
、
仁
義
な
ど
に
つ
い
て
の
論
弁
と
な
る
と
、
大
ま
か
で
、
し
ま
り
が
な
い
。
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さ
れ
は
テ
ガ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
フ
ヒ
フ
テ
、
セ
ー
リ
ン
グ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ロ
ツ
ク
、
ヒ
ユ
ー
ム
、
ス
ピ
ノ
サ
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー

等
多
く
は
形
而
上
の
理
学
（
哲
学
）
を
唱
導
し
て
、
其
他
を
軽け

い

忽こ
つ

（
ふ
か
く
考
え
な
い
）
に
す
、
…
…

『
東
洋
学
芸
雑
誌
』（
第
一
一
七
号
、
明
治
24
・
５
）
の
「
欧
州
哲
学
の
近
況
（
前
号
の
続

つ
づ
き

）」（
井
上
哲
次
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
引
か
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

哲
学
者
の
な
か
に
独
身
者
が
多
と
い
う
。
カ
ン
ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
も
独
身
で
あ
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ツ
ア
、
デ
カ
ル
ト
等
皆み

な

独ひ
と

リ
者
デ
シ
タ
ガ
…
…

『
教
育
時
論
』（
第
二
五
四
号
、
明
治
25
・
５
）
の
「
理
学

　
哲
学

―
一
元
論
ト
二
元
論
」（
蕨け

っ

村そ
ん

居
士
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
何
度
も
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

近
代
哲
学
の
祖
デ
カ
ル
ト
は
一
元
論
者
（
た
だ
一
つ
の
原
理
で
、
宇
宙
の
問
題
の
す
べ
て
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
人
）
で
あ
っ
た
が
、
二
元
論
に
陥
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
ス
ピ
ノ
ザ
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
ハ
之こ

れ

（
一
元
論
）
ヲ
避さ

ケ
テ
、
本
体
（
思
惟
に
よ
っ
て
の
み
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
実
体
）
と
属
性
（
本
質
）
ト
ノ
二ふ

た

ツ
ニ
立た

ち

テ
、
宇
宙
万
有
ヲ
以も

っ

テ
属
性
ト
ナ
シ
、

神
ヲ
以
て
本
体
ト
ナ
シ
、
本
体
ハ
属
性
ヲ
造
ル
ト
ナ
ス
。

『
反
省
会
雑
誌
』（
第
七
年
・
第
五
号
、
明
治
25
・
６
）
の
「
学
淵

　
比
軽
宗
教
学

　
講
義
第
五
回
」（
藤
島
了
穏
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。

仏
教
に
は
真し

ん

如に
ょ

（
宇
宙
万
物
の
本
体
で
あ
り
、
永
久
不
変
の
真
理
）
を
説と

い

て
　
一い

っ

草そ
う

一い
ち

木も
く

に
之こ

れ

を
具ぐ

う

す
る
と
説
て

　
別
に
宇
宙
創
造
の
神
を
立
た
さ
れ
ば
亦ま

た
汎
神
教
と
云
ふ

を
得
べ
く
ス
ピ
ノ
ザ
の
如ご

と

き
は

　
普
遍
神
な
る
も
の
を
立
て
ヽ
云い

何か

な
る
物
に
も
存ぞ

ん

す
る
と
説
く
を
仏
教
の
真
如
に
似に

た
り
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『
哲
学
雑
誌
』（
第
六
八
号
、
明
治
25
・
10
）
の
「
自
由
意
志
ト
必ひ

っ

至し

論
」（
中
島
力
造
）
に
、
必
至
論
者
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
意
志
は
何
も
の
に

よ
っ
て
も
制
約
さ
れ
ず
、
自
由
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
立
す
る
考
え
方
は
、
意
志
の
自
由
は
存
在
し
な
い
。
存
在
す
る
の
は
絶
対
的
必
然
性
だ
け
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
論

者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
「
必
至
論
者
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
ー
（Spinoza, 1632-1677

）
ハ
必
至
論
者
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ

　
ス
ヒ
ノ
ザ
ー
ノ
哲
学
ニ
ヨ
レ
ハ

　
天
地
万
有
ハ
単
ニ
実
体
ノ
変
形
ナ
リ

　
而

し
こ
う

シ
テ
此
実
体
ニ
ハ

　

永
遠
一
定
ノ
法
則
具そ

な

ハ
リ
テ
之
ヲ
支
配
ス
吾ご

人じ
ん

々じ
ん

類る
い

モ
之こ

の

実
体
ノ
変
形
ナ
レ
ハ
其
法
則
ノ
支
配
ヲ
免
ル
ヽ
能あ

た

ハ
ス
乃

す
な
わ

チ
意
志
モ
亦
必
然
ノ
法
則
ニ
従
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ

　
自
由
ナ

ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
三
一
号
、
明
治
25
・
？
）
の
「
先せ

ん

哲て
つ

（
む
か
し
の
す
ぐ
れ
た
人
）
ス
ピ
ノ
ザ
の
性せ

い

行こ
う

（
性
質
と
お
こ
な
い
）」（
大
西
祝は

じ
め）

は
、「
本
郷
会
堂
」
に
お

い
て
お
こ
な
っ
た
講
演
を
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
と
生
れ
て
は
、
偉
大
な
る
人
物
と
な
る
か
、
但た

だ

し
又
偉
大
な
る
人
物
を
慕し

た

ひ
度た

い
も
の
と
思
ひ
ま
す
。
偉
大
な
る
人
物
と
な
ら
ず
と
も
、
若も

し
偉
大
な
る
人
物
を
慕
へ
ば
、
そ

の
慕
ふ
こ
と
に
亦ま

た

自み
ず
から

幾
分
の
偉
大
な
る
所
が
あ
る
と
云
ッ
て
宜よ

ろ

し
か
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
今こ

ん

夕せ
き

は
先
哲
ス
ピ
ノ
ザ
の
性
行
を
御
話
致
し
て
、
諸
君
と
共
に
暫

し
ば
ら

く
此こ

の

偉
大
な
る
哲

人
を
記
念
し
度た

い
と
思
ひ
ま
す
。

と
語
っ
た
の
ち
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
略
伝
や
そ
の
人
物
や
品
性
、
お
も
な
る
著
述
な
ど
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
一
般
の
聴
衆
に
も
わ
か
る
よ
う
に
説
い
て
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の

一
代
記
を
ひ
じ
ょ
う
に
お
も
し
ろ
く
伝
え
た
も
の
と
し
て
出
色
の
で
き
ば
え
で
あ
る
。

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
四
四
号
、
明
治
25
・
？
）
の
「
哲
学
史
上
カ
ン
ト
の
位
置
」（
中
島
力
造
）
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
一
月
二
十
六
日
に
「
本
郷
会

堂
」
で
お
こ
な
っ
た
講
演
を
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
演
題
と
し
て
カ
ン
ト
を
選
ん
で
み
た
が
、
カ
ン
ト
は
一
般
聴
衆
に
と
っ
て
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
か
ら

　
テ
ー
マ

と
し
て
は
不
適
当
の
気
が
し
た
と
い
う
。

カ
ン
ト
に
つ
い
て
語
る
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
哲
学
の
起
源
か
ら
話
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
説
い
た
。
論
者
に
よ
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
人
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間
の
知
恵
で
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
三
つ
あ
る
と
思
っ
た
と
い
う
。

一
　
じ
ぶ
ん
が
存
在
す
る
こ
と
。

二
　
神
が
世
の
な
か
に
あ
る
こ
と
。

三
　
世
の
な
か
に
物
体
が
あ
る
こ
と
。

デ
カ
ル
ト
の
あ
と
に
出
た
哲
学
者
と
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
を
あ
げ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
説
は
物
質
と
思
想
と
云
ふ
も
の
は
デ
カ
ー
ト
の
言
ふ
や
う
に
全
く
種
類
の
違
っ
た
も
の
で
は
無
い
、
一
つ
の
実
体
（Substance

）
が
思
想
と
し
て
又
物
体
と
し

て
世
の
中
に
現
は
れ
、
一
方
に
は
人
間
の
精
神
と
し
て
現
は
れ
、
一
方
に
於お

い

て
は
物
質
と
し
て
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る

　
夫そ

れ
で
同
じ
物
が
二
つ
の
属
性
即す

な
わち A

ttribute 

を
持

つ
て
居
る
の
で
あ
る
故
に
此こ

の

二
者
は
互
に
結む

す

び
附つ

く
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。
…
…

『
国
友
之
友
』（
第
一
八
五
号
。
第
一
二
巻
、
明
治
26
・
３
）
の
「
雑
録

　
テ
ー
ン
の
死
去
（
仏
国
文
学
界
復ま

た

一
ひ
と
つ

明
み
ょ
う

星じ
ょ
うを

失
う
し
な

ふ
）」
は
、
イ
ポ
リ
ー
ト
・
ア
ド
ル
フ
・
テ

ー
ヌ
（
一
八
二
八
～
九
三
、
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
・
哲
学
者
・
文
学
史
家
）
の
死
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

蓋け
だ

し
（
お
も
う
に
）「
リ
ヴ
イ
論
」
の
一
篇
、
題
を
羅ロ

ー
マ馬

の
歴
史
家
に
仮か

り

つ
て
却か

え

っ
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
を
論
ぜ
し
も
の
な
り
き
。

北
村
透と

う

谷こ
く

（
一
八
六
八
～
九
四
、
明
治
期
の
評
論
家
・
詩
人
）
は
、
人
間
の
ほ
か
に
人
間
を
研
究
す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
。
人
生
を
真
に
理
解
し
た
け
れ
ば
、
哲
学
や

宗
教
、
お
よ
び
諸
科
学
に
よ
っ
て
こ
れ
を
研
究
し
た
ら
よ
い
、
と
い
う
。

『
文
学
界
』（
第
五
号
、
明
治
26
・
５
）
の
「
人
生
の
意
義
」（
透
谷
）
の
な
か
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
に
も
唯
心
論
（
世

界
の
本
体
、
現
象
の
本
質
は
、
精
神
に
あ
る
と
い
う
論
）
や
唯
物
論
（
精
神
は
物
質
に
規
定
さ
れ
る
と
す
る
説
）
に
傾
い
た
も
の
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
唯
心
論
が
ぜ
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っ
た
い
に
悪
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

カ
ン
ト
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
で
も
、
ス
ピ
ノ
ザ
で
も
御
相
手
に
成な

さ
れ
て
、
主
観
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
（
観
念
論
、
唯
心
論
の
意
―
引
用
者
）
で
も
客
観
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
で
も
、

絶
対
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
で
も
何な

ん

で
も
彼か

で
も
撃
ち
平
げ
ら
れ
た
が
宜

よ
ろ
し

か
ら
ふ
と
存ぞ

ん

ず
る
な
り
。

『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
四
五
号
、
明
治
26
・
６
）
の
「
和オ

ラ
ン
ダ蘭

の
美
学
」（
新
井
虎
南
訳
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
と
美
学
に
関
す
る
自
著
を
刊
行
し
た
Ｊ
・
フ
ァ
ン
・

フ
ル
ー
テ
ン V

loeten 

の
こ
と
が
出
て
く
る
。

和
蘭
審
美
学
に
於お

け

る
近
年
の
最
大
著
作
は
ス
ピ
ノ
ツ
ア
全
集
を
出
版
せ
し
フ
ァ
ン
、
フ
ロ
ッ
テ
ン
の N

ederlandsche A
esthetik

（
和
蘭
美
学
）
な
り
。
此
書
は
感
覚
、
思
想
、

意
志
等
の
如
き
人
類
の
諸
能
力
に
対
す
る
一
般
の
分
解
を
以
て
始
ま
れ
り
。

『
教
育
時
論
』（
第
二
九
三
号
、
明
治
26
・
6
）
の
「
理
科

　
哲
学

　
庶

（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
）

遍
波
哲
学
大た

い

概が
い

（
あ
ら
ま
し
）」（
高
島
平
三
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
。
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
（
一
七
八
八
～
一
八
五
〇
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
は
、
プ
ラ
ト
ン
と
カ
ン
ト
の
学
派
を
攻
究
し
、
両
人
を
手
本
に
し
た
と
い
う
。

（
か
れ
は
）
常
に
此こ

の

二
氏
を
以
て
、
己お

の

が
師
表
と
な
し
、
当
時
独
人
の
好
ん
で
研
究
せ
る
ア
リ
ス
ト
ー
ツ
ル
及
び
ス
ピ
ノ
ー
ザ
氏
等
の
学
派
を
軽
視
し
た
り
き
。

『
教
育
時
論
』（
第
三
一
〇
号
、
明
治
26
・
11
）
の
「
理
科

　
哲
学

　
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
」（
久
津
見
蕨け

つ

村そ
ん

、
蕨け

つ

は
〝
わ
ら
び
〟
の
意
）
は
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
哲
学

界
に
君
臨
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
凋
落
し
た
原
因
や
、
そ
の
後
哲
学
者
が
建
て
た
学
説
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
二
度
ば
か
り
顔
を
だ
し

て
い
る
。

論
者
に
よ
る
と
、
デ
カ
ル
ト
以
来
ヘ
ー
ゲ
ル
に
い
た
る
ま
で
養
っ
て
き
た
唯
心
論
は
信
用
を
う
し
な
い
、
地
に
お
ち
、
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
じ
ぶ
ん
の
考
え
に
よ
っ
て
独
自

の
論
を
た
て
て
い
る
。
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或あ
る
いハ

プ
ラ
ト
ー
ニ
帰
ス
ル
モ
ノ
、
或
ハ
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
ニ
依よ

レ
ル
モ
ノ
、
或
ハ
ス
ピ
ノ
ザ
ヲ
呼
ビ
起
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
…
…

　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
ピ
ノ
ザ
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
宇
宙
万
有
ノ
本
体
ト
云
フ
ハ
、
唯た

だ

其そ

ノ
全
体
ヲ
指
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
否
定
ニ
終
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
…
…

『
天
則
』（
第
六
編
・
第
六
号
、
明
治
26
・
12
）
の
「
論
説

　
哲
学
祭
演
説
［
カ
ン
ト
略
伝
］」（
井
上
円
了
述
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
カ
ン
ト
の
生
涯
と
思
想
を
略
述
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
出
て
く
る
。
カ
ン
ト
の
両
親
は
む
す
こ
を
神
父
に
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
人
は
神
学
を
ま
な
ん
で
僧
に
な
る
こ
と
を

好
ま
ず
、
哲
学
の
方
面
に
む
か
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。

恰あ
た
かも

デ
カ
ル
ト

　
ス
ピ
ノ
ザ
か
最
初
僧
侶
の
手
に
教
育
せ
ら
れ
、
後の

ち

遂つ
い

に
哲
学
者
と
な
り
て

　
其
主
義
に
反
対
し
た
る
と
異

こ
と
な

ら
ず
、
…
…

『
教
育
時
論
』（
第
三
一
五
号
、
明
治
27
・
１
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
（
第
三
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
ノ
続

つ
づ
き

）」（
久
津
見
息
忠
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
万
有
神
教
（
有
神
論
―

神
の
存
在
を
み
と
め
る
立
場
の
説
）
が
出
て
く
る
。

　
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
ノ
哲
学
ハ
、
カ
ン
ト
ノ
超
絶
哲
学
、
ヒ

（
フ
ィ
ヒ
テ
）

ヒ
テ
ノ
主
観
的
唯
心
哲
学
、
ロ
ツ
ク
ノ
経
験
論
、
ス
ピ
ノ
ザ
ト
セ（

シ
ェ
リ
ン
グ
）

ル
リ
ン
グ
ノ
万
有
神
教
、
プ
ラ
ト
ー
ノ
理
想
論
、
及

ヒ
仏
教
ノ
厭
世
主
義
ヲ
統
合
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
…
…

『
同
志
社
文
学
』（
第
七
四
号
、
明
治
27
・
２
）
の
「
論
説

　
哲
学
の
勧す

す

め
」（
森
田
久
万
人
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
を
み
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
古
今
の
哲
学
者
の
伝
記

を
よ
ん
で
わ
か
る
こ
と
は
、
富
裕
の
も
の
や
身
分
の
高
い
も
の
は
ま
れ
で
あ
り
、
多
く
は
逆
境
の
な
か
を
さ
ま
よ
い
、
真
理
や
美
や
神
を
友
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
第
一

流
の
哲
学
者
の
寿
命
を
計
算
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
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ソ
ク
ラ
テ
ス
…
…
70
歳

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
…
…
63
歳

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
…
…
70
歳

　
カ
ン
ト
…
…
80
歳

　
ヘ
ー
ゲ
ル
…
…
61
歳

そ
し
て
、

―

　
ロ
ツ
チ
エ
は
六
十
四
、
デ
カ
ー
ト
は
五
十
四
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
四
十
五
に
し
て
世よ

を
逝さ

れ
り
、
…
…

渋し
ぶ

江え

保た
も
つ（

一
八
五
七
～
一
九
三
〇
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
英
学
者
）
の
述
作
『
哲
学
大
意

　
全
』（
博
文
館
、
明
治
27
・
2
）
は
、
初
学
者
む
き
の
哲
学
入
門

書
で
あ
る
。
同
書
の
附
録
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。

（
四
）　
ス
ピ
ノ
ザ
派

ス
ピ
ノ
ザ

　
一
六
三
二
年
生
、
一
六
七
七
年
死
。
和
蘭
ノ
人
ナ
リ

デ
カ
ー
ト
派
ニ
属
ス

『
早
稲
田
文
学
』（
第
六
一
号
、
明
治
27
・
4
）
の
「
カ
ン
ト
前
の
美
論
の
大
勢
」（
Ｕ
・
Ｋ
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
近
世
哲
学
は
唯
理

派
と
経
験
派
の
二
つ
の
潮
流
に
わ
か
れ
る
と
い
う
。
一
方
は
理
性
を
、
ま
た
も
う
一
方
は
経
験
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
系
統
を
立
て
て
い
る
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ

ス
派
は
、
ベ
ー
コ
ン
を
は
じ
め
と
し
、
ロ
ッ
ク
や
ヒ
ュ
ー
ム
に
い
た
る
ま
で
、
か
れ
ら
は
重
き
を
感
覚
に
帰
し
、

大
陸
派
は
デ
カ
ル
ト
を

　
初

は
じ
め

と
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ヴ
ォ
ル
フ
に
至
る
ま
で
、
専

も
っ
ぱ

ら
重お

も

き
を
理
性
に
帰き

せ
り
、
…
…

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
六
一
号
、
明
治
27
・
5
）
の
「
雑
記

　
歴
史
の
価
値
と
厭
世
思
想
」
の
な
か
で
、
論
者
は
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
哲
学
思
想
は
、
進
化
発
達

と
い
っ
た
観
念
と
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
な
い
。
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仏
教
の
進
化
て
ふ
観
念
に
親
し
か
ら
ぬ
は
恰

あ
た
か

も
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
の
之こ

れ

に
親
し
か
ら
ぬ
が
如ご

と

し

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
六
二
号
、
明
治
27
・
6
）
の
「
フ
井
ヒ
テ
（Fichte

）
＝
学
者
の
天
職
」（
高
橋
五
郎
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
〝
宿
命
論
・
決
定
論
〟D

デ

テ

ル

ミ

ニ

ス

ム

ス

eterm
inism

us 

を
信
奉
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
（
一
七
六
二
～
一
八
一
四
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
代
表
的
哲
学
者
）
に
つ
い
て
の
小
論
で
あ
る
。

哲
学
者
と
し
て
フ
井
ヒ
テ
は

　
最
初
ス
ピ
ノ
ザ
の
定
数
説
（D

デ

テ

ル

ミ

ニ

ス

ム

ス

eterm
inism

us

）
を
信
じ
た
り
し
が
、K

（

純

粋

理

性

批

判

）

ritik
der

reinen
V

ernunft 

を
読
む
に
及
ん
で
豹
変
し
て
カ
ン
ト
の

弟
子
と
な
れ
り

『
心
海
』（
第
一
〇
号
、
明
治
27
・
6
）
の
「
論
説

　
有
神
哲
学
上
の
三
大
観
念
（
第
七
号
の
続
）」（
石
川
喜
三
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
何
度
か
引
か
れ
て
い
る
。
こ

の
論
文
は
、
有
神
哲
学
上
の
も
っ
と
も
漠
然
と
し
た
汎

パ
ン
テ
ィ
ス
ム
ス

神
論
に
つ
い
て
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
と
は
同
じ
く
こ
れ
万ば

ん

有ゆ
う

一い
ち

如に
ょ

（
万
物
の
本
質
は
た
だ
ひ
と
つ
、
違
い
は
な
い
）
の
凡
神
教
な
れ
ど
も
其そ

の

性
質
を
異こ

と

に
せ
り
。

と
い
う
。
論
者
に
よ
る
と
、
神
は
こ
の
万
物
の
世
界
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
神
の
実
体
は
、
わ
れ
わ
れ
の
思
想
上
に
、
あ
る
い
は
有
形
無
形
の
思
想
に
反
射
し
て
い
る
。

霊
も
物
も
み
な
神
の
実
体

―
す
な
わ
ち
神
で
あ
る
。
い
っ
さ
い
の
も
の
は
、
神
実
在
者
の
属
性
（
本
質
）
だ
と
い
う
。
そ
し
て

―
、

こ
の
説
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
唱
導
し
た
る
哲
学
に
し
て

　
ス
ピ
ノ
ザ
は
実
に
こ
の
説
の
代
表
者
な
り
。

『
青
山
評
論
』（
第
四
八
号
、
明
治
27
・
６
）
の
「
学
海

　
東
洋
哲
学
研
究
の
必
要
を
論
ず
（
承
前
）」（
浅
井
豊
久
）
は
、
東
西
哲
学
を
対
照
し
、
そ
の
異
同
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
東
洋
に
老
子
や
釈
迦
や
易え

き

経き
ょ
う（

五
経
の
ひ
と
つ
。
万
物
の
変
化
と
人
間
の
関
係
な
ど
も
説
く
）
の
天
地
同
根

─
万
物
一
体
の
説
が
あ
る
よ
う
に
、
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ジ
ヨ
ル
ダ
ノ

　
ブ
ル
ノ
ー
（
一
五
四
八
？
～
一
六
○
○
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
哲
学
者
。
汎
神
論
的
モ
ナ
ド
論
を
と
な
え
火
刑
に
さ
れ
た
）、
ス
ピ
ノ
ザ
等 έγ

 κ
α
ί 

κ
α
γ

 

の
万
有
哲
学
…

が
あ
る
と
い
う
。『
六
合
雑
誌
』（
第
一
七
○
号
、
明
治
28
・
２
）
の
「
宗
教
の
定
義
を
論
す
」（
原
田

　
助
）
は
、
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
説
を
紹
介
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
な

か
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
ス
ピ
ノ
サ
は
云
ふ
宗
教
と
は
神
性
の
完
全
な
る
を
知
り
て
神
を
愛
す
る
と
な
り
と
、
…
…

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
八
四
号
、
明
治
29
・
４
）
の
「
経
験
論
者
と
『
カ
ン
ト
』
と
の
関
係
」（
中
島
徳
蔵
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
ち
ら
ほ
ら
み
ら
れ
る
。
近
代
哲
学
の

勃
輿
期

─
ヘ
ー
ゲ
ル
に
満
足
で
き
な
い
者
の
な
か
に
、
プ
ラ
ト
ン
を
祖
述
し
た
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
継
承
す
る
者
が
い
た
り
、

或あ
る
いは

「
ブ
ル
ノ
ー
」「
ス
ピ
ノ
ザ
」「
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
」
等
を
唱
和
す
る
も
の
あ
り
て
哲
学
界
は
挙あ

げ

て
彼か

の
謂い

は
ゆ
る
英
の
連
想
論
経
験
者
論
者
の
み
に
非あ

ら

ざ
り
し
と
雖

い
え
ど

も
…

と
い
う
。

『
太
陽
』（
第
一
八
号
、
明
治
29
・
８
）
の
「
文
学

　
第
六

─
進
化
学
の
哲
学
に
及
せ
る
影
響
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
偉
大
な
哲
学

者
、
卓
見
あ
る
碩せ

き

学
と
い
え
ど
も
、
こ
ん
に
ち
か
ら
み
る
と
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　
ホ
ツ
ブ
ス
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
其そ

の

他た

の
諸し

ょ

大た
い

家か

に
至
り
て
も

　
多
少
此
の
如
き
迷め

い

見け
ん

を
免
れ
ざ
り
き
…
…

『
反
省
会
雑
誌
』（
第
一
一
年
・
第
九
号
、
明
治
29
・
10
）
の
「
厭
世
家
と
し
て
の
『
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
』」（
広
田
一
乗
）
に
、
汎
神
論
者
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
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場
す
る
。是こ

れ

彼か
れ

が
「
ス
ピ
ノ
ザ
」
万
有
神
教
の
先
駆
者
と
認
め
ら
る
ゝ
所ゆ

え
ん以

に
し
て
、
罪
悪
は
一
種
の
迷
妄
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
と
見
ら
る
ゝ
に
至
れ
り

「
ス
ピ
ノ
ザ
」
は
此
の
世
界
を
以
て
、
善
な
る
か
又
は
悪
な
る
か
の
疑
問
を
起
し
て
、
世
界
の
価
値
を
尋
ね
ん
と
す
る
も
の
を
叱し

つ

し
て
曰
く
、
…
…

『
反
省
会
雑
誌
』（
第
一
一
年
・
第
一
○
号
、
明
治
29
・
11
）
の
「
厭
世
家
と
し
て
の
『
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
本
論
』」（
広
田
一
乗
）
に
お
い
て
も
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
言
及

さ
れ
て
い
る
。

曰い
わ

く
「
ブ
ル
ノ
ー
」、「
ス
ピ
ノ
ザ
」、「
シ
エ
リ
ン
グ
」
等
の
諸
哲
学
者
等
出い

で
て
、
其
所
説
を
発
表
し
て
以
来
、
宇
宙
の
万
物
、
其そ

の

根ね

唯
一
な
る
こ
と
は
、
充
分
世せ

人じ
ん

に
了
解
せ

ら
る
ゝ
に
至
れ
り

『
帝
国
文
学
』（
第
三
巻
・
第
一
号
、
明
治
30
・
１
）
の
「
カ
リ
エ
ー
ル
が
美
学
の
立
脚
地
」（
蟹か

に

江え

義よ
し

丸ま
る

）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
ベ
ー
コ
ン
や
ロ
ッ
ク
と

い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
実
験
派
は
、

─

　
デ
ー
カ
ル
ト

　
ス
ピ
ノ
ザ

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
性
論
と
近
世
の
前
半
期
に
相あ

い

対た
い

壘る
い

（
対
抗
）
し
、
カ
ン
ト
出い

で
ゝ
先せ

ん

天て
ん

唯
心
論
を
唱
導
し
一ひ

と

た
び
之こ

れ

を
調
和
せ
し
観
あ
り
し

か
ど
、
…
…

文
科
大
学
哲
学
教
師
ド
ク
ト
ル

フ
ォ
ン
、
コ
ェ
ー
ベ
ル
講

　
　

文
学
士

　
下
田
次
郎
訳

　
　
　

『
哲
学
要
領

　
全
』（
南
江
堂
書
店
・
明
治
30
・
６
）
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ケ
ー
ベ
ル
（
一
八
四
八
～
一
九
二
三
、
ロ
シ
ア
の
哲
学
者
）
が
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
東
大
に
お
い
て
講
じ
た
「
哲
学
入
門
」（
哲
学
概
論
、
哲
学
史
）
の
前
半
部
分
（
原
文
は
英
語
）
を
、
そ
の
原
稿
か
ら
日

本
語
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
一

　
哲
学
の
概
念

　
二

　
哲
学
の
分
類

　
三

　
哲
学
の
方
法

　
四

　
哲
学
の
系
統
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ベ
ル
は
講
義
の
な
か
で
、
た
び
た
び
ス
ピ
ノ
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ザ
に
言
及
し
た
。
著
者
に
よ
る
と
、
数
学
の
結
論
は
、
ぜ
っ
た
い
的
に
正
確
で
あ
る
。
数
学
は
演え

ん

繹え
き

的
（
一
般
的
な
原
理
か
ら
と
く
べ
つ
な
事
実
を
説
明
す
る
）
科
学
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ひ
じ
ょ
う
に
誤
っ
た
議
論
で
あ
る
。
こ
の
誤
っ
た
数
学
的
方
法
に
よ
っ
て
、
哲
学
的
真
実
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
哲
学
者
が
い
た
。
そ
れ
は
ス
ピ
ノ

ザ
で
あ
っ
た
。

世
界
が
嘗か

つ

て
生

し
ょ
う

し
た
る
最
大
思
想
家
の
一

ひ
と
り

な
る
ス
ピ
ノ
ザ
す
ら
も
、
此こ

の

不
幸
な
る
誤ご

謬び
ゅ
うに

陥
お
ち
い

り
、
彼
れ
の
奥
妙
な
る
観
念
を
、
恰

あ
た
か

も
幾
何
学
者
か
彼か

れ

の
定
理
を
論
証
す
る
如ご

と

く
、

論
証
せ
り
（「
三

　
哲
学
の
方
法
」、
六
一
頁
）

ケ
ー
ベ
ル
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
世
界
最
大
級
の
哲
学
者
の
ひ
と
り
な
の
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
『
エ
テ
ィ
カ
』
に
つ
い
て
は
、
哲
学
史
の
特
別
講
義
に
お
い
て

く
わ
し
く
話
を
し
た
い
と
い
う
。
こ
の
書
は
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
哲
学
の
研
究
に
ま
じ
め
に
従
事
し
た
け
れ
ば
、
一
生
に
い
ち
ど
は
こ
の
本
を
よ
む
義
務
が
あ
る

と
い
う
。
ケ
ー
ベ
ル
は
さ
ら
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
一
六
四
六
～
一
七
一
六
、
ド
イ
ツ
の
数
学
者
・
哲
学
者
）
に
つ
い
て
語
っ
た
と
き
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
ふ
れ
て
い
る
。

諸
君
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
て
、
而

し
こ
う

し
て
一
層
多
く
ラ
イ
ブマ

マ

ニ
ッ
ツ
に
於
て

　
唯
心
論
的
章
句
を
発
見
す
る
を
得
へ
し
。

『
種百撰新

　
哲
学
問
答

　
全

　
編壹第

』（
普
及
舎
、
明
治
30
・
７
）
は
、
一
種
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
が
、
同
書
の
「
第
七
章

　
近
代
の
哲
学
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
出
て
く
る
。

問
　
デ
カ
ル
ト
に
次つ

い

で
出い

で
た
る
名
高
き
哲
学
者
は
誰
な
り
や
、

答
　
ス
ピ
ノ
ザ
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
の
二
人
な
り
、

問
　
こ
の
二
人
の
哲
学
は
如い

か
ん何

、（
中
略
）

問
　
今
云
は
れ
た
る
万
有
神
教
と
は
何
ぞ
や
、

答
　
こ
の
世
界
万
物
を
唯ゆ

う

一い
つ

無
限
の
本ほ

ん

体た
い

、
即

す
な
わ

ち
一

ひ
と
つ

の
神
の
現げ

ん

示じ

な
り
と
見
る
と
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
な
り
、
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『
反
省
雑
誌
』（
第
一
二
年
・
第
八
号
、
明
治
30
・
８
）
の
「

見み

ま

ね
真
似

聞き
く

真ま

似ね

　
天
才
修
業
」（
シ
ェ
ゲ
太
郎
）
に
お
い
て
、
論
者
は
、
天
才
の
つ
く
り
方
を
講
述
す
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、
代
わ
っ
て
天
才
修
業
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
戯げ

作さ
く

の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
、
ち
ら
ほ
ら
み
ら
れ
る
。

小
男
で
あ
っ
た
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
も
み
な
体
が
ち
い
さ
か
っ
た
と
い
う
。

論
者
に
よ
る
と
、
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
（
一
五
八
八
～
一
六
七
九
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）
は
、
勉
強
す
る
た
め
に
妻
帯
し
な
か
っ
た
が
、
未
熟
な
も
の
が
政
略
結
婚

を
す
る
の
を
見
る
つ
ど
、
学
問
の
た
め
に
暗
涙
を
も
よ
お
す
と
い
う
。
カ
ン
ト
も
デ
カ
ル
ト
も
ロ
ッ
ク
も
ス
ピ
ノ
ザ
も
み
な
独
身
で
あ
っ
た
。

『
月
刊
世
界
之
日
本
』（
第
一
九
号
、
明
治
30
・
９
）
の
小
記
事
「
天
才
と
人
種
及

お
よ
び

階
級
」［
米
国
学
士
会
報
告
ク
ー
リ
ー
氏
］
は
、
社
会
階
級
を
上
等
・
上
の
下
等
・
下

等
の
上
・
下
等
の
四
階
級
に
わ
け
て
い
る
が
、
下
等
の
上
階
級
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
、
モ
リ
エ
ー
ル
、
ラ
シ
ー
ヌ
と
な
ら
ん
で
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
を
掲
げ
て

い
る
。

こ
れ
と
似
た
記
事
は
、『
女
学
雑
誌
』（
第
四
五
○
号
、
明
治
30
・
９
）
に
掲
載
さ
れ
た
小
記
事
「
天
才
に
就つ

い

て
」
で
あ
る
。
今
古
の
天
才
を
身
長
に
よ
っ
て
類
別
し
、
身

長
が
五
尺
九
寸
（
約
一
八
○
セ
ン
チ
）
以
上
も
あ
っ
た
哲
学
者
は
、

─

ス
ピ
ノ
ザ
。
ル
ナ
ン
。
ミ
ル
。
ベ
ー
コ
ン
。

と
い
う
。

『
日
本
人
』（
第
六
一
号
、
明
治
31
・
２
）
の
「
妄
想
録
（
其
二
）」（
在
米

　
鈴
木
大
拙
稿
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
論
者
に
み
る
と
こ
ろ
、
ス

ピ
ノ
ザ
は
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
論
者
に
よ
る
と
、
洪こ

う

川せ
ん

老
師
（
今い

ま

北き
た

洪こ
う

川せ
ん

［
一
八
一
六
～
一
八
九
二
］、
幕
末
・
明
治
初
期
の
臨
済
宗
の
僧
）
の
語
録
に
「
悟さ

と

り
て
後
の
善

悪
は
（
迷
い
を
去
っ
て
真
理
を
知
っ
た
の
ち
の
よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
）、
善
悪
共
に
善
な
り
、
悟
ら
ざ
る
前
の
善
悪
は
善
悪
共
に
悪
な
り
」
と
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と

ば
に
接
し
た
と
き
、
悟
り
と
い
う
も
の
（
迷
い
が
さ
め
る
こ
と
）
は
、
幻げ

ん

怪か
い

な
も
の
（
あ
や
し
い
も
の
の
意
か

─
引
用
者
）
の
よ
う
に
思
え
た
ら
し
い
。
世
間
の
人
よ
、

ど
う
か
眼
を
高
く
つ
け
て
先
の
こ
と
ば
の
理
由
を
見
抜
い
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
考
え
か
ら
す
る
と
、

─
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ス
ピ
ノ
ザ
が
子

（
ね
）

─
口
─
王
（
ロ
ー
マ
皇
帝
ネ
ロ
〔
三
七
～
六
八
〕）
の
古
今
絶
無
の
凶
悪
を
犯
し
た
る
を
悪
に
あ
ら
ず
、
善
に
あ
ら
ず
と
断だ

ん

し
去さ

り
た
る
は
、
亦ま

た

一い
ち

段だ
ん

と
見
識
あ

り
と
謂い

は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

と
い
う
。
さ
ら
に
天
台
宗
の
三さ

ん

観が
ん

（
真
理
を
観
察
す
る
た
め
の
三
つ
の
方
法

─
空
観
・
仮
観
・
中
観
）
や
華け

厳ご
ん

宗し
ゅ
うの

四し

法ほ
う

界か
い

（
四
つ
の
世
界

―
天
界
・
地
界
・
水
界
・

陽
界
の
意
か
）
な
ど
は
、

─

独
逸
今き

ん

代だ
い

の
唯
心
論
系
統
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
元
両
性
論
な
ど
に
酷
似
す
。

と
い
う
。

『
帝
国
文
学
』（
第
四
巻
・
第
二
号
、
明
治
31
・
２
）
の
「
論
説

─
湖
上
詩
人
を
憶お

も

ふ
」（
藤
井
健
治
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
は
万
有
神
論
（
万

有
こ
と
ご
と
く
神
、
も
し
く
は
神
の
化
現
）
に
ふ
れ
、
神
の
性
格
に
関
し
て
は
、
哲
学
者
の
あ
い
だ
で
も
意
見
が
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
物
質

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
体
（
万
有
の
本
体
、
実
体
）　
シ
ョ
ッ
ペ
ン

ハ
ウ
エ
ル
の
意
志
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
無
意
識
…
…

こ
れ
ら
み
な
唯ゆ

う

一い
つ

神
と
立
て
ら
れ
た
者
と
い
う
。

綱
島
栄
一
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
〇
七
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
〝
梁

り
ょ
う

川せ
ん

〟）
は
、
岡
山

の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
専
修
英
語
科
を
卒
業
後
、
学
友
（
島
村
抱
月
、
金

子
馬
治
、
後
藤
宙
外
、
朝
河
貫
一
ら
）
と
哲
学
会
を
組
織
し
、
哲
学
お
よ
び
思
潮
問

題
を
研
究
し
た
。
か
た
わ
ら
『
早
稲
田
文
学
』
や
専
門
学
校
の
講
義
録
編
輯
の
し
ご

綱島栄一郎（梁川）
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と
に
従
事
し
た
。
西
洋
の
思
想
書
も
好
ん
だ
が
、
パ
ス
カ
ル
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
書
に
し
た
し
ん
だ
（「
余
の
愛
読
書
」）。
肺
結
核
を
わ
ず
ら
い
、
病
中
に
あ
っ
た
最
晩
年
に
も
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
本
を
よ
ん
で
い
た
（「
病

び
ょ
う

間か
ん

日
誌
」
明
治
38
・
２
～
３
）。

『
倫
理
問
題
の
発
達
』（
明
治
31
～
32
ご
ろ
の
稿
？

　
東
京
専
門
学
校
文
学
科
講
義
録
）
の
「
第
三
章

　
近
世
倫
理
学
」
に
、「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
倫
理
説
」
の
章
節
（
四
六

二
～
四
六
五
頁
）
が
あ
る
。

　
　
　（
一
）
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
倫
理
説

ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
其
の
倫
理
説
を
哲
学
系
の
礎そ

上じ
よ
うに

築
き
た
り
。
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
は

　
一
言
す
れ
ば
デ
カ
ル
ト
の
二
元
論
を
一
元
論
に
帰
し
た
る
も
の
也な

り

。
デ
カ
ル
ト
は
没
交

渉
な
る
心
、
物
二
元
を
設
け
て

　
二
者
を
独
立
の
実
体
と
な
せ
り
。
延
長
（
空
間
）
は
物
の
本
質
に
し
て
意
識
は
心
の
本
質
な
り
、
彼
れ
が
心
と
物
と
を
没
交
渉
の
独
立
体
と
見

た
る
は
即
ち
其
の
自
由
意
志
を
主
張
せ
る
根
拠
な
り
き
。

同
書
は
、
当
時
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
講
師
で
あ
っ
た
ヒ
ス
ロ
ッ
プ Jam

es H
. H

yslop 

が
著
わ
し
た
『
倫
理
学
原
論
』
“The E

lem
ents of E

thics

” （1895

）
の
第
二
章

「
倫
理
問
題
の
起
源
な
ら
び
に
発
達
（T

he O
rigin and D

evelopm
ent of Ethical Problem

s, p.18

～188

）
に
よ
っ
て
書
い
た
も
の
ら
し
い
（『
梁
川
全
集

　
第
三
巻
』

春
秋
社
、
大
正
11
・
７
）。

『
日
本
人
』（
第
六
四
号
、
明
治
31
・
４
）
の
「
病

び
ょ
う

中
ち
ゅ
う

囈げ
い

語ご

（
た
わ
ご
と
）

─
◎
ス
ピ
ノ
ザ
の
気き

魄は
く

（
気
性
）」
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
暴
漢
に
お
そ
わ
れ
た
事
件
に
つ
い
て

の
べ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
異
端
を
説
く
ゆ
え
に
か
れ
は
命
を
ね
ら
わ
れ
た
と
い
う
。
一
日
ス
ピ
ノ
ザ
が
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
劇
場
（
こ
れ
は
誤
り
─
引
用
者
）
を
出
て
家
に
帰
ろ

う
と
し
た
と
き
、
か
れ
を
狙
撃
す
る
者
が
あ
り
、
銃
弾
は
衣
を
つ
ら
ぬ
い
た
と
い
う
。

若も

し
ス
ピ
ノ
ザ
を
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

海か
い

舟
し
ゅ
う

翁0

（
勝
海
舟
〔
一
八
二
三
～
九
九
〕、
幕
末
・
明
治
期
の
政
治
家
）
た
ら
し
へ
ば

0

0

0

0

0

　
彼
は

0

0

鶏け
い

肋ろ
く

（
じ
ぶ
ん
の
文
集
）
を
公
刊
し
て

0

0

0

0

0

　
其そ

の

奇き

禍か

（
思
い

が
け
な
い
災
難
）
を
誇
り
た
り
し
な
る
べ
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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中
島
力
造
著
『
列
伝
体
西
洋
哲
学
小
史

　
下巻

』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
６
）
は
、
六
六
六
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
四
編

　
デ
ー
カ
ル
ト
学
派
の
反
対
者
」

の
章
節
に
お
い
て
、
そ
の
学
説
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
伝
記
が
つ
づ
ら
れ
（
二
六
五
～
三
三
六
頁
）、
そ
の
あ
と
学
説

─
本
体
論
、
属
性
論
、
変
状
論
な
ど

が
説
か
れ
て
い
る
。

著
者
の
ス
ピ
ノ
ザ
伝
は
、
三
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
も
あ
り
、
こ
の
時
代
の
も
の
と
し
て
は
く
わ
し
い
方
で
あ
る
。
伝
記
の
劈
頭
ス
ピ
ノ
ザ
は
「
近
代
哲
学
の
大
家
」
と
ま
で
絶

賛
し
て
い
る
。

氏し

は
初は

じ

め
猶ユ

ダ
ヤ太

教
の
法
教
師
モ
ル
タ
イ
ラ
て
ふ
人
よ
り
教
育
を
受
け
、
猶
太
教
及
ひ
猶
太
文
学
を
学
び
、
特
に
中
世
に
於
け
る
猶
太
人
の
著
し
た
る
哲
学
を
主
と
し
て
究き

わ

め
た
り
、

と
い
う
。
そ
し
て
伝
記
を
つ
ぎ
の
一
節
を
も
っ
て
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

氏
の
近
世
哲
学
に
及
ぼ
せ
し
影
響
は
極
め
て
切せ

つ

要よ
う

の
も
の
（
き
わ
め
て
大
切
な
も
の
）
な
り
、
或
人
は
氏
の
説
を
誤
解
し
て
、
過
酷
な
る
攻
撃
を
加
ふ
と
へ
ど
も
、
未ま

だ
氏
の

説
を
充
分
に
了
解
せ
し
に
あ
ら
ざ
る
が
如
く
見
え
、
故
に
今
日
も
哲
学
史
家
は
力
を
尽
し
て
、
氏
の
説
を
研
究
し
居
れ
り
、
氏
は
性
質
温
厚
の
人
に
し
て
、
殆ほ

と

ん
ど
聖
人
と
も
目
す

べ
く
、
一
生
校
職
に
も
公
務
に
も
携

た
ず
さ

は
ら
ず
、
た
ゞ
己

お
の
れ

が
手
芸
（
レ
ン
ズ
み
が
き
）
に
依
て

生
活
せ
り
、
其そ

の

心こ
こ
ろの

清
廉
潔
白
な
る
は
古こ

今こ
ん

稀ま
れ

に
見
る
好こ

う

人じ
ん

物ぶ
つ

な
り
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
そ
れ
は
倫
理
学
に
お

い
て
明
ら
か
だ
と
い
う
。
論
究
方
法
は
、
幾
何
学
に
な
ら
い
数
学
的
で
あ
る
か
ら
、
読
者
に

と
っ
て
お
も
し
ろ
い
も
の
で
は
な
い
。
倫
理
問
題
の
研
究
は
、
形
而
上
学
説
を
基
礎
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
か
れ
は
デ
カ
ル
ト
が
唱
え
た
数
学
的
研
究
法
を
哲
学
と
倫
理
の
研
究
に
応
用

し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
は
、
す
く
な
か
ら
ず
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
に
由
来
し
て
い
る
。
か

中島力造編『列伝体西洋哲学小史　下巻』
（冨山房、明治31・6）
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れ
の
汎
神
論
の
淵
源
は
、
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
三
大
概
念
は
、

─

本
体
（Substance

）
…
…
独
立
の
実
在
に
し
て
（
意
識
ま
た
は
主
観
か
ら
独
立
に
存
在
す
る
意
）、
こ
れ
を
思
考
す
る
に
他
の
実
在
を
必
要
と
し
な
い
も
の
。

属
性
（A

ttribute

）…
…
…
知
力
が
本
体
の
本
質
を
構
成
す
と
認
知
す
る
も
の
を
い
う
。

変
状
（M

ode
）
…
…
…
…
自
体
以
外
の
実
在
に
よ
っ
て
存
在
し
、
ま
た
思
考
せ
ら
る
ゝ
本
体
の
変
状
を
い
う
。

の
三
つ
で
あ
る
と
い
う
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
一
三
巻
・
第
一
三
七
号
、
明
治
31
・
７
）
の
「
論
説

　
韓カ

ン
ト圖

の
哲
学
」（
蟹
江
義
丸
）
に
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
を
う
け
つ
い
だ
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
。

（
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
諸
家
ハ
デ
カ
ル
ト
の
学
説
を
継
承
…
…

『
太
陽
』（
第
四
巻
・
第
一
八
号
、
明
治
31
・
９
）
の
「
海
外
彙
報
─
風
景
と
文
学
」
は
、
近
刊
の
『
ス
ペ
ク
テ（

テ
ィ
タ
ー
）

ー
ト
ル
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。
論
者
に
よ
る
と
、
風
景
や
自
然
界
が
知
的
生
産
物
に
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
は
真
理
だ
と
い
う
。
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
出
て
く
る
。
純
理
哲
学
者

─
た
と
え
ば
、

　
プ
ラ
ト
ン
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
如ご

と

き
、
好よ

く
（
し
ば
し
ば
）
無
限
に
接
近
し
た
る
な
ら
ん
。

井
上
円
了
講
述
『
通
俗
講
談

言
文
一
致
　
哲
学
早
わ
か
り
』（
開
発
社
、
明
治
32
・
２
）
は
、
哲
学
館
拡
張
の
た
め
に
、
府
県
を
巡
回
し
、
一い

っ

夕せ
き

の
茶
話
を
口
述
し
た
も
の
を
本
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
一
般
む
け
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。「
第
九
回

　
哲
学
諸
家
の
学
説
」
の
な
か
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
出
て
く
る
。

次つ
ぎ

に
大
陸
哲
学
は

　
仏
国
の
「
デ
カ
ー
ル
ト
」
氏
一ひ

と

た
び
独
断
の
学
風
を
開
き
、
思
想
を
起き

点て
ん

と
し
て
哲
学
を
講
ぜ
し
よ
り
、
和
蘭
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
」
氏
之こ

れ

を
継つ

ぎ
て
一
元
論
を
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唱
へ
、
…
… 

（
六
六
頁
）

な
お
、
同
書
の
附
録
「
西
洋
哲
学
者
年
表
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
略
伝
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
─
─

　
ス
ピ
ノ
ザ
氏
（Spinoza

）
は
一
千
六
百
三
十
二
年
に
生
れ
、
一
千
六
百
七
十
七
年
に
死
す
、
和
蘭
国
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
人
に
し
て
、
猶ユ

ダ
ヤ太

人
種
に
属
す
、
故ゆ

え

あ
り
て
改
宗
し

て
耶ヤ

蘇ソ

教
に
入
る
、
晩
年
肺
患
に
か
ゝ
り
、
遂
に
之
れ
に
死
す
、
氏
の
論
は
万パ

ン

セ

ー

ズ

ム

有
皆
神
教
（Pantheism

）
に
属
す
、
即

す
な
わ

ち
（M

モ

ニ

ズ

ム

onism

）
な
り
。

蟹
江
義
丸
著
『
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
館
、
明
治
32
・
８
）
は
、
も
と
よ
り
学
者
の
閲
読
に
供
す
る
た
め
に
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
哲
学
思
想
を
普
及
さ
せ
る
た

め
に
著
わ
し
た
も
の
と
い
う
（「
序
」）。
こ
れ
は
三
二
二
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
が
、「
近
世
哲
学

　
第
一
期

　
カ
ン
ト
以
前
」
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
が
あ
る
（
一
八
七
～
一

九
三
頁
）。

こ
の
な
か
で
ス
ピ
ノ
ザ
の
簡
単
な
生
い
た
ち
、
そ
の
哲
学
的
傾
向
、
一
元
的
世
界
観
、
実
体
、
思
惟
と
延
長
、
倫
理
説
な
ど
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

『
教
育
時
論
』（
第
五
四
○
号
、
明
治
33
・
４
）
の
「
問
答
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
汎パ

ン
シ
ー
ズ
ム

神
説
す
な
わ
ち
有
神
教
は
、
天
地
万

有
み
な
こ
れ
神
と
考
え
る
も
の
と
い
う
。
仏
教
に
も
山
川
草
木
み
な
こ
れ
仏ぶ

っ

性し
ょ
う（

仏
ほ
と
け

の
本ほ

ん

性
し
ょ
う

＝
性
質
）
と
い
っ
た
説
が
あ
る
が
、

　
ス
ピ
ノ
ザ
が
「
神
は
万ば

ん

有ゆ
う

（
あ
ら
ゆ
る
も
の
）
の
中
に
存
す
、
神
は
即

す
な
わ

ち
万
有
な
り
、
万
有
を
離
れ
て
神
あ
る
に
あ
ら
ず
、
神
と
万
有
と
は
異
名
同
言
な
り
」
と
言
ひ
た
る
が
如ご

と

き
是こ

れ

な
り
、

と
い
う
。

『
教
育
時
論
』（
第
五
五
九
号
、
明
治
33
・
10
）
の
「
問
答
」
に
、
実
体
（
不
変
の
本
質
的
存
在
と
し
て
の
神
）
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
名

が
み
ら
れ
る
。
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儒
教
の
天て

ん

（
神
）、
仏
教
の
真し

ん

如に
ょ

（
絶
対
不
変
の
真
理
）、
基
督
教
の
神
、
老ろ

う

荘そ
う

（
老
子
と
荘
子
）
の
道
、
神
道
の
造ぞ

う

化か

神
（
宇
宙
万
物
を
創
造
す
る
神
）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

最
高
の
理
想
、
ス
ヒマ

マ

ノ
ザ
の
無む

限げ
ん

実じ
っ

体た
い

…
…
（
中
略
）
皆
こ
の
実
物
を
指さ

し
て
命
名
し
た
る
も
の
な
り

『
哲
学
雑
誌
』（
第
一
五
巻
・
第
一
六
四
号
、
明
治
33
・
10
）
の
「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
関
す
る
一
新
著
」（
波
多
野
精
一
）
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
パ
ロ
ッ
ク
卿
が
著

わ
し
た
『
ス
ピ
ノ
ザ

─
か
れ
の
生
涯
と
哲
学
』（
Ｃ
・
ケ
ガ
ン
・
ポ
ー
ル
社
、
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
九
九
年
）〔Frederick Pollock: Spinoza

　
　H

is Life and 

Pbilosophy, C
. K

egan Paul &
 C

o., London, 1899

〕
の
内
容
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
評
者
は
、
本
書
は
す
べ
て
お
も
し
ろ
い
と
い
う
。
評
者
は
翌
月
同
誌
（
第
一

五
巻
・
第
一
六
五
号
、
明
治
33
・
11
）
の
「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
関
す
る
一
新
書
（
承
前
）」
を
発
表
し
、「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
学
説
の
起
源
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ

学
説
の
み
な
も
と
の
疑
問
に
関
し
て
、
パ
ロ
ッ
ク
卿
が
取
っ
た
態
度
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
提
出
さ
れ
た
解
答
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説
の
起
源
は
、
デ
カ
ル
ト
だ
け
に
置
く
べ
き
で
な
く
、
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者

─
モ
セ
ス
・
ベ
ン
、
レ
ヴ
ィ
・
ベ
ン
・
ゲ
ル
ソ
ン
、
あ
る
い
は
カ
バ

ラ
学
者
に
求
め
る
者
も
い
る
と
い
う
。
評
者
は
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
諸
家
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

『
哲
学
叢
書
』（
第
一
巻
・
第
一
集
、
明
治
33
・
11
）
の
「
倫
理
法
の
必
然
的
基
礎

　
㈠
哲
学
的
証
明
」
に
、
包
有
的
二
元
論
者
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
引
か
れ
て

い
る
。

近
世
に
於
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
の
諸
家
は

　
皆み

な

此こ
の

説せ
つ

を
認
容
せ
ざ
る
は
な
し
、
…
…
（
一
二
五
～
一
二
六
頁
）

三
宅
雪
嶺
述
『
近
世
哲
学
史
』（
哲
学
館
第
十
二
学
年
度

　
高
等
教
育
学
科
講
義
録
、
明
治
33
・
？
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
が
あ
る
。
講
述
者
は
、
こ
の
な
か
で
ス
ピ

ノ
ザ
の
略
伝
を
か
た
り
、
つ
い
で
そ
の
哲
学
の
体
系
に
つ
い
て
語
っ
た
（
二
○
七
～
二
一
四
頁
）。

　
　
　
　
　
ス
ピ
ノ
ザ

　
バ
ル
ク
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
和
蘭
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
府
の
人
な
る
が
幼
に
し
て
父
母
と
共
に
猶ユ

ダ
ヤ太

教
に
属
し
孜

き
ゅ
う

々き
ゅ
うと

し
て
経
典
の
類
を
講
究
し
た
り
し
も

　
中
頃
変へ

ん

し
て

　
専

も
っ
ぱ

ら
デ

カ
ル
ト
の
著
書
を
研
究
す
る
こ
と
と
な
り
し
よ
り

　
同
宗
の
徒
輩
の
為
め
に

　
破
門
を
以も

っ

て
目も

く

せ
ら
れ
将ま

さ

に
大
に
窘
迫
せ
ら
れ
ん
と
せ
し
か
は

　
去さ

っ

て
リ
ン
ス
ブ
ル
グ
に
赴
き
事
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稍

し
ょ
う

々し
ょ
う（

だ
ん
だ
ん
）
静
定
す
る
に
及

お
よ
び

て
　
更
に
ハ
ー
ゲ
ー
（
ハ
ー
グ
）
に
住
居
し

　
眼
鏡
を
磨
き
て
衣
食
の
料
を
取
り

　
只た

だ

一い
っ

心し
ん

に
学
理
の
推
考
に
従
事
し
居
り
し
な
り

　
身
体

虚
弱
に
し
て

　
遂つ

い

に
肺
病
に
て
沒
せ
り

　
氏
は
温
和
に
し
て
情
慾
に
薄
く

　
淡
泊
に
し
て

　
名
利
を
厭き

ら

ひ
居き

ょ

常
じ
ょ
う

悠ゆ
う

々ゆ
う

と
し
て
一
仙
人
の
風
あ
り
し
と
云
ふ

　（
千
六
百
三
十
二
年

に
生
れ

　
千
六
百
七
十
八
年
に
死
せ
り
）
…
…
…

　
　
　
…
…
…
…
…
…
…

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
の
体
系
は

　
三
種
の
総
念
に
本

も
と
ず

け
る
も
の
に
し
て

　
第
一
を
本
体
と
し

　
第
二
を
属
性
と
し

　
第
三
を
模
様
と
す
る
な
り

『
教
育
時
論
』（
第
五
六
五
号
、
明
治
34
・
１
）
の
「
カ
ン
ト
の
教
育
説
（
上
）」（
成
富
正
義
述
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
カ
ン
ト
は
じ
つ

に
空
前
の
大
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
カ
ン
ト
以
前
に
カ
ン
ト
に
ま
さ
る
思
想
家
は
い
な
い
。
か
れ
の
偉
大
な
と
こ
ろ
は
名
著
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
書
い
た
こ
と
で
あ
り
、

同
書
に
比
す
べ
き
も
の
は
、
カ
ン
ト
以
前
に
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
ぬ
と
い
う
。
あ
え
て
他
に
求
め
る
と
、

─

プ
ラ
ト
ン
の
「
共
和
政
治
」、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
形
而
上
学
」、
ス
ピ
ノ
ッ
ア
の
「
倫
理
学
」、
及
び
デ
カ
ル
ト
の
「
哲
学
原
理
」
な
ど
の
如
き
著
作

が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
カ
ン
ト
以
前
に
お
け
る
哲
学
界
の
大
勢
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
派
と
大
陸
派
に
二
分
で
き
る
と
い
う
。
大
陸
派
に
は
、

─

デ
カ
ル
ト
よ
り
ス
ピ
ノ
ッ
ア
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ク
な
ど
の
人
物
出
で
、
其そ

の

所し
ょ

説せ
つ

は
概

お
お
む

ね
合
理
派
に
属
し
遂
に
独
断
に
流
る
、

と
い
う
。

波
多
野
精
一
著
『
西洋

　
哲
学
史
要
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
明
治
34
・
11
）
は
、
大
西
祝
の
『
西
洋
哲
学
史
』
と
お
な
じ
よ
う
に
、
西
洋
哲
学
史
ぜ
ん
た
い
を
見
わ

た
す
と
き
の
必
読
文
献
と
さ
れ
、
名
著
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
書
は
、
初
学
者
の
た
め
に
内
外
の
諸
書
を
ひ
ろ
く
読
み
あ
さ
り
、
西
洋
哲
学
発
達
の
よ
う
す
を
叙
述
し
た
も
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の
と
い
う
（「
序
」）。

こ
の
書
物
は
、
古
代
哲
学
史
と
近
代
哲
学
史
か
ら
成
る
の
だ
が
、
近
代
哲
学
史
の
第
四
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
で
あ
る
（
一
九
二
～
二
○
六
頁
）。
こ
の
な
か
で
ス
ピ

ノ
ザ
の
哲
学
の
出
発
点
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
世
界
観
と
幾
何
学
、
神
す
な
わ
ち
自
然
、
思
惟
と
延
長
、
神
の
状
態
と
そ
の
出
没
変
化
、
精
神
と
物
体
、
道
徳
論
、
人
間
の
真
の
自

由
な
ど
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
を
約
言
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

是こ

の
如ご

と

く
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
冷

ひ
や
や

か
な
る
数
学
的
究
理
心
と
温
か
な
る
神
秘
的
宗
教
心
と
を
奇き

い異
に
も
結
合
せ
り
し
也な

り

。

『
太
陽
』（
第
八
巻
・
第
二
号
、
明
治
35
・
１
）
の
「
無
神
無
霊
魂
説
の
是ぜ

ひ非
如い

か
ん何

」（
井
上
哲
次
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
耳じ

目も
く

に
ふ
れ
る
も
の
は
現
象
で
あ
る
と
い
う
。
現
象
以
外
に
不
変
的
実
在
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
哲
学
は
そ
の
解
明
の
た
め
に
在
る
と
い
う
。
東
西
の
哲
学
者
は
み
な
こ
の
不

変
的
実
在
の
観
念
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
哲
学
を
建
設
し
た
。

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
の
如ご

と

き
、
ス
ピ
ノ
ツ
ア
の
万
有
本
体
の
如
き
、
…
…

『
太
陽
』（
第
八
巻
・
第
四
号
、
明
治
35
・
４
）
の
「
海
外
通
信

　
高
山
君
に
贈
る
（
承
前
）」（
在
キ
ー
ル

　
姉
崎
正ま

さ

治は
る

）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
。
こ
の
一
文
は
宗

教
学
者
で
あ
る
論
者
・
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
～
一
九
四
九
、
東
大
教
授
）
が
、
評
論
家
・
高
山
樗ち

ょ

牛ぎ
ゅ
う（

一
八
七
一
～
一
九
○
二
）
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

論
者
に
よ
る
と
、
由ゆ

来ら
い

大
学
教
師
は
腐ふ

儒じ
ゅ
う（

考
え
が
古
く
、
役
に
た
た
ぬ
学
者
）
に
な
り
や
す
く
、
取
る
に
足
ら
ぬ
、
大
学
の
片
々
た
る
論
文
を
み
る
と
、
あ
わ
れ
ま
ず

に
は
お
れ
ぬ
と
い
う
。
高
山
君
、
君
は
み
ず
か
ら
称
し
て
“
敗は

い

亡ぼ
う

の
身
”（
敗
北
し
た
人
間
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ニ
ー
チ
ェ
も
敗
亡
の
人
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
や
ス
ピ
ノ
ザ
も
世
に
は
屈
辱
の
人
な
り
…
…
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『
東
洋
哲
学
』（
第
九
編
・
第
七
号
、
明
治
35
・
７
）
の
「
論
説
」
に
、
元も

と

良ら

勇ゆ
う

次じ

郎ろ
う

（
一
八
五
八
～
一
九
一
一
、
同
志
社
に
ま
な
び
の
ち
ボ
ス
ト
ン
大
学
と
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
心
理
学
、
哲
学
を
お
さ
め
る
。
後
年
、
東
大
教
授
）
の
「
哲
学
の
変
遷
と
新
系
統
」（
五
月
十
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
哲
学
館
同
窓
会
」
に
お
け
る

講
演
筆
記
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
講
演
者
は
、
た
び
た
び
ヘ
ー
ゲ
ル
に
ふ
れ
た
。
が
、
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
。

ギ
リ
シ
ャ
や
近
世
に
お
け
る
哲
学
者
に
し
て
も
、
み
な
立
脚
地
を
“
概
念
”
に
と
り
、
概
念
と
い
っ
た
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
人
生
や
社
会
を
み
た
も
の
で
、
じ
っ
さ
い
生
活

と
遊
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

希
臘
の
古
賢
に
も
、
又ま

た

ス
ピ
ノ
ザ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
等
に
て
も
、
実
際
的
方
面
を
疎

う
と
ん

せ
る
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
実
際
的
方
面
に
遠と

お

か
る
傾
向
を
免

ま
ぬ
か

る
ゝ
能あ

た

は
ざ
り
き

ま
た
論
者
に
よ
る
と
、
西
洋
哲
学
は
概
念
の
み
を
抽
象
し
て
、
人
生
を
論
じ
、
じ
っ
さ
い
方
面
と
相
は
な
れ
て
発
達
し
て
き
た
。
西
洋
の
哲
学
者
は
、
人
生
と
宇
宙
と
を

た
く
み
に
説
明
し
て
、
こ
こ
に
論ロ

ジ
カ
ル
・
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム

理
的
に
完
全
な
る
哲
学
系
統
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

而し
こ
うし

て
（
す
な
わ
ち
）
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
宇
宙
の
説
明
に
於お

い
て
殆

ほ
と
ん

と
其そ

の
極

き
ょ
く

（
も
の
ご
と
の
最
高
）
に
達
せ
り
、
昔せ

き

時じ

（
む
か
し
）
の
プ
ラ
ト
ー
、
今
の
ス
ピ
ノ
ザ
は
、

尤も
っ
とも

（
と
り
わ
け
）
勢
力
あ
る
、
又
た
最

も
っ
と
もも

コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
な
る
も
の
な
る
べ
し
、
…
…

姉崎正治

元良勇次郎
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朝と
も

永な
が

三
十
郎
編
『
哲
学
綱
要
』（
宝
文
館
、
明
治
35
・
11
）
は
、
初
学
者
む
き
に
著
わ
し
た
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
哲
学
上
の
一
般
概
念
と
そ
の
歴
史
的
発
展
を
概
観
し
、

読
者
を
し
て
将
来
、
哲
学
史
の
研
究
に
む
か
わ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
本
書
の
骨
格
の
多
く
は
、
欧
米
の
諸
家
の
哲
学
概
論
を
参
考
に
し
た
と
い
う
（「
序
言
」）。

同
書
の
「
第
二
編

　
形
而
上
学

　
第
一
章

　
本
体
論
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
平
行
的
一
元
論
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

論
者
に
よ
る
と
、
物
質
と
精
神
の
あ
い
だ
に
は
、
相
制
（
互
い
に
因
果
の
関
係
を
な
す
）
の
作
用
は
な
く
、
平
行
の
作
用
が
あ
る
だ
け
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
立
脚
地

に
よ
っ
て
、

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
、
相
制
論
を
取
ら
ず
、
従

し
た
が
って

物
理
学
の
根
本
原
理
に
矛
盾
せ
ず
し
て
、
巧た

く

み
に
身
心
相
関
の
事
実
を
説
明
し
、
併あ

わ

せ
て
一
元
的
の
本
体
論
（
根
本
問
題
を
研
究
す

る
学
問
）
を
立
つ
る
に
至
れ
り
。

こ
れ
を
ス
ピ
ノ
ザ
の
平
行
的
一
元
論
と
い
う
。

『
新
小
説
』（
第
七
年
・
第
一
一
巻
、
明
治
35
・
11
）
の
「
答

こ
た
え
る

梁
り
ょ
う

川せ
ん

兄け
い

書し
ょ

」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
散
見
す
る
。
こ
れ
は
後
藤
宙
外
（
一
八
六
六
～
一
九
三
八
、
明
治
期

の
小
説
家
・
評
論
家
、『
早
稲
田
文
学
』
の
編
集
者
）
が
、
綱
島
梁
川
に
宛
て
た
返
書
で
あ
る
。
綱
島
が
病
床
に
あ
り
な
が
ら
、
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
に
力
を
つ
く
し
、
ス
ピ
ノ

ザ
を
同
胞
に
紹
介
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

後
藤
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
日
本
に
因
縁
あ
る
哲
学
だ
と
い
う
。
じ
ぶ
ん
の
貧
弱
な
知
識
を
も
っ
て
み
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
と
い
う
哲
学
者
は
、

―

自
足
円
満
、
差
別
即そ

く

平
等
の
本
体
を
神
と
す
る
、
万
有
神
説
の
根
本
思
想
と
云
ひ
、
煩
悩
を
拭

し
ょ
く

払ふ
つ

し
て
（
ぬ
ぐ
い
去
る
）
心
の
寧ね

い

静せ
い

境き
ょ
うに

至
る
を
理
想
と
せ
る
、
寂

じ
ゃ
く

静せ
い

教き
ょ
う（

世
俗

を
は
な
れ
て
静
か
な
境
地
を
お
し
え
る
宗
教
）
の
如ご

と

き
、
極き

わ

め
て
我
が
大だ

い

乗
じ
ゃ
う

仏ぶ
っ

説せ
つ

（
大
乗
仏
教
）
の
或あ

る

点て
ん

に
酷こ

く

肖せ
う

（
似
）
す
る
と
こ
ろ
あ
る
亦ま

た

奇き

縁え
ん

に
あ
ら
ず
や
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
な
は
だ
紹
介
の
急
を
要
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
大
兄
は
こ
の
偉
人
の
紹
介
者
と
な
る
べ
く
使
命
を
お
び
て
生
れ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
性
格
が
よ
く
似
て
い
る
。「
そ
の
温お

ん

雅が

、
高こ

う

邁ま
い

、
堅け

ん

忍に
ん

、
不ふ

抜ば
つ

の
と
こ
ろ
、
宗
教
上
の
浅
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
、
甚は

な

太は
だ

相あ
い

似ち
か

し
」。
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綱
島
梁
川
著
『
西
洋
倫
理
学
史
』（『
早
稲
田
叢
書
』
ち
ゅ
う
の
一
篇
、
明
治
35
年
末
刊
行
？
）
の
「
第
二
章

　
純
粋
哲
学
倫
理
説
」
に
、「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
」
の
章
節
が
み

ら
れ
る
（
三
二
八
～
三
三
七
頁
）。
冒
頭
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
元
論
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
く

―

　
　
　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
（B

enedict Spinoza, 1632-1677

）

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
は
、
一
言
に
て
掩お

お

へ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
二
元
論
を
一
元
論
に
築
き
か
へ
た
る
も
の
な
り
。
前さ

き
に
見
た
り
し
如ご

と

く
、
デ
カ
ル
ト
は
、
没
交
渉
の
心
物
二
元
を

設
け
、
二
者
お
の
お
の
独
立
の
実
体
を
有
し
て
、
相
交
錯
干か

ん

与よ

す
る
所
あ
ら
ず
と
説
き
に
き
。
デ
カ
ル
ト
は
延ひ

ろ

長が
り

（
空
間
）
を
以も

っ

て
物
の
本
質
と
な
し
、
意
識
（
思
惟
）
を
以
つ
て

心
の
本
質
と
な
し
、
而

し
こ
う

し
て
二
者
は
、
お
の
お
の
自
己
の
方
面
に
の
み
於
け
る
独
立
の
因
果
的
連
鎖
を
有
し
て
、
限
り
な
く
延の

び
ゆ
き
、
か
く
し
て
竟つ

い

に
相
交
渉
す
る
の
点
な
き
も

の
と
観
じ
き
。

高
橋
五
郎
著
『
最近

　
一
元
哲
学
』（
前
川
文
栄
閣
、
明
治
36
・
９
）
の
「
第
六
章

　
問
題
承
前
」
に
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
元
主
義
」
と
い
う
章
節
が
あ
る
（
九
七
～
一
二
一

頁
）。著

者
に
よ
る
と
、
一
元
哲
学
は
ユ
ダ
ヤ
人
ス
ピ
ノ
ザ
の
筆
に
よ
っ
て
、
再
び
天
下
に
花
を
咲
か
す
し
あ
わ
せ
と
な
っ
た
と
い
う
。
か
れ
の
一
元
論
は
、
物
体
と
想
念
と
の

関
係
を
な
お
い
っ
そ
う
満
足
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
論
で
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
教

お
し
え

、
或

あ
る
い

は
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
は
、
種
々
喙

く
ち
ば
しを

容い
れ

る
べ
き
処

と
こ
ろ

あ
り
と
は
雖

い
え
ど

も
、
我
が
爾じ

後ご

の
哲
学
上
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
こ
と
も
莫ば

く

大だ
い

な
る
者
あ
る
は
亦ま

た

掩お
お

ふ
可べ

か

ら
ず
、

フ
ヰ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
等

　
皆
ス
ピ
ノ
ザ
の
為
に
動
か
さ
れ
た
る
也な

り

、
嗚あ

あ呼
ス
ピ
ノ
ザ
も
亦ま

た

偉い

丈
じ
ょ
う

夫ぶ

（
す
ぐ
れ
た
人
物
）
な
る
哉か

、

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
○
編
・
第
一
二
号
、
明
治
36
・
12
）
の
「
彙
報

　
時
評

─
独
断
主
義
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
何
度
か
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
知
識
と
は

経
験
の
統
一
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
い
う
。
ま
た
一
個
人
の
知
識
体
系
は
、
そ
の
ひ
と
の
人
格
よ
り
自
然
に
生
じ
る
も
の
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ウ
ザ
ー
の
哲
学
は
、
ス
ピ
ノ
ウ
ザ
ー
の
人
格
を
離
れ
て
何
等
の
意
義
な
く
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
哲
学
は

　
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
を
去
り
て
何
等
の
根
底
に
あ
ら
ず
、
カ
ン
ト
然し

か
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論
者
は
こ
の
章
節
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
思
想
の
要
綱
を
の
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
・
著
書
・
性
行

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
淵
源

─
そ
の

数
学
的
研
究
法

─
本
体

─
心
物
の
関
係

─
国
家
論

─
知
性
と
意
志
と
の
関
係

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
三
要
素
な
ど
を
。

『
時
代
思
潮
』（
第
一
号
、
明
治
37
・
２
）
の
「
時
評

　
輓ば

ん

近き
ん

の
思
想
界
を
論
じ
て
、
吾ご

人じ
ん

の
態
度
を
明

あ
き
ら

か
に
す
」（
犂り

牛
ぎ
ゅ
う

＝
悪
人
か
ら
生
れ
た
り
っ
ぱ
な
子
の
意
）
に
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
心
霊
（
魂
）
の
活
動
は
、
つ
ね
に
個
性
の
発
展
を
第
一
義
と
す
べ
き
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
の
心
霊
は
、
倫
理

的
活
動
と
と
も
に
他
の
も
の
を
求
め
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
美
的
活
動
の
発
現

─
芸
術
が
そ
れ
で
あ
る
。

ゲ
ー
テ
は
故ゆ

え

に
ス
ピ
ノ
ザ
の
霊
妙
的
信
仰
を
愛
し
、
シ
エ
リ
ン
グ
の
神
秘
的
哲
理
に
近

ち
か
ず

き
た
り
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
一
編
・
第
四
号
、
明
治
37
・
４
）
の
「
応
問

─
哲
学
と
倫
理
学
と
の
関
係
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
哲
学
と
倫
理

学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
来
四
つ
ほ
ど
見
解
が
あ
る
と
い
う
。
倫り

ん

理り

（
道
徳
の
判
断
、
善
悪
の
区
別
）
の
基
礎
は
、
哲
学
に
あ
る
と
い
い
、
倫
理
は
哲
学
的
根
拠
か
ら

演え
ん

繹え
き

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
。

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
グ
リ
ー
ン
み
な
其
れ り

（
カ
ン
ト
も
そ
う
で
あ
る
）、
ヘ
ー
ゲ
ル
然
り
、
吾
人
に
於
け
る
も
亦ま

た

然
り
。

大
西
祝
（
一
八
六
四
～
一
九
○
○
、
明
治
後
期
の
哲
学
者
。
東
京
専
門
学
校
［
早
大
］
や
東
京
高
師

で
教
鞭
を
と
っ
た
り
、『
六
号
雑
誌
』
の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
）
の
遺
稿
を
あ
つ
め
て
編
纂
し
た
も

の
は
、『
大
西
博
士
全
集
』
で
あ
る
。『
西
洋
哲
学
史
』（
上
下
）
は
、
大
西
の
口
述
を
筆
写
し
た
門
下

生
の
ノ
ー
ト
に
、
さ
ら
に
大
西
が
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。『
西
洋
哲
学
史
（
下
巻
）』（
警
醒
社
書
店
、

明
治
37
・
１
）
の
第
三
十
三
章
は
、「
ス
ピ
ノ
ザ
」（
九
七
～
一
四
一
頁
）
で
あ
る
。

大西祝
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で
あ
る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
一
編
・
第
八
号
、
明
治
37
・
９
）
の
「
論
説

　
心
学
を
論
ず
」（
北
沢
定
吉
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
哲

学
を
日
本
固
有
の
哲
学
と
考
え
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
。
わ
が
国
に
は
と
く
べ
な
哲
学
も
思
想
も
な
く
、
あ
る
の
は
、
イ
ン
ド
思
想
や
中
国
思
想
を
日
本
化
し
た
〝
折
哀

学
〟
だ
け
だ
と
い
う
。
心
学
（
心
の
本
体
を
究
め
、
修
養
に
つ
と
め
る
学
問
）
の
中
心
は
、
良
心
先
天
論
と
い
う
。
性
善
説
は
、
天
人
一
致
論
の
異
名
に
す
ぎ
ず
、
心
学
の

立
脚
地
か
ら
す
る
と
、
悪
と
い
う
も
の
が
な
い
理
屈
で
あ
る
。

だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
奥お

く

田だ

賴ら
い

杖じ
ょ
う（

？
～
一
八
四
九
、
江
戸
後
期
の
心
学
者
）
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
た
こ
と
を
も
っ
と
も
だ
と
み
と
め
る
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
そ
れ
と
同
じ
く
、「
世
界
は
丸ま

る

で
善
ば
か
り
」
と
い
ひ
、「
悪
も
亦ま

た

性
と
言
は
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」、
善
悪
は
二
つ
に
し
て
、
基
本
は
一

ひ
と
つ

な
り
、
と
い
へ
る
こ
と

の
、
よ
く
心
学
の
立
脚
地
に
合
す
る
を
見
る
。

『
警
世
新
報
』（
第
一
○
三
号
、
明
治
39
・
11
）
の
「
講
談

　
宗
教
学
概
論
」（
芝
田
徹
心
）
に
、
近
代
哲
学
者
の
〝
宗
教
〟
に
関
す
る
定
義
や
概
念
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
カ
ン
ト
な
ど
と
並
ん
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
宗
教
観
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
二
）
ス
ピ
ノ
ザ
ー
氏

─
真
の
宗
教
と
は
人
が
智ち

力り
よ
くに

よ
り
て
案あ

ん

出し
ゆ
つし

た
る
完か

ん

全ぜ
ん

無む

極き
よ
くの

者
に
対
す
る
智ち

的て
き

の
愛あ

い

な
り
。
さ
れ
ば
其
の
完
全
無
極
の
者
即
ち
神
な
る
者
は
畢ひ

つ

竟き
や
う

吾
人
の
精
神
の
最さ

い

上じ
や
うの

産さ
ん

物ぶ
つ

に
し
て
、
之
を
愛あ

い

し
之
を
信し

ん

ず
る
は
哲て

つ

学が
く

的て
き

知ち

識し
き

を
備
ふ
る
人
に
あ
ら
ず
む
ば
能あ

た

は
ず
。

岡
島

　
誘
著
『
最近

　
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
館
、
明
治
39
・
11
）
は
、
主
に
十
九
世
紀
の
英
独
仏
の
哲
学
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
に
お
け
る

近
代
哲
学
思
想
を
概
観
し
た
も
の
の
中
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。

此
の
両
派
（
デ
カ
ル
ト
、
ベ
ー
コ
ン
）
は

　
カ
ン
ト
以
前
の
哲
学
に
両

り
ょ
う

々り
ょ
う（

二
つ
と
も
）
相あ

い

対た
い

峙じ

せ
し
哲
学
上
の
一
大
戦
史
を
形か

た

ち
作つ

く

る
。
総
理
論
の
流

な
が
れ

を
吸
む
も
の
に
、
ス
ピ

ノ
ザ
の
精
神
と
物
体
と
を
唯
一
実
体
の
両
属
性
と
な
す
抽
象
一
元
論
あ
り
（
一
～
二
頁
）。
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ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
四
二
～
一
九
○
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
は
、「
人
生
は
醜
悪
の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
不
幸
の
巷

ち
ま
た

で
あ
る
」
と
い
っ
た
か
ら
、
厭
世
論
者
の
い
う
こ

と
ば
に
真
理
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、
世
界
は
苦
痛
の
巷

ち
ま
た

、
苦
楽
は
わ
れ
わ
れ
の
世
界
に
あ
た
え
ら
れ
た
色
彩
で
あ
り
、
世
界
そ
の
も
の
は
苦
楽
を

無
視
す
る
、
と
説
く
人
び
と
が
い
る
と
い
う
。

仏
教
大だ

い

乗
じ
ょ
う

家か

（
仏
法
を
と
く
人
）
の
説
く
所
、
ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
ー
、
ス
ピ
ノ
ザ
等
の
教
ふ
る
所
は
こ
れ
な
り
。

金
子
馬う

ま

治じ

（
一
八
七
○
～
一
九
三
七
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
哲
学
者
・
文
芸
評
論
家
。
家
ま
ず
し
く
、
少
年
の
こ
ろ
か
ら
辛
苦
を
な
め
、
俥

く
る
ま

ま
で
ひ
い
て
苦
学

し
た
。
の
ち
早
大
教
授
）
は
、「
理
想
化
文
芸
と
人
生
発
展
の
観
念
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
四
号
、
明
治
40
・
11
）
に
お
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

自
然
の
進
化

人
生
の
発
展

宇
宙
の
進
歩

と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
思
想
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
の
は
じ
め
に
起
っ
た
ド
イ
ツ
の
理
想
派
文
芸
の
産
物
だ
と
い
う
。
こ
と
に
凡
神
的
宇
宙
観
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

北
沢
定
吉

宮
地
猛
男
共
編
『
哲
学
汎
論
』（
弘
道
館
、
明
治
40
・
５
）
は
、
哲
学
の
入
門
書
で
あ
る
。
が
、
同
書
の
附
属

─

「（
一
）
カ
ン
ト
以
後
の
近
世
哲
学

─
楽
天
観
（O

ptim
ism

）」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
二
度
ば
か
り
出
て
く
る
。

彼
等
に
従
へ
ば
、
世
界
に
実
存
す
る
部
分
的
の
醜

し
ゆ
う

悪あ
く

は
、
全
体
の
完
全
の
為
め
全
体
の
善
美
も
為
め
に
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
な
り
。
ス
ト
ア
派
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
き
こ
の
立
脚
地
の
代
表
者
な
り
。

金子馬治
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の
時
代
に
芽
ざ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
整
然
た
る
哲
学
系
統
に
組
み
た
て
た
の
は
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
を
再
興
し
た
の
は
十
九
世
紀
の
理
想
派
文
芸
だ
と
い

う
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
は
、
理
想
派
文
芸
の
流
れ
出
た
源

み
な
も

と
評
し
て
も
差
支
な
い
。

ス
ピ
ノ
ザ
が
生
き
た
時
代

―

　

─
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
は
一い

ち

概が
い

に
（
ひ
っ
く
る
め
て
）
異
端
邪
説
と
し
て
、
其
の
名
を
口
に
す
る
だ
に
世
間
に
憚は

ば

か
ら
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
深
く
其
の
凡
神
観
に
私し

淑し
ゅ
くし

て
所い

わ

詮ゆ
る

神
は
宇
宙
に
内
在
す
る
も
の
、
人
生
は
す
な
は
ち
霊
妙
な
神
霊
の
発
現
と
公
言
し
た
は
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
四
編
・
第
一
一
号
、
明
治
40
・
12
）
の
「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
」（
Ｓ
・
Ｓ
生
）
は
、
こ
の
哲
学
者
の
薄
命
の
生
涯
を
つ
づ
っ
た
小
文
で
あ
る

（
三
○
～
三
二
頁
）。
論
者
に
よ
る
と
、
西
洋
哲
学
史
上
、
宗
教
的
色
彩
を
お
び
、
荘
厳
に
し
て
深
い
哲
理
を
か
た
り
、
か
た
い
信
仰
と
典
雅
な
る
品
性
を
も
ち
、
そ
の
学
説

を
尊
重
さ
れ
た
の
は
、
十
七
世
紀
の
聖
ス
ピ
ノ
ザ
だ
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説
は
、
死
後
一
世
紀
ほ
ど
口
ぎ
た
な
く
の
の
し
ら
れ
、
理
解
と
評
価
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
死
ん
だ
犬
と
お
な
じ
よ
う
に
遇
さ
れ
た
。
か
れ
は
信
仰
の
自

由
を
と
な
え
、
旧
約
聖
書
を
歴
史
的
に
批
評
し
よ
う
と
し
、
神
学
者
か
ら
嫌
わ
れ
た
。
か
れ
が
心
身
を
か
た
む
け
て
脱
稿
し
た
『
エ
テ
ィ
カ
』
は
、
当
代
の
思
潮
に
容
れ
ら

れ
ぬ
こ
と
を
知
り
、
そ
の
出
版
を
中
止
し
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
遺
托
を
う
け
て
、
そ
の
遺
稿
を
出
版
し
た
の
は
、
友
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
四
七
号
、
明
治
40
・
？
）
の
「
哲
学
と
時
代
」（
朝
永
三
十
郎
）
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
六
月
に
開
催
さ
れ
た
哲
学
会
公
開
講
演
の
さ
い

の
筆
記
を
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
は
、
こ
の
な
か
で
た
び
た
び
ス
ピ
ノ
ザ
に
言
及
し
た
。
十
七
世
紀
の
大
物
哲
学
者
の
ひ
と
り
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
お
り
、
そ
の
後
の

十
八
世
紀
の
哲
学
に
く
ら
べ
る
と
、
そ
の
学
説
は
ひ
じ
ょ
う
に
独
断
的
、
総
合
的
で
あ
り
、
統
一
と
い
う
も
の
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
特
徴

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
約
言
で
き
そ
う
だ
。
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実
に
数
理
的
決
定
論

0

0

0

0

0

0

の
一
語
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
全
体
を
表
示
す
る
言
葉
で
あ
る
と
云
へ
る
の
で
あ
る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
五
編
・
第
九
号
、
明
治
41
・
９
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
」（
戸
水
寛
人
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
絶
対
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
謂い

へ
る
如ご

と

き
無
限
の
本
体
と
異
り
、

ま
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
い
う
無
限
の
主
観
と
も
こ
と
な
り
、
は
じ
め
も
お
わ
り
も
な
い
弁
証
的
過
程
だ
と
い
う
。

綱
島
政
治
著
『
欧
州
倫
理
思
想
史
』（
杉
本
梁

り
ょ
う

江こ
う

堂
、
明
治
42
・
10
）
は
、
先
に
刊
行
し
た
『
春
秋
倫
理
思
想
史
』（
早
稲
田
出
版
部
、
明
治
40
・
12
）
を
装
い
を
あ
ら

た
に
し
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
な
か
の
「
今き

ん

代だ
い

倫
理

　
其そ

の

一い
ち

　
形
而
上
学
派
倫
理
」
の
第
二
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
（
一
八
三
～
一
九
二
頁
）
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
章
は
ス
ピ

ノ
ザ
の
倫
理
思
想
を
説
い
た
も
の
だ
が
、
約
言
す
る
と
、

デ
カ
ル
ト
よ
り
来
た
れ
る
唯
知
的
要
素

0

0

0

0

0

と
ホ
ッ
ブ
ス
（
一
五
八
八
～
一
六
七
九
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
政
治
学
者
）
よ
り
来
た
れ
る
自
然
論
的
要
素

0

0

0

0

0

0

と
及
び
彼
れ
が
深
奥
な

る
一い

っ

己こ

（
じ
ぶ
ん
ひ
と
り
の
）
の
経
験
に
基
づ
け
る
宗
教
的
神
秘
的
要
素

0

0

0

0

0

0

0

0

と
を
結
び
つ
け
て
無む

縫ほ
う

の
一
体
と
な
せ
る
も
の
、

と
い
う
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
久
し
く
ス
ピ
ノ
ザ
の
研
究
書
な
ど
は
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
の
末
に
な
っ
て
、
つ
い
に
宗
教
哲
学
者
・
波
多
野
精
一
（
一
八
七

七
～
一
九
五
○
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
哲
学
者
。
東
京
専
門
学
校
講
師
を
へ
て
京
大
教
授
）
の
『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』（
原
文
は
ド
イ
ツ
文
、
警
醒
社
書
店
、
明
治

43
・
４
）
が
公
に
な
っ
た
。
訳
者
は
安
倍
能
成
で
あ
る
。
同
書
に
は

─

第
一

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
に
於
け
る
内
在
の
思
想
…
…
一
～
九
○
頁
。
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第
二

　
ス
ピ
ノ
ザ
が
性
の
平
行
論
及
び
其
の
認
識
論
…
…
九
一
～
一
三
五
頁
。

な
ど
、
二
篇
の
論
文
が
お
さ
め
て
あ
る
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）

─
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
お
い
て
、
近
代
哲
学
史
の
研
究
に
従
事
し
、
五
年
後
に
、
博
士
論
文
と
し
て
ド
イ
ツ
語
で
提
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
原
題
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
第
一
（
章
）
は
、D

er Im
m

anenzgedanke im
 P

antheism
us Spinoza

’

s 

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
本
稿
は
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
特
殊
な
点
に
つ
い
て
、
論
理
的
分
析
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
全
体
系
に
つ
い
て
、
心
理
的
ま
た
は

歴
史
的
解
釈
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
は
準
備
的
研
究
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
を
書
き
お
え
、
歳
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、「
そ
の
研
究
の
い
か
に
も
幼よ

う

稚ち

（
未
熟
）
な
る
を
覚
え
、
こ
れ
を
公
に
す
る
の
あ
ま
り
に
厚こ

う

顔が
ん

な
ら
む
か
を
恐お

そ

る
（
あ
つ
か
ま
し
い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
）」
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
り
、
本
書

の
刊
行
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
時
西
洋
の
哲
学
者
に
つ
い
て
の
比
較
的
精
細
な
る
研
究
成
果
が
す
く
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
、
わ
が
国
の
幼
稚
な
る
哲
学
界
に
は
、
こ
の
よ
う
な
幼
稚
な
研

究
で
も
、
多
少
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
出
版
に
踏
み
き
っ
た
と
い
う
（「
序
」）。

著
者
は
、
じ
ぶ
ん
の
研
究
書
に
つ
い
て
控
え
め
に
い
っ
て
い
る
が
、
当
時
こ
の
よ
う
な
着
実
な
哲
学
史
の
原
典
研
究
は
め
ず
ら
し
く
、
こ
と
に
ド
イ
ツ
語
で
書
い
た
論
文

は
空
前
絶
後
で
あ
っ
た
。
著
者
は
大
学
で
は
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
博
士
に
師
事
し
、
哲
学
史
を
専
攻
し
、
原
典
と
参
考
文
献
と
を
ひ
ろ
く
あ
さ
っ
た
。
東
大
を
出
た
翌
年

波多野精一

波多野精一著『スピノザ研究』。［筆者蔵］
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研
究
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
い
ま
さ
ら
の
ご
と
く
驚
嘆
し
た
。

や
が
て
そ
の
論
文
は
王
立
哲
学
会
の
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
、
批
評
や
賞
賛
を
う
け
る
よ
う
に
な
る
や
、
東
大
の
ほ
う
で
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
な
く
な
り
、
あ
わ
て
て

文
学
博
士
の
学
位
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
奇
談
で
あ
る
。

─
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
、
当
時
二
十
三
歳
）

─
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大

学
）
の
講
師
と
な
り
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
「
早
稲
田
騒
動
」
の
さ
い
、
京
都
帝
国
大
学

教
授
に
転
任
し
、
宗
教
学
講
座
を
担
当
し
た
。

著
者
が
書
い
た
二
つ
の
論
文
は
、
純
粋
に
理
論
的
考
証
的
研
究
だ
と
い
う
。
両
論
文
は
密
接
不

離
の
関
係
が
あ
る
研
究
で
あ
る
と
い
う
。
汎
神
論
は
た
ん
に
抽
象
的
実
体
に
な
ら
ず
し
て
、
無
限

の
性
様
を
包
容
合
体
で
き
る
か
。
ま
た
精
神
と
広
が
り
と
を
二
様
の
性
と
し
た
ら
、
い
か
に
平
行

し
て
か
つ
本
体
（
本
質
）
に
合
一
で
き
る
か
。
そ
の
間
の
認
識
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
可
能
か
。

著
者
の
両
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
問
に
答
を
あ
た
え
た
も
の
と
い
う
（『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』
の
書
評

─
『
哲
学
雑
誌
』
第
二
五
巻
・
第
二
七
九
号
所
収
、
明
治
43
・
？
）。

波
多
野
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
」
と
同
人
の
京
大
転
任
に
つ
い
て
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
大
正

６
・
12
・
５
付
）
は
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
記
事
を
の
せ
て
い
る
。
う
そ
か
ま
こ
と
か
、
十
余

年
以
上
も
ま
え
に
書
い
た
博
士
論
文
「
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
」
は
、
ぜ
ん
ぶ
ド
イ
ツ
語
で
書
い
て
あ
り
、

ま
た
内
容
も
複
雑
で
あ
っ
た
の
で
、
時
の
文
科
大
学
某
大
学
博
士
も
も
て
余あ

ま

し
て
し
ま
い
、
三
、

四
年
ほ
ど
ほ
っ
た
ら
か
し
て
お
い
た
。
が
、
の
ち
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
送
り
、
考
査
を
依
頼
し

た
。
ド
イ
ツ
側
は
、（
な
ァ
に
日
本
人
の
研
究
な
ん
か
、
高た

か

が
し
れ
て
い
る
。
ど
う
せ
ろ
く
で
も

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
…
…
）

と
、
い
っ
た
調
子
で
、
さ
ら
に
三
、
四
年
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
論
文
が
あ
る
教
授
の
目
に
と
ま
り
、
よ
ん
で
み
た
ら
、
い
か
に
も
精
細
周
到
な

京大教授に転任する波多野と「スピノザ研究」のことを報じた記事。
（『東京朝日新聞』大正 6・12・5 付）



232（73）

日本におけるスピノザ

朝
永
三
十
郎
（
一
八
七
一
～
一
九
五
一
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
。
大
谷
大
学
教
授
を
へ
て
京
大
教
授
）
の
「
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
哲
学
」（『
倫
理
講
演
集
』

第
一
○
二
号
、
明
治
44
・
２
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
る
と
、
空
中
に
投
げ
だ
さ
れ
た
石
に
、
意
識
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
石
の
な
か
で
活
動
す
る
重
力
は
、
人
間
が
意
志
と
み
と
め
る
も
の
と
異
な

る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
。
も
し
石
に
認
識
力
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
は
そ
の
重
力
を
意
志
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
石
の
落
下
も
ま
た
意
志
の
表
現
で
も
あ
る
、
と

い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
目
的
は

　
人
間
の
行
動
を
石
の
運
動
と
同
視
せ
ん
と
欲
す
る
に
あ
り
、

と
い
う
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
八
編
・
第
六
号
、
明
治
44
・
６
）
の
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
」（
得
能
文
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
性
向
と
思
想
の
由
来
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
単
独
の
ス
ピ

ノ
ザ
論
（
七
～
一
六
頁
）
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
性
向
（
性
質
の
傾
向
）
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
は
、
か
れ
の
思
想
を
会
得
す
る
よ
す
が
と
な
る
と
い

う
。ス

ピ
ノ
ザ
は
当
時
の
宗
教
界
の
狂
熱
を
き
ら
い
、
つ
ね
に
沈
思
冥
想
を
こ
ら
し
、
人
間
の
本
質
と
位
地
に
つ
い
て
独
特
の
思
考
を
ね
り
あ
げ
た
。
か
れ
の
生
活
は
、
寒か

ん

儒じ
ゅ

（
貧
し
い
学
者
）
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ひ
じ
ょ
う
に
質
素
に
く
ら
し
、
談
話
は
温
和
で
あ
り
、
く
ら
い
と
こ
ろ
な
く
、
ま
た
快
活
な
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
。
金
銭
に
は
き
わ

め
て
淡
泊
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
生
活
は
、
そ
の
思
想
の
通
り
で
あ
っ
た
。

デ
カ
ル
ト
の
思
想
を
発
展
せ
し
め
た
る
の
み
で
は
無な

く
、
種
々
雑
多
の
要
素
が
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
這は

入い

っ
て
居い

る
の
で
あ
る
。

加
藤
弘
之
著
『
自
然
と
倫
理
』（
実
業
之
日
本
社
、
明
治
45
・
３
）
の
「
第
二
章

　
自
然
的
宇
宙
本
体
及
び
自
然
的
宇
宙
観
と
自
然
的
倫
理
観
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が

散
見
す
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
余
が
採
る
と
こ
ろ
の
宇
宙
観
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
唱
道
し
た
も
の
を
継
承
し
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヘ
ッ
ケ
ル
（
一
八
三
四
～
一
九

一
九
、
ド
イ
ツ
の
医
学
者
・
生
物
学
者
・
哲
学
者
）
の
一
種
の
宇
宙
本
体
主
義
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
宇
宙
本
体
を
物
の
心
の
合
一
体
で
あ
る
と
説
い
た
。
物
は
拡
張
し
、
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と
い
ふ
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
国
民
雑
誌
』（
第
三
巻
・
第
八
号
、
明
治
45
・
４
）
の
「
民た

み

之の

声こ
え

─
新あ

た
らし

け
れ
ば
真
理
な
り
と
思お

も

ふ
迷め

い

信し
ん

」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
引
い
て
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

宗
教
や
哲
学
の
新
説
と
い
っ
て
も
、
旧
説
の
む
し
返
し
が
多
い
と
い
う
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ハ
ル
ト
マ
ン
の
哲
学
は
、
い
っ
と
き
人
心
を
さ
わ
が
せ
た
が
、
奇
説
で

は
な
い
と
い
う
。

哲
学
歴
史
の
上
よ
り
言
へ
ば
カ
ン
ト
。
ス
ピ
ノ
ザ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り

　
人
間
思
想
の
発
展
し
た
る
順
序
に
於お

い

て
　
自
然
に
達
す
べ
き
一
種
の
結
論
に
し
て

　
実
は
古
典
の
中
に
も

其そ
の

様よ
う

な
る
考

か
ん
が
えの

輪り
ん

郭か
く

だ
け
は
存
在
し
た
る
も
の
な
り
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
九
編
・
第
五
号
、
明
治
45
・
５
）
の
「
真
理
の
問
題
に
関
す
る
オ
イ
ケ
ン
教
授
の
説
」（
得
能
文
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。

論
者
に
よ
る
と
、
思
惟
（
思
考
）
は
、
人
間
を
世
界
の
生
活
に
関
与
せ
し
め
て
、
真
理
に
到
達
せ
ん
と
す
る
自
由
な
創
造
的
努
力
だ
と
い
う
。

心
は
思
惟
す
る
本
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え
た
。

ヘ
ッ
ケ
ル
は
ス
ピ
ノ
ザ
が
い
う
心
を
高
等
動
物
や
人
間
の
心
神
を
指
す
の
で
は
な
く
、
唯た

だ

無

意
識
感
覚
と
説
い
た
、
と
い
う
。

デ
カ
ル
ト
も
ス
ピ
ノ
ザ
と
お
な
じ
よ
う
に
本
体
説
を
と
な
え
た
が
、
デ
カ
ル
ト
の
場
合
、
ま

ず
神
と
い
う
も
の
が
存
在
し
、
そ
の
神
が
心
物
合
一
体
を
創
造
し
た
と
考
え
た
。
だ
か
ら
ス
ピ

ノ
ザ
の
本
体
説
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
う
と
い
う
。

換
言
す
れ
ば
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
氏
の
所い

わ

謂ゆ
る

本
体
は
真
実
絶
対
的
の
本
体
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
デ

カ
ー
ル
ド
氏
の
所
謂
本
体
は
そ
れ
で
は
な
く
し
て
全
く
第
二
次
の
本
体
、
即
ち
所し

ょ

造ぞ
う

的
本
体

『国民雑誌』（明治45・4）
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ス
ピ
ノ
ザ
は
内
在
的
に
考
へ
て
、
宇
宙
精
神
（
思
惟
）
は
、
直
接
吾
人
の
精
神
中
に
現
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
。

と
い
う
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
七
巻
・
第
三
○
○
号
、
明
治
45
・
12
）
の
「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
後
」（
田
中
喜
一
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
こ
と
が
少
し
出
て
く
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
に
は
系
統
が
あ
つ
た
が
、
ロ
ッ
ク
に
は
そ
れ
が
な
い
。
ロ
ッ
ク
に
は
た
ゞ
批
判
の
方
法
が
あ
つ
た
だ
け
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
努
力
は
哲
学
を
批
判
の
方
法
と
し

よ
う
と
す
る
に
あ
つ
た
が
、
ヘ
エ
ゲ
ル
は
再
び
哲
学
を
系
統
の
様
式
に
引ひ

き

戻も
ど

し
た
。

〔
大
正
期
〕

桑
木
厳
翼
著
『
哲
学
綱
要
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
元
・
12
）
の
「
後
編

　
現
代
の
哲
学

　
　
五

　
哲
学
方
法
論
断
片

　
三

　
一
と
多
」
に
お
い
て
、
著
者
は
ス

ピ
ノ
ザ
の
本
体
と
属
性
と
の
関
係
に
す
こ
し
ふ
れ
て
い
る
。

近
世
哲
学
史
上
、
一
多
の
関
係
に
就つ

い

て
の
難
問
を
最
も
よ
く
表
示
し
た
も
の
は
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
原
体
と
属
性
と
の
関
係
の
説
明
で
あ
る
。
而
し
て
上

じ
ょ
う

来き

の
所
説
は
、
結
局
ス
ピ

ノ
ー
ザ
説
が
カ
ン
ト
の
批
評
哲
学
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

久
保
良
英

宇
井
伯
壽
共
訳
『
哲
学
概
論
』（
弘
道
館
、
大
正
２
・
１
）
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
イ
ェ
ル
ザ
レ
ム
（
一
八
五
四
～
一
九
二
三
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

が
著
わ
し
た
『
哲
学
入
門
』E

inleitung in die Philosophie

（
一
九
○
九
年
、
第
四
版
）
を
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
同
書
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。

要
す
る
に
実
体
一
元
論
は
エ
レ
ア
学
派
と
ス
ピ
ノ
ザ
と
に
於
て
の
み
最
も
厳
密
に
論
ぜ
ら
れ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
之
に
発
展
に
思
想
を
加
へ
、
而し

か
も
シ
ェ
リ
ン

グ
は
実
際
的
変
化
の
意
味
に
於
て
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
寧む

し

ろ
発
展
を
以
て
概
念
の
自
己
発
展
と
解
し
た
り
。
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『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
二
八
号
、
大
正
２
・
４
）
の
「
噫あ

あ

　
ス
ピ
ノ
ザ
！
」（
鷲
尾
正
五
郎
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、
論
者
に
よ

る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
批
評
や
紹
介
で
は
な
く
、
こ
の
絶
倫
の
哲
学
者
に
た
い
す
る
わ
た
し
個
人
の
感
想
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
講
演
を
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

読
み
や
す
く
、
理
解
し
や
す
い
。
と
も
か
く
こ
れ
は
長
編
論
文
で
あ
る
（
一
六
～
三
七
頁
）。

ス
ピ
ノ
ザ
の
一
生
は
、
自
然
に
た
い
す
る
敬
虔
な
精
神
と
社
会
に
た
い
す
る
超
然
た
る
態
度
と
を
二
つ
の
特
色
に
し
て
い
る
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
は
、
か
れ
の
性
格

そ
の
も
の
の
発
表
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
“
神
”
と
い
っ
て
い
る
も
の
は
、
大
自
然
の
因
果
律
の
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
が
「
愛
す
る
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
理
解
す
る
と

か
観
ず
る
ほ
ど
の
意
と
い
う
。

人
生
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
自
然
の
理
法
の
圏
内
に
あ
る
。
人
間
は
各
天
賦
の
性
癖
と
境
遇
を
う
け
て
、
喜
怒
哀
楽
の
現
世
に
お
い
て
、
露
の
よ
う
な
一
生
を
お
く
る
。

そ
の
一
生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
（
あ
ら
そ
い
）
の
道
で
あ
る
が
、
人
や
世
を
う
ら
ま
ず
、
避
け
が
た
い
運
命
と
し
て
う
け
入
れ
る
の
が
達
人
（
も
の
の
道
理
に
通
じ
た

人
）
の
道
と
い
う
。
ま
た

─
、

ス
ピ
ノ
ザ
は
己
れ
の
知
識
や
独
創
や
人
格
を
誇
る
や
う
な
人
で
は
な
か
つ
た
。
哲
学
者
た
る
自
分
も
農
夫
た
る
匹
夫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
ひ
っ
ぷ
＝
身
分
の
い
や
し
い
男
）
も
お
な
じ
自
然
の
産
物

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
大
自
然
の
目
か
ら
見
れ
ば
等
し
く
大た

い

海か
い

の
一い

っ

滴て
き

で
あ
る
。

論
者
は
ほ
か
に
、
人
道
主
義
・
因
果
説
・
道
徳
観
・
霊
魂
不
滅
説
な
ど
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
が
、
人
の
一
生
は
真
理
の
一
面
を
し
め
す
ほ
ど
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、

後
世
に
伝
え
る
価
値
が
な
い
と
い
う
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
三
一
五
号
、
大
正
２
・
？
）
の
「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
統
一
の
観
念
に
就
い
て
（
承
前
）」（
小
尾
範
治
）
は
、
単
独
の
ス
ピ
ノ
ザ
に
関
す

る
小
論
（
未
完
）
で
あ
る
。
本
稿
の
論
旨
は
つ
か
ま
え
に
く
い
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
神
と
自
然
と
の
統
一
を
立
証
す
る
た
め
に
持
ち
だ
し
た
他
の
証
明
の
こ
と
か
…
…
。

鹿か
の

子こ

木ぎ

員か
ず

信の
ぶ

（
一
八
八
四
～
一
九
四
九
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
。
海
軍
機
関
学
校
出
身
の
元
海
軍
中
尉
。
の
ち
哲
学
を
専
攻
し
、
慶
大
・
九
大
教
授
を
歴
任
。
ナ

チ
ス
─
ド
イ
ツ
に
招
か
れ
て
〝
皇
学
〟
を
講
じ
た
。
太
平
洋
戦
争
ち
ゅ
う
は
、「
言
論
報
国
会
」
の
事
務
理
事
。
Ａ
級
戦
犯
）
の
講
演
筆
記
（「
哲
学
の
使
命
」）
が
『
倫
理

講
演
集
』（
第
一
三
七
号
、
大
正
３
・
１
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

論
者
は
こ
の
小
論
の
な
か
で
、
世
界
の
潮
流
─
─
民
主
主
義
に
つ
い
て
説
い
た
ほ
か
、
人
生
さ
い
ご
の
価
値
を
確
立
す
る
哲
学
的
精
神
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
語
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っ
て
い
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
絶
対
的
信
仰
で
も
あ
る
が
、
プ
ラ
ト
ン
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
デ
カ
ル
ト
も
、
神
に
た
い
す
る
信
念
に
置
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

而
し
てSubstantia

（
実
体
）
と
は
ス
ピ
ノ
ザ
が
凡す

べ

て
の
哲
学
的
思
想
を
築
い
た
形
而
上
学
的
土
台
で
あ
り
ま
す
。

　
従
来
、
哲
学
史
を
著
わ
し
た
者
の
多
く
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
り
、
英
米
の
学
者
の
手
に
な
る
も
の
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
か
っ
た
。

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
原
著

藤
井
健
治
郎

　
　
　

北
　
　
昑
吉
合
訳

　
『
西
洋
哲
学
史
』（
冨
山
房
、
大
正
３
・
２
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
教
授
（
不
詳
）
の Student's H

istory of Philosophy 

を
訳
し
た
も
の
と

い
う
（「
訳
者
序
文
」）。

同
書
の
「
第
三
編

　
近
世
哲
学
」
の
第
二
十
九
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
で
あ
る
。「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
純
理
哲
学
」
と
「
解
脱
説
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
三
八
号
、
大
正
３
・
２
）
の
「
近
世
に
於
け
る
我
の
自
覚
史

　
㈠
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
三
度
ほ
ど
出
て
く
る
。
論
者
に
よ

る
と
、
理
性
の
権
威
と
か
知
性
の
上
位
は
、
カ
ン
ト
以
前
の
代
表
的
哲
学
者
が
共
通
し
て
も
っ
て
い
た
信
条
だ
と
い
う
。

ベ
ー
コ
ン
に
取
て
は
知
は
自
然
を
克こ

く

服ふ
く

利
用
す
る
力
を
人
類
に
与
へ
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
「
知
は
力
」
で
あ
つ
た
。
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
取
て
は
知
は
世
界
及
び
人
生
の
本
性

を
明
か
に
し
て
情
念
の
繋け

い

縛ば
く

よ
り
し
て
吾
々
を
解
脱
せ
し
め
る
と
い
ふ
意
味
で
「
知
は
力
」
で
あ
つ
た
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
正
確
に
、
も
っ
と
も
は
っ
き
り
指
導
規
正
で
き
る
部
分
は
、
純
粋
思
考
で
あ
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
困
難
な
も
の
は
、
感

情
生
活
で
あ
る
。

此こ
の

主
知
的
の
傾
向
は

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
に
於
て

　
明
確
な
形
を
取
て
現
は
れ
て
居
る
。
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
よ
れ
ば

　
吾
々
の
情
念
は
凡す

べ

て
不
徳
で
あ
る
。
単
に
増
悪
嫉
妬
憤
怒
等

の
み
な
ら
ず
、
恋
愛
も
恐
怖
及
び
希
望
も
憐れ

ん

愍び
ん

及
び
懺さ

ん

悔げ

も
不
徳
の
中
に
数
へ
ら
る
ゝ
。
人
間
唯
一
の
徳
は
知
で
あ
る
。
此
知
の
力
に
依よ

っ

て
初
め
て
吾
々
は

　
是
等
の
情
念
即
ち
不

徳
の
繋
縛
を
脱
し
て
真
の
自
由
又
は
解
脱
を
得
る
。



（78）227

論
者
は
同
誌
の
第
一
三
八
号
（
大
正
３
・
３
）
に
、
続
き
「
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史

　
㈨
」
を
の
せ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
ふ
た
た
び
ス
ピ
ノ
ザ
が
出
て
く

る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
神
秘
説
や
解
脱
説
に
ふ
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
は

　
猶ユ

ダ
ヤ太

教
徒
に
通つ

う

有ゆ
う

な
る
（
共
通
し
て
も
っ
て
い
る
）
神
の
愛
慕
神
性
の
憧
憬
を
以も

っ

て
　
終
始
一
貫
し
て
居
る
と
い
ふ
点
に
於
て

　
最
も
神
秘
的
精
神
に
富
め

る
哲
学
の
一

ひ
と
つ

で
あ
る
。
殊こ

と

に
其そ

の

結
末
た
る
解
脱
観
は
神
人
瞑め

い

合ご
う

の
妙
境
、
忘
我
の
法
悦
を
説
い
て

　
全
哲
学
体
の
局

き
ょ
く

（
お
わ
り
）
を
結
ん
で
居
る
。
併し

か

し
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
神
秘
説
の

他
の
契
機
、
即
ち
只し

管か
ん

（
ひ
た
す
ら
）
自
己
に
還
沒
沈
潜
し
て

　
真
理
を
自
己
内
に
求
む
る
と
い
ふ
契
機
を
閑
却
し
て
居
る
。
彼
の
直
接
の
考
察
の
対
象
は
自
己
に
非あ

ら

ず
し
て
世

界
で
あ
つ
た
。

桑
木
厳
翼
著
の
『
五
大
哲
学
者
』（
金
尾
文
淵
堂
、
大
正
３
・
３
）
は
、
デ
カ
ル
ト
・
ス
ピ
ノ
ザ
・
カ
ン
ト
・
フ
ィ
ヒ
テ
・
ニ
ィ
ー
チ
ェ
な
ど
五
名
の
著
名
哲
学
者
を
え

ら
び
、
そ
の
人
物
と
学
説
、
自
我
問
題
な
ど
に
つ
い
て
叙
説
し
た
も
の
で
あ
る
。「
第
三
回

　
ス
ピ
ノ
ザ
」（
一
○
七
～
一
四
九
頁
）
は
、
長
編
論
文
で
あ
る
。
こ
の
章
節
に

お
い
て
、
理
性
主
義
の
難
点

─
和オ

ラ
ン
ダ蘭

の
猶ユ

ダ
ヤ太

人

─
ス
ピ
ノ
ザ

─
自
我
の
客
観
化

─
理
性
主
義
と
情
緒
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
は
自
我
を
み

と
め
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
自
己
と
他
者
と
の
関
係
を
説
き
、
そ
こ
に
自
我
の
理
由
を
み
と
め
た
。

「
和
蘭
の
猶
太
人
」
に
お
い
て
、
著
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
の
お
も
な
点

─
そ
の
ユ
ダ
ヤ
人
気
質
や
学
校
教
育
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
著
者
に

よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
生
を
通
じ
て
現
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

宗
教
的
情
緒

理
性
主
義
（
感
情
に
走
ら
ず
、
道
理
に
も
と
ず
い
て
考
え
た
り
判
断
し
た
り
す
る
立
場
）

で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て

─
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
性
格
に
も
学
説
に
も
此
和
蘭
気
質
と
猶
太
人
の
宗
教
心

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
二
者
が
能よ

く
現

あ
ら
わ

れ
て
居
り
ま
す
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説
は
総す

べ

て
を
理
か
ら
説と

か
う
と
云
ふ
の
で
純
粋
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の
理
性
主
義
で
あ
り
ま
す
が
、
然し

か

し
又
一
方
か
ら
言
へ
ば
其
の
学
説
は
宗
教
上
の
情
熱
に
富
ん
だ
、
自
己
の
告
白
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
或あ

る

人ひ
と

が
之
を
名
づ
け
て
神
に
酔
へ
る

無
神
論
者
と
云
つ
て
居
る
の
も
至
当
で
あ
り
ま
す
。

宮
地
猛
男
著
『
哲
学
と
は
何
ん
ぞ
や
』（
応
来
社
書
房
、
大
正
３
・
７
）
は
、
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
書
い
た
哲
学
入
門
書
と
い
え
る
。
従
来
、
哲
学
書
と
い
え
ば
、
形
而

上
学
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
心
理
・
論
理
・
倫
理
・
美
学
・
社
会
学
な
ど
、
精
神
科
学
の
す
べ
て
を
加
え
、
さ
ら
に
哲
学
史
の
大
要
を
も
記
述
し
た
と
い
う

（「
本
書
の
特
色
」）。

同
書
の
「
九

　
哲
学
史
の
大
要
」
の
「
４

　
近
世
哲
学
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
近
世
哲
学
の
特
色
と
い
う
の
は
、
新
旧
の
両
観
念
が
い

り
ま
じ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
近
世
哲
学
の
標へ

う

榜ぼ
う

す
る
所
の
も
の
は
、
そ
の
自
由
討
議
と
箇こ

人じ
ん

性せ
い

の
発
揮
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
。
ス
ピ
ノ
ザ
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
等
は
悉

こ
と
ご
とく

こ
の
箇
人
的
理
性
の
上
に
、
其そ

の

学

説
を
建
て
た
も
の
だ
。
こ
の
種
の
学
説
を
称
し
て

　
吾
人
は
合
理
派
と
云
ふ
。�

（
一
二
三
～
一
二
四
頁
）

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
一
編
・
第
八
号
、
大
正
３
・
８
）
の
小
論
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
」（
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

）
に
お
い
て
、
論
者
は
哲
学
的
発
展
と
系
譜
に
ふ
れ
、

─
ス
ピ
ノ
ー
ザ
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
間
に
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
要
し

　
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
転て

ん

回か
い

せ
し
め
ら
れ
（
方
向
を
か
え
ら
れ
）、
フ
ィ
ヒ
テ
及
び
セ
リ
ン
グ
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
四
四
号
、
大
正
３
・
８
）
の
「
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史
（
一
六
）」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
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デ
カ
ー
ト
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
等
の
形
而
上
学
説
は
皆
な
、
物
体
界
よ
り
類
推
し
て
宇
宙
を
ば
考
察
し
た
と
い
ふ
点
に
於
て
相
一
致
す
る
。

伊
達
源
一
郎
編
輯
『

現代叢書
　
オ
イ
ケ
ン
』（
民
友
社
、
大
正
３
・
９
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
（
一
八
四
六
～
一
九
二
六
、
ド
イ
ツ

の
哲
学
者
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
の
影
響
を
う
け
た
と
い
い
、
オ
イ
ケ
ン
も
ス
ピ
ノ
ザ
も

─
、

其そ
の

他た

種
々
の
点
は
於お

い

て
（
…
…
）
互
に
契け

い

合ご
う

せ
る
（
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
）
と
こ
ろ
多
し
。

と
い
う
。

大
西

　
祝
の
遺
稿
を
ま
と
め
て
編
纂
し
た
も
の
は
『
大
西
博
士

　
全
集
』
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
・
四
巻
は
『
西
洋
哲
学
史
』（
警
醒
社
書
店
、
大
正
３
・
10
）
で
あ
る
。

同
書
の
「
近
世
哲
学
」
の
第
三
十
三
章
は
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
」（
三
八
四
～
四
一
三
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
章
節
の
な
か
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
・
著
者
・
性
行
、
か
れ
の
哲
学

の
淵
源
、
本
体
（
神
）、
心
物
の
関
係
、
感
覚
の
性
質
、
善
悪
や
美
醜
の
論
、
個
性
と
意
志
と
の
関
係
、
国
家
論
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
三
要
素
な
ど

─
人
と
哲
学
の
全
体

像
が
描
か
れ
て
い
る
。

著
者
の
観
る
と
こ
ろ
、
ス
ピ
ノ
ザ
と
い
う
哲
学
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
哲
学
史
上
、“
異
様
な
る
光
彩
を
放は

な

て
る
思
想
家
”
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
な
が
い
間
神
学
者

た
ち
に
嫌
わ
れ
、
名
高
き
無
神
論
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
立
脚
地
は
、
デ
カ
ル
ト
に
あ
り
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
じ
ぶ
ん
の
見
地
（
論
断
の
立
脚
点
）
を
ひ
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲

学
に
は
、
三
つ
の
異
な
る
要
素
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
。

第
一
…
…
自
然
論
風
の
思
想
で
あ
り
、
ホ
ッ
ブ
ス
（
一
五
八
八
～
一
六
七
九
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）
か
ら
学
ん
だ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

第
二
…
…�

デ
カ
ル
ト
を
源
泉
と
す
る
主
知
論
（
経
験
や
感
情
的
な
も
の
よ
り
も
、
知
性
的
、
合
理
的
な
も
の
を
重
視
す
る
立
場
）
の
要
素
。
お
も
に
知
識
論
や
形
而
上
学
に
お
い

て
み
と
め
ら
れ
る
。

第
三
…
…
神
秘
的
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
元
来
の
宗
教
的
傾
向
。
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日
本
思
想
史
を
学
問
と
し
て
定
着
さ
せ
た
篤
学
の
士

─
村
岡
典つ

ね

嗣つ
ぐ

（
一
八
八
四
～
一
九
四
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
歴
史
学
者
。
開
成
中
学
よ
り
、
早
大
文

学
科
（
哲
学
専
攻
）
に
進
む
。
広
島
高
師
を
へ
て
、
東
北
大
学
教
授
）
は
、
日
本
思
想
史
研
究
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
訳
書
も
あ
る
。
題
し
て

『
ヴ
ィ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
　
近
世
哲
学
史

　
第
壹

　
　
　
　

近
世
初
期
の
部
』（
内う

ち

田だ

老ろ
う

鶴か
く

圃え
ん

、
大
正
３
・
11
）
と
い
う
。

こ
れ
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
（
一
八
四
八
～
一
九
一
五
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
一
九
○
三
年
以
来
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
教
授
）
が
著
わ
し
た D

ie 

G
eschichte der neueren Philosophie,in ihnen Zusam

m
enhang m

it der allgem
einen K

ulturund der besonderen W
issenschaften

（『
近
世
哲
学
史

─
一
般
文
化

お
よ
び
初
般
特
殊
科
学
と
の
関
係
に
お
い
て
の
』
一
八
九
九
年

─
ラ
イ
プ
チ
ヒ
刊
第
二
版
）
を
反
訳
し
た
も
の
と
い
う
。

同
書
の
「
第
四
章

　
仏
蘭
西
及
び
和
蘭
に
於
け
る
主
理
説
」
の
第
二
十
六
節
は
、
バ
ル
ッ
フ
・
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
る
（
四
四
八
～
五
二
四
頁
）。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
こ

の
章
節
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
そ
の
思
想
の
概
略
を
の
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
著
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
学
系
の
特
徴
を
し
め
く
く
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
思
想
、
即

す
な
わ

ち
、
神
の
愛
て
ふ
神
秘
的
思
想
に
於
い
て
、
そ
の
結
末
を
得
た
。
幾
何
学
的
方
法
の
全
装
置
と
、
純
理
論
的
演
鐸
の
重
々
し
い
歩
み
と
は
彼
に
と
つ
て
は
た
ゞ

完
全
な
る
神
の
認
識
に
対
す
る
、
か
の
宗
教
的
思
慕
の
念
を
、
静
め
る
為
め
の
方
法
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
彼
の
学
系
の
唯
一
の
特
質
は
、
主
理
説
を
、
神
秘
主
義
の
為
め
に
採
り
用

ゐ
た
こ
と
、
宗
教
的
感
情
の
聖
な
る
衝
動
を
、
思
想
の
極
め
て
峻
厳
な
明
晰
と
判
明
と
に
よ
つ
て
、
満
足
さ
せ
よ
う
と
欲
し
た
こ
と
に
、
存
す
る
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
三
二
九
号
、
大
正
３
・
？
）
に
、
鹿
子
木
員
信
の
「
哲
学
的
精
神

─
ス
ピ
ノ
ザ
」（
三
七
～
七
二
頁
）
が
の
っ
て
い
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
に
関
す
る
単
独

の
長
編
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月
十
七
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
哲
学
会
春
季
大
会
」
に
お
け
る
講
演
筆
記
を
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
者

が
こ
の
な
か
で
語
っ
て
い
る
の
は
、
孤
独
寂じ

ゃ
くま

く
の
思
想
家

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
思
想
で
あ
る
。
論
者
の
観
る
と
こ
ろ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
生
命
の
哲
学

─
肯
定

の
哲
学

─
自
由
断
行
の
哲
学
で
あ
っ
た
。
論
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
た
ち
、
破
門
、
心
霊
と
の
た
た
か
い
、
哲
学
的
思
索
的
生
涯
、
遺
作
に
つ
い
て
語
り
、
さ
い
ご
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
講
演
を
む
す
ん
だ
。

此こ

の
崇
高
に
し
て
雄
大
、
恰

あ
た
か

も
玲れ

い

瓏ろ
う

た
る
水
晶
の
山
の
如
き
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
の
峯
を
攀よ

ぢ
ん
と
試

こ
こ
ろ

み
、
試
み
終
つ
て
之
れ
を
顧

か
え
り

み
、
私
は
衷
心
忸じ

く

怩じ

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
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あ
り
ま
す
。
併し

か

し
仮よ

令し

私
は
之
を
攀
づ
る
に
失
敗
い
た
し
ま
し
た
に
せ
よ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
は
依
然
と
し
て
そ
の
朗ほ

が

ら
か
な
る
姿
を
我
等
の
心
の
地
平
線
上
に
起
し
て
我
等

の
精
神
的
健
脚
を
之
れ
に
試
む
る
を
待
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

嘗か
つ

て
ゲ
ー
テ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
倫
理
』
を
読
み
、
そ
の
感
想
を
述
べ
て
申
し
ま
す
る
に
は
、
此
の
書
を
熟
読
し
、
自
ら
顧
み
て
、
余
は
嘗
て
か
程
ま
で
明
か
に
此
の
世
界
を
見

し
事
は
か
り
し
を
覚
へ
た
、
と
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
二
五
○
号
、
大
正
４
・
２
）
の
「
独
逸
思
想
と
軍
国
主
義
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ス
ピ
ノ
ザ
が
引
き
あ
い
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
論
者

に
よ
る
と
、
超
個
人
主
義
的
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
を
、
そ
の
哲
学
体
系
の
内
容
と
し
た
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
だ
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
約
一
世
紀
の
あ
い
だ
異
端
邪
説
の

汚
名
を
う
け
、
迫
害
の
的
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
十
八
世
紀
の
末
に
な
っ
て

─
、

独
乙
詩
人
の
間
に
復
興
さ
れ
た
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
と
結
付
い
た
結
果
、
絶
対
的
唯
心
論
に
発
展
し
て
、
国
家
に
超
個
人
的
意
義
を
与
ふ
べ
き
基
礎
を
供
給
し
た
こ
と
で
あ
る
。

鹿
子
木
員
信
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
秋
十
月
中
旬
よ
り
翌
年
春
一
月
の
す
え
ま
で
、
慶
応
義
塾
大
学
に
お
い
て
、「
文
明
と
哲
学
」
の
題
の
も
と
に
、
十
回
講

演
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
講
演
原
稿
に
手
を
入
れ
て
な
っ
た
の
が
、
鹿
子
木
員
信
著
『
文
明
と
哲
学
的
精
神
』（
慶
応
義
塾
出
版
局
、
大
正
４
・
12
）
で
あ
る
。

第
六
回
目
の
演
題
は
、「
ス
ピ
ノ
ザ
」
で
あ
っ
た
が
、
本
書
に
お
い
て
は
「
孤
高
の
ス
ピ
ノ
ザ
」（
一
九
一
～
二
四
○
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
編
論
文
で
あ
る
。

著
者
は
こ
の
な
か
で
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
た
ち
、
育
っ
た
環
境
、
そ
の
哲
学
的
精
神
、
述
作
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
の
峰み

ね

を
よ
じ
の
ぼ
ろ

う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

朝
永
三
十
郎
著
『
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史

─
新
理
想
主
義
と
其そ

の

背
景
』（
宝
文
館
、
大
正
５
・
１
）
は
、
講
習
会
に
お
け
る
講
演
の
メ
モ
、『
倫
理
講
演
集
』

『
哲
学
雑
誌
』
な
ど
に
発
表
し
た
も
の
を
修
正
増
補
し
て
、
一
書
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
た
び
た
び
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
は
猶
太
教
徒
に
通
有
な
る
神
の
愛
慕
、
神
性
の
憧
憬
を
以
て
終
始
一
貫
し
て
居
る
と
い
ふ
点
に
於
て
最
も
神
秘
的
精
神
に
富
め
る
哲
学
の
一

ひ
と
つ

で
あ
る
。
殊こ

と

に
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其そ
の

結
末
た
る
解
脱
観
は
神
人
瞑め

い

合ご
う

の
妙
境
、
忘
我
の
法
悦
を
説
い
て
全
哲
学
体
系
の
局
を
結
ん
で
居
る
。
併
し
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
神
秘
説
の
主
要
契
機
、
即
ち
唯た

だ

々た
だ

自
己
に
還
沒
沈

潜
し
て
真
理
を
自
己
の
内
に
求
む
る
と
い
ふ
契
機
を
閑
却
し
て
居
る
。
彼
の
直
接
の
考
察
の
対
象
は
自
己
に
非あ

ら

ず
し
て
世
界
で
あ
つ
た
。

『
哲
学
研
究
』（
第
一
巻
・
第
六
号
、
大
正
５
・
９
）
の
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
哲
学
の
発
展
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
ち
ら
ほ
ら
み
ら
れ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ

（
一
七
六
二
～
一
八
一
四
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
は
、
そ
の
宗
教
観
に
お
い
て
ス
ピ
ノ
ザ
学
徒
で
は
な
く
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
一
六
四
六
～
一
七
一
七
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、

数
学
者
）
の
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

神
の
原
的
思
考
が
各

お
の
お

の
変
化
の
第
一
原
因
で
あ
る
と
い
は
ば

　
明
か
に
神
に
人
格
を
否
定
し
て

　
実
体
の
一
元
論
を
説
く
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
思
想
で
な
く
し
て
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
説

に
近
い
。

『
哲
学
研
究
』（
第
一
巻
・
第
八
号
、
大
正
５
・
11
）
の
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
哲
学
の
発
展
〔
完
結
〕」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ

る
と
、
デ
カ
ル
ト
や
マ
ー
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
（
一
六
三
八
～
一
七
一
五
、
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
僧
、
哲
学
者
）
の
神
の
観
念
は
、

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
神
観
、
汎
神
論
的
世
界
観
に
発
展
し
た
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
神
の
観
念
も
亦ま

た

　
全
然
同
様
の
経
路
を
取と

っ

て
発
展
し
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
が
伯ベ

ル
リ
ン林

期
に
於
て

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ

に
近
ず
い
た
と
称
せ
ら
る
ゝ
重
要
点
の
一

ひ
と
つ

は
こ
れ
で
あ
る
、
唯た

だ

ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
永
遠
の
秩
序
を
自
然
論
的
に
考
へ
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
之
を
道
徳
的
に
考
へ
た
点
に
顕
著
な
る
対
照
が
あ

る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
四
篇
・
第
一
号
、
大
正
６
・
１
）
の
「
材さ

い

能の
う

態
度
の
類
型
差
異
を
論
じ

　
生
命
終
息
曲
線
に
及
ぶ
㈠
」（
下
沢
瑞
世
）
に
、
内
外
の
著
名
な
哲
学
者

十
数
名
の
人
物
的
特
徴
を
み
る
が
、
そ
こ
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
登
場
す
る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ

　
　�（
一
）
中

ち
ゅ
う

脊せ
い

多
病
に
し
て
特と

く

に
肺
を
患

わ
ず
ら

ふ
。（
二
）
節
食
な
り
。（
三
）
眼
鏡
の
玉た

ま

磨み
が

き
巧た

く

み
な
り
。（
四
）
一
室
に
閉
居
し

　
三
ヶ
月
も
屋
外
に
出い

で
ざ
る
と
あ
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り
。（
五
）
知
覚
は
過
敏
な
り
。（
六
）
冥
想
直
覚
を
主
と
し

　
神
秘
な
る
啓
示
を
以も

っ

て
思
弁
の
法
と
す
。（
七
）
遠
慮
勝
ち
な
り
。（
八
）
孤
独
的
な
り
。（
九
）

宗
教
的
感
情
強
し
。（
一
○
）
絵
画
の
趣
味
を
有
す
。（
一
一
）
蜘く

蛛も

の
戦
闘
を
悦
ぶ
。（
一
二
）
克こ

く

已い

心し
ん

強
く
禁
欲
的
な
り
。（
一
三
）
意
志
強
固
な
り
。

出い
で

　
隆

た
か
し

（
一
八
九
二
～
一
九
八
〇
、
昭
和
期
の
哲
学
者
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
研
究
者
。
青
山
学
院
大
・
東
洋
大
学
教
授
を
へ
て
、
東
大
教
授
。
戦
後
、
日
本
共
産

党
に
入
党
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
認
識
問
題
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
三
六
八
号
、
三
六
九
号
、
三
七
○
号
、
三
七
二
号
、
大
正
６
・
？
～
大
正
７
・
２
）
ま
で
四

回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。
当
時
の
わ
が
国
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
の
長
編
単
独
論
文
と
し
て
は
、
古
今
無
類
の
も
の
で
あ
る
。

論
者
が
本
稿
に
お
い
て
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
本
体
（
神
ま
た
は
自
然
）
と
現
象
（
感
覚
や
経
験
の
世
界
）

─
他
面
か
ら
み
れ
ば
超
越
性
や
内
在
性
の
問
題
で
あ

る
と
い
う
。
論
者
は
ま
ず
ス
ピ
ノ
ザ
に
独
特
な
る
方
法
を
検
討
し
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
真
意
を
み
つ
つ
、
本
体
と
現
象
の
諸
相
、
神
と
個
物
（
感
覚
で
認
識
さ
れ
る
一
つ
一

つ
の
対
象
）
の
一
元
的
対
立
を
み
、
さ
い
ご
に
こ
の
対
立
す
る
ゆ
え
ん
を
考
察
し
た
も
の
と
い
う
。

ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ
著

北
　
　
昑
吉
訳

『
近
世
哲
学
史

　
上
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
６
・
12
）
の
「
第
三
編

　
大
組
織
」
の
第
五
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
で
あ
る
（
三
八
二
～
四
三

四
頁
）。
著
者
は
こ
の
章
で

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
伝
記
と
特
性

─
認
識
論

─
体
系
の
基
本
概
念

─
宗
教
哲
学

─
自
然
科
学
と
心
理
学

─
倫
理
学
と
国
家
学
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
宗
教
哲
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
が
当
時
の
宗
教
観
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
に
従
へ
ば
神
と
物
質
と
は
同
一
で
あ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
。
即

す
な
わ

ち
石
も
泥
も
鉛
も
霧
も
皆
物
質
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
は
す
べ
て
神
で
あ
る
。
故
に
ス
ピ
ノ
ザ
は

「
不ふ

潔け
つ

な
汚お

穢わ
い

な
無
神
論
者
」
で
あ
る
と
。
こ
れ
が
実
に
十
七
世
紀
の
論ろ

ん

難な
ん

文ぶ
ん

（
非
難
し
攻
撃
す
る
文
章
）
の
一
小
標
本
で
あ
る
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
三
三
巻
・
第
三
七
二
号
、
大
正
７
・
２
）
に
、「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
認
識
問
題
（
完
）」（
出

　
隆
）
が
の
っ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
神
は

要
求
さ
れ
、
体
験
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
る
と
、
神
は
一
種
の
知
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
認
識
さ
れ
う
る
実
在
だ
と
い
う
。
論
者
は
本
稿
に
お

い
て
、
こ
の
知
力
と
か
認
識
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
に
可
能
か
を
論
じ
よ
う
と
し
た
。



220（85）

日本におけるスピノザ

ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
で
あ
る
『
哲
学
体
系
（
エ
チ
カ
）』
の
反
訳
が
刊
行
さ
れ
、
岩
波
文
庫
に
入
っ
た
。
訳
者
は
小
尾
範
治
（
一
八
八
五
～
一
九
六
四
、
の
小
樽
高
等
商
業

学
校
教
授
）
で
あ
る
。
題
し
て
『
ス
ピ
ノ
ー
ザ

　
哲
学
体
系
（
原
名

　
倫
理
学
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
７
・
３
）
と
い
う
。
明
治
期
以
来
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
述
作
の
翻
訳
は
ま

だ
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
嚆こ

う

矢し

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
書
は O

オ
ッ
ト

tto B
ベ

ン

シ

ュ

aensch 

の
ド
イ
ツ
訳
（
こ
の
版
本
は
、
エ
テ
ィ
カ
へ
の
す
ぐ
れ
た
序
論
と
注
解
で
知
ら
れ
て
い
る
）
を
序
本
と
し
、
本
文
の
ほ
か
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
生

涯
及
び
思
想
発
展
」
の
一
篇
を
そ
え
た
。

訳
者
は

　
同
年
四
月
、
同
書
の
菊
版
（
た
て
22
セ
ン
チ
、
よ
こ
15
セ
ン
チ
）
を
刊
行
し
た
。『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
体
系
（
エ
チ
カ
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
７
・
４
）
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
れ
は
五
○
○
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
訳
者
は
前
半
部
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
そ
の
思
想
的
発
展
を
し
る
し
、
後
半
部
を
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
「
哲
学

体
系
（
エ
チ
カ
）」
の
反
訳
に
あ
て
た
。
伝
記
の
部
分
の
材
料
は
、
ド
ゥ
ー
ニ
ン
・
ボ
ル
コ
ヴ
ス
キ
ー
の
『
若
き
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
』（D

uuin-B
orkow

ski: D
er junge D

e 

Spinoza

）
と
、
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
シ
ャ
ー
の
近
世
哲
学
史
第
二
巻
（K

uno Fisher: G
eschichte der neuern Philosophie2

）
お
よ
び
、
そ
の
他
数
種
の
哲
学
史
を
参
考

に
し
た
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、「
確
実
な
る
記
録
に
乏
し
く
」、
わ
れ
わ
れ
が
か
れ
の
生
涯
に
つ
い
て
何
か
し
る
す
と
き
、
何
に
依
拠
し
て
よ
い
か
こ
ま
る
ば
か
り
か
、

か
れ
の
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
も
学
者
の
あ
い
だ
で
議
論
が
う
ま
く
ま
と
ま
ら
ず
に
い
る
。『
エ
テ
ィ
カ
』
の
反
訳
の
ほ
う
は
、
オ
ッ
ト
・
ベ
ン
シ
ュ
と
シ
ュ
テ
ル
ン 

Stern 

ら
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
を
底
本
と
し
、
疑
義
あ
る
と
き
は
ラ
テ
ン
語
の
原
本
と
英
訳
を
参
考
に
し
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
（｢

序｣

）。

本
書
の
内
容
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
及
び
思
想
発
展

　
第
一
章

　
家
庭
及
び
学
堂
時
代
…
…
…

　
第
二
章

　
研
究
及
び
葛
藤
の
時
代
…
…

���
一
～
一
三
三
頁

　
第
三
章

　
孤
独
及
び
述
作
の
時
代
…
…

哲
学
大
系
（
エ
チ
カ
）

　
第
一
部

　
神
に
就
て

本邦初のスピノザの翻訳。
［早稲田大学中央図書館蔵］
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第
二
部

　
精
神
の
性
質
及
び
起
原
に
就
て
…
…
…
…
…

　
第
三
部

　
感
情
の
起
原
及
び
性
質
に
就
て
…
…
…
…
…

���　

　
第
四
部

　
人
間
の
屈
従
、
或
は
感
情
の
力
に
就
て
…
…
　

一
三
五
～
五
一
○
頁

　
第
五
部

　
悟
性
の
力
、
或
は
人
間
の
自
由
に
就
て
…
…

明
治
か
ら
大
正
の
こ
の
時
期
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
哲
学
徒
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
講
じ
、
諸
雑
誌
や
自
著
の
な
か
で
ふ
れ
、
と
き
に
公
衆
に
む
か
っ
て
人

と
哲
学
に
つ
い
て
話
を
し
て
き
た
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
著
作
の
翻
訳
は
、
皆
無
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
尾
は
難
解
な
エ
テ
ィ
カ
の
反
訳
に
挑
戦
し
、
ぶ
じ
そ
の
業
を
お
え
た

最
初
の
ひ
と
と
い
え
る
。

『
六
合
雑
誌
』（
第
四
五
五
号
、
大
正
７
・
７
）
の
「
宗
教
と
人
格
」（
帆ほ

足あ
し

理
一
郎
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
の
至
上
善
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
実
体
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
観
念

―
か
れ
ら
が
考
え
た
宇
宙
の
至
高
者
（
神
）
は
、
人
格
的
な
も
の
よ
り
、
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
真し

ん

如に
ょ

（
万
物
の
本
体
で
あ

り
、
絶
対
不
変
の
真
理
）
の
よ
う
に
、
非
人
格
的
の
も
の
と
い
う
方
が
ち
か
い
と
い
う
。

柴
田
安
正

綾
川
武
治

香
原
一
勢
共
著
『
哲
学
総
論
』（
東
京
刊
行
社
、
大
正
８
・
７
）
の
な
か
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
や
実
体
一
元
論
（
神
す
な
わ
ち
自
然
）
の
こ
と
が
何
度
か
出
て
く
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
考
え
に
よ
る
と
、
万
物
は
神
の
ほ
か
に
独
立
し
て
存
在
せ
ず
、
神
が
万
物
の
内
在
的
原
因
、
能
産
的
自
然
で
あ
る
と
い
う
（
一
二
○
頁
）。

帆
足
理
一
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
六
三
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
、
早
大
教
授
）
が
執
筆
し
た
『
哲
学
概
論
』（
洛
陽
堂
、
大
正
10
・
３
）
は
、
著
者
の
人
生
哲
学
を

の
べ
た
も
の
で
な
く
、
哲
学
研
究
を
志
す
若
者
の
た
め
の
入
門
書
で
あ
る
と
い
う
（「
序
」）。
本
書
の
核
と
な
っ
た
の
は
、
ワ
セ
ダ
に
お
け
る
講
義
で
あ
っ
た
。

同
書
の
「
第
四
章

　
形
而
上
学

　
第
二
節

　
実
体
論
」
に
、
実
体
一
元
論
の
歴
史
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
元
論
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
宇
宙
す
な
わ
ち
神
の
思
想

に
達
し
、
神
を
唯
一
の
実
体
（
不
変
の
本
質
的
存
在
）
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ツ
ァ
の
一
元
論
。
ス
ピ
ノ
ツ
ァ
は
此こ

の

種し
ゅ

の
一
元
論
の
代
表
的
哲
学
者
で
あ
る
。
彼
は
デ
カ
ア
ト
の
所い

わ

謂ゆ
る

延
長
（
物
体
）
及
び
思
想
な
る
二
元
論
を
拝は

い

し
、
此
二
者
を
単
に
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属
性
と
し
て
持
つ
て
ゐ
る
神
を
唯
一
の
実
体
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
人
間
及
び
其
他
の
森
羅
万
象
は
、
皆
此こ

の

唯ゆ
い

一い
つ

実
体
の
現
象
的
表
現
の
一
様
相
に
過
ぎ
な
い
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
四
一
九
号
、
大
正
11
・
１
）
の
「
近
世
哲
学
に
於
け
る
自
然
主
義
対
理
想
主
義
の
抗
争
」（
小
尾
範
治
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者

が
こ
こ
で
い
う
“
自
然
主
義
”
と
は
、
存
在
を
第
一
義
と
し
、
価
値
（
精
神
行
為
の
目
標
と
み
な
さ
れ
る
も
の
）
を
そ
れ
よ
り
導
び
こ
う
と
す
る
見
地
で
あ
る
。“
理
想
主

義
”
と
は
、
価
値
を
も
っ
て
根
本
原
理
あ
る
い
は
基
本
要
求
と
な
し
、
存
在
を
こ
れ
よ
り
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
の
よ
う
で
あ
る
。

論
者
に
よ
る
と
、
自
然
対
理
想
の
対
立
は
、
自
然
対
価
値
の
対
立
と
な
る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
汎
神
論
的
自
然
主
義
の
承

し
ょ
う

継け
い

者
の
一
人
は
、
人
の
知
る
如
く
、
ゲ
ー
テ
で
あ
つ
た
。
エ
テ
イ
カ
に
接
す
れ
ば
、
駘た

い

蕩と
う

た
る
（
の
ど
か
な
）
微
風
の
身
辺
を
そ
そ
ぐ

を
覚
え
る
と
云
つ
た
ゲ
ー
テ
は
、
其
の
自
然
主
義
的
思
想
、
汎
神
論
的
神
観
に
於
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
精
神
を
体
得
せ
る
も
の
で
あ
る
。
た
ゞ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
厳
密
な
る
論
理

的
過
程
に
於
て
展
開
し
た
も
の
を
、
ゲ
ー
テ
は
詩
に
由よ

っ

て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
二
三
四
号
、
大
正
11
・
２
）
の
「
カ
ン
ト
以
前
の
道
徳
的
感
情
論
」（
島
本
愛
之
助
）
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
散
見
す
る
。
論
者
は
カ
ン
ト
の
倫
理

説

─
そ
の
道
徳
感
情
説
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
。

就な
か
ん
ず
く

中
カ
ン
ト
の
道
徳
感
情
説
は
デ
カ
ー
ト
、
ス
ピ
ノ
ツ
ア
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
乃な

い

至し

は
ヤ
コ
ビ
の
思
想
の
影
響
と
共
に
、
之こ

の
自
然
神
学
の
一
般
的
に
力
強
い
影
響
を
閑
却
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

高
木
八
太
郎
著
『
東
西
思
潮
講
話
』（
共
益
社
、
大
正
14
・
２
）
は
、
大
別
す
る
と
、「
上

　
東
洋
思
潮
」
と
「
下

　
西
洋
思
潮
」
か
ら
な
る
が
、「
下

　
西
洋
思
潮
」
の

「
三

　
近
代
の
思
潮
」
に
、「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
」
の
章
節
が
あ
る
（
五
一
六
～
六
五
四
頁
）。

本
稿
は

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
淵
源

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
出
発
的
本
体
の
観
念

─
本
体
即
神

─
本
体
の
性
、
心
と
物

─
心
物
の
関
係

─
物
理
学

─
心
理
説

─
国
家
論

─
倫
理
説

─
要
約

─
な
ど
か
ら
成
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
、
ま
ず
デ
カ
ル
ト
に
刺
戟
さ
れ
、
自
家
独
特
の
新
見
地
を
ひ
ら
い
て
い
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っ
た
も
の
と
見
る
が
至
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

し
か
し
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
に
は
説
明
を
要
す
る
難
点
が
多
く
、
ま
た
そ
の
学
説
に
は
反
対
を
と
な
え
る
者
が
多
か
っ
た
。

基
督
教
徒
も
デ
カ
ル
ト
学
派
も
彼
を
憎に

く

み
、
凡あ

ら

ゆ
る
迫
害
を
加
へ
た
に
拘

か
か
わ

ら
ず
一
世せ

い

紀き

を
へ
だ
て
ゝ
独ド

イ
ツ乙

の
哲
学
界
芸
術
界
に
復ふ

く

活く
わ
つし

、
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ェ
ー
リ

ン
グ
、
ン
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
等
の
人
々
の
魂

た
ま
し
ひを

動
か
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
点
か
ら
考

か
ん
が

へ
て
見
て
も
、
兎と

に
角か

く

彼
が
偉ゐ

大だ
い

な
哲
学
者
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

橋
本
文
壽
著
『
哲
学
の
要
領
』（
宝
文
館
、
大
正
14
・
３
）
は
、
第
一
篇

　
哲
学
の
概
念

　
第
二
篇

　
本
体
論

　
第
三
篇

　
認
識
論

　
第
四
篇

　
価
値
論
綜
収
結
な
ど
に

つ
い
て
の
べ
て
あ
る
。

本
書
の
「
第
二
篇

　
本
体
論
」
の
「
具
体
的
絶
対
論
（
汎
神
論
）」
に
お
い
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
学
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
、
ス
ピ
ノ
ザ
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
い
る
。

彼
れ
（
シ
ェ
リ
ン
グ
）
の
哲
学
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
の
如
く
で
あ
る
が
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
心
を
物
に
従
属
せ
し
め
た
る
に
対
し
、
彼
は
寧む

し

ろ
自
然
を
精
神
に
従
属
せ
し
め
又

彼
れ
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
な
い
発
展
の
思
想
を
有
し
て
居
た
。
兎と

に
角か

く

、
彼
れ
の
哲
学
は
絶
対
を
現
象
の
中
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
具
体
的
絶
対
論
で
あ
る
。

鈴
木
龍
司
著
『
近代

　
哲
学
概
説
』（
右
文
書
院
、
大
正
15
・
５
）
の
第
六
章
は
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
」（
五
四
～
六
八
頁
）
で
あ
る
。
論
者
が
こ
の
章
節
の
な
か
で
述
べ

て
い
る
こ
と
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
立
ち
、
ユ
ダ
ヤ
社
会
に
お
け
る
教
育
、
宗
教
的
思
想
家
と
し
て
の
特
質
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
宗
教
の
本
質
と
学
説
の
性
質
な
ど
で
あ
る
。
し

か
し
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
の
方
法
に
は
、
欠
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
偉
大
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
そ
の
宗
教
的
な
る
こ
と
に
於
て
わ
れ
ら
に
感
化
を
与
へ
る
こ
と
が
多
大
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
層
精
密

に
観
察
す
る
と
、
そ
の
根
底
に
於
て
甚

は
な
は

だ
重
大
な
る
こ
と
が
見
の
が
さ
れ
て
あ
る
こ
と
も
ま
だ
否
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
例
へ
ば
、
彼
は
一
切
の
存
在
及
び
出
来
事
が
実
体
の
概

念
か
ら
ひ
き
出
す
こ
と
の
出
来
る
こ
と
、
空
間
と
い
ふ
概
念
の
上
に
幾
何
学
上
の
定
理
が
や
す
や
す
と
引
き
出
す
こ
と
の
出
来
る
と
同
様
で
あ
る
と
し
、
幾
何
学
の
方
法
に
よ
つ
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て
証
明
さ
れ
た
彼
の
哲
学
は
幾
何
そ
の
定
理
と
同
様
に
確
実
な
る
論
証
力
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
た
。
け
れ
ど
も
、
幾
何
学
と
い
ふ
や
う
な
自
ら
与
へ
た
定
義
を
基

も
と
い

と
し
て
打
立
て
ら
れ
る
学
問
と
、
哲
学
の
や
う
な
絶
対
的
な
学
問
と
は
之こ

れ

を
同
一
の
方
法
に
於
て
取
扱
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
た
し
か
に
そ
の
当
時
に
流
行
し
た
数
学
的
唯

理
論
の
弊
を
う
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
藤
玄
智
著
『
東
西
思
想
の
比
較
研
究
』（
京
文
社
、
大
正
15
・
９
）
は
、
世
界
人
類
の
思
想
史
、
全
人
類
の
精
神
生
活
史
、
古
今
東
西
に
お
け
る
人
類
生
活
の
内
面
史

と
い
っ
た
性
質
の
書
物
の
よ
う
だ
（「
序
」）。
同
書
の
「
第
二
編

　
欧
州
思
潮
の
主
要
素
と
其そ

の

史
的
研
究
法
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
す
こ
し
ふ
れ
て
あ
る
。
著
者
に
よ

る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
方
法
は
、
合
理
論
す
な
わ
ち
唯
理
論
の
さ
い
た
る
も
の
と
い
う
。

し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
立
場
を
も
っ
て
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
物
を
認
識
す
る
と
い
う
認
識
の
事
実
は
、
真
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
ス
ピ
ノ

ザ
の
一
元
哲
学
に
し
て
も
、
一
元
で
あ
る
本
体
と
そ
れ
が
現
わ
れ
て
来
て
い
る
現
象
世
界
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
き
わ
め
て
抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
（
い
わ
ゆ
る
“
抽

象
的
一
元
論
”
が
こ
れ
で
あ
る
）。

現
象
と
本
体
と
の
関
係
上
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
現
象
は
寧む

し

ろ
現
象
と
い
ふ
よ
り
も
仮
象
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
象
と
は
実
在
の
大
海
中
に
生
滅
し
出
沒
す

る
泡ほ

う

沫ま
つ

に
過
ぎ
な
い
も
の
に
な
つ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
つ
て
、
其
処
に
も
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
欠
陥

0

0

は
存
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

浜
尾
俊
治
著
『
通俗

　
哲
学
講
話
』（
大
盛
堂
書
店
、
大
正
15
・
10
）
は
、
や
さ
し
く
説
い
た
哲
学
論
で
あ
る
。
本
書
の
「
第
三
章

　
近
世
哲
学
」
や
「
第
四
章

　
経
験
的

認
識
論
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
す
こ
し
出
て
く
る
。
そ
の
生
ま
れ
と
哲
学
の
一
斑
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ

ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
、
一
千
六
百
三
十
二
年
、
和
蘭
に
生
れ
た
人
で
、
物
心
の
二
者
は
、
も
と
も
と
相あ

い

独
立
せ
る
実
体
で
は
な
く
し
て
、
一
実
体
の
二
属
性
に
過
ぎ
な
い
。
実
体
は
、

唯
一
で
そ
し
て
無
限
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
原
因
を
有も

つ
て
ゐ
な
い
。
し
か
も
一
切
事
物
の
原
因
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
神
と
名
づ
け
る
。
そ
こ
で
ど
う
し
て
万
物
は
神
か
ら

発
生
す
る
か
と
云
ふ
に
、
創
造
に
も
将ま

た
流
出
す
る
の
で
も
な
く
し
て
万
物
が
神
の
必
然
性
質
な
る
こ
と
、
三
角
形
の
三
角
の
和
が
二
直
角
に
等
し
い
の
は
、
三
角
形
そ
の
も
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の
ゝ
が
必
然
的
性
質
で
あ
る
や
う
に
、
万
物
は
、
神
の
外
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
内
に
あ
る
も
の
だ
と
い
ふ
一
元
的
世
界
観
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。（
五
五
～
五
六
頁
）

ま
た
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
的
観
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
見
方

ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
、
一
面
抽
象
的
絶
対
論
者
と
も
見
ら
れ
る
が
、
ま
た
他
面
具
体
的
絶
対
論
者
と
見
る
べ
き
点
が
あ
る
。
即

す
な
わ

ち
彼
は
、
自
足
、
円
満
、
無
限
、
唯
一
、
絶
対
な
る
も

の
を
本
体
と
見
、
こ
れ
を
神
と
名
づ
け
た
が
、
さ
う
云
ふ
点
か
ら
抽
象
的
絶
対
論
者
と
見
ら
れ
る
。

併し
か

し
一
方
に
於
て
、
彼
は
か
う
説
い
て
ゐ
る
。

本
体
は
、
吾
人
に
対
す
る
場
合
、
全
く
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
二
つ
の
方
面
で
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
即
ち
物
と
心
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
性
に
於
て
起
る
雑
多
の
事
柄

を
本
体
の
様
状
と
名
づ
け
る
。
即

す
な
わ

ち
そ
れ
は
本
体
の
差
別
相
で
あ
る
が
、
本
体
と
こ
の
差
別
相
と
は
、
互
に
相そ

う

即そ
く

不ふ

離り

（
一
つ
に
と
け
あ
っ
て
い
る
）
の
関
係
を
有も

つ
て
ゐ
る
。
譬た

と

へ
て
い
へ
ば
、
本
体
と
こ
の
差
別
相
と
の
関
係
は
、
な
ほ
線
と
線
に
於
け
る
点
と
の
関
係
の
や
う
な
も
の
、
一
体
た
る
線
は
、
決
し
て
個
々
の
点
と
相
離
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
個
々
の
点
も
そ
の
線
を
離
れ
た
も
の
で
な
い
。
両
者
は
相
即
不
離
で
あ
る
。
そ
し
て
本
体
と
万
物
と
の
関
係
も
ま
た
さ
う
で
あ
る
。

［
昭
和
期

─
前
期
（
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
）］

『
哲
学
雑
誌
』（
第
四
八
○
号
、
昭
和
２
・
１
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於

け
る

徳
論
の
構
成
に
就

い
て
（
完
）」（
隆
高
鑑
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
か
い
た
徳
の
概
念
の
形
式
を
一
べ
つ
し
、

そ
れ
を
批
評
し
た
長
編
論
文
（
四
三
～
七
五
頁
）
で
あ
る
。

金
子
馬
治
著
『
哲
学
概
論
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
２
・
11
）
は
、
哲
学
を
は
じ
め
て
学
ぼ
う
と
す
る
者
の
便
利
な
手
引
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、“
哲
学
概
論
”
と
い
っ
た
も
の
は
、
書
き
手
の
全
哲
学
的
識
見
の
略ス

ケ
ッ
チ図

の
よ
う
な
も
の
と
い
う
。
本
書
の
「
第
六

　
一
元
論
」
に
、「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
一
元

論
」（
一
五
九
～
一
六
二
頁
）
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
も
っ
と
も
単
純
な
一
元
論
は
─
─
歴
史
的
に
は
も
っ
と
も
古
い
実
体
論
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
唯
物
論
よ
り
も
先
に
あ
ら
わ
れ
た
物

ハ
イ
ロ
ゾ
イ
ズ
ム

活
論 

hylozoism

（
物
質
は
、
生
命
と
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
説
）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
厳
密
に
い
う
一
元
論
は
、
物
心
二
元
の
統
一
論
を
意
味
す
る
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
一
元
論
と
は

─
、
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最
も
代
表
的
な
又
最
も
顕
著
な
意
味
に
於
け
る
一
元
論
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
即

す
な
わ

ち
彼
れ
の
本
体

0

0

（Substanz

）

─
唯
一
絶
対
の
本
体
は
、
絶
対
独
立
何な

に

も
の
に
も
依
存
し

な
い
自
己
原
因
（causa sui

）
で
あ
つ
て
、
一
切
存
在
の
根
本
因
を
成
す
純
形
而
上
学
的
実
体
で
あ
る
。

松
原

　
實

西
野
錦
治
共
訳
『
ア
ス

タ
ー
　
近
世
哲
学
史
』（
日
本
大
学
出
版
部
、
昭
和
４
・
４
）
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
タ
ー
（
一
八
八
○
～
？
、
ギ
ー
セ
ン
大
学
教
授
）
の
述

作
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
二
篇

　
十
七
、
十
八
世
紀
の
哲
学
」
の
第
三
節
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
る
（
九
○
～
一
○
五
頁
）。
著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ

の
学
的
興
味
は
、
倫
理
的
哲
学
的
な
問
題
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
か
れ
の
研
究
対
象
は
、
人
類
と
人
類
社
会
と
に
あ
っ
た
。
か
れ
は
生
命
の
意
義
と
価
値

（
精
神
行
為
の
目
標
）
か
ら
、
宇
宙
に
た
い
す
る
人
類
の
位
地
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
『
エ
テ
ィ
カ
』
は
、
哲
学
上
も
っ
と
も
危
険
な
迷
路
の
一
つ
で
あ
る
、
と
い
い
、
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
神
を
描
き
、
第
二
章
で
は
、
精
神
の
自
然
と
夫そ

の
起
原
と
い
ふ
表
現
を
冠

か
ん
む

り
、
第
三
章
で
は
、
感
情
の
起
原
と
本
質
を
説
き
、
第
四
章
で
は
、
人
間
の
不
自
由
さ

0

0

0

0

、

換
言
す
れ
ば
、
激
情
の
力
を
と
き
、
第
五
章
で
は
認
識
力
、
つ
ま
り
、
人
間
の
自
由
を
論
じ
て
ゐ
る
。

『
哲
学
研
究
』（
第
一
五
巻
・
第
一
六
六
号
、
昭
和
５
・
１
）
の
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
方
法
に
就
て
」（
島
芳
夫
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
方
法
（
著
者
は
実
在
論
的
世

界
観
を
基
礎
と
し
て
立
て
て
い
る
と
考
え
て
い
る
）
が
、
い
か
な
る
生
の
体
験
を
基
礎
と
し
て
成
長
し
、
ま
た
そ
の
体
験
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
そ
の
方
法
の
特
性
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

小
尾
範
治
訳
の
『
ス
ピ
ノ
ー
ザ

　
哲
学
体
系
（
原
名

　
倫
理
学
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
７
・
３
）
が
、
本
邦
初
の
ス
ピ
ノ
ザ
訳
で
あ
り
、
岩
波
文
庫
に
入
っ
た
第
一
号
だ

と
す
る
と
、
第
二
号
は
畠
中
尚な

お

志し

訳
『
ス
ピ
ノ
ザ

　
知
性
改
善
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
６
・
４
）
で
あ
る
。

訳
者
は
第
二
高
等
学
校
の
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
病
魔
に
と
り
つ
か
れ
、
果
て
は
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
か
か
り
、
東
京
帝
大
の
法
学
部
学
生
で
あ
っ
た
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）、
つ
い
に
大
学
に
退
学
届
を
だ
し
た
。
昭
和
三
、
四
年
ご
ろ
（
一
九
二
八
、
一
九
二
九
）
福
岡
の
病
院
で
治
療
ち
ゅ
う
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
知
性
改
善
論
』

（T
ractatus de intellectus em

endatione

）
を
大
学
ノ
ー
ト
に
訳
し
は
じ
め
た
が
、
い
つ
し
か
そ
れ
は
三
冊
に
な
っ
た
。
訳
し
お
え
る
と
、「
采さ

い

（
さ
い
こ
ろ
）
投
ず
る
気
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持
」
で
、
岩
波
の
編
集
部
に
送
っ
た
。
一
、
二
ヵ
月
後
、
返
事
が
き
た
。

　

─
店
に
関
係
あ
る
先
生
（
東
大
教
授
・
出

　
隆
）
に
み
て
い
た
だ
い
た
ら
、
珍
し
い
も
の
だ
か
ら
出
す
よ
う
に
。

と
い
わ
れ
た
の
で
、
文
庫
の
一
冊
と
し
て
出
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
っ
た
返
事
で
あ
っ
た
（
畠
中
尚
志
「
ス
ピ
ノ
ザ
を
訳
し
た
日
々
の
こ
と
」『
図
書
』
所
収
、
岩

波
書
店
、
昭
和
52
・
２
）。

訳
者
は
、
訳
書
が
出
る
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
早
春

─
東
京
の
あ
る
病
院
で
右
腎
臓
の
摘
出
手
術
を
う
け
た
。
印
税
は
す
ぐ
手
術
料
の
支
払
い
の
一
部
に
使
わ
れ
た
。

翌
年
の
暮
か
ら
ま
た
福
岡
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
岩
波
の
『
知
性
改
善
論
』
は
、
病
苦
に
悩
む
体
に
ム
チ
う
っ
て
な
さ
れ
た
し
ご
と
で
あ
る
。

底
本
と
し
て
は
ゲ
プ
ハ
ル
ト
が
編
ん
だ
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
第
二
巻
ち
ゅ
う
の
同
書
を
用
い
、
参
考
と
し
て
ゲ
プ
ハ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
ウ
ィ
レ
ム
・
メ
イ
エ
ル
の
オ
ラ
ン

ダ
語
訳
、
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
な
ど
を
利
用
し
た
と
い
う
（「
凡
例
」）。

内
容
は

─
凡
例

─
読
者
に
告
ぐ

─
本
文

─
註

─
知
性
改
善
論
に
つ
い
て
（
訳
者
）

─
か
ら
な
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
に
、
小
尾
範
治
訳
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
哲
学
体
系
（
エ
チ
カ
）』
の
反
訳
が
刊
行
さ
れ
て
十
四
年
後
、
こ
ん
ど
は
“
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
”
の
表

題
を
も
つ
訳
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
斎
藤
晌

し
ょ
う

訳

『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集

　
第
一
巻
』
…
…
内う

ち

田だ

老よ
う

鶴か
く

圃え
ん

刊
行
（
昭
和
７
・
４
）

『
　
　
　
〃

　
　
　
第
二
巻
』
…
…

　
　
〃

　
　
　
　
（
昭
和
８
・
11
）

訳
者
・
斎
藤
晌
（
一
八
九
八
～
一
九
八
九
）
は
、
愛
媛
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
後
、
東
洋
大
学
・
大
東

文
化
学
院
・
明
治
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
日
本
出
版
会
常
務
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、
戦
後
公
職
追
放
に
な
っ
た
。
晩
年
、
東
洋
大
学
文
学

部
長
と
な
り
、
定
年
退
任
し
た
。
著
訳
書
も
多
数
あ
る
。
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『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
』
は
、
第
四
巻
ま
で
出
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
が
、
じ
っ
さ
い
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
第
一
巻
と
第
二
巻
だ
け
で
あ
る
。
第
一
、
二
巻
は
、

四
六
判
（
た
て
19
セ
ン
チ
、
よ
こ
13
セ
ン
チ
）、
天
金
緑
色
の
ブ
ロ
ー
ド
表
装
で
あ
り
、
定
価
は
二
円
五
○
銭
。
な
か
な
か
こ
っ
た
作
り
で
あ
る
。
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
述
作
で
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
直
接
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
の
底
本
は
、
カ
ー
ル
・
ゲ
プ
ハ
ル
ト
が
編
ん
だ SP

IN
O

ZA
 O

PE
R

A
 im

 

A
uftrag der H

eidelberger A
kadem

ie der W
issenschaften herausgegeben von C

arl G
ebhardt 

と
い
う
。

『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集

　
第
一
巻
』
の
内
容
（
全
四
八
二
頁
）
は
、

─

ス
ピ
ノ
ザ
全
集
解
題
（
一
～
三
六
頁
）

第
一
巻
序
説

　
　
　
（
三
七
～
六
五
頁
）

『
神
、
人
間
及
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
』

『
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
原
理
』

　
　
　
附

　
　
形
而
上
学
的
思
想

訳
者
略
註

『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集

　
第
二
巻
』
の
内
容
（
全
五
八
八
頁
）
は
、

─

序
説
（
三
～
一
五
頁
）

『
悟
性
改
善
論
』

『
倫
理
学
』

　
　
訳
者
略
註
（
四
八
九
～
五
一
一
頁
）

　
　
索
引

　
　
（
一
～
六
○
頁
）

本邦初の「スピノザ全集」となるは
ずであった斎藤訳。［早稲田大学中央
図書館蔵］
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『
ス
ピ
ノ
ザ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
７
・
７
）
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
が
ス
ピ
ノ
ザ
が
生
ま
れ
て
三
百
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
グ
に
お
け
る
国
際

ヘ
ー
ゲ
ル
連
盟
の
一
支
部
た
る
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
連
盟
は
、
こ
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
を
公
刊
し
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ス
ピ
ノ
ザ
と
の
あ
い
だ
に
密
接
な
内
的
連
け
い
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
体
系
を
分
析
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
解
明
す
る
カ
ギ
が
え
ら
れ
る
と
い
う
（
Ｊ
・
Ｂ
・
ク
ラ
ウ
ス
）。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
は
か
れ
み
ず
か
ら
の
哲
学
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
国
際
ヘ
ー
ゲ
ル
連
盟
の
日
本
版
の
第
二
巻
に
あ
た
る
本
書
に
は
、
内
外
の
八

名
の
哲
学
者
が
寄
稿
し
て
い
る
。

宗
教
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
…
…
…
…
ド
ゥ
ー
ニ
ン
・
ボ
ル
コ
ヴ
ス
キ
ー
…
…
…
…
一

ス
ピ
ノ
ー
ザ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
…
…
…
…
…
…
桑

木

厳

翼
…
…
…
四
五

個
体
的
本
質
の
弁
証
論
…
…
…
…
…
…
…
田

辺

　

元
…
…
…
八
三

ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
け
る
思
惟
の
位
置
…
…
高

坂

正

顕
…
…
一
二
七

ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
国
家
的
倫
理
性
…
…
ク

ラ

ウ

ス
…
…
一
六
九

ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
人
間
と
国
家
…
…
…
三

木

　

清
…
…
一
九
七

ゲ
ー
テ
の
ス
ピ
ノ
ー
ザ
研
究
…
…
…
…
…
木

村

謹

治
…
…
二
三
七

批
判
的
ス
ピ
ノ
ー
ザ
文
献
史
…
…
…
…
…
ド
ゥ
ー
ニ
ン
・
ボ
ル
コ
ヴ
ス
キ
ー
…
…
二
六
九

さ
い
ご
の
「
批
判
的
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
文
献
史
」（
ド
ゥ
ー
ニ
ン
・
ボ
ル
コ
ヴ
ス
キ
ー
）
は
、
厖ぼ

う

大だ
い

な
ス
ピ
ノ
ザ
文
献
を
ふ
る
い
わ
け
、
批
判
的
に
概
観
し
た
き
わ
め
て
ユ

ニ
ー
ク
な
論
文
と
い
え
る
。

『
哲
学
改
造
』（
第
一
一
号
、
昭
和
７
・
８
）
の
小
論
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
」（
広
瀬
文
豪
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
本
体
（
存
在
）
論
、
認
識
論
、
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
お
い
て
問
題
と
す
べ
き
も
の
は
、
現
象
で
は
な
く
て
、
神
の
実
在
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
同
誌
（
第
一
二
号
、
昭
和
７
・

９
）
は
、
前
号
に
お
い
て
述
べ
た

─
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
神

─
実
体
な
る
も
の
は
、
認
識
実
践
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
神
、
実
体
、
属
性
、
様
態
に
ふ
れ
て
い

る
。昭

和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月
二
十
四
日
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
生
ま
れ
て
三
百
年
に
あ
た
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
訳
者
・
畠
中
尚
志
は
、「
ス
ピ
ノ
ザ
生
誕
記
念
日
を
迎
え
て
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［
上
］［
中
］［
下
］」
を
、
三
回
に
わ
た
っ
て
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
（
昭
和
７
・
11
・
12
～
11
・
24
）。

記
事
の
内
容
は

─
今
後
、
各
国
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
祝
賀
の
催
し
の
予
測
。
ハ
ー
グ
に
本
部
を
お
く
「
ス
ピ
ノ
ザ
協
会
」
の
事
業
の
紹
介
、
こ
の
年
の

九
月
に
ハ
ー
グ
で
開
か
れ
た
「
ス
ピ
ノ
ザ
週
間
」
に
お
け
る
各
国
研
究
者
ら
の
集
ま
り
の
様
子
。
日
本
に
も
同
協
会
の
支
部
を
設
け
た
い
、
と
い
っ
た
協
会
理
事
ゲ
プ
ハ
ル

ト
の
意
向
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

『Philosophia
　
哲
学
年
誌
』（
早
稲
田
大
学
文
学
部
編
、
第
二
巻
、
昭
和
７
・
11
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
自
然
権
に
つ
い
て
」（
渡
利
弥
生
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
政
治
論
の

根
幹
を
な
す
自
然
権
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
ら
の
生
誕
三
百
年
に
あ
た
っ
た
の
で
、
哲
学
会
の
秋
季
大
会
講
演
会
を
「
ス
ピ
ノ
ザ
、
ロ
ッ
ク
生
誕
三
百

年
記
念
」
と
し
、
十
一
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
東
京
帝
大
の
法
文
経
二
号
館
三
十
八
番
教
室
で
、
公
開
講
演
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。
聴
衆
は
約
三
百
名
。
午
後
五
時

半
閉
会
。
当
日
の
演
題
お
よ
び
講
演
者
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
挨
拶
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
上
哲
次
郎

無
神
論
者
ス
ピ
ノ
ザ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
出

　
隆

ロ
ッ
ク
の
哲
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
島
正
徳

危
機
の
哲
学
と
ス
ピ
ノ
ザ
及
び
ロ
ッ
ク
…
…
桑
木
厳
翼

『
哲
学
雑
誌
』（
第
四
七
巻
・
第
五
五
○
号
、
昭
和
７
・
12
）
は
、
桑
木
の
講
演
筆
記
（「
危
機
の
哲
学

と
ス
ピ
ノ
ザ
及
び
ロ
ッ
ク
」）
を
の
せ
、
ま
た
十
二
月
の
例
会
（
12
・
17
、
東
京
帝
大
山
上
会
議
所
）
で

お
こ
な
わ
れ
た
講
演

─
「
模
写
説
の
再
吟
味

─
ス
ピ
ノ
ザ
を
記
念
し
て
」（
斎
藤
晌
）
の
原
稿
を
か

か
げ
た
。

『
哲
学
研
究
』（
第
一
八
巻
・
第
二
○
二
号
、
昭
和
８
・
１
）
の
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
け
る
ア
ン
ト
ロ
ポ

ロ
ギ
ー
の
要
求
」（
篁

た
か
む
ら　

実
）
は
、
わ
か
り
に
く
い
内
容
の
論
文
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
中
味
を
論
じ
、

スピノザ生誕300年にさいしての投稿記事。
（『東京朝日新聞』昭和7・11・24付）。
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批
評
す
る
こ
と
に
困
難
を
お
ぼ
え
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
感
情
は
単
な
る
主
観
的
感か

ん

官か
ん

（
感
覚
器
官
）
の
奸
計
（
わ
る
だ
く
み
）
で
も
奇
術
で
も
な
く
、
本
体
論
的
、
形
而

上
学
的
意
味
を
も
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

感
情
の
中
に
は
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ギ
ー
（
人
間
学
の
意

─
引
用
者
）
の
真
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ー
チ
ン

　
　
　
　

ラ
リ
ツ
ェ
ウ
ィ
チ
著

広
島
定
吉
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
弁
証
法
的
唯
物
論
』（
ナ
ウ
カ
社
、
昭
和
８
・
９
）
は
、
つ
ぎ
の
四
名
の
ロ
シ
ア
人
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
概
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ワ
ン
デ
ク
・
チ
モ
ス
コ

ス
ピ
ノ
ザ
と
弁
証
法
的
唯
物
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ミ
ー
チ
ン

ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
歴
史
的
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
カ
ン
マ
リ
・
ユ
ー
ヂ
ン

第
十
七
世
紀
に
お
け
る
進
歩
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
…
…
ラ
リ
ツ
ェ
ウ
ィ
チ

訳
者
の
観
る
と
こ
ろ
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
商
業
資
本
か
ら
産
業
資
本
へ
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
進
歩
的
商ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

工
階
級
の
利
害
と
動
向
と
を
、
そ
の
哲
学
の
な
か
に
表

現
し
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
右
に
か
か
げ
た
四
人
の
論
文
は
、
な
が
い
間
汎
神
論
者
、
神
秘
的
観
念
論
者
と
み
な
さ
れ
て
き
た
ス
ピ
ノ
ザ
を
、
唯
物
論
者
と
し
て
復
活
さ
せ

よ
う
と
し
た
も
の
か
。

ち
な
み
に
、
戸
坂
潤
（
一
九
○
○
～
四
五
、
昭
和
期
の
哲
学
者
。
の
ち
法
大
講
師
、
軍
国
主
義
に
抵
抗
し
、
治
安
維
持
法
に
よ
り
検
挙
さ
れ
獄
死
）
は
、
同
書
を
赤
エ
ン

ピ
ツ
で
線
を
ひ
き
な
が
ら
精
読
し
て
い
た
。
そ
の
勉
強
の
あ
と
は
、
こ
ん
に
ち
法
政
大
学
附
属
図
書
館
の
「
戸
坂
文
庫
」
の
蔵
本
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
機
関
誌
『
文
化
』（
第
一
巻
・
第
五
号
、
昭
和
９
・
１
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
個
物
の
認
識
に
就
て
」（
高
橋
ふ
み
）
は
、
い
わ
ゆ
る
ス

ピ
ノ
ザ
が
『
エ
テ
ィ
カ
』
に
お
い
て
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
第
三
種
の
認
識

─
個
物
（
感
覚
で
認
識
さ
れ
る
一
つ
一
つ
の
対
象
。
あ
の
も
の
、
こ
の
も
の
と
一
つ
一
つ
区

別
さ
れ
る
も
の
）
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
こ
の
第
三
種
の
認
識
は
、
か
な
ら
ず
し
も
神
の
認
識
に
関
す
る
ば
か
り
か
、
む
し

ろ
個
物
の
認
識
に
関
し
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
と
い
う
。
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昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
二
月

─
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
の
一
端
を
し
め
す
も
の
と
し
て

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
体
系
と
唯
物
論
史
に
お
け
る
そ
の
地
位
も

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
の
反
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
鈴
木
謙
彰
訳
編
『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
批
判
』（
隆
章
閣
、
昭
和
９
・
２
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

内
容
は
、

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
概
要

─
生
涯
と
活
動

─
十
七
世
紀
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学

─
唯
物
論
と
無
神
論

─
形
而

上
学
的
唯
物
論

─
認
識
論

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
誤
れ
る
評
価
に
た
い
す
る
批
判

─
ス
ピ
ノ
ー
ザ
三
百
年
記
念
祭
論
文
集

─
か
ら
な
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
哲
学
史
上
、
い
か
な
る
地
位
を
し
め
て
い
る
の
か
。
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
歴
史
的
意
味
を
考
察
し
た
の
が
、「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
歴
史
的
意
義
」（
イ
ー
・
ル
ツ

ポ
ー
ル
）
の
論
文
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
十
七
世
紀
の
先
進
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
（
資
本
家
階
級
）
の
思
想
の
代
表
者
と
し
て
、
直
接
に
封
建
制
度
、
中

世
、
ス
コ
ラ
哲
学
に
対
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
体
系
の
一
般
的
性
質
は
、
当
時
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
気
分
を
形
而
上
学
的
な
形
に
お
い
て
表
現
し
た
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
い
い
、
哲
学
者
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
特
殊
性
と
同
時
に
そ
の
難
点
も
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
い
う
。

従
来
、
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
者
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
体
系
を
分
析
す
る
と
き
、
実
体
と
属
性
だ
け
を
問
題
に
し
、
他
の
す
べ
て
の
問
題
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
。
ス
ピ

ノ
ザ
の
唯
物
論
は
、
弁
証
法
的
唯
物
論
に
お
い
て
、
そ
の
歴
史
的
お
よ
び
論
理
的
結
果
を
み
い
だ
し
た
と
い
う
。

『
理
想
』（
第
五
○
号
、
昭
和
９
・
10
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
間
観
」（
安
倍
能
成
）
は
、
文
字
ど
お
り
ス
ピ
ノ
ザ
が
人
間
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
人
間
に
興
味
を
も
ち
、
人
間
生
活
や
社
会
生
活
を
大
い
に
肯
定
し
た
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
人
間
観
に
就つ

い

て
　
今
一
つ
著
し
い
特
色
は
、
初
に
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
人
間
中
心
的
の
考
え
方
で
あ
る
。

安
倍
能
成
著
『
ス
ピ
ノ
ザ

　
倫
理
学
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
10
・
８
）
は
、「
大
思
想
文
庫
」
の
一
冊
で
あ
る
。
書
店
よ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
倫
理
学
』
に
つ
い
て
書
く
よ

う
委
嘱
を
う
け
て
、
筆
を
と
っ
た
も
の
ら
し
い
。
著
者
と
ス
ピ
ノ
ザ
と
の
つ
き
あ
い
は
、
学
生
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
波
多
野
精
一
教
授
か
ら
シ
ュ
テ
ル
ン
の
独
訳
で
ス
ピ

ノ
ザ
の
『
倫
理
学
』
の
演
習
を
う
け
、
さ
ら
に
卒
論
に
ス
ピ
ノ
ザ
を
か
い
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
渡
欧
の
お
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
文
献
を
す
こ
し
あ
つ
め
は
し
た
が
、
眼
前
の
し
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ご
と
に
追
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
文
献
を
よ
む
こ
と
な
く
時
は
経
過
し
た
。

著
者
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
二
月
九
日

─
ハ
ー
グ
を
出
発
す
る
わ
ず
か
の
時
間
を
ぬ
す
ん
で
、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
運フ

ラ
フ
ト河

通
り
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
家
」（「
ス
ピ
ノ

ザ
協
会
」）
の
前
に
た
た
ず
み
、
ま
た
そ
の
家
の
ま
え
に
あ
る
、
露
に
ぬ
れ
た
ま
ゝ
朝
日
を
あ
び
て
い
る
銅
像
を
な
が
め
た
。
こ
の
と
き
学
友
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た
銅
像
の

写
真
が
巻
頭
に
そ
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
内
容
は
、

─
総
叙

─
第
一
部

　
神
に
就
て

─
第
二
部

　
精
神
の
性
質
及
び
起
源
に
就
て

─
第
三
部

　
感
情
の
起
原
及
び
性
質
に
就
て

─
第
四
部

　
人

間
の
屈
従
或

あ
る
い

は
感
情
の
力
に
就
て

─
第
五
部

　
知
性
の
力
或
は
人
間
の
自
由
に
就
て

─
で
あ
る
。
執
筆
に
さ
い
し
て
は
、
な
る
べ
く
著
者
じ
し
ん
に
語
ら
し
め
る
こ
と

に
し
、
座
右
の
文
献
は
あ
ま
り
利
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
本
は
、
読
者
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
『
倫エ

テ
ィ
カ

理
学
』
を
紹
介
す
る
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

『
倫
理
学
』
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
著
述
中

ち
ゅ
う

最も
っ
とも

原
理
的
、
体
系
的
な
る
主
著
で
あ
つ
た
。
そ
の
分
量
に
於お

い

て
も
彼
の
著
述
中
『
神
学
政
治
論
』
が
少
し
く
こ
れ
に
ま
さ
る
の
み
で
あ

る
。
こ
の
書
の
計
画
は
既
に
一
六
六
二
年
か
ら
一
六
六
五
年
に
亙わ

た

つ
て
、
先
づ
三
部
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
書
か
れ
、
次
に
一
六
七
○
年
か
ら
一
六
七
五
年
に
亙
つ
て
現
存
せ
る
五

部
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
経
過
だ
け
か
ら
見
て
も
、
彼
が
こ
の
書
を
彼
の
生
涯
の
著
作
と
し
て
、
如い

何か

に
重
き
を
置
い
て
居
た
か
が
判わ

か

る
。

け
っ
き
ょ
く
こ
の
書
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
遺
著
と
し
て
世
に
出
た
の
は
、
か
れ
が
死
ん
だ
年
の
一
六
七
七
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
書
を
か
い
て
か
ら
二
年

余
の
歳
月
が
た
っ
て
い
た
。

桑
木
厳
翼
著
『
哲
学
及
哲
学
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
11
・
２
）
は
、
著
者
が
こ
の
十
数
年
の
あ
い
だ
に
書
い
た
論
文
ち
ゅ
う
、
い
く
ぶ
ん
か
学
術
的
研
究
の
意
義

を
有
す
る
も
の
を
編
ん
で
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
（「
序
」）。
こ
の
な
か
に
「
危
機
の
哲
学
と
ス
ピ
ノ
ザ
及
び
ロ
ッ
ク
」
と
題
す
る
章
節
が
入
っ
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
無
宇
宙
論
と
結
合
す
る
観
念
論
的
思
想
は
、
中
世
思
想
に
抵
抗
し
て
新
機
運
を
ひ
ら
こ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
気
分
態
度

の
う
え
に
お
い
て
、
自
然
科
学
的
没
価
値
観
を
有
し
、
そ
の
時
代
の
中
世
的
思
想
の
残
り
か
す
に
反
抗
し
た
点
に
お
い
て
、
か
れ
が
「
一
種
の
危
機
哲
学
を
説
い
た
も
の
と

称
す
る
を
得
る
」
と
い
う
。

斎
藤
晌
著
『
哲
学
概
論
』（
内
田
老
鶴
圃
、
昭
和
11
・
７
）
は
、
職
業
的
哲
学
者
を
対
象
と
せ
ず
、
一
般
読
者
の
た
め
に
筆
を
と
っ
た
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
十
七
の
論
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文
を
あ
つ
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
節
が
ひ
と
つ
の
表
題
の
も
と
に
、
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
読
物
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
ど
こ
か
ら
よ
ん
で
も
よ
い
と
い
う
。

同
書
の
「
第
三
章

　
世
界
問
題

　
一
五

　
無
我
の
自
覚
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
す
こ
し
出
て
く
る
。「
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
ホ
モ
・
コ
ギ
タ
ッ
ト
』」
の
章
節
が
そ
れ
で
あ

る
。
著
者
は
我わ

れ

と
は
い
っ
た
い
何
ん
で
あ
る
の
か
。
人ひ

と

は
我わ

れ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
デ
カ
ル
ト
を
研
究
し
て
、
そ
こ
か
ら
大
い
に
学

ぶ
と
こ
ろ
あ
り
、
あ
え
て
、
我わ

れ

お
も
う
ゆ
え
に
我わ

れ

あ
り
」
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
、h

ホ

モ

om
o c

コ
ギ
タ
ン
ト

ogitant

（
ひ
と
は
思
う
）
と
い
っ
た
公
理
を
立
て
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
一
つ
の
示
唆
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
う
。

「
我わ

れ

思お
も

ふ
」（cogito

）
の
「
我
」（ego

）
が
駆
逐
せ
ら
れ
、
客
観
的
な
「
人
」（hom

o

）
が
姿
を
現

あ
ら
わ

し
て
く
る
と
、「
わ
れ
思
ふ
」
が
「
人
は
思
ふ
」
の
一
契
機
と
し
て
止し

揚よ
う

せ

ら
れ
る
（
相
殺
す
る
）。
そ
し
て
我
々
の
一ひ

と
り人

例た
と

へ
ば
私
は
単
に
我
々
の
一
人
即す

な
わち

人
間
と
し
て
待
遇
せ
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
本
が
わ
り
と
評
判
が
よ
か
っ
た
た
め
に
、
改
訂
版
に
ち
か
い
『
哲
学
読
本
』（
内
田
老
鶴
圃
、
昭
和
13
・
４
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
同
書
の
「
第
三
篇

　
世

界
観
及
び
自
践
の
問
題

　
無
我
の
自
覚
」
に
、「
デ
カ
ル
ト
の
コ
ギ
ト
」
の
章
節
が
あ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
“
ホ
モ
・
コ
ギ
タ
ッ
ト
”
の
こ
と
が
再
び
出
て
く
る
。

『
京
城
帝
国
大
学
創
立
十
周
年

　
記
念
論
文
集

　
哲
学
篇
』（
京
城
帝
国
大
学
文
学
会
論
纂

　
第
四
号
、
昭
和
11
・
11
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
直
観
知
の
問
題
」

（
安
倍
能
成
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
直
観
知
が
い
か
な
る
性
質
の
も
の
か
。
ま
た
そ
れ
と
他
の
認
識
階
段
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
ス
ピ
ノ

ザ
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
論
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
考
究
を
試
み
た
と
い
う
。

樺か
ん
ば　

俊
雄
著
『
哲
学
史
提
要
』（
同
文
館
、
昭
和
11
・
12
）
は
、
一
般
む
き
に
西
洋
哲
学
の
歴
史
を
か
い
た
も
の
と
い
う
。「
第
四
編

　
近
世
哲
学
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章

節
が
あ
る
（
一
八
○
～
一
八
六
頁
）。
ス
ピ
ノ
ザ
の
簡
単
な
生
い
た
ち
に
は
じ
ま
り
、
か
れ
の
主
な
る
述
作
に
つ
い
て
説
き
、
さ
ら
に
そ
の
精
神
的
活
動
の
特
徴
な
ど
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
。

篁た
か
む
ら　

実
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
12
・
２
）
は
、
専
門
的
な
ス
ピ
ノ
ザ
の
研
究
書
の
印
象
を
あ
た
え
る
。
同
書
は
版
元
の
「
西
哲
叢
書
」
の
一
冊
で
あ
る
。

内
容
は

─
第
一
部

　
ス
ピ
ノ
ザ
伝

─
第
二
部

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説

─
第
三
部

　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の W

ahrheit

─
附
註

　
索
引

─
か
ら
な
る
。
本
書
は
け
っ
し

て
平
易
な
読
物
で
は
な
く
、
中
味
も
む
ず
か
し
い
。
著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
生
前
、
没
後
に
お
い
て
、
無
知
と
狂
信
と
に
よ
り
、“
死
せ
る
犬
”
と
し
て
迫
害
さ
れ
、

か
つ
恥
ず
か
し
め
ら
れ
た
の
は
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
か
れ
が
無
神
論
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
た
の
は
、

─
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神
を
単
に
自
然
科
学
的
自
然
と
同
一
視
し
た
る
が
故
に
無
神
論
者
で
あ
り
、
又
不
敬
の
徒
と
し
て
遇
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
等
と
考
へ
る
の
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
弁
的
精
神
を
解
す

る
こ
と
浅
い
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（
二
八
○
頁
）。

と
い
う
。

桑
木
厳
翼
著
『
プ
ラ
ト
ン
講
話
』（
春
秋
社
、
昭
和
13
・
４
）
は
、
著
者
が
こ
こ
数
年
の
あ
い
だ
に
お
こ
な
っ
た
ラ
ジ
オ
講
演
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
「
附

録
」
に
、「『
エ
テ
ィ
カ
』
解
説
覚
書
」
が
収
め
て
あ
る
（
一
二
三
～
一
四
一
頁
）。
こ
れ
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
九
日

─
三
○
分
間
、「
ラ
ジ
オ
名
著
解
説
放

送
」
の
さ
い
に
用
い
た
草
稿
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
文
字
ど
お
り
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
『
エ
テ
ィ
カ
』（
遺
稿
）

─
哲
学
、
心
理
学
、
宗
教
な
ど
に
わ
た
る

─
哲
学
大
系
を
一
般
聴
衆
に
わ
か
り
や
す
く
説
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
無
味
乾
燥
な
幾
何
学
的
論
理
的
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
熟
読
翫
味
す
れ
ば
、
つ
ね
に
興
味
し
ん
し
ん
た
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
を
み
る
と
い
う
。

広
島
文
理
科
大
学
教
授
・
稲
富
栄
治
郎
が
著
わ
し
た
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学

─
神
の
認
識
の
問
題
を
中
心
と
し
て
』（
理
想
社
出
版
部
、
昭
和
14
・
１
）
の
初
版
は
、
昭

和
五
年
（
一
九
三
○
）
と
い
う
。
今
回
初
版
に
若
干
の
改
訂
を
く
わ
え
、
巻
末
に
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
」（
二
二
五
～
二
八
二
頁
）
を
附
加
し
た
と
い
う
（「
新
版
の
序
」）。

こ
の
稿
の
筆
者
が
所
属
す
る
も
の
は
、
こ
の
新
版
で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
母
体
に
な
っ
た
も
の
は
、
東
北
帝
大
の
学
士
論
文
で
あ
っ
た
。

本
書
の
内
容
は

─
一

　
序
論

　
二

　
属
性
に
関
す
る
種
々
の
解
釈

─
思
性
の
優
位

─
四

　
認
識
の
意
味

─
五

　
実
体

─
六

　
延
長
の
意
味
と
平
行
論

─
七

　
認
識
の
三
段
階

─
八

　
弁
証
法
と
方
法
論

─
九

　
直
観
知

─
一
○

　
結
論

─
註

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯

─
か
ら
な
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
独
断
論
（
理
論
的
根
拠
の
な
い
仮
定
的
主
張
）
を
な
し
た
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
か
れ
は
哲
学
史
上
の
一
頁
に
葬
り
さ
ら
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
、
と
い

っ
た
考
え
も
な
り
た
つ
が
、
著
者
は
、「
万ば

ん

有ゆ
う

を
静せ

い

観か
ん

し
つ
ゝ
悠ゆ

う

々ゆ
う

思
索
の
境

き
ょ
う

涯が
い

に
遊あ

そ

ん
だ
ス
ピ
ノ
ザ
に
」、
哲
学
す
る
者
の
理
想
郷
を
み
い
だ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
本
文
の
文
章
は
、
概
し
て
重
苦
し
い
も
の
で
あ
る
が
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
」
は
平
易
に
か
か
れ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
く
読
め
る
も
の
で
あ
る
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
五
四
巻
・
第
六
三
二
号
、
昭
和
14
・
10
）
の
「C

onatus 

の
概
念
と
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
」（
桂
壽
一
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
で
い
う
と
こ
ろ
の 

C

コ
ナ
ト
ウ
ス

onatus

（
ラ
テ
ン
語

─
自
己
保
存
の
努
力
の
意
）
の
意
味
内
容
と
、
か
れ
の
哲
学
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
“
自
存
力
”
の
概
念
そ
の
も
の
の
出
発
点
は
、

自
然
主
義
（
自
然
を
唯
一
の
実
在
と
し
て
、
こ
れ
を
科
学
的
方
法
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
）
の
裡う

ら

に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
と
い
う
。
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ウ
ィ
ル
・
デ
ュ
ラ
ン
ト

陶
山
務
訳

　
　
　
　

『
哲
学
夜
話
』（
第
一
書
房
、
昭
和
15
・
５
）
は
、
西
洋
哲
学
史
上
の
古
今
の
著
名
な
哲
学
者

―
た
と
え
ば
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ベ
ー
コ

ン
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ニ
ィ
チ
ェ
な
ど
を
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
で
あ

る
（
一
〇
五
～
一
五
一
頁
）。
同
書
は
ア
メ
リ
カ
で
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
も
の
で
、
哲
学
を
大
衆
の
も
の
に
す
べ
く
、
平
易
に
か
か
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
項
目
は

―
Ⅰ

　
歴
史
と
伝
記

―
ス
ピ
ノ
ザ
の
教
育

―
破
門

―
隠
退
と
死

―
Ⅱ

　
宗
教
と
国
家
と
に
関
す
る
論
文

―
Ⅲ

　
知
性
改
善
論

―
Ⅳ

　
倫
理
学

―
Ⅴ

　
政
治
論

―
Ⅵ

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
影
響

―
か
ら
な
る
。

著
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
そ
の
哲
学
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
学
齢
期
に
達
す
る
と
、
聖
書
の
研
究
か
ら
ユ
ダ
ヤ
の
法
律
、
神
秘
哲
学
な
ど
を
学
び
、
や
が
て
旧
約
聖
書
の
矛
盾
や
で
た
ら
め
さ
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

神
も
肉
体
や
物
質
の
世
界
を
も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
霊
魂
は
単
な
る
生
命
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
旧
約
聖
書
は
、
不
死
に
つ
い
て
何
も
説
い
て
い
な
い
。
か
れ
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
友
人
に
も
ら
し
た
た
め
に
、
や
が
て
破
門
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
命
が
み
じ
か
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
生
存
中
に
出
版
し
な
か
っ
た
述
作
の
原
稿
が
、
死
後
に
う
し
な
わ
れ
た
り
、
損
じ
た
り
す
る
こ
と
を
怖
れ
、
そ
れ

を
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
の
な
か
に
し
ま
い
カ
ギ
を
か
け
た
。
そ
し
て
そ
の
カ
ギ
を
家
主
に
あ
ず
け
、
さ
い
ご
の
と
き
が
き
た
ら
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
出
版
者
ヤ
ン
・
リ
ュ
ー

ウ
エ
ル
ツ
に
そ
れ
を
わ
た
す
よ
う
に
た
の
ん
で
お
い
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
に
と
っ
て
、
知
識
だ
け
が
力
で
あ
り
、
自
由
で
あ
る
。
永
遠
な
る
し
あ
わ
せ
と
は
、
知
識
の
追
求
で
あ
り
、
理
解
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。
哲
学
者
は
、
人
間
で

あ
る
と
同
時
に
市
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ひ
と
は
実
生
活
を
ど
う
生
き
た
ら
よ
い
の
か
。

一
　
民
衆
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
語
る
こ
と
。
か
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
目
的
を
阻
害
し
な
い
か
ぎ
り
、
か
れ
ら
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
。

二
　
健
康
を
た
も
つ
に
必
要
な
娯
楽
だ
け
を
た
の
し
む
こ
と
。

三
　
必
要
な
金
だ
け
を
求
め
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
生
活
と
健
康
の
保
持
に
と
っ
て
必
要
な
金
だ
け
を
も
と
め
る
こ
と
。

（「
知
性
改
善
論
」）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

著
者
に
よ
る
と
、
い
ま
の
学
生
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
ば
使
い
に
ま
ご
つ
く
だ
ろ
う
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
か
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
独
特
な
こ
と
ば
を
使
っ
た
。
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「
実
在
」
と
か
「
本
質
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ

「
実
体
」
を
用
い
た
。

「
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
」

「
完
全
な
」
を
用
い
た
。

「
目
的
」

「
理
想
」
を
用
い
た
。

「
主
観
的
に
」

「
客
観
的
に
」
を
用
い
た
。

「
客
観
的
に
」

「
形
式
的
に
」
を
用
い
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
、
よ
む
べ
き
も
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
研
究
す
べ
き
も
の

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
。
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
後
世
へ
の
影
響
と
は
な
に
か
。

屍
体
を
ム
チ
で
打
つ
よ
う
に
、
ひ
と
は
ス
ピ
ノ
ザ
を
語
る
の
に
“
死
せ
る
犬
”
に
つ
い
て
語
る
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
た
の
は
、
レ
ッ
シ
ン
グ
（
一
七
二
九
～
八
一
、

ド
イ
ツ
の
劇
作
家
・
評
論
家
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
哲
学
者
ヤ
コ
ー
ビ
（
一
七
四
三
～
一
八
一
九
）
と
の
対
話
に
お
い
て
、
じ
ぶ
ん
が
ス
ピ
ノ
ザ
学
徒
で
あ
っ
た
と
い
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
を
識
っ
た
の
は
文
豪
ゲ
ー
テ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
も
ス
ピ
ノ
ザ
に
注
目
し
、
独
自
の
汎
神
論
を
把
握
し
た
。

ス
ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳
『
国
家
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
15
・
12
）
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
ご
ろ
、
岩
波
書
店
か
ら
の
勧
め
に
よ
り
訳
業
に
手
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

未
完
の
ま
ま
に
お
わ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
前
に
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
死
後
の
出
版
の
『
遺
稿
集
』
の
な
か
の
一
篇
と
し
て
世
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は

─
自
然

権

─
国
家
の
権
利
と
目
的

─
君
主
国
家

─
貴
族
国
家

─
民
主
国
家
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。

九く

鬼き

周
し
ゅ
う

造ぞ
う

著
『
西
洋
近
世
哲
学
史
稿

　
上
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
19
・
11
）
は
、
京
都
帝
大
文
学
部
哲
学
科
に
お
け
る
講
義
用
の
草
稿
を
没
後
に
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
書
の
「
第
二
部

　
カ
ン
ト
以
前
」
に
、「
バ
ル
フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
」
の
章
節
が
あ
る
（
一
五
七
～
一
八
○
頁
）。
お
そ
ら
く
諸
書
の
記
事
を
て
き
ぎ
抜
き
と
り
、
そ
れ
ら

を
は
ぎ
合
わ
せ
て
草
案
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（『
九
鬼
周
造
文
庫
目
録
』（
甲
南
大
学
哲
学
研
究
室
、
昭
和
51
・
２
）
か
ら
推
定
）。

内
容
は

─
Ⅰ
・
形
而
上
学

─
Ⅱ
・
人
間
学

─
Ⅲ
・
実
践
哲
学

─
の
三
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
形
而
上
学
の
項
で
は
、
実
体
・
属
性
・
様
態
な
ど
に
つ
い
て
説
か
れ
、

人
間
学
の
項
で
は
、
認
識
・
感
情
論
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
、
実
践
哲
学
の
項
で
は
、
完
全
性
と
実
在
性
と
能
動
性
は
、
同
一
の
も
の
と
み
ら
れ
る
と
の
べ
て
い
る
。

さ
い
ご
に
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
特
色
に
ふ
れ
て
い
る
。
一ひ

と

言こ
と

で
い
え
ば
、

─
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合
理
主
義
（R

ationalism
us

）

汎
神
論
（Pantheism

us

）

同
一
哲
学
（Identitätsphilosophie

─
精
神
物
体
は
同
一
物
で
あ
る
）

徹
底
的
機
械
論
（M

echanism
us

─
決
定
論
）

で
あ
る
と
い
う
（
一
七
九
頁
）。

［
昭
和
期

─
後
期
（
戦
後
）］

わ
が
国
は
、
連
合
国
相
手
の
無
謀
な
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
に
突
入
し
た
た
め
に
、
や
が
て
泥
に
ま
み
れ
、
火
に
焼
か
れ
る
苦
し
み
を
味
わ
い
、
あ
げ
く
の
果
て
に
無
条

件
降
伏
し
た
。
さ
ん
た
ん
た
る
敗
北
を
喫
し
た
日
本
は
、
興
亡
の
岐
路
に
あ
っ
た
。
国
土
は
ど
こ
も
焼
跡
だ
ら
け
、
国
民
生
活
は
貧
乏
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。
国
家
再
建
は

連
合
国
の
指
導
の
も
と
に
着
々
と
す
す
め
ら
れ
る
一
方
で
、
出
版
面
の
立
直
り
は
早
か
っ
た
。
民
主
主
義
国
家
の
標
榜
の
も
と
に
、
雨
後
の
た
け
の
こ
の
よ
う
に
お
び
た
だ

し
い
数
の
雑
誌
や
訳
本
が
発
刊
し
、
同
時
に
旧
著
や
新
書
や
訳
本
が
刊
行
さ
れ
た
。

終
戦
後
の
混
乱
期
の
さ
な
か
に
、
東
京
文
理
科
大
学
哲
学
会
の
機
関
誌
『
哲
学
論
叢

　
第
10
輯
』（
河
出
書
房
、
昭
和
20
・
10
）
は
、
ア
ン
ナ
・
ツ
マ
ル
キ
ン

新
福
敬
二
訳

　
　
　
　
『
ス
ピ
ノ
ザ
』
を

掲
載
し
た
（
一
七
一
～
一
九
二
頁
）。
本
稿
は
主
と
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
エ
テ
ィ
カ
』
を
中
心
と
し
て
、
実
体
・
属
性
・
様
態
な
ど
に
つ
い
て
の
諸
概
念
に
つ
い
て
の
べ
た

も
の
で
あ
る
。

ま
た
終
戦
の
翌
年
、
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
著

宮
本
正
清
訳

　
　
　
『
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
と
ス
ピ
ノ
ー
ザ
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
21
・
９
）
が
あ
る
。
こ
の
小
冊

に
収
め
ら
れ
た
二
篇
は
、
伝
記
で
も
な
け
れ
ば
研
究
で
も
な
い
と
い
う
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
（
一
八
六
六
～
一
九
四
四
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
・
思
想
家
）
が
古
典
の
明
星
た

ち
に
献
げ
た
讃
歌
と
て
も
い
え
る
も
の
と
い
う
（「
序
」）。

低
本
は E

m
pédocle d

’

A
grigente, I'E

clair de Spinoza, E
dition du Sablier, Paris, 1931 

で
あ
る
。

「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
閃せ

ん

光こ
う

」（
六
七
～
八
五
頁
）
に
お
い
て
、
著
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
焔

ほ
の
お

の
こ
と
ば
に
つ
い
て
語
る
に
と
ど
め
よ
う
、
と
い
っ
て
い
る
。
著
者
が
リ
セ
の
ル
イ
ル

グ
ラ
ン
校
の
哲
学
級
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
オ
デ
オ
ン
座
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
書
店
で
エ
ミ
ー
ル
・
セ
エ
セ
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
集
』（
シ
ャ
パ
ン
テ
ィ
版
三
冊
、
一
八
七
二
年
）
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は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
実
体
・
属
性
・
様
態
の
三
つ
の
概
念
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

さ
ら
に
研
究
書
と
し
て
、
終
戦
の
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
高
坂
正ま

さ

顕あ
き

著
『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
』（
玄
林
書
房
、
昭
和
22
・
10
）
で
あ
る
。
同
書
（
全
一
五
七

頁
）
は
、
京
大
に
お
け
る
講
義
の
草
稿
に
多
少
の
補
訂
を
く
わ
え
た
も
の
と
い
う
。
哲
学
の
専
門
家
に
し
め
す
た
め
に
書
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
し
か
し
、
ス
ピ
ノ

ー
ザ
の
概
略
を
知
る
う
え
に
、
一
般
の
人
々
に
は
多
少
の
手
引
に
な
る
で
あ
ろ
う
」（「
序
」）
と
の
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
一
般
む
き
の
ス
ピ
ノ
ザ
入
門
書
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
好
書
で
あ
る
。

内
容
は
大
き
く
わ
け
て

─
序
論
（
ス
ピ
ノ
ザ
の
性
格
と
生
涯
）

─
本
論

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
問
題
と
そ
の
発
展

─
神
に
つ
い
て

─
属
性
に
つ
い
て

─
様
態
に
つ

い
て

─
精
神
に
つ
い
て

─
ス
ピ
ノ
ザ
と
そ
の
影
響
か
ら
な
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
中
心
問
題
は
何
か
と
い
う
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
。

第
一
は
神
に
つ
い
て
。
第
二
は
精
神
に
つ
い
て
。

第
三
は
道
徳
さ
ら
に
解
脱
に
つ
い
て
。

ス
ピ
ノ
ザ
が
、
い
ま
の
わ
れ
わ
れ
に
い
か
な
る
示
唆
を
あ
た
え
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
著
者
は
こ
う
答
え
て
い
る
。

を
求
め
た
。
か
れ
は
こ
の
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
の
な
か
に
、
じ
ぶ
ん
の
隠
れ
家
を
み
つ
け
た
。

外
は
ミ
シ
ュ
レ
街
。
人
通
り
な
く
、
北
風
が
吹
い
て
い
る
。
時
候
は
冬
。
空
は
灰
色
で
あ

る
。
午
後
四
時
。
ロ
ラ
ン
は
か
べ
ぎ
わ
の
机
に
む
か
い
、
寒
さ
に
ち
ぢ
こ
ま
り
な
が
ら
、
ス

ピ
ノ
ザ
の
本
（
第
一
巻
）
を
よ
ん
で
い
る
。
最
初
の
一
ペ
ー
ジ
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
。
四

つ
の
定
義
と
「
エ
テ
ィ
カ
」
の
火
打
ち
石
が
、
い
く
つ
か
の
火
を
出
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
…
…
。

戦
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
『
哲
学
評
論
』（
第
二
巻
・
第
４
号
、
昭
和
22
・
９
）
の
小

論
「
古
典
解
説
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
エ
チ
カ
』」（
渡
辺
義
晴
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
「
エ
テ
ィ

カ
」
を
中
心
に
、
か
れ
の
思
想
を
大
づ
か
み
に
紹
介
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
紹
介
者

戦後初のスピノザ研究―高坂正顕著『スピノ
ザの哲学』（昭和22・10）。
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私
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
「
生せ

い

を
思お

も

ひ
、
死し

を
思お

も

は
ず
」
が
、
再
び
絶
望
の
底
か
ら
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
思
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
代
つ
て
、
再
び

ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ら
う
（
一
五
七
頁
）。

帆
足
理
一
郎
は
、
さ
き
に
平
明
を
む
ね
と
す
る
『
哲
学
概
論
』（
洛
陽
堂
、
大
正
10
・
３
）
と
い
っ
た
哲
学
入
門
書
を
著
わ
し
た
。
が
、
戦
後
、
こ
ん
ど
は
簡
明
を
む
ね

と
す
る
“
文
化
思
想
史
”
的
な
『
西
洋
哲
学
史
』（
野
口
書
店
、
昭
和
23
・
８
）
を
刊
行
し
た
。
同
書
の
「
第
三
篇

　
近
代
哲
学
」
の
「
第
二
章

　
唯
理
論

　
第
二
節
」
に
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
が
あ
る
（
一
九
四
～
二
○
六
頁
）。

こ
の
な
か
で
著
者
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
た
ち
、
哲
学
の
方
法
と
目
的
、
一
元
論
や
汎
神
論
、
実
体
論
、
属
性
論
、
様
相
論
、
霊
魂
論
、
認
識
論
、
智
能
と
意
志
、
倫
理

お
よ
び
宗
教
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

ゲ
プ
ハ
ル
ト
著

豊
川
昇
訳

　
　
『
ス
ピ
ノ
ザ
概
説
』（
創
元
社
、
昭
和
23
・
10
）
は
、
ド
イ
ツ
の
著
名
な
ス
ピ
ノ
ザ
学
者
カ
ー
ル
・
ゲ
プ
ハ
ル
ト
（
一
八
八
一
～
一
九
三
四
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
で
法
学
を
学
ん
だ
。
博
士
論
文
は
『「
知
性
改
善
論
」
の
研
究
』［
一
九
○
五
年
］。
ス
ピ
ノ
ザ
に
関
す
る
論
著
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
語
版
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
を
編
ん
だ
）

が
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
ス
ピ
ノ
ザ
生
誕
三
百
年
記
念
の
た
め
に
執
筆
し
た Spinoza

（1932

）
を
ド
イ
ツ
語
か
ら
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
（
全
二
一
三
頁
）
の
内
容
は

─
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
伝
で
あ
り
、
第
五
章
は
ス
ピ
ノ
ザ
説
の
歴
史
的
地
位
、
第
六
章
は
ス
ピ
ノ
ザ
説
の
四

カール・ゲプハルトの『スピノザ』（昭
和23・10）の訳本。下はその原書。

カール・ゲプハルトの『スピノザ』（1932）
の原本。
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等
式
、
第
七
章
は
ス
ピ
ノ
ザ
語
録
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
著
者
の
遺
著
と
な
っ
た
も
の
で
、
訳
者
に
よ
る
と
「
短
い
紙
幅
に
盛
っ
た
好
箇
の
ス
ピ
ノ
ザ
入
門
で
あ
る
」
と

い
う
（「
訳
者
序
」）。
筆
者
も
訳
者
と
お
な
じ
よ
う
に
感
じ
る
し
、
好
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
初
版
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月

─
『
改
造
文
庫
』
の
な
か
に

入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
創
元
社
の
「
哲
学
叢
書
」
の
一
冊
と
す
る
に
あ
た
り
、
訳
文
に
多
少
手
を
入
れ
、
訳
註
を
く
わ
し
く
、
新
た
に
主
要
文
献
目
録
と
索
引
を
そ

え
、
読
者
に
便
宜
を
そ
え
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
六
三
巻
・
第
七
○
一
号
、
昭
和
23
・
11
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
お
け
る
情
念
の
問
題
」（
竹
内
良
知
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
“
情
念
”a

ア
フ
ェ
ク
ト
ウ
ス

ffectus

（
論
者
に
し
た
が
え
ば
、
人
間
の
根
源
的
な
存
在
規
定
と
し
て
の
気シ

ュ
テ
ィ
ン
ム
ン
グ

分
ほ
ど
の
意
と
い
う
）
の
思
想
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
長
編
論
文
（
二
一
～
四
七
頁
）
で
あ
る
。

戸
頃
重
基
著
『
宗
教
と
唯
物
弁
証
法
』（
白
揚
社
、
昭
和
23
・
11
）
の
「
第
七
章

　
仏
教
汎
神
論
と
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
汎
神
論
の
後
景
、

神
即

す
な
わ
ち

自
然
、
仏
教
に
お
け
る
決
定
論
、
汎
神
論
と
汎
心
論
の
対
照
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
“
神か

み

人に
ん

間げ
ん

性せ
い

同ど
う

形け
い

説せ
つ

”
を
否
定
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
神
に
人
格
の
概
念
が
な
い
と
い
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
救
済
を
目
的
と
す
る
仏
教
の
汎
神
論
は
、
応お

う

身じ
ん

の
思
想
（
衆

し
ゅ
う

生せ
い

［
す
べ
て
の
生
命
あ
る
も
の
］
を
救
う
た
め
に
、
姿
を
か
え
て
現
わ
れ
る
仏

ほ
と
け

）
を
生
ん
だ
の
で
あ
る

（
二
九
四
頁
）。

も
っ
と
も
古
い
ス
ピ
ノ
ザ
伝
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
ル
ー
カ
ス
と
コ
レ
ル
ス
の
も
の
が
あ
る
。

ジ
ャ
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ル
ー
カ
ス
…
…�

一
六
三
六
年
か
一
六
四
六
年
に
、
出
版
業
者
の
子
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ア
ン
で
生
ま
れ
た
。
出
版
を
な
り
わ
い
と
し
、

一
六
九
七
年
に
ハ
ー
グ
で
死
去
。
コ
レ
ル
ス
の
ス
ピ
ノ
ザ
伝
に
お
く
れ
る
こ
と
十
四
年

─
一
七
一
九
年
に
ス
ピ
ノ
ザ
伝

を
ま
ず
『
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
リ
テ
レ
ー
ル
』
誌
（
第
五
巻
）
に
発
表
し
、
つ
い
で
単
行
本
と
し
て
『
ベ
ノ
ワ
・
ド
・
ス
ピ
ノ

ザ
氏
の
人
生
と
精
神
』
を
刊
行
し
た
。
が
、
匿
名
で
あ
り
、
出
版
社
名
も
刊
行
さ
れ
た
場
所
も
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ヨ
ハ
ン
・
コ
レ
ル
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

一
六
四
七
年
に
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
生
ま
れ
た
。
一
六
七
九
年
ル
ー
テ
ル
教
会
の
牧
師
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
に
や
っ
て
き
た
。
一
六
九
三
年
、
ハ
ー
グ
の
教
会
に
移
り
、
一
七
○
七
年
に
死
去
。
一
六
七
○
年
か
ら
翌
七
一
年
に
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か
け
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
滞
在
し
た
ス
テ
ィ
レ
フ
ェ
ア
カ
ー
デ
の
下
宿
家
に
い
た
。
一
七
○
五
年

─
ス
ピ
ノ
ザ
が
亡
く
な

っ
て
二
十
八
年
後
、『
ス
ピ
ノ
ザ
伝
』
を
発
表
。
翌
年
、
仏
訳
が
出
、
さ
ら
に
英
訳
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
三
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
も
、『
ス
ピ
ノ
ザ
伝
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

�

注
・A

. W
olf 

編 T
he O

ldest B
iography of Spinoza, G

eorge A
llen &

 U
nw

in Ltd, London, 1927 

を
参
照
。

ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

山
元
一
郎
訳
編

　

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
弘
文
堂
、
昭
和
24
・
６
）
は
、
ア
テ
ネ
文
庫
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
訳
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
Ｊ
・
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
が

編
ん
だ
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
活
史
』（J. Freudenthal: D

ie Lebensgeschichte Spinoza

’s, V
erlag von V

eit &
 C

om
p, Leipzig, 1899

）
か
ら
、
ル
ー
カ
ス
と
コ
レ
ル
ス

の
ス
ピ
ノ
ザ
伝
を
抜
き
と
っ
て
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
全
訳
、
後
者
は
抄
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
伝
記
は
、
そ
の
信
ぴ
ょ
う
性
の
あ
る
、
な
し

を
別
に
し
て
も
、
ス
ピ
ノ
ザ
伝
の
根
本
資
料
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
小
冊
子
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

─

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
氏
の
生
涯
と
精
神
（
ル
カ
ス
）

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
伝

　
抄
（
コ
レ
ル
ス
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
好
書
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
代
の
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
の
論
述
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
が
、
渡
辺
義
晴
著
『
資
本
主
義
黎
明
期

の
哲
学

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想
』（
刀
江
書
院
、
昭
和
25
・
９
）
は
好
書
で
あ
る
。
著
者
は
、
ス
ピ
ノ

ザ
の
哲
学
的
思
索
に
内
容
を
あ
た
え
て
い
る
、
当
時
の
社
会
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲

学
を
歴
史
的
、
客
観
的
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

つ
い
で
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想
ま
た
は
社
会
哲
学
を
考
え
て
み
る
と
、
か
れ
の
哲
学
一
般
を
理
解
す
る
の

に
有
益
で
な
い
か
と
お
も
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
執
筆
し
た
の
が
こ
の
書
物
で
あ
る
。
大
き
く

分
け
て
、
内
容
は

─
序
論

　
ス
ピ
ノ
ザ
へ
の
道

　
哲
学
の
正
し
い
つ
か
み
方

─
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ

スピノザ伝をかいたジャン・マクスミ
リ ア ン・ ル ー カ ス。A.Wolf の The 
Oldest Biography of Spinoza （1927） より。
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30
・
？
）
は
、
大
学
に
お
け
る
哲
学
講
義
の
稿
本
を
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
第
三
章

　
一
元
論
的
考
察
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
す
こ
し
出
て
く
る
。
著
者
は
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
を
“
屋
根
裏
の
哲
学
者
”
と
よ
ん
で
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
デ
カ
ル
ト
が
物
的
、
心
的
の
二
元
的
な
本
体
（
現
象
界
の
う
し
ろ
に
あ
っ
て
、

思
惟
［
思
考
］
に
よ
っ
て
の
み
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
実
体
）
を
う
ち
た
て
た
の
を
否
定
し
、
本
体
は
唯
一
無
二
の
絶
対
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
と
い
う
。

彼
は
此こ

の

絶
対
を
神
と
呼
ん
で
居
る
。
已す

で

に
神
と
云
ふ
名
を
つ
け
る
以
上
は

　
矢
張
り
精
神
的
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
自み

づ
か
ら
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

共
和
国
の
政
治
経
済
的
性
格

─
哲
学
者
ス
ピ
ノ
ザ
の
評
伝

─
「
神
学
政
治
論
」
を
中
心
と

し
て
み
た
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
国
家
観

─
ス
ピ
ノ
ザ
社
会
思
想
の
歴
史
的
理
論
的
評
価
の
諸
問

題

─
か
ら
な
る
。

著
者
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
た
結
果
、
か
れ
が
十
七
世
紀
の
オ
ラ

ン
ダ
に
お
け
る
進
歩
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
（
有
産
階
級
的
理
論
家
）
で
あ
っ
た

と
い
う
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
小
さ
い
研
究
で
は
、
概
略
的
な
見
取
図
を
え
が
い
た
に

す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
理
想
』（
第
二
五
五
号
、
昭
和
29
・
８
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
」［
西
洋
古
典
解
説
］（
高
峯
一

愚
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
著
作
に
つ
い
て
、
一
般
む
け
に
や
さ
し
く
解
説
し
た
も
の
で
あ

る
。ス

ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳
『
神
・
人
間
及
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
30
・
１
）

は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
二
十
七
、
八
歳
ご
ろ
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
れ
の
思
想
発
展
の
経
路
を

た
ど
る
う
え
で
不
可
欠
の
書
と
い
う
。
原
文
が
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
古
文
で
あ
る
が
、
訳

者
は
ド
イ
ツ
語
訳
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
版
『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
』
第
一
巻
ち
ゅ
う
の
同
書
）
か
ら

反
訳
し
た
と
い
う
。

和
洋
女
子
大
学
教
授
・
大
田
黒
作
次
郎
述
『
哲
学
大
観
』（
非
売
品
、
出
版
社
不
詳
、
昭
和
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桂
壽
一
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
31
・
３
）
は
、
東
大
文
学
部
に
お
け
る
講
義
の
手
控
え
を
も
と
に
一
書
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
は
歴

史
的
な
ス
ピ
ノ
ザ
の
叙
述
や
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学モ

ノ
グ
ラ
フ
ィ

術
論
文
と
し
て
か
れ
の
哲
学
の
諸
問
題
を
公
平
に
取
り
あ
つ
か
う
こ
と
に
努
め
、
そ
の
思
想
を
位
置
づ
け
、
か
つ
ス

ピ
ノ
ザ
を
哲
学
す
る
こ
と
の
一
つ
の
問
題
を
み
い
だ
そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は

─
序
説
（
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
性
格
、
運
命
、
先
駆
思
想
の
問
題
、
ス
ピ
ノ
ザ
と
デ
カ
ル
ト
）

─
「
短
論
文
」
に
つ
い
て

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
方
法

─
神

と
属
性

─
無
限
様
態

─
個
物
の
世
界

─
精
神
と
認
識

─
感
情
と
人
間
生
活

─
政
治
思
想

─
道
徳
の
問
題

─
結
語

─
か
ら
な
る
。

畠
中
尚
志
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
往
復
書
簡
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
33
・
12
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
友
人
や
知
己
十
九
人
と
か
わ
し
た
す
べ
て
の
手
紙
（
計
八
四
通
）
を
収
録
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
同
じ
訳
者
に
よ
る
『
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
原
理

　
附

　
形
而
上
学
的
思
想
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
34
・
９
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ス
ピ
ノ
ザ

が
一
六
六
○
年
か
ら
六
三
年
に
か
け
て
、
ラ
イ
デ
ン
郊
外
の
村

─
レ
イ
ン
ス
ブ
ル
フ
に
い
た
と
き
に
、「
短
論
文
」「
知
性
改
善
論
」
に
つ
い
で
ま
と
め
た
第
三
作
に
あ
た

る
（「
解
説
」）。

岩
下
壮そ

う

一い
ち

（
一
八
八
七
～
一
九
四
〇
、
大
正
・
昭
和
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
）
に
よ
る
と
、
汎
神
論
者
は
、
自
我
す
な
わ
ち
神
で
あ
る
、
絶
対
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い

る
と
い
う
。
か
れ
の
み
る
と
こ
ろ
、
人
間
の
口
か
ら
出
る
こ
と
ば
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
悲
惨
、
こ
れ
ほ
ど
こ
っ
け
い
な
こ
と
ば
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
し
ば
し
ば
宗

教
を
も
て
あ
そ
び
、
あ
ま
つ
さ
え
そ
の
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
高
慢
で
卑
怯
な
態
度
を
持
し
て
い
る
と
い
う
。

著
者
は
『
神
学
入
門

　
１
』（
中
央
出
版
社
、
昭
和
36
・
12
）
の
な
か
で
い
っ
て
い
る
。

専
門
学
校
の
哲
学
概
論
の
講
義
で
さ
え
、
修
了
し
な
い
う
ち
か
ら
、
臆
面
も
な
く
わ
か
り
も
し
な
い
ス
ピ
ノ
ザ
と
か
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
か
ふ
り
回
す
こ
の
種
の
青
年
が
今
の
世
に
多

い
こ
と
は
実
に
唾だ

棄き

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

渡
辺
義
雄
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
生
涯
と
精
神
』（
理
想
社
、
昭
和
37
・
12
）
は
、
い
ま
に
伝
わ
る
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
哲
学
を
知
る
も
っ
と
も
古
い
伝
記
資
料
を
反
訳
し

た
も
の
で
あ
る
。
ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス
以
外
に
ヤ
ー
リ
フ
・
イ
ェ
レ
ス
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
」、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
コ
ル
ト
ホ
ル
ト
の
「
三
人
の
欺
瞞
者
論

　
序
文
」、

ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
の
「
批
判
的
歴
史
事
典
よ
り
」
そ
の
他
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
底
本
は .Freudental 
が
編
ん
だ D

ie Lebensgeschichte Spinoza

’s, V
erlag von 
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veit&
C

om
p, Leipzig, 1899 

で
あ
る
。

『
哲
学
』（
第
一
四
号
、
日
本
哲
学
会
編
、
昭
和
39
・
３
）
に
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
直
観
知
思
想
の
発
展
に
つ
い
て
」（
工
藤
喜
作
）
と
「
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
自
由
と
自
己
認

識
」（
斎
藤
博
）
の
論
文
二
篇
が
の
っ
て
い
る
。
前
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
神
の
認
識
（「
直
観
知
」）
の
発
展
を
な
が
め
、
後
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
自
由
の
問
題

（
自
己
自
身
と
神
の
認
識
）
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
理
想
』（
第
三
七
八
号
、
昭
和
39
・
11
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
短
論
文
』
に
つ
い
て
」（
清
水
礼
子
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
も
っ
と
も
初
期
の
著
述
『
短
論
文
』
と
後
年
の

作
品
『
知
性
改
善
論
』
や
『
エ
テ
ィ
カ
』
と
を
比
べ
た
と
き
に
み
ら
れ
る
異
質
の
哲
学
態
度
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
倫
理
学
（
エ
テ
ィ
カ
）
他
』（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
41
・
11
）
は
、
河
出
書
房
新
社
の
「
世
界
の
大
思
想

　
９
」
に
あ
た
る
。
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
没

後
に
刊
行
さ
れ
た
代
表
作
三
つ
の
邦
訳
が
お
さ
め
て
あ
る
。
す
な
わ
ち

―
、

倫
理
学
〈
エ
テ
ィ
カ
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
高
桑
純す

み

夫お

訳

知
性
改
善
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森

　
啓

あ
き
ら

訳

政
治
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
上
庄

し
ょ
う

七し
ち

訳

同
書
に
は
、
訳
者
ら
に
よ
る
解
題
と
桂
寿
一
に
よ
る
「
解
説

―
時
代
と
人

　
十
七
世
紀
と
オ
ラ
ン
ダ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
は
、
す
で
に
畠
中

の
既
訳
が
あ
る
が
、
今
回
改
訳
す
る
に
あ
た
り
、
訳
者
た
ち
は
英
・
独
・
仏
の
最
上
の
版
を
用
い
て
訳
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
思
想
』（
第
五
一
四
号
、
昭
和
42
・
４
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
知
性
改
善
論
』
に
つ
い
て

―
方
法
と
『
与
え
ら
れ
た
』
も
の
」（
清
水
礼
子
）
は
、『
知
性
改
善
論
』
に

お
け
る
、
神
の
観
念
に
つ
い
て
「
与
え
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
何
気
な
い
こ
と
ば
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
一
八
八
三
～
一
九
六
九
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
や
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
大
学
教
授
を
歴
任
）
が
著
わ
し
た
「
偉
大
な
哲
学

者
」D

ie groB
en Philosophen 

の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
「
ス
ピ
ノ
ザ
」Spinoza 

を
反
訳
し
た
も
の
が
、
工
藤
喜
作
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
理
想
社
、
昭
和
42
・
９
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
同
社
の
「
ヤ
ス
パ
ー
ス
選
集

　
23
」
に
あ
た
る
。
訳
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
戦
後
現
わ
れ
た
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
書
の
な
か
で
も
す
ぐ
れ
た
も
の
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
を
よ
く
消
化
し
た
う
え
で
、
独
自
の
解
釈
と
批
判
を
く
だ
し
て
い
る
と
い
う
。
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下
村
寅
太
郎
編
『
世
界
の
名
著

　
ス
ピ
ノ
ザ

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
44
・
８
）
は
、
合
本
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
部
分
に
は

─
、「
ス
ピ
ノ
ザ
と
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ

─
『
天
才
の
世
紀
』
の
哲
学
と
社
会
」（
下
村
寅
太
郎
に
よ
る
解
説
［
七
～
七
四
頁
］）
と
ス
ピ
ノ
ザ
「
エ
テ
ィ
カ
」
の
翻
訳
（
七
七
～
三
七
二
頁
）
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
中
央
公
論
社
が
新
し
い
時
代
の
た
め
に
、“
や
さ
し
く
読
め
る
古
典
”
を
読
者
に
全
六
十
六
巻
提
供
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
が
同
書
で
あ
る
。

『
理
想
』（
第
四
三
六
号
、
昭
和
44
・
９
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
学
」（
石
沢
要
）
は
、
非
人
格
的
個
物
の
倫
理
学
に
着
眼
し
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
学
を
概
観
し
た
も

の
ら
し
く
、
神
の
認
識
を
出
発
点
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
学
の
核
心
が
あ
る
と
い
う
。

高
坂
正
顕
著
『
西
洋
哲
学
史
』（
創
文
社
、
昭
和
46
・
６
）
は
、
未
完
の
著
述
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
を
、
知
友
が
他
の
著
述
の
文
章
を
う
ま
く
配
置
し
て
、
つ
ま
り
補ほ

填て
ん

し
て
成
っ
た
書
物
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
七
部

　
啓
蒙
主
義
の
哲
学
」
の
第
四
十
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
章
節
で
あ
る
（
二
四
七
～
二
六
六
頁
）。
こ
の
な
か
に
見
ら
れ
る

も
の
は

─
、
悟
性
改
善
論

─
神
に
つ
い
て

─
属
性
と
し
て
の
延
長
と
精
神

─
様
態
と
し
て
の
個
物

─
情
念
と
徳
と
浄
福
に
つ
い
て

─
で
あ
る
。

「
第
一
節

　
悟
性
改
善
論
」
に
、
こ
ん
な
文
章
が
み
ら
れ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
、
い
か
に
生
く
べ
き
か
悩
み
、
そ
の
故
に
何
に
も
ま
し
て
神
を
求
め
た
。（
中
略
）
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
名
誉
も
富
も
、
感
性
的
な
快
楽
も
い
ず
れ
も
真
の
幸
福
を
与
え

得
な
い
こ
と
を
説
き
、
…
…

『
思
想
』（
第
五
七
〇
号
、
昭
和
46
・
12
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
お
け
る
政
治
理
論
の
位
置
」（
加
藤
節
）
は
、
伝
統
的
な
ス
ピ
ノ
ザ
解
釈

―
汎
神
論
形
而
上
学
を
め

ぐ
る
も
の
に
反
し
て

―
、
政
治
思
想
の
側
か
ら
光
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
が
本
稿
に
お
い
て
狙
い
と
し
た
の
は
、
ひ
と
つ
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
政
治
理
論
を
倫
理
学
と

の
相
互
関
連
の
も
と
に
解
明
す
る
こ
と
。
二
つ
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
学
と
政
治
理
論
と
の
一
体
的
な
解
釈
を
く
だ
す
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
研
究
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
昭
和
47
・
３
）
は
、
も
と
も
と
学
位
論
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
に
、
そ
の
後
の
研
究
論
文
を
つ
け
く
わ

え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
全
五
二
四
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
を
大
別
す
る
と

─
序
論

　
第
一
部

　
汎
神
論
的
根
源
直
観
の
形
成

　
第
二
部

　
体
系
の
合

理
化

　
第
三
部

　
神
の
認
識
と
宗
教

─
な
ど
か
ら
な
る
。

『
思
想
』（
第
五
七
五
号
、
昭
和
47
・
５
）
の
「
破
門
と
哲
学

―
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
」（
清
水
礼
子
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
ユ
ダ
ヤ
協
会
か
ら
の
破
門
を
テ
ー
マ
に
論
じ
た
も

の
だ
が
、
論
旨
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
ス
ピ
ノ
ザ
伝
や
研
究
書
を
抜
粋
点て

ん

綴て
い

し
て
論
評
し
て
い
る
印
象
を
う
け
る
。
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ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ロ
ー

竹
内
良
知
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
』（
白
水
社
、
昭
和
48
・
３
）
は
、「
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
」
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
著
者
は
ボ
ル
ド
ー
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ
り
、
古
代

哲
学
や
十
七
世
紀
哲
学
に
か
ん
す
る
研
究
で
知
ら
れ
た
学
者
で
あ
る
ら
し
い
。
本
書
の
内
容
は

─
序
論

　
第
一
章

　
ス
ピ
ノ
ザ
（
生
涯
と
著
作
）

─
第
二
章

　
エ
チ
カ

あ
る
い
は
ス
ピ
ノ
ザ
主
義

─
第
三
章

　
歴
史
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
主
義

─
な
ど
か
ら
な
る
。

カ
ル
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

柴
田
治
三
郎
訳

　
　
　

『
神
と
人
間
と
世
界
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
48
・
11
）
の
第
九
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
論
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
、
神
す
な
わ
ち
自
然
」
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、

ス
ピ
ノ
ザ
は
じ
ぶ
ん
が
考
え
た
こ
と
の
す
べ
て
を
い
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
真
意
は

―
お
よ
そ
神
は
存
在
し
な
い
。
信
ず
る
に
足
る
神
、
考
え
る
に
足
る
神
、

現
存
す
る
神
、
不
在
の
神
も
存
在
し
な
い

―
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
神
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
る
に
も
、
言
及
す
る
に
も
値
し
な
い
の
で
あ
る
。

斎
藤
博
著
『
ス
ピ
ノ
チ
ス
ム
ス
の
研
究
』（
創
文
社
、
昭
和
49
・
３
）
は
、
学
位
請
求
論
文
と
し
て
東
京
教
育
大
学
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
母
体
に
な
っ
て
い
る
。
本
書

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
お
け
る
学
説
史
的
理
解
か
ら
、
さ
ら
に
一
足
ふ
み
込
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
精
神
史
の
深
層
、
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
の
歴
史
的
運
命
を
さ
ぐ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
本
質
を
照
射
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
（「
序
」
を
参
照
）。

石
沢
要
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』（
創
文
社
、
昭
和
52
・
４
）
は
、
著
者
の
多
年
の
研
鑚
を
世
に
問
う
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
内
容
は

─
知
的
直
観

─
ス
ピ
ノ
ザ
に

お
け
る D

eus quatenus 

（
固
有
思
想
と
カ
バ
ラ
）、『
エ
チ
カ
』
と
弁
証
法

─
定
義
と
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学

─
大
乗
仏
教
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
解
脱
論
（『
華
厳
経
』
と
『
エ
チ

カ
』）

─
田
辺
哲
学
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ

─
神
に
対
す
る
知
的
愛
の
定
理

─
な
ど
か
ら
な
る
。

『
思
想
』（
第
六
三
七
号
、
昭
和
52
・
７
）
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
と
自
然

―
ヘ
ル
ダ
ー
と
関
連
し
て
」（
工
藤
喜
作
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
に
親
ん
だ
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
フ

リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ダ
ー
（
一
七
四
四
～
一
八
〇
三
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
文
学
者
）
の
自
然
観
を
、
ス
ピ
ノ
ザ
と
の
対
比
に
お
い
て
な
が
め
た
も
の
か
、
論
旨
が
あ

い
ま
い
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ル
ダ
ー
に
お
い
て
は
、
自
然
と
歴
史
と
は
、
神
と
し
て
の
「
自
然
」
の
両
面
で
あ
っ
た
と
い
う
。
自
然
に
お
い
て
神
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
歴
史
に
お
い
て
も
神
が
あ
る
と
い
う
。

『
現
代
哲
学
研
究
』（
名
古
屋
哲
学
研
究
会
編
、
昭
和
52
・
12
）
は
、
研
究
会
の
会
員
の
研
究
成
果
を
十
点
ば
か
り
掲
載
し
た
も
の
だ
が
、「
特
別
寄
稿
」
と
し
て
、

Ｈ
・
ザ
イ
デ
ル

吉
田
千
秋
訳

　
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
バ
ル
フ
・
ス
ピ
ノ
ザ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
訳
者
に
よ
る
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
観
点
か
ら
す
る
ス
ピ
ノ

ザ
研
究
は
す
く
な
い
ば
か
り
か
、
貧
弱
で
あ
る
と
い
う
。

本
稿
は
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ス
ピ
ノ
ザ
言
及
を
と
り
あ
げ
、
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
う
（「
訳
者
あ
と
が
き
」）。

レ
オ
・
バ
レ
ッ
ト

奥
山
秀
美
訳

　

『
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
53
・
１
）
の
第
六
章
は
、「
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
」（
一
三
八
～
一
八
六
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
章
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は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
内
的
関
係
、
両
者
と
オ
ラ
ン
ダ
十
七
世
紀
の
生
活
と
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
の
現
実
主
義
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
唯
物
主
義
、
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
の
無
宗
教
性
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
無
神
論
、
両
人
の
自
由
へ
の
渇
望
な
ど
を
。
ま
た
著
者
に
よ

る
と
、
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
内
容
と
形
式
を
理
解
す
る
う
え
で
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
点
は
、
か
れ
が
商
人
の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ

竹
内
良
知
訳

　
　

「
ス
ピ
ノ
ザ
」（『
現
代
思
潮
』
昭
和
53
・
６
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
著
述
の
概
要
を
し
る
し
た
記
事
で
あ
る
。

清
水
礼
子
著
『
破
門
の
哲
学
』（
み
す
ず
書
房
、
昭
和
53
・
６
）
は
、
東
京
大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
を
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
歴

は
な
が
い
が
、
ふ
つ
う
の
有
機
体
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
を
描
こ
う
と
し
た
と
い
う
。
著
者
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
ユ
ダ
ヤ
教
会
か
ら
の
破
門
の
意
義
と
、
そ
の
後
の
か
れ
の
生
活
と

思
想
と
に
及
ぼ
し
た
そ
の
影
響
を
こ
の
本
の
な
か
で
説
こ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は

─
Ⅰ

　
破
門
と
ス
ピ
ノ
ザ

─
Ⅱ

　
開
か
れ
た
円
環

─
Ⅲ

　
閉
さ
れ
た
円
環

─
Ⅳ

　「
与
え
ら
れ
た
」
も
の
と
哲
学

─
註

─
後
記

─
文
献

目
録
で
あ
る
。

著
者
は
研
究
の
必
要
上
、
た
び
た
び
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
た
。
は
じ
め
て
の
渡
蘭
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
の
夏
、
つ
い
で
昭
和
五
○
年
（
一
九
七
五
）
の
夏
と

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
の
冬
に
も
訪
れ
た
。
そ
の
つ
ど
ハ
ー
グ
の
ス
ピ
ノ
ザ
終
え
の
地

─
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
運フ

ラ
フ
ト河

通
り
七
十
二
／
七
十
四
番
地
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
の

家
」
と
、
そ
の
前
に
あ
る
「
ス
ピ
ノ
ザ
像
」
を
な
が
め
た
。
さ
ら
に
足
を
の
ば
し
て
、
近
く
の
「
新
教
会
」（
一
六
五
六
年
完
成
）
の
裏
庭
に
あ
る
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
墓
」
を

お
と
ず
れ
、
花
束
と
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

し
か
し
、
や
が
て
こ
の
墓
は
空
で
あ
り
、
遺
骨
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

著
者
は
、「
古
い
伝
記
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
遺
体
が
、
死
後
五
日
目
の
一
六
七
七
年
二
月
二
十
五
日
に
新
教
会
の
裏
庭
に
葬
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
永
遠
の
憩

い
こ
い

の
床と

こ

を
得
た
と
語
っ
て
い

る
」（「
後
記
」）。
が
、
こ
の
記
述
は
、
誤
り
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
伝
の
記
述
を
う
の
み
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
が
最
初
に
葬
ら
れ
た
の
は
、
史
料
に
よ
る
と
教
会

内
の
賃
貸
墓
地
一
六
二
の
区
画
で
あ
る
。

中
野
幸
次
著
『
エ
チ
カ
の
形
成
と
哲
学
的
世
界
』（
東
京
堂
、
昭
和
54
・
３
）
は
、「
エ
テ
ィ
カ
」
の
形
成
の
構
造
と
「
エ
テ
ィ
カ
」
が
果
た
し
た
哲
学
的
役
割
を
本
書
に

お
い
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

本
書
の
内
容
は

─
序

─
序
説

─
Ⅰ

　
エ
チ
カ
の
前
史

─
Ⅱ

　
エ
チ
カ
の
成
立

─
Ⅲ

　
エ
チ
カ
と
哲
学

　
Ⅳ

　
分
限
の
花
吹
く
丘

─
か
ら
な
る
。
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中
村
為
治
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
倫
理
学
（
羅
和
対
訳
）』（
山
本
書
店
、
昭
和
54
・
８
）
は
、
六
三
八
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
訳
者
は
カ
ー
ル
・
ゲ
プ
ハ
ル
ト
編 Spinoza 

O
pera 

の
な
か
の E

thica 

の
原
文
を
す
べ
て
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
つ
い
で
原
文
の
一
字
一
字
に
訳
語
を
つ
け
、
さ
ら
に
そ
の
訳
語
を
つ
づ
り
合
わ
せ
て
日
本
語
に
し
た

と
い
う
（「
訳
者
は
し
が
き
」）。
そ
の
労
を
多
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

竹
内
良
知
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
に
つ
い
て
』（
第
三
文
明
社
、
昭
和
54
・
10
）
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
激
動
の
時
代
の
な
か
で
、
こ
つ
こ
つ
と
書
き
た
め
た
多
く
の
論

文
─
─
著
者
が
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
の
す
べ
て
を
、
こ
の
中
に
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は

─
、
ス
ピ
ノ
ヂ
ス
ム
の
論
理
（
こ
れ
は
昭
和
十
六
年

［
一
九
四
一
］
京
大
の
哲
学
科
を
出
た
と
き
の
卒
論
）

─
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
「
自
己
」
の
問
題

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
お
け
る
情
念
の
問
題

─
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
方

法

─
デ
カ
ル
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ

─
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
序
説

─
か
ら
な
る
。

工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
講
談
社
、
昭
和
54
・
10
）
は
、
講
談
社
の
「
人
類
の
知
的
遺
産
�
」
に
あ
た
る
。
本
書
は
、
三
九
三
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
著
者
に
よ

る
と
、
本
書
は
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅰ
　
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
…
…
…
…
…
…
…
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
特
徴
と
、
そ
の
思
想
ぜ
ん
た
い
を
概
観
し
た
。

Ⅱ
　
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
思
想
形
成
…
…
ス
ピ
ノ
ザ
生
誕
の
地
オ
ラ
ン
ダ
、
か
れ
の
生
い
立
ち
と
生
活
と
を
伝
記
の
か
た
ち
で
ま
と
め
た
。

Ⅲ
　
ス
ピ
ノ
ザ
の
著
作
…
…
…
…
…
…
…
ス
ピ
ノ
ザ
の
著
述
の
解
題
と
か
れ
の
代
表
作
を
紹
介
し
た
。

Ⅳ
　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
影
響
…
…
…
…
…
ス
ピ
ノ
ザ
の
同
時
代
人
に
よ
る
ス
ピ
ノ
ザ
観
や
か
れ
の
哲
学
が
後
世
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
べ
た
。

本
書
は
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
入
門
書
と
し
て
は
、
恰
好
の
も
の
で
あ
る
。
良
書
で
あ
る
。

著
者
は
、
同
書
を
著
わ
し
た
翌
年
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
清
水
書
院

　
昭
和
55
・
10
）
を
刊
行
し
た
。
清
水
書
院
の
「
人
と
思
想
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
、
世
界
の
有
名
な
大
思
想
家
の
生
涯
と
そ
の
思
想
を
、
当
時
の
社
会
的
背
景
に
ふ
れ
な
が
ら
、
立
体
的
に
解
明
し
た
思
想
の
入
門
書
と
い
う
。

本
書
の
内
容
は

─
ま
え
が
き

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
時
代

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想

─
あ
と
が
き
（
ス
ピ
ノ
ザ
の
影
響
）

─
か
ら
な
る
。
本
書
は

ひ
ろ
く
一
般
む
き
に
、
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。
先
に
著
わ
し
た
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
講
談
社
、
昭
和
54
・
10
）
よ
り
も
平
易
な
印
象
を
う
け
る
。

Ｊ
・
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

工
藤
喜
作
訳

　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
晢
書
房
、
昭
和
57
・
２
）
は
、
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
の
『
ス
ピ
ノ
ザ
・
生
涯
と
教
説
（Jacob Freudenthal: 
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Spinoza. Leben und Lehre. 1927, H
eidelberg, C

arl W
inter

）
の
第
一
部
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』
を
翻
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
伝
記
と
し
て
は
、
古
く
は

ル
ー
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス
、
コ
ル
ト
ホ
ル
ト
、
ペ
イ
ル
な
ど
の
も
の
が
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
事
実
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
精
神
を
ゆ
が
め
て
い
る
。

し
か
し
、
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
の
こ
の
本
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
を
明
ら
か
に
す
る
根
本
史
料
と
し
て
、
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
そ
の
第
一
級
の
価
値
を
う
し
な
わ
な
い

と
い
う
（「
あ
と
が
き
」）。

こ
の
稿
で
は
明
治
初
年
か
ら
昭
和
五
十
年
代
あ
た
り
ま
で
の
お
も
な
る
ス
ピ
ノ
ザ
文
献
に
つ
い
て
解
説
し
て
き
た
が
、
こ
れ
以
後
の
も
の
は
、
体
裁
や
内
容
に
ふ
れ
る
こ

と
を
控
え
、
著
者
、
訳
者
名
・
書
名
・
出
版
社
だ
け
を
掲
げ
る
。

ピ
エ
ー
ル
・
マ
シ
ュ
レ

　

鈴
木
一
策
、
桑
田
禮
彰
訳

『
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ス
ピ
ノ
ザ
か
』（
新
評
論
、
昭
和
61
・
１
）

鷲
田
小
弥
太
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
へ

　
人
間
と
人
間
の
自
然
を
も
と
め
て
』（
三
一
書
房
、
昭
和
62
・
３
）

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
カ
ー
リ
ー
著

開
　
龍
美
、
福
田
喜
一
郎
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
を
読
む
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
平
成
５
・
９
）

河
井
徳
治
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
論
攷

─
自
然
の
生
命
的
統
一
に
つ
い
て
』（
創
文
社
、
平
成
６
・
６
）

山
岸
昭
著
『
マ
ラ
ー
ノ
の
系
譜
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
６
・
９
）

今
野
健
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
考
究

─
普
遍
数
学
の
樹
立
と
哲
学
の
終
焉
』（
東
銀
座
出
版
社
、
平
成
６
・
10
）

工
藤
喜
作
、
桜
井
直
文
編
『
ス
ピ
ノ
ザ
と
政
治
的
な
も
の
』（
平
凡
社
、
平
成
７
・
５
）

イ
ル
ミ
ヤ
フ
・
ヨ
ベ
ル
著

　
　
　
　
　
　

小
野
昭
、
Ｅ
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン
、
細
見
和
之
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
異
端
の
系
譜
』（
人
文
書
院
、
平
成
10
・
５
）

藤
本
吉
蔵
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
思
想
の
原
画
分
析
』（
政
光
プ
リ
プ
ラ
ン
、
平
成
11
・
12
）

柴
田
寿
子
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
政
治
思
想
』（
未
来
社
、
平
成
12
・
２
）

田
島
正
樹
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
と
い
う
暗
号
』（
青
弓
社
、
平
成
13
・
６
）

福
居
純
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
の
研
究

―
『
エ
チ
カ
』
読
解
入
門
』（
知
泉
書
館
、
平
成
14
・
９
）

佐
藤
一
郎
著
『
個
と
無
限

　
ス
ピ
ノ
ザ
雑
考
』（
風
行
社
、
平
成
16
・
11
）

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ

　
　
　
　
　
　

工
藤
喜
作
、
小
柴
庸
子
、
小
谷
晴
勇
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
と
表
現
の
問
題
』（
知
泉
書
館
、
平
成
14
・
９
）。
注
・
同
書
は
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
再
刊
［
平
成
18
・
10
］

浅
野
俊
哉
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
共
同
性
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』（
洛
北
出
版
、
平
成
18
・
３
）
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ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ

伊
藤
一
郎
編
訳

　
　
　
　
　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
エ
チ
カ
抄
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
19
・
３
）

渡
辺
義
明
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想

―
多
数
者
の
哲
学
を
求
め
て
』（
か
り
ば
ね
書
房
、
平
成
19
・
３
）

福
岡
安
都
子
著
『
国
家
・
教
会
・
自
由

　
ス
ピ
ノ
ザ
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
旧
約
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
巡
っ
て
対
抗
』（
東
信
堂
、
平
成
19
・
12
）

松
田
克
進
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
形
而
上
学
』（
昭
和
堂
、
平
成
21
・
６
）

福
居
純
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
「
共
通
概
念
」
試
論
』（
知
泉
書
房
、
平
成
22
・
９
）

国
分
功
一
郎
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
23
・
１
）

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
著

水
崎
一
憲
訳

　
　
　
　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
政
治
』（
水
声
社
、
平
成
23
・
２
）

河
井
徳
治
著
『
ス
ピ
ノ
ザ

　
エ
チ
カ
』（
晃
洋
書
房
、
平
成
23
・
６
）

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ

信
友
建
志
訳

　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
わ
た
し
た
ち
』（
水
声
社
、
平
成
23
・
11
）

ジ
ャ
ン
＝
ク
レ
＝
マ
ル
タ
ン

杉
村
昌
昭
訳

　
　
　
　
　

『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
ス
ピ
ノ
ザ
』（
以
文
社
、
平
成
23
・
12
）

朝
倉
友
海
著
『
概
念
と
個
別

　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
研
究
』（
水
声
社
、
平
成
24
・
３
）

大
津
真
作
著
『
思
考
の
自
由
と
は
な
に
か

―
ス
ピ
ノ
ザ
と
シ
モ
ン
・
ラ
ン
ゲ
に
お
け
る
自
由
』（
晃
洋
書
房
、
平
成
24
・
11
）

河
村
厚
著
『
存
在
・
感
情
・
政
治

―
ス
ピ
ノ
ザ
へ
の
政
治
心
理
学
的
接
近
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
25
・
３
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
カ
リ
オ
ラ
ー
ト
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
＝
ナ
ン
シ
ー
著

藤
井
千
佳
世
、
的
場
妻
光
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
神
の
身
振
り

　
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
に
お
け
る
場
に
つ
い
て
』（
水
声
社
、
平
成
25
・
５
）

塩
田
冬
彦
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
仏
陀
へ

　
修
行
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
チ
ズ
ム
』（
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
平
成
26
・
５
）

上
野
修
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
「
神
学
政
治
論
」
を
読
む
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
26
・
６
）

一
　
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
文
献
資
料
名
一
覧
表

　
　［
明
治
期
］

西
　
周

特
別
講
義
「
百
学
連
還

　
第
二
篇
」（
明
治
三
年
十
一
月
ご
ろ
、
西
は
こ
の
な
か
で
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
著
作
に
簡
単
に
ふ
れ
た
）（『
西

　
周

全
集

　
第
一
巻
』
所
収
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
20
・
２
）
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〃

百
学
連
還
の
覚
書
（
メ
モ
）、
前
掲
全
集
、
第
一
巻
所
収
。

　
〃

「
生
性
発は

つ

蘊う
ん

　
第
一
巻
」
ち
ゅ
う
「
第
一
篇

　
源

み
な
も
とニ

泝
さ
か
の
ぼ

リ
宗そ

う

ヲ
開ひ

ら

ク
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
麻
生
義
輝
編
『
西

　
周
哲

学
著
作
集
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
８
・
10
）

西
村
茂
樹

「
心
学
畧

り
ゃ
く

伝で
ん

　
上
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌

　
第
五
編
』、
明
治
16
・
４
）

ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス

和
田
瀧
次
郎
訳

　
　
　
　
　
　
　

『
哲
学
通
鑑
』（
石
川
書
房
、
明
治
17
・
１
）

加
藤
弘
之

「
自
由
史

　
草
稿

　
第
四
」［
明
治
17
・
４
ご
ろ
の
も
の
］（『
加
藤
弘
之
文
書

　
第
一
巻
』
所
収
、
同
明
舎
出
版
、
平
成
２
・
８
）

　
〃

ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
（
一
八
四
九
～
一
九
○
六
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
史
家
、
批
評
家
）
の
独
訳 D

er F
reiheit und G

ew
alt 

の
摘
要

（
ス
ピ
ノ
ザ
論
を
筆
写
）

『
改
訂

増
補
　
哲
学
学
彙

　
全
』（
東
洋
館
発
兌
、
明
治
17
・
５
）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ュ
ー
ル
・
エ
ミ

ー
ル
・
フ
イ
エ
著
、
中
江
兆
民
訳

『
理
学
沿
革
史

　
上
下
』（
文
部
省
編
輯
局
、
明
治
19
・
２
～
４
）

中
江
兆
民
著

『
理
学
鉤こ

う

玄げ
ん

　
全
』（
集
成
社
、
明
治
19
・
６
）

井
上
円え

ん

了
り
ょ
う

著

『
哲
学
要
領

　
前
編
』（
四
聖
堂
蔵
版
、
明
治
19
・
９
）

三
宅
雄（

雪

嶺

）

次
郎

「
近
世
哲
学
（
接
前
々
号
）」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
四
六
号
、
明
治
20
・
２
）

小
崎
弘
道

「
論
説

　
有
神
哲
学
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
八
号
、
明
治
20
・
９
）

西
堂
居
士

「
批
評
論
」（『
国
民
之
友
』
第
二
一
号
、
明
治
21
・
５
）

「
理
学
宗
の
駁ば

く

撃げ
き

」（『
日
本
人
』
第
八
号
、
明
治
21
・
８
）

尺せ
き

振し
ん

八ぱ
ち

訳

『
明治

英
和
字
典
』（
六
合
館
蔵
版
、
明
治
22
・
３
）

和
田
維
四
郎

「
職
エ
ノ
保
護
」（『
学
林
』
第
二
号
、
明
治
22
・
11
）
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三
宅
雪せ

つ

嶺れ
い

著

『
哲
学
涓け

ん

滴て
き

　
全
』（
文
海
堂
、
明
治
22
・
11
）

山
口
虎
太
郎

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
忍に

ん

月げ
つ

居こ

士じ

」（『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
第
一
○
号
、
明
治
23
・
７
）

「
荘
学
発は

つ

蘊う
ん

」（『
城
南
評
論
』
第
一
号
、
明
治
25
・
３
）

井
上
哲
次
郎

「
欧
州
哲
学
の
近
況
（
前
号
の
続
）」（『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
一
一
七
号
、
明
治
24
・
５
）

蕨け
つ

村そ
ん

居
士

「
理
学

　
哲
学

─
一
元
論
ト
二
元
論
」（『
教
育
時
論
』
第
二
五
四
号
、
明
治
25
・
５
）

藤
島
了
穏

「
学
淵

　
比
較
宗
教
学

　
講
義
第
五
回
」（『
反
省
会
雑
誌
』
第
七
年
・
第
五
号
、
明
治
25
・
６
）

中
島
力
造

「
自
由
意
志
ト
必ひ

っ
し至

論
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
六
八
号
、
明
治
25
・
10
）

大
西
祝

は
じ
め

　

「
先せ

ん

哲て
つ

ス
ピ
ノ
ザ
の
性せ

い

行こ
う

」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
三
一
号
、
明
治
25
・
？
）

中
島
力
造

「
哲
学
史
上
カ
ン
ト
の
位
置
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
四
四
号
、
明
治
25
・
？
）

「
雑
録

　
テ
ー
ン
の
死
去
（
仏
国
文
学
界
復ま

た

一
ひ
と
つ

明
星
を
失

う
し
な

ふ
）」（『
国
民
之
友
』
第
一
八
五
号
・
第
一
二
巻
、
明
治
26
・
３
）

北
村
透と

う
こ
く谷

「
人
生
の
意
義
」（『
文
学
界
』
第
五
号
、
明
治
26
・
５
）

新
井
虎
南
訳

「
和オ

ラ
ン
ダ蘭

の
美
学
」（『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
第
四
五
号
、
明
治
26
・
６
）

高
島
平
三
郎

「
理
科

　
哲
学

　
庶

（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
）

遍
波
哲
学
大た

い
が
い概

」（『
教
育
時
論
』
第
二
九
三
号
、
明
治
26
・
６
）

久
津
見
蕨け

つ
そ
ん村

「
理
科

　
哲
学

　
ヘ
ー
ゲ
ル
後
の
哲
学
」（『
教
育
時
論
』
第
三
一
○
号
、
明
治
26
・
11
）

井
上
円
了
述

「
論
説

　
哲
学
祭
演
説
［
カ
ン
ト
略
伝
］」（『
天
則
』
第
六
編
・
第
六
号
、
明
治
26
・
12
）

久
津
見
息
忠

「
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
（
第
三
シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
ノ
続

つ
づ
き

）」（『
教
育
時
論
』
第
三
一
五
号
、
明
治
27
・
１
）

森
田
久
万
人

「
論
説

　
哲
学
の
勧す

す

め
」（『
同
志
社
文
学
』
第
七
四
号
、
明
治
27
・
２
）

渋
江
保

た
も
つ

著

『
哲
学
大
意

　
全
』（
博
文
館
、
明
治
27
・
２
）
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Ｕ
・
Ｋ

「
カ
ン
ト
前
の
美
論
の
大
勢
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
六
一
号
、
明
治
27
・
４
）

「
雑
記

　
歴
史
の
価
値
と
厭
世
思
想
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
六
一
号
、
明
治
27
・
５
）

高
橋
五
郎

「
フ
井
ヒ
テ
（Fichte

）
＝
学
者
の
天
職
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
六
二
号
、
明
治
27
・
６
）

石
川
喜
三
郎

「
論
説

　
有
神
哲
学
上
の
三
大
観
念
（
第
七
号
の
続
）」（『
心
海
』
第
一
○
号
、
明
治
27
・
６
）

浅
井
豊
久

「
学
海

　
東
洋
哲
学
研
究
の
必
要
を
論
ず
（
承
前
）」（『
青
山
評
論
』
第
四
八
号
、
明
治
27
・
６
）

原
田

　
助

「
宗
教
の
定
義
を
論
す
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
七
○
号
、
明
治
28
・
２
）

中
島
徳
蔵

「
経
験
論
者
と
『
カ
ン
ト
』
と
の
関
係
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
八
四
号
、
明
治
29
・
４
）

「
文
学

　
第
六

─
進
化
学
の
哲
学
に
及
せ
る
影
響
」（『
太
陽
』
第
一
八
号
、
明
治
29
・
８
）

広
田
一
乗

「
厭
世
家
と
し
て
の
『
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
』」（『
反
省
会
雑
誌
』
第
一
一
年
・
第
九
号
、
明
治
29
・
10
）

　
〃

「
厭
世
家
と
し
て
の
『
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
本
論
』」（『
反
省
会
雑
誌
』
第
一
一
年
・
第
一
○
号
、
明
治
29
・
11
）

蟹か
に

江え

義よ
し

丸ま
る

「
カ
リ
エ
ー
ル
が
美
学
の
立
脚
地
」（『
帝
国
文
学
』
第
三
巻
・
第
一
号
、
明
治
30
・
１
）

フ
ォ
ン
、
コ
ェ
ー
ベ
ル
講

下
田
次
郎
訳

　
　
　
　

『
哲
学
要
領

　
全
』（
南
江
堂
書
店
、
明
治
30
・
６
）

『
新撰百種

　
哲
学
問
答

　
全

　
第壹号

』（
普
及
舎
、
明
治
30
・
７
）

シ
ェ
ゲ
太
郎

「
見み

ま

ね
真
似

聞き
く

真ま

似ね

　
天
才
修
業
」（『
反
省
雑
誌
』
第
一
二
年
・
第
八
号
、
明
治
30
・
８
）

「
天
才
と
人
種
及

お
よ
び

階
級
」［
米
国
学
士
会
報
告
ク
ー
リ
ー
氏
］（『
月
刊
世
界
之
日
本
』
第
一
九
号
、
明
治
30
・
９
）

「
天
才
に
就つ

い

て
」（『
女
学
雑
誌
』
第
四
五
○
号
、
明
治
30
・
９
）

鈴
木
大
拙
稿

「
妄
想
録

　（
其
二
）」（『
日
本
人
』
第
六
一
号
、
明
治
31
・
２
）



（120）185

藤
井
健
治
郎

「
論
説

─
湖
上
詩
人
を
憶お

も

ふ
」（『
帝
国
文
学
』
第
四
巻
・
第
二
号
、
明
治
31
・
２
）

綱
島
栄（

梁

川

）

一
郎

『
倫
理
問
題
の
発
達
』（
明
治
31
～
32
ご
ろ
の
稿
？
東
京
専
門
学
校
文
学
科
講
義
録
）

「
病

び
ょ
う

中
ち
ゅ
う

囈げ
い

語ご

─
◎
ス
ピ
ノ
ザ
の
気き

魄は
く

」（『
日
本
人
』
第
六
四
号
、
明
治
31
・
４
）

中
島
力
造
著

『
列
伝
体
西
洋
哲
学
小
史
』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
６
）

蟹
江
義
丸

「
論
説

　
韓カ

ン
ト圖

の
哲
学
」（『
哲
学
雑
誌
』（
第
一
三
巻
・
第
一
三
七
号
、
明
治
31
・
７
）

「
海
外
彙
報

─
風
景
と
文
学
」（『
太
陽
』
第
四
巻
・
第
一
八
号
、
明
治
31
・
９
）

井
上
円
了
講
述

『
通
俗
講
談

言
文
一
致
　
哲
学
早
わ
か
り
』（
開
発
社
、
明
治
32
・
２
）

蟹
江
義
丸
著

『
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
館
、
明
治
32
・
８
）

「
問
答
」（『
教
育
時
論
』
第
五
四
○
号
、
明
治
33
・
４
）

「
問
答
」（『
教
育
時
論
』
第
五
五
九
号
、
明
治
33
・
10
）

波
多
野
精
一

「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
関
す
る
一
新
著
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
一
五
巻
・
第
一
六
四
号
、
明
治
33
・
10
）

　
　
〃

「
倫
理
法
の
必
然
的
基
礎

　
㈠
哲
学
的
証
明
」（『
哲
学
叢
書
』
第
一
巻
・
第
一
集
、
明
治
33
・
11
）

三
宅
雪
嶺
述

『
近
世
哲
学
史
』（
哲
学
館
第
十
二
学
年
度

　
高
等
教
育
学
科
講
義
録

　
明
治
33
・
？
）

成
富
正
義
述

「
カ
ン
ト
の
教
育
説
（
上
）」（『
教
育
時
論
』
第
五
六
五
号
、
明
治
34
・
１
）

波
多
野
精
一
著

『
西洋

　
哲
学
史
要
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
明
治
34
・
11
）

井
上
哲
次
郎

「
無
神
無
霊
魂
説
の
是ぜ

ひ非
如い

か
ん何

」（『
太
陽
』
第
八
巻
・
第
二
号
、
明
治
35
・
１
）

在
キ
ー
ル

　
姉
崎
正ま

さ

治は
る

「
海
外
通
信

　
高
山
君
に
贈
る
（
承
前
）」（『
太
陽
』
第
八
巻
・
第
四
号
、
明
治
35
・
４
）

元も
と

良ら

勇
次
郎

「
哲
学
の
変
遷
と
新
系
統
」（『
東
洋
哲
学
』
第
九
編
・
第
七
号
、
明
治
35
・
７
）
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朝と
も
な
が永

三
十
郎
編

『
哲
学
綱
要
』（
宝
文
館
、
明
治
35
・
11
）

後
藤
宙
外

「
答

こ
た
え
る

梁
り
ょ
う

川せ
ん

兄け
い

書し
ょ

」（『
新
小
説
』（
第
七
年
・
第
一
一
巻
、
明
治
35
・
11
）

綱
島
梁
川
著

『
西
洋
倫
理
学
史
』（『
早
稲
田
叢
書
』
ち
ゅ
う
の
一
篇
、
明
治
35
年
末
刊
行
？

高
橋
五
郎
著

『
最近

　
一い

ち
げ
ん元

哲
学
』（
前
川
文
栄
閣
、
明
治
36
・
９
）

「
彙
報

　
時
報

─
独
断
主
義
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
○
編
・
第
一
二
号
、
明
治
36
・
12
）

大
西
祝
著

『
西
洋
哲
学
史
（
下
巻
）』（
警
醒
社
書
店
、
明
治
37
・
１
）

犂り

牛
ぎ
ゅ
う

「
時
評

　
輓ば

ん
き
ん近

の
思
想
界
を
論
じ
て
、
吾ご

人じ
ん

の
態
度
を
明

あ
き
ら

か
に
す
」（『
時
代
思
潮
』
第
一
号
、
明
治
37
・
２
）

「
応
問

─
哲
学
と
倫
理
学
と
の
関
係
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
一
編
・
第
四
号
、
明
治
37
・
４
）

北
沢
定
吉

「
論
説

　
心
学
を
論
ず
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
一
編
・
第
八
号
、
明
治
37
・
９
）

芝
田
徹
心

「
講
談

　
宗
教
学
概
論
」（『
警
世
新
報
』
第
一
○
三
号
、
明
治
39
・
11
）

岡
田
誘
著

『
最近

　
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
館
、
明
治
39
・
11
）

北
沢
定
吉

宮
地
猛
男
共
編

『
哲
学
汎
論
』（
弘
道
館
、
明
治
40
・
５
）

金
子
馬う

ま

治じ

「
理
想
化
文
芸
と
人
生
発
展
の
観
念
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
四
号
、
明
治
40
・
11
）

Ｓ
・
Ｓ
生

「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
四
編
・
第
一
一
号
、
明
治
40
・
12
）

朝
永
三
十
郎

「
哲
学
と
時
代
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
四
七
号
、
明
治
40
・
？
）

戸
水
寛
人

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
五
編
・
第
九
号
、
明
治
41
・
９
）

綱
島
政
治
著

『
欧
州
倫
理
思
想
史
』（
杉
本
梁

り
ょ
う

江こ
う

堂
、
明
治
42
・
10
）

波
多
野
精
一
著

安
倍
能
成
訳

『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』（
警
醒
社
書
店
、
明
治
43
・
４
）。
注
・
ド
イ
ツ
文
か
ら
の
邦
訳
。
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朝
永
三
十
郎

「
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
哲
学
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
○
二
号
、
明
治
44
・
２
）

得と
く

能の
う

文ぶ
ん

「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
八
編
・
第
六
号
、
明
治
44
・
６
）

加
藤
弘
之
著

『
自
然
と
倫
理
』（
実
業
之
日
本
社
、
明
治
45
・
３
）

「
民た

み

之の

声こ
え

─
新あ

た
らし

け
れ
ば
真
理
な
り
と
思
ふ
迷め

い
し
ん信

」（『
国
民
雑
誌
』
第
三
巻
・
第
八
号
、
明
治
45
・
４
）

得
能
文

「
真
理
の
問
題
に
関
す
る
オ
イ
ケ
ン
教
授
の
説
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
九
編
・
第
五
号
、
明
治
45
・
５
）

田
中
喜
一

「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
後
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
七
巻
・
第
三
○
○
号
、
明
治
45
・
12
）

　
　［
大
正
期
］

桑
木
厳
翼
著

『
哲
学
綱
要
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
元
・
12
）

久
保
良
英

　
　

宇
井
伯
壽
共
訳

『
哲
学
概
論
』（
弘
道
館
、
大
正
２
・
１
）

鷲
尾
正
五
郎

「
噫あ

あ

　
ス
ピ
ノ
ザ
！
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
二
八
号
、
大
正
２
・
４
）

小
尾
範
治

「
雑
録

　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
統
一
の
観
念
に
就
い
て

　（
承
前
）」（『
哲
学
雑
誌
』
第
三
一
五
号
、
大
正
２
・
？
）

鹿か
の

子こ

木き

員か
ず

信の
ぶ

「
哲
学
の
使
命
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
三
七
号
、
大
正
３
・
１
）

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
原
著

藤
井
健
治
郎

　
　
　

北
　
昑
吉
訳
合
訳

『
西
洋
哲
学
史
』（
冨
山
房
、
大
正
３
・
２
）

朝
永
三
十
郎

「
近
世
に
於
け
る
我
の
自
覚
史
㈠
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
三
八
号
、
大
正
３
・
２
）

　
　
〃

「
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史
（
九
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
三
八
号
、
大
正
３
・
３
）

桑
木
巖
翼
著

『
五
大
哲
学
者
』（
金
尾
文
淵
堂
、
大
正
３
・
３
）

宮
地
猛
男
著

『
哲
学
と
は
何
ぞ
や
』（
応
来
社
書
房
、
大
正
３
・
７
）
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紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
一
編
・
第
八
号
、
大
正
３
・
８
）

朝
永
三
十
郎

「
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史
（
一
六
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
四
四
号
、
大
正
３
・
８
）

伊
達
源
一
郎
編
輯

『
現代叢書

　
オ
イ
ケ
ン
』（
民
友
社
、
大
３
・
９
）

大
西
祝
著

『
西
洋
哲
学
史
』（
警
醒
社
書
店
、
大
正
３
・
10
）

村
岡
典つ

ね
つ
ぐ嗣

訳

『
ヴ
ィ
ン
デ
ル

バ
ン
ト

　

　
近
世
哲
学

　
第
壹

　
　
　
　

近
世
初
期
の
部
』（
内う

ち

田だ

老ろ
う

鶴か
く

圃え
ん

、
大
正
３
・
11
）

鹿
子
木
員
信

「
哲
学
的
精
神

─
ス
ピ
ノ
ザ
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
三
二
九
号
、
大
３
・
？
）

朝
永
三
十
郎

「
独
逸
思
想
と
軍
国
主
義
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
二
五
○
号
、
大
正
４
・
２
）

鹿
子
木
員
信

「
孤
高
の
ス
ピ
ノ
ザ
」（『
文
明
と
哲
学
的
精
神
』
慶
応
義
塾
出
版
局
、
大
正
４
・
12
）

朝
永
三
十
郎
著

『
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史

─
新
理
想
主
義
と
其
背
景
』
宝
文
館
、
大
正
５
・
１
）

朝
永
三
十
郎

「
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
哲
学
の
発
展
」（『
哲
学
研
究
』
第
一
巻
・
第
六
号
、
大
正
５
・
９
）

　
　
〃

「
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
哲
学
の
発
展
［
完
結
］」（『
哲
学
研
究
』
第
一
巻
・
第
八
号
、
大
正
５
・
11
）

下
沢
瑞
世

「
材さ

い
の
う能

態
度
の
類
型
差
異
を
論
じ

　
生
命
終
息
曲
線
に
及
ぶ
㈠
」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
四
篇
・
第
一
号
、
大
正
６
・
１
）

出い
で

　
隆

た
か
し

　

「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
認
識
問
題
」（�『
哲
学
会
雑
誌
』
第
三
六
八
号
、
三
六
九
号
、
三
七
○
号
、
三
七
二
号
、
大
正
６
・
？
～
大
正

７
・
２
）

ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ
著

北
　
昑
吉
訳

　
　

『
近
世
哲
学
史

　
上
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
６
・
12
）

出
　
隆

「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
認
識
問
題
（
完
）」（『
哲
学
雑
誌
』
第
三
三
巻
・
第
三
七
二
号
、
大
正
７
・
２
）

小
尾
範
治
訳

『
ス
ピ
ノ
ー
ザ

　
哲
学
体
系
（
原
名

　
倫
理
学
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
７
・
３
）。
注
・
こ
れ
は
岩
波
文
庫
本
。
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〃

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
体
系
（
エ
チ
カ
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
７
・
４
）。
注
・
こ
れ
は
菊
版
、
五
○
○
頁
も
あ
る
大
著
。

帆ほ

足あ
し

理
一
郎

「
宗
教
と
人
格
」（『
六
合
雑
誌
』
第
四
五
五
号
、
大
正
７
・
７
）

柴
田
安
正

綾
川
武
治

香
原
一
勢
共
著

『
哲
学
総
論
』（
東
京
刊
行
社
、
大
正
８
・
７
）

小
尾
範
治

「
近
世
哲
学
に
於
け
る
自
然
主
義
対
理
想
主
義
の
抗
争
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
四
一
九
号
、
大
正
11
・
１
）

島
本
愛
之
助

「
カ
ン
ト
以
前
の
道
徳
的
感
情
論
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
二
三
四
号
、
大
正
11
・
２
）

高
木
八
太
郎
著

『
東
西
思
潮
講
話
』（
共
益
社
、
大
正
14
・
２
）

橋
本
文
壽
著

『
哲
学
の
要
領
』（
宝
文
館
、
大
正
14
・
３
）

鈴
木
龍
司
著

『
近代

　
哲
学
概
論
』（
右
文
書
院
、
大
正
15
・
５
）

加
藤
玄
智
著

『
東
西
思
想
の
比
較
研
究
』（
京
文
社
、
大
正
15
・
９
）

浜
尾
俊
治
著

『
通俗

　
哲
学
講
話
』（
大
盛
堂
書
店
、
大
正
15
・
10
）

　
　［
昭
和
期

─
前
期
（
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
）］

隆
高
鑑

「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於

け
る

徳
論
の
構
成
に
就

い
て
（
完
）」（『
哲
学
雑
誌
』
第
四
八
○
号
、
昭
和
２
・
１
）

金
子
馬
治
著

『
哲
学
概
論
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
２
・
11
）

松
原

　
寛

西
野
錦
治
共
訳

『
ア
ス

タ
ー
　
近
世
哲
学
史
』（
日
本
大
学
出
版
部
、
昭
和
４
・
４
）

島
芳
夫

「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
方
法
に
就
て
」（『
哲
学
研
究
』
第
一
五
巻
・
第
一
六
六
号
、
昭
和
５
・
１
）

畠
中
尚な

お

志し

訳

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
知
性
改
善
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
６
・
４
）

斎
藤
晌

し
ょ
う

訳

『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集

　
第
一
巻
』（
内う

ち

田だ

老ろ
う

鶴か
く

圃え
ん

、
昭
和
７
・
４
）
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〃

『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集

　
第
二
巻
』（
内
田
老
鶴
圃
、
昭
和
８
・
11
）

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
７
・
７
）

広
瀬
文
豪

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
」（『
哲
学
改
造
』
第
一
一
号
、
昭
和
７
・
８
）

畠
中
尚
志

「
ス
ピ
ノ
ザ
生
誕
記
念
日
を
迎
え
て
［
上
］［
中
］［
下
］」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
７
・
11
・
12
～
11
・
24
）

渡
利
弥
生

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
自
然
権
に
つ
い
て
」（『Philosophia

　
哲
学
年
誌
』
早
稲
田
大
学
文
学
部
編
・
第
二
巻
、
昭
和
７
・
11
）

桑
木
巖
翼

「
危
機
の
哲
学
と
ス
ピ
ノ
ザ
及
び
ロ
ッ
ク
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
四
七
巻
・
第
五
五
○
号
、
昭
和
７
・
12
）

篁た
か
む
ら　

実

「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
け
る
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ギ
ー
の
要
求
」（『
哲
学
研
究
』
第
一
八
巻
・
第
二
○
二
号
、
昭
和
８
・
１
）

ミ
ー
チ
ン

　
　
　
　

ラ
リ
ツ
ェ
ウ
ィ
チ
著

広
島
定
吉
訳

　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
弁
証
法
的
唯
物
論
』（
ナ
ウ
カ
社
、
昭
和
８
・
９
）

高
橋
ふ
み

「
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
個
物
の
認
識
に
就
て
」（『
文
化
』
第
一
巻
・
第
五
号
、
昭
和
９
・
１
）

鈴
木
謙
彰
訳
編

『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
批
判
』
隆
章
閣
、
昭
和
９
・
２
）

安
倍
能
成

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
間
観
」（『
理
想
』
第
五
○
号
、
昭
和
９
・
10
）

安
倍
能
成
著

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
倫
理
学
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
10
・
８
）

桑
木
厳
翼
著

『
哲
学
及
哲
学
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
11
・
２
）

斎
藤
晌
著

『
哲
学
概
論
』（
内
田
老
鶴
圃
、
昭
和
11
・
７
）

『
京
城
帝
国
大
学
創
立
十
周
年

　
記
念
論
文
集

　
哲
学
篇
』（
第
四
号
、
昭
和
11
・
11
）

樺か
ん
ば　

俊
雄
著

『
哲
学
史
提
要
』（
同
文
館
、
昭
和
11
・
12
）

篁
　
実
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
12
・
２
）
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斎
藤

　
晌
著

『
哲
学
読
本
』（
内
田
老
鶴
圃
、
昭
和
13
・
４
）

桑
木
巖
翼
著

『
プ
ラ
ト
ン
講
話
』（
春
秋
社
、
昭
和
13
・
４
）

稲
富
栄
次
郎
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学

─
神
の
認
識
の
問
題
を
中
心
と
し
て
』（
理
想
社
出
版
部
、
昭
和
14
・
１
）

桂か
つ
ら　

壽じ
ゅ

一い
ち

「C
onatus

の
概
念
と
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
五
四
巻
・
第
六
三
二
号
、
昭
和
14
・
10
）

ウ
ィ
ル
・
デ
ュ
ラ
ン
ト

陶
山

　
務
訳

　
　
　
　

『
哲
学
夜
話
』（
第
一
書
房
、
昭
和
15
・
５
）

ス
ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳

『
国
家
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
15
・
12
）

九く

鬼き

周
し
ゅ
う

造ぞ
う

著

『
西
洋
近
世
哲
学
史
稿

　
上
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
19
・
11
）

　
　［
昭
和
期

─
後
期
（
戦
後
）］

ア
ン
ナ
・
ツ
マ
ル
キ
ン

新
福
敬
二
訳

　
　
　

「『
ス
ピ
ノ
ザ
』」（『
哲
学
叢
書

　
第
10
輯
』
河
出
書
房
、
昭
和
20
・
10
）

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
著

宮
本
正
清
訳

　
　

『
エ
ム
ピ
ド
ク
レ
ー
ス
と
ス
ピ
ノ
ザ
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
21
・
９
）

渡
辺
義
晴

「
古
典
解
説
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
エ
チ
カ
』」（『
哲
学
評
論
』
第
二
巻
・
第
四
号
、
昭
和
22
・
９
）

高
坂
正ま

さ

顕あ
き

著

『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
』（
玄
林
書
房
、
昭
和
22
・
10
）

帆
足
理
一
郎

『
西
洋
哲
学
史
』（
野
口
書
房
、
昭
和
23
・
８
）

ゲ
プ
ハ
ル
ト
著

豊
川
昇
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
概
説
』（
創
元
社
、
昭
和
23
・
10
）

竹
内
良
知

「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
お
け
る
情
念
の
問
題
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
六
三
巻
・
第
七
○
一
号
、
昭
和
23
・
11
）

戸
頃
重
基
著

『
宗
教
と
唯
物
弁
証
法
』（
白
揚
社
、
昭
和
23
・
11
）

ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

山
元
一
郎
訳
編

　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
弘
文
堂
、
昭
和
24
・
６
）。
注
・
こ
れ
は
「
ア
テ
ネ
文
庫
」
の
う
ち
の
一
冊
。
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渡
辺
義
晴
著

『
資
本
主
義
黎
明
期
の
哲
学

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想
』（
刀
江
書
院
、
昭
和
25
・
９
）

高
峯
一
愚

「
ス
ピ
ノ
ザ
」［
哲
学
古
典
解
説
］（『
理
想
』
第
二
五
五
号
、
昭
和
29
・
８
）

ス
ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳

『
神
・
人
間
及
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
30
・
１
）

大
田
黒
作
次
郎
著

『
哲
学
大
観
』（
非
売
品
、
出
版
社
不
詳
、
昭
和
30
・
？
）

桂
　
壽
一
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
31
・
３
）

畠
中
尚
志
訳

『
ス
ピ
ノ
ザ
往
復
書
簡
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
33
・
12
）

ス
ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳

『
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
原
理

　
附

　
形
而
上
学
的
思
想
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
34
・
９
）

岩
下
壮そ

う

一い
ち

『
神
学
入
門

　
１
』（
中
央
出
版
社
、
昭
和
36
・
12
）

ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

渡
辺
義
雄
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
生
涯
と
精
神
』（
理
想
社
、
昭
和
37
・
12
）

工
藤
喜
作

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
直
観
知
思
想
の
発
展
に
つ
い
て
」（『
哲
学
』、
第
一
四
号
、
日
本
哲
学
会
編
、
昭
和
39
・
３
）

斎
藤

　
博

「
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
自
由
と
自
己
認
識
」（
同
右
）

清
水
礼
子

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
短
論
文
』
に
つ
い
て
」（『
理
想
』
第
三
七
八
号
、
昭
和
39
・
11
）

ス
ピ
ノ
ザ

　
　

高
桑
純
夫

　
　

森
　
　
啓
共
訳

井
上
庄
七

　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
倫
理
学
（
エ
テ
ィ
カ
）
他
』（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
41
・
11
）

清
水
礼
子

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
知
性
改
善
論
』
に
つ
い
て

―
方
法
と
『
与
え
ら
れ
た
』
も
の
」（『
思
想
』
第
五
一
四
号
、
昭
和
42
・
４
）

カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス

工
藤
喜
作
訳

　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
理
想
社
、
昭
和
42
・
９
）

下
村
寅
太
郎
編

『
世
界
の
名
著

　
ス
ピ
ノ
ザ

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
44
・
８
）

石
沢

　
要

「
ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
学
」（『
理
想
』
第
四
三
六
号
、
昭
和
44
・
９
）
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高
坂
正
顕
著

『
西
洋
哲
学
史
』（
創
文
社
、
昭
和
46
・
６
）

加
藤

　
節

「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
お
け
る
政
治
理
論
の
位
置
」（『
思
想
』
第
五
七
〇
号
、
昭
和
46
・
12
）

工
藤
喜
作
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
研
究
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
昭
和
47
・
３
）

清
水
礼
子

「
破
門
と
哲
学

―
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
」（『
思
想
』
第
五
七
五
号
、
昭
和
47
・
５
）

ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ロ
ー

竹
内
良
知
訳

　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
』（
白
水
社
、
昭
和
48
・
３
）。
注
・
こ
れ
は
「
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
」
の
う
ち
の
一
冊
。

カ
ル
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

柴
田
治
三
郎
訳

　
　
　

『
神
と
人
間
と
世
界
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
48
・
11
）

斎
藤

　
博
著

『
ス
ピ
ノ
チ
ス
ム
ス
の
研
究
』（
創
文
社
、
昭
和
49
・
３
）

石
沢
要
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』（
創
文
社
、
昭
和
52
・
４
）

工
藤
喜
作

「
ス
ピ
ノ
ザ
と
自
然

―
ヘ
ル
ダ
ー
と
関
連
し
て
」（『
思
想
』
第
六
三
七
号
、
昭
和
52
・
７
）

Ｈ
・
ザ
イ
デ
ル

吉
田
千
秋
訳

　

「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
バ
ル
フ
・
ス
ピ
ノ
ザ
」（『
現
代
哲
学
研
究
』
名
古
屋
哲
学
研
究
会
編
、
昭
和
52
・
12
）

レ
オ
・
バ
レ
ッ
ト

奥
山
秀
美
訳

　

『
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
53
・
１
）

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ

竹
内
良
知
訳

　
　

「
ス
ピ
ノ
ザ
」（『
現
代
思
潮
』、
昭
和
53
・
６
）

清
水
礼
子
著

『
破
門
の
哲
学
』（
み
す
ず
書
房
、
昭
和
53
・
６
）

中
野
幸
次
著

『
エ
チ
カ
の
形
成
と
哲
学
的
世
界
』（
東
京
堂
、
昭
和
54
・
３
）

ス
ピ
ノ
ザ
原
著

中
村
為
治
訳

　

『
ス
ピ
ノ
ザ
倫
理
学
（
羅
和
対
訳
）』（
山
本
書
店
、
昭
和
54
・
８
）

竹
内
良
知
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
に
つ
い
て
』（
第
三
文
明
社
、
昭
和
54
・
10
）

工
藤
喜
作
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
講
談
社
、
昭
和
54
・
10
）

　
　
〃

『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
清
水
書
院
、
昭
和
55
・
10
）
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Ｊ
・
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

工
藤
喜
作
訳

　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
哲
書
房
、
昭
和
57
・
２
）

ピ
エ
ー
ル
・
マ
シ
ュ
レ

　
　

鈴
木
一
策
、
桑
田
禮
彰
訳

『
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ス
ピ
ノ
ザ
か
』（
新
評
論
、
昭
和
61
・
１
）

鷲
田
小
弥
太
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
へ

　
人
間
と
人
間
の
自
然
を
も
と
め
て
』（
三
一
書
房
、
昭
和
62
・
３
）

　
　［
平
成
期
］

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
カ
ー
リ
ー
著

開
龍
美
、
福
田
喜
一
郎
訳

　

『
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
を
読
む
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
平
成
５
・
９
）

河
井
徳
治
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
論
攷

─
自
然
の
生
命
的
統
一
に
つ
い
て
』（
創
文
社
、
平
成
６
・
６
）

山
岸
昭
著

『
マ
ラ
ー
ノ
の
系
譜
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
６
・
９
）

今
野
建
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
考
究

─
普
遍
数
学
の
樹
立
と
哲
学
の
終
焉
』（
東
銀
座
出
版
社
、
平
成
６
・
10
）

工
藤
豊
作
、
桜
井
直
文
編

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
政
治
的
な
も
の
』（
平
凡
社
、
平
成
７
・
５
）

イ
ル
ミ
ヤ
フ
・
ヨ
ベ
ル
著

　
　

小
野
昭
、
Ｅ
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン
、

細
見
和
之
訳

　
　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
異
端
の
系
譜
』（
人
文
書
院
、
平
成
10
・
５
）

藤
本
吉
蔵
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
思
想
の
原
画
分
析
』（
政
光
プ
リ
プ
ラ
ン
、
平
成
11
・
12
）

柴
田
寿
子
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
政
治
思
想
』（
未
来
社
、
平
成
12
・
２
）

田
島
正
樹
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
い
う
暗
号
』（
青
弓
社
、
平
成
13
・
６
）

福
居
純
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
の
研
究

―
『
エ
チ
カ
』
読
解
入
門
』（
知
泉
書
館
、
平
成
14
・
９
）

佐
藤
一
郎
著

『
個
と
無
限

　
ス
ピ
ノ
ザ
雑
考
』（
風
行
社
、
平
成
16
・
11
）

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ

　
　
　
　
　
　

工
藤
喜
作
、
小
柴
庸
子
、
小
谷
晴
勇
訳

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
表
現
の
問
題
』（
知
泉
書
館
、
平
成
14
・
９
）。
注
・
同
書
は
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
再
刊
［
平
成
18
・
10
］

浅
野
俊
哉
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
共
同
性
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』（
洛
北
出
版
、
平
成
18
・
３
）
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ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ッ
ス
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ

伊
藤
一
郎
編
訳

　
　
　
　
　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
エ
チ
カ
抄
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
19
・
３
）

渡
辺
義
明
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想
―
多
数
者
の
哲
学
を
求
め
て
』（
か
り
ば
ね
書
房
、
平
成
19
・
３
）

福
岡
安
都
子
著

『
国
家
・
教
会
・
自
由

　
ス
ピ
ノ
ザ
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
旧
約
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
巡
っ
て
対
抗
』（
東
信
堂
、
平
成
19
・
12
）

松
田
克
進
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
形
而
上
学
』（
昭
和
堂
、
平
成
21
・
６
）

福
居
純
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
「
共
通
概
念
」
試
論
』（
知
泉
書
房
、
平
成
22
・
９
）

国
分
功
一
郎
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
23
・
１
）

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
著

水
崎
一
憲
訳

　
　
　
　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
政
治
』（
水
声
社
、
平
成
23
年
・
２
）

河
井
徳
治
著

『
ス
ピ
ノ
ザ

　
エ
チ
カ
』（
晃
洋
書
房
、
平
成
23
・
６
）

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ

信
友
健
志
訳

　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
わ
た
し
た
ち
』（
水
声
社
、
平
成
23
・
11
）

ジ
ャ
ン
＝
ク
レ
＝
マ
ル
タ
ン

杉
村
昌
昭
訳

　
　
　
　
　

『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
ス
ピ
ノ
ザ
』（
以
文
社
、
平
成
23
・
12
）

朝
倉
友
海
著

『
概
念
と
個
別

　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
研
究
』（
水
声
社
、
平
成
24
・
３
）

大
津
真
作
著

『
思
考
の
自
由
と
は
な
に
か

―
ス
ピ
ノ
ザ
と
シ
モ
ン
・
ラ
ン
ゲ
に
お
け
る
自
由
』（
晃
洋
書
房
、
平
成
24
・
11
）

河
村
厚
著

『
存
在
・
感
情
・
政
治

―
ス
ピ
ノ
ザ
へ
の
政
治
心
理
学
的
接
近
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
25
・
３
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
カ
リ
オ
ラ
ー
ト
、

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー

　

藤
井
千
佳
世
、
的
場
寿
光
訳

　
　
　

『
神
の
身
振
り

　
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
に
お
け
る
場
に
つ
い
て
』（
水
声
社
、
平
成
25
・
５
）

塩
田
冬
彦
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
仏
陀
へ

　
修
行
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
チ
ズ
ム
』（
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
平
成
26
・
５
）

上
野
修
著

『
ス
ピ
ノ
ザ
「
神
学
政
治
論
」
を
読
む
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
26
・
６
）

注
・
わ
が
国
に
は
ま
だ
く
わ
し
い
「
ス
ピ
ノ
ザ
文
献
書
誌
」
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
「
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
文
献
」
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
じ
っ
さ
い
手

に
と
り
、
目
に
ふ
れ
た
も
の
だ
け
を
取
り
あ
げ
た
が
、
遺
漏
な
く
す
べ
て
の
文
献
資
料
に
ふ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
れ
こ
ぼ
れ
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
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本
稿
が
よ
り
完
全
な
書
誌
が
生
れ
る
ま
で
の
足
場
材
料
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
大
ま
か
な
邦
語
文
献
を
紹
介
し
た
も
の
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

参
考
文
献

　
　
邦
訳
書

　
　
参
考
書
（
二
一
二
～
二
一
三
頁
）
…
…
…
…
…
…
…
…
工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
清
水
書
院
、
昭
和
54
・
10
）

文
献
案
内

　
　
邦
訳
書

　
　
日
本
の
参
考
文
献
（
三
九
一
～
三
九
三
頁
）
…
…
…
…
工
藤
喜
作
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
講
談
社
、
昭
和
54
・
10
）

邦
語
文
献
紹
介
（
二
一
九
～
二
二
〇
頁
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
尾
隆
司
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
行
路
社
、
昭
和
54
・
11
）

一
　
ス
ピ
ノ
ザ
と
日
本

日
本
人
が
は
じ
め
て
西
洋
哲
学
（
ス
コ
ラ
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
）
と
接
触
し
た
の
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
こ
と
で
あ
り
、
天
草
の
学コ

レ
ジ
オ院

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
日

本
人
神
学
生
は
、
こ
の
と
き
ゴ
メ
ス
神
父
が
編
ん
だ
『
神コ

ン
ペ
ン
デ
ィ
ア
ム

学
綱
要
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
教
わ
っ
た
。
が
、
家
康
が
禁
教
令
を
全
国
に
公
布
す
る
に
お
よ
び
、
哲
学
教
育
は

つ
い
え
た
。

江
戸
時
代
、
高
野
長
英
（
一
八
○
四
～
五
○
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
）
は
、「
聞ぶ

ん

見け
ん

漫
録
」（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
史
の
概
略
の
よ
う
な
も
の
）
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
タ

レ
ス
、
デ
カ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
あ
た
り
ま
で
、
簡
単
に
そ
の
学
説
に
ふ
れ
た
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
純
然
た
る
西
洋
哲

学
の
萌
芽
が
わ
が
国
の
思
想
史
に
す
が
た
を
み
せ
は
じ
め
る
の
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
蕃
書
調
所
に
出
仕
し
て
い
た
西
周
助
（
一
八

二
九
～
九
七
）
と
津
田
真
道
（
一
八
二
九
～
一
九
○
三
）
は
、
哲
学
の
講
義
案
（
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
史

（
（
（

）
の
よ
う
な
も
の
を
企
て
た
。
が
、
両
人
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
途
に
の

ぼ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
計
画
は
断
ち
切
れ
と
な
っ
た
。

両
人
は
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
に
、
カ
ン
ト
、
コ
ン
ト
、
ミ
ル
、
オ
プ
ゾ
マ
ー
そ
の
他
の
諸
学
説
に
ふ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
西
洋
哲
学
が
わ
が
国
に
本
格
的
に
移
入
さ
れ

た
の
は
、
二
人
が
帰
国
し
た
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
哲
学
の
発
達
史
を
な
が
め
る
と
、
そ
れ
は
外
国
哲
学
の
輸
入
と
移
植
の
そ

れ
で
あ
っ
た
よ
う
な
観
が
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
移
植
史
の
変
遷
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
時
代
的
に
区
分
し
て
叙
述
す
る
の
が
得
策
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
明
治
期
の
哲
学
を
便
宜
上
四

期
に
わ
け
、
大
正
期
は
一
期
に
、
昭
和
期
は
戦
前
・
戦
後
の
二
期
に
、
平
成
期
は
一
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
よ
う
な
哲
学
史
の
流
れ
の
な
か
で
、
本

稿
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。
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あ
る
人
は
、
明
治
維
新
か
ら
大
正
に
い
た
る
時
代
の
日
本
の
思
想
史
を
評
し
て
こ
ん
な
風
に
い
っ
て
い
る
。
第
一
は
粗
放
な
模
倣
時
代

─
な
ん
で
も
か
ん
で
も
外
国
の

文
物
な
ら
う
の
み
に
し
た
。
く
わ
し
く
調
査
研
究
す
る
こ
と
な
く
、
皮
層
的
に
学
ん
だ
だ
け
の
時
代
。
西
洋
哲
学
に
眩
惑
し
、
そ
れ
を
翻
訳
し
た
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

解
説
し
た
時
代

（
（
（

。

ま
た
あ
る
人
は
、
こ
う
も
い
っ
て
い
る
。
明
治
の
四
十
五
年
間
お
よ
び
大
正
の
数
年
間
を
西
洋
哲
学
輸
入
時
代
と
い
う
、
と
。

［
明
治
期
］

第
一
期
（
明
治
初
年
か
ら
同
二
十
年
代
ご
ろ
ま
で
）
…
…
明
治
初
年
は
旧
習
や
伝
統
を
一
洗
し
、
あ
た
ら
し
い
時
代
に
み
あ
っ
た
革
新
を
目
ざ
し
た
時
期
と
も
い
え
る
。

こ
の
時
期
、
福
沢
諭
吉
の
実
利
主
義
（
現
実
の
利
益
を
重
視
す
る
精
神
的
傾
向
）
や
実
際
主
義
の
主
張
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
、
明
治
十
年
前
後
に
西

　
周
や
中
江
兆
民
ら
は
、

英
仏
の
実
証
主
義
（
形
而
上
学
的
思
弁
を
排
し
て
、
事
実
を
根
拠
と
し
て
、
観
察
や
実
験
に
よ
り
理
論
を
た
し
か
め
て
ゆ
く
立
場
、
自
然
の
利
用
を
主
眼
と
す
る
）
を
輸
入

し
、
ま
た
外
山
正
一
ら
は
英
米
の
進
化
論
的
哲
学
を
普
及
さ
せ
た

（
（
（

。

明
治
初
年
は
、
徳
川
時
代
の
残ざ

ん

滓し

で
あ
る
儒
教
が
ま
だ
勢
力
を
張
っ
て
い
た
。
当
時
の
西
洋
哲
学
は
、
実
用
的
な
政
治
思
想
と
し
て
あ
る
い
は
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
英
仏
思
想
と
し
て
は
、
ミ
ル
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
政
治
論
や
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
説
（
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
と
く
）、
ル
ソ
ー
の

民
約
説
や
天
賦
人
権
論
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
理
論
、
加
藤
弘
之
の
ド
イ
ツ
書
を
よ
り
所
と
す
る
政
治
的
啓
蒙
運
動
の
時
期
で
あ
っ
た
。

第
一
期
の
西
洋
哲
学
の
輸
入
と
紹
介
は
、
純
粋
哲
学
と
い
う
よ
り
啓
蒙
活
動
や
実
用
主
義
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
、

じ
つ
に
た
く
さ
ん
の
政
治
思
想
文
献
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
純
正
哲
学
関
連
の
著
訳
書
が
さ
か
ん
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
江
戸
時
代
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
を
通
じ
て
同
人
に
つ
い
て
識
っ
た
蘭
学
者
は
、
お
そ
ら
く
皆
無
で
あ
っ
た
ろ
う
。
が
、
明
治
に
な
っ
て
ス
ピ

ノ
ザ
に
目
を
と
め
、
そ
の
人
と
学
説
に
つ
い
て
語
る
日
本
人
が
現
わ
れ
た
。
西

　
周
で
あ
る
。
か
れ
は
明
治
三
年
十
一
月
（
一
八
七
○
～
七
一
、
一
二
）
ご
ろ
、
浅
草
の
私

塾
（「
育
英
舎
」）
の
特
別
講
義
に
お
い
て
、
英
書
に
よ
っ
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
た
ち
と
そ
の
学
説
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
西
こ
そ
ス
ピ
ノ
ザ
を
紹
介
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

最
初
の
ひ
と

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
原
典
か
ら
直
か
に
研
究
し
た
わ
け
で
な
く
、
主
と
し
て
欧
米
の
哲
学
史
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
西
に
つ
づ
い
た
の

は
西
村
茂
樹
で
あ
る
。
か
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
哲
学
の
沿
革
に
ふ
れ
、
こ
の
中
で
「
士ス

畢ピ

諾ノ

撤ザ

」
に
言
及
し
た
。
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明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月

─
西
の
哲
学
講
義
の
タ
ネ
本
の
ひ
と
つ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
が
著
わ
し
た
『
列
伝
哲
学
史
』（
一
八
五
七
年
）
の
邦

訳
、『
哲
学
通
鑑
』（
石
川
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
の
「
第
二
編

　
近
代
哲
学
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
伝
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
学
説
に
関
す
る
叙
述
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
は

ま
た
見
て
い
な
い
。

同
年
四
月
か
ら
翌
年
六
月
に
か
け
て
、

─
加
藤
弘
之
は
ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
独
訳
本
を
よ
み
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
ス
ピ
ノ
ザ
の
天
賦
人
権
説
に
つ
い
て
の
要
点
を

書
き
ぬ
い
た
。

明
治
期
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
が
は
じ
め
て
活
字
と
な
っ
た
の
は
、
西
村
茂
樹
の
哲
学
史
的
叙
述
「
心
学
畧
伝
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌

　
第
五
編
』
所
収
、
明
治
16
・
４
）

に
お
い
て
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
十
七
年
五
月

─
『
改
訂

増
補
　
哲
学
学
彙

　
全
』（
東
洋
館
発
兌
）
に
、Spinozism

（
英
・「
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
説
」「
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」「
ス
ピ

ノ
ザ
哲
学
信
奉
者
」
の
意
）
の
語
が
み
ら
れ
、
そ
の
訳
語
は
「
士ス

ピ
ノ
ザ

邊
撤
学
派
」
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
年
代

─
哲
学
者
と
し
て
の
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
社
会
学
者
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
フ
イ
エ
の
『
哲
学
史
』（
一
八
七
九
）
の
翻
訳
『
理
学
沿
革
史
』（
上
下
二
巻
、
文
部
省
編
輯
局
、
明
治
19
・
３
～
４
）
が
刊
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と

学
説
の
大
要
が
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
は
訳
者
名
が
し
る
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
江
兆
民
が
文
部
省
か
ら
た
の
ま
れ
て
訳
し
た
し
ご
と
で

あ
る
。
同
年
兆
民
は
ま
た
一
種
の
哲
学
概
論
で
あ
る
『
理
学
鉤こ

う

玄げ
ん

　
全
』（
集
成
社
、
明
治
19
・
６
）
を
公
刊
し
て
い
る
。
か
れ
は
こ
の
な
か
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
・

神
説
・
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
井
上
円
了
は
『
哲
学
要
領

　
前
編
』（
四
聖
堂
蔵
版
、
明
治
19
・
９
）
に
お
い
て
、
三
宅
雄
二
郎
は
「
近
世
哲
学
（
接
前
々

号
）」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
四
六
号
所
収
、
明
治
20
・
２
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ノ
ザ
思
想
の
大
要
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
。

“
有
神
哲
学
”（
論
）
と
は
、
宇
宙
は
神
が
創
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
説
で
あ
る
が
、「
有
神
哲
学
」（
小
崎
弘
道
）（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
八
号
所
収
、
明
治
20
・

９
）
に
み
ら
れ
る
小
記
事
は
、
ル
ナ
ン
（
一
八
二
三
～
九
二
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
・
宗
教
史
家
）
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
生
誕
二
百
年
祭
に
さ
い
し
て
、
ハ
ー
グ
で
お
こ
な
っ
た

演
述
（
一
八
七
七
年
二
月
十
二
日
）
の
内
容
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
ル
ナ
ン
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
ひ
じ
ょ
う
の
敬
神
家
で
あ
っ
た
と
い
う
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
（
一

七
六
八
～
一
八
三
四
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
）
の
ス
ピ
ノ
ザ
評
を
引
用
し
て
い
る
。

第
二
期
（
明
治
二
十
年
こ
ろ
か
ら
同
三
十
年
ご
ろ
ま
で
）
…
…
わ
が
国
に
「
哲
学
会
」
と
い
う
も
の
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
で
あ
り
、

つ
ぎ
に
日
本
哲
学
界
唯
一
の
学
術
雑
誌
『
哲
学
会
雑
誌
』（
の
ち
『
哲
学
雑
誌
』
と
改
題
）
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
二
月
で
あ
っ
た
。
当
時
の
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会
員
数
は
、
六
十
六
名
で
あ
っ
た
。

開
成
所
の
後
身

─
東
京
大
学
が
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
お
雇
い
哲
学
教
師
と
し
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
米
）、
ク
ー
パ
ー
（
英
）、
ブ
ッ
セ

（
独
）
な
ど
が
招
へ
い
さ
れ
教
鞭
を
と
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
大
学
に
講
座
制
（
教
授
の
担
当
）
が
し
か
れ
、
井
上
哲
次
郎
、
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
、
桑
木

厳
翼
な
ど
が
就
任
し
た

（
（
（

。
東
京
大
学
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
哲
学
が
講
じ
ら
れ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
、
イ
エ
リ
ン
グ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ヴ
ン
ト
、
ハ

ル
ト
マ
ン
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
な
ど
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
大
学
や
私
立
の
学
校
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
講
義
に
つ
い
て
い
え
ば
、
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
東
大
に

お
い
て
ス
ピ
ノ
ザ
に
言
及
し
、
最
大
級
の
賛
辞
を
よ
せ
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
に
は
ス
ピ
ノ
ザ
を
講
義
す
る
と
き
、
毎
時
間
『
エ
テ
ィ
カ
』
や
手
紙
の
抜
粋
を
洋
型

紙
三
、
四
枚
ず
つ
も
っ
て
き
て
、
授
業
が
お
わ
る
と
、
そ
れ
を
学
生
の
机
の
う
え
に
置
い
て
い
っ
た
（
藤
原
正
「
先
生
の
思
出
」『
思
想
ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
号
』
所
収
、

岩
波
書
店
、
大
正
12
・
８
）。

さ
ら
に
明
治
三
十
年
代
に
は
、
三
宅
雄
二
郎
が
哲
学
館
（
現
・
東
洋
大
学
）
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
略
伝
と
そ
の
哲
学
体
系
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る
。

ま
た
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
、
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
ス
ピ
ノ
ザ
や
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
四
二
～
一
九
○
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
の

講
義
を
き
い
た
学
生
に
、
岩
下
壮
一
（
一
八
八
七
～
一
九
四
○
、
大
正
・
昭
和
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
）
が
い
る
。
岩
下
は
最
前
列
の
席
に
す
わ
る
と
、
ケ
ー
ベ
ル
が
話

す
英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
熱
心
に
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
た
。
ケ
ー
ベ
ル
は
と
き
ど
き
受
講
生
を
自
宅
に
よ
ん
で
、
し
た
し
く
閑
談
す
る
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
が
、
岩
下
も
何

度
か
晩
さ
ん
に
招
か
れ
た
。
そ
の
と
き
の
ケ
ー
ベ
ル
と
の
会
話
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
な
さ
れ
た
。
か
れ
は
日
本
人
に
は
珍
し
い
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
語
が
達
者
で
あ
っ
た
。

晩年のフォン・ケーベル教授

ケーベルの弟子・岩下壮一神父
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卒
論
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
神
国
論
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
か
い
た
。
そ
の
審
査
員
の
ひ
と
り
が
ケ
ー
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
と
と
の
っ
た
論
文
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
。
大

学
院
に
進
み
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
を
専
攻
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
ほ
う
に
む
か
い
、
司
祭
の
み
ち
を
え
ら
ん
だ
。
希
代
の
秀
才
で
あ
り
、
大

学
教
授
に
な
る
よ
う
嘱
望
さ
れ
た
が
、
信
仰
の
人
と
な
っ
た
（
小
林
珍
雄
著
『
岩
下
神
父
の
生
涯
』
中
央
出
版
社
、
昭
和
36
・
11
）。

雑
誌
記
事
と
し
て
は
、『
国
民
之
友
』『
日
本
人
』『
学
林
』『
文
学

評
論
志
か
ら
み
草
紙
』『
城
南
評
論
』『
教
育
時
論
』『
反
省
会
雑
誌
』『
文
学
界
』『
天
則
』『
同
志
社
文
学
』

『
早
稲
田
大
学
』『
六
合
雑
誌
』『
心
海
』『
青
山
評
論
』『
太
陽
』『
帝
国
文
学
』『
月
刊
世
界
之
日
本
』『
哲
学
雑
誌
』『
東
洋
哲
学
』『
時
代
思
潮
』『
警
世
新
報
』
な
ど
の
諸

雑
誌
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
学
説
に
か
る
く
ふ
れ
た
り
、
他
と
の
比
較
と
し
て
そ
の
名
を
か
ゝ
げ
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
ま
だ
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
の
単
行
本
は
ま
だ
生
れ
て
い
な
い
が
、
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
り
、
学
問
的
に
一
歩
ふ
か
く
ふ
み
込
ん
だ
概
説
風
の
著
作
な
ど
が
現
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
宅
雄
二
郎
著
『
哲
学
涓
滴

　
全
』（
文
海
堂
、
明
治
22
・
11
）…
…
…
…
…
…
…
哲
学
史
風
に
か
ゝ
れ
た
哲
学
入
門
書
。
こ
の
な
か
で
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
哲
学
大
系
を
略
記

し
た
。

渋
江
保
著
『
哲
学
大
意

　
全
』（
博
文
館
、
明
治
27
・
２
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
初
学
者
む
き
の
哲
学
入
門
書
。
同
書
の
附
録
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
略
伝
を
し
る
し
た
。

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
著
『
哲
学
要
領

　
全
』（
南
江
堂
書
店
、
明
治
30
・
６
）
…
…
東
大
に
お
け
る
講
義
草
稿
を
本
に
し
た
も
の
。
こ
の
な
か
で
ス
ピ
ノ
ザ
に
言
及
し
た
。

『
新撰百種

　
哲
学
問
答

　
全

第壹編
』（
普
及
舎
、
明
治
30
・
７
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
哲
学
入
門
書
。
こ
の
な
か
の
問
答
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
名
と
そ
の
哲
学
の
断
片
に
つ
い
て
ふ
れ

て
い
る
。

中
島
力
造
編
『
列
伝
西
洋
哲
学
小
史

　
下
巻
』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
６
）
…
…
…
著
者
は
本
書
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
伝
記
と
そ
の
学
説
に
つ
い
て
く
わ
し
く
語
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
特
記
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。

井
上
円
了
講
述
『
通
俗
講
談

　

言
文
一
致

哲
学
早
わ
か
り
』（
開
発
社
、
明
治
32
・
２
）
…
…
…
一
般
む
け
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
同
書
の
附
録
「
西
洋
哲
学
者
年
表
」
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
略

伝
が
の
っ
て
い
る
。

蟹
江
義
丸
著
『
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
館
、
明
治
32
・
８
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
小
伝
と
そ
の
哲
学
の
特
徴
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

三
宅
雪
嶺
述
『
近
世
哲
学
史
』（
哲
学
館
第
十
二
学
年
度
高
等
教
育
学
科 

講
義
録
、
明
治
33
・
？
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
ス
ピ
ノ
ザ
の
略
伝
と
そ
の
哲
学
大
系
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
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波
多
野
精
一
著
『
西洋

哲
学
史
要
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
明
治
34
・
11
）
…
…
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
の
大
要
を
し
る
し
て
い
る
。

朝
永
三
十
郎
編
『
哲
学
綱
要
』（
宝
文
館
、
明
治
35
・
11
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
平
行
一
元
論
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

高
橋
五
郎
著
『
最近

一
元
哲
学
』（
前
川
文
栄
閣
、
明
治
36
・
９
）
…
…
…
…
…
…
…
こ
の
な
か
で
二
十
数
頁
に
わ
た
っ
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
一
元
論
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

大
西
悦
著
『
西
洋
哲
学
史
（
下
巻
）』（
警
醒
社
書
店
、
明
治
37
・
１
）…
…
…
…
…
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
た
ち
か
ら
そ
の
哲
学
大
系
に
つ
い
て
、
百
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
叙
述
し
て
い
る
。

中
島
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の
も
っ
と
も
く
わ
し
い
研
究
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
雑
誌
に
の
っ
た
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
記
事
の
多
く
は
、
単
純
な
紹
介
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
三
宅
、
中
島
、
蟹
江
、
波
多
野
、
朝
永
、
高
橋
、
大
西
ら
が

著
わ
し
た
哲
学
史
的
、
哲
学
概
論
風
の
著
作
の
な
か
に
は
、
専
門
的
に
攻
究
し
た
跡
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

第
四
期
（
す
な
わ
ち
明
治
四
十
年
代
）
…
満
州
を
め
ぐ
る
日
露
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
の
が
明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）、
翌
年
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
お
い
て
講
和
条
約
を
む

す
ん
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
世
紀
末
の
お
わ
り
で
あ
り
、
二
十
世
紀
の
新
し
い
哲
学
が
発
生
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
界
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
、

カ
ン
ト
研
究
そ
の
他
の
新
理
想
主
義
哲
学
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
海
外
の
哲
学
の
動
向
を
み
る
に
敏
で
あ
っ
た
わ
が
国
の
哲
学
界
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
に
追
随
し
、
い

ち
は
や
く
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
オ
イ
ケ
ン
、
ニ
ー
チ
ェ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
な
ど
を
受
け
入
れ
、
哲
学
界
は
み
ぞ
う
の
盛
況
を
呈
し
た

（
（
（

。

明
治
四
十
年
代
は
、
心
理
学
・
認
識
論
・
倫
理
学
・
論
理
学
・
西
洋
哲
学
史
な
ど
の
論
著
に
く
わ
え
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
に
関
す
る
訳
本
も

刊
行
さ
れ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
倫
理
講
演
集
』『
東
洋
哲
学
』『
国
民
雑
誌
』『
哲
学
雑
誌
』
な
ど
に
お
い
て
、
小
論
が
の
っ
た
り
そ
の
名
が
散
見
す
る
。
こ
の
時
期
の
特

筆
す
べ
き
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
と
い
え
ば
、
波
多
野
精
一
が
学
位
請
求
論
文
（
ド
イ
ツ
文
）
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
に
出
し
た
も
の
の
翻
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』（
警
醒
社
書
店
、

明
治
43
・
４
）
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
明
治
期
の
ス
ピ
ノ
ザ
受
容
史
を
か
ざ
る
唯
一
の
金
字
塔
で
あ
る
。

［
大
正
期
］

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
＝
大
正
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
＝
昭
和
元
年
ま
で
を
い
う
。
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大
正
年
間
は
、
学
会
の
分
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
雑
誌
や
著
作
な
ど
の
刊
行
が
盛
況
を
呈
し
た
が

（
（
（

、
こ
れ
は
こ
の
時
代
の
哲
学
研
究
が
従
来
に
な
い
発
展
を
と
げ
つ

つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
盛
観
ぶ
り
を
み
て
、“
哲
学
の
世
紀
”
と
も
呼
べ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
哲
学
研
究
と
い
っ
て
も
、
そ
の
大
半
は

西
洋
哲
学
を
模
倣
し

0

0

0

、
焼
き
直
し
た
も
の

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
真
に
わ
が
哲
学
界
の
独
立
と
卓
越
と
を
し
め
す
独
創
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た

（
（
（

。
独
創
的
な
哲
学
者
と
称
す
べ
き
も

の
は
、
講
壇
哲
学
界
の
西
田
幾
多
郎
だ
け
で
あ
っ
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
「
京
都
哲
学
会
」
が
成
立
し
、
同
年
四
月
『
哲
学
研
究
』
が
『
哲
学
雑
誌
』
と
分
離
し
て
発
行
さ
れ
た
。
哲
学
関
連
の
雑
誌
と
し
て
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
岩
波
叢
書
』
…
…
…
…
…
…
大
正
四
年
～
六
年
（
一
九
一
五
～
一
六
）
に
か
け
て
十
二
冊
刊
行
。

『
宗
教
研
究
』
…
…
…
…
…
…
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
発
刊
。

『
思
潮
』
…
…
…
…
…
…
…
…
大
正
六
、
七
年
（
一
九
一
七
～
一
八
）
発
刊
。

『
思
想
』（
岩
波
書
店
）
…
…
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
創
刊
。

『
講
座
』（
大
村
書
店
）
…
…
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
創
刊
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
廃
刊
。

大
正
期
に
は
お
も
な
哲
学
の
専
門
書
が
七
、
八
十
点
、
訳
書
（
カ
ン
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
ケ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、
ニ
ィ
ー
チ
ェ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
デ
ュ
ー
イ
、
オ
イ
ケ
ン
）
だ

け
で
も
四
、
五
十
点
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
哲
学
辞
典
と
し
て
、

『
哲
学
大
辞
書
』（
同
文
館
、
大
正
元
・
６
）

『
岩
波
哲
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
大
正
11
・
10
）

が
完
成
し
て
い
る
。

大
正
期
の
哲
学
は
、
お
よ
そ
ド
イ
ツ
的
な
新
理
想
主
義
哲
学
（
十
九
世
初
頭
の
ド
イ
ツ
観
念
論
の
精
神
に
も
ど
り
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
）
の
特
徴
を
も
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っ
て
発
達
し
た

（
（
（

。
わ
が
国
の
学
界
は
ド
イ
ツ
学
会
の
う
ご
き
に
同
調
し
て
行
動
し
、
そ
の
特
色
は
著
し
く
新
カ
ン
ト
学
派
（
カ
ン
ト
の
批
判
主
義
を
復
興
し
よ
う
と
し
た
哲

学
の
学
派
）
で
あ
っ
た

（
（
（

。

研
究
方
法
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
英
語
文
献
な
ど
を
よ
み
、
内
容
を
概
括
し
、
一
般
論
を
の
べ
て
い
た
の
を
や
め
、
原
典
主
義
に
立
ち
か
え
り
、
原
書
を

熟
読
玩
味
し
、
哲
学
的
考
察
を
ふ
か
め
、
分
析
的
研
究
や
専
門
的
紹
介
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
当
然
、
先
人
の
学
説
を
あ
た
か
も
自
分
の
意

見
で
あ
る
ご
と
く
の
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
ど
の
よ
う
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
か
。
ま
ず
従
来
の
よ
う
な
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
専
門
的
な
記
事
が
、『
倫
理
講
演
集
』『
哲
学
雑
誌
』

『
東
洋
哲
学
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
単
行
論
文
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、

─

「
哲
学
的
精
神

─
ス
ピ
ノ
ザ
」
…
…
鹿
子
木
員
信
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月
の
「
哲
学
会
春
季
大
会
」
に
お
い
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
語
っ
た

も
の
を
『
哲
学
雑
誌
』（
第
三
二
九
号
、
大
正
３
・
？
）
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
長
編
論
文
で
あ
る
。
同
人
は
前
年

─
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
秋
か
ら
大
正
三
年
一
月

ご
ろ
ま
で
、
慶
応
義
塾
大
学
で
「
文
明
と
哲
学
」
と
題
す
る
講
演
を
十
回
お
こ
な
っ
て
い
る
。
第
六
回
目
の
演
題
は
「
ス
ピ
ノ
ザ
」
で
あ
っ
た
。
の
ち
「
孤
高
の
ス
ピ
ノ

ザ
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
自
著
『
文
明
と
哲
学
的
精
神
』（
慶
応
義
塾
出
版
局
、
大
正
４
・
12
）
に
収
録
し
た
。

そ
れ
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
い
た
ち
か
ら
述
作
の
特
色
に
つ
い
て
語
っ
た
、
一
四
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
も
あ
る
大
論
文
で
あ
る
。

も
う
一
つ
特
記
す
べ
き
論
文
は
、
出
隆
が
『
哲
学
会
雑
誌
』（
大
正
６
・
？
～
大
正
七
・
？
）
に
、
四
度
に
わ
け
て
連
載
し
た
長
編
論
文
「
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
に
於
け
る
認

識
問
題
」
で
あ
る
。

大
正
期
は
哲
学
関
連
の
い
ろ
い
ろ
な
書
物
（
概
論
、
入
門
書
な
ど
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、「
近
代
哲
学
」
の
章
で
は
、
よ
く
ス
ピ
ノ
ザ
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
講
義
風

に
か
つ
総
合
的
に
論
じ
ら
れ
る
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
明
治
初
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
啓
蒙
学
者
や
哲
学
徒
に
よ
っ
て
、
雑
誌
や
講
演
会
、
論
者
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
ま
だ
本
人
の
著
述
は
、
翻
訳

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
西
が
ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
第
一
声
を
発
し
て
か
ら
約
五
十
年
ぶ
り
で
、
つ
い
に
反
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
、
ス
ピ

ノ
ザ
の
主
著
『
哲エ

チ

カ

学
大
系
』
が
小
尾
範
治
（
一
八
八
五
～
一
九
六
四
、
の
ち
小
樽
高
等
商
業
学
校
教
授
）
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
、
岩
波
文
庫
の
一
冊
に
く
わ
え
ら
れ
た
。
同
年

四
月
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
と
思
想
の
発
展
、
お
よ
び
エ
テ
ィ
カ
の
翻
訳
を
加
え
て
一
冊
と
し
た
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
大
系
（
エ
チ
カ
）』（
菊
版
）
が
、
同
じ
く
岩
波
書
店
か
ら

刊
行
さ
れ
た
。
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［
昭
和
期
］

前
期

─
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
同
二
十
年
（
一
九
四
五
）
ま
で
の
期
間
。

プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
い
っ
た
古
典
派
哲
学
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
の

末
ご
ろ
か
ら
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
、
現
象
学
派
（
物
の
本
体
は
認
識
で
き
な
い
も
の
と
し
、
あ
た
え
ら
れ
た
現
象
を
実
在
と
み
と
め
る
立
場
）、
マ
ル
ク
ス
主
義

（
唯
物
史
観
的
思
想
）
な
ど
の
思
想
が
普
及
し
た
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
満
州
事
変
が
お
こ
り
、
同
十
二
年
に
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
る
や
、
日
本
は
“
非
常
時
”（
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
動
時
代
）
に
は
い
り
、
国
民
を
長

期
戦
態
勢
に
み
ち
び
い
た
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
愛
国
主
義
を
う
た
い
、
国
防
国
家
体
制
強
化
に
む
か
う
に
つ
れ
て
、
神
が
か
り
的
な

国
粋
哲
学
が
お
こ
り
、
京
都
学
派
の
一
部
の
教
員
の
よ
う
に
侵
略
戦
争
に
肩
入
れ
を
す
る
哲
学
者
も
ふ
え
た
。

大
正
の
お
わ
り
ご
ろ
よ
り
、
官
私
大
学
の
哲
学
科
の
学
生
の
数
が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
哲
学
研
究
も
生
き
い
き
と
し
て
き
た
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
哲
学
の
研
究
法
は
、

特
殊
的
、
精
密
的
傾
向
を
す
す
め
て
行
っ
た

（
（（
（

。

ス
ピ
ノ
ザ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
小
さ
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
は
、『
哲
学
雑
誌
』『
哲
学
研
究
』『Philosophia

　
哲
学
年
誌
』（
早
大
文
学
部
編
の
哲
学
科
の
機
関
誌
）

『
理
想
』
な
ど
の
諸
雑
誌
の
ほ
か
、
外
地
に
あ
る
帝
国
大
学
の
紀
要
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
哲
学
概
論
、
哲
学
史
、
倫
理
学
の
な
か
の
一
章
と
し
て
、
ス
ピ
ノ
ザ

が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
（
弁
証
法
的
唯
物
論
）
の
訳
書
が
公
刊
さ
れ
た
。

昭
和
前
期
に
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
の
顕
著
な
業
績
が
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（
一
六
三
二
～
一
七

〇
四
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）
が
生
ま
れ
て
三
百
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
哲
学
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
両
人
が
講
演
の
テ
ー
マ
と
な
り
、
十
二
月
に
は
「
ス
ピ
ノ
ザ
、
ロ
ッ

ク
生
誕
三
百
年
記
念
号
」
が
刊
行
さ
れ
た
（『
哲
学
雑
誌
』
第
四
七
号
、
昭
和
７
・
12
）。

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
７
・
７
）

　
　
　
　
注
・
ス
ピ
ノ
ザ
生
誕
三
百
年
記
念
号
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ミ
ー
チ
ン

　
　
　
　

ラ
リ
ツ
ェ
ウ
ィ
チ
著

広
島
定
吉
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
と
弁
証
法
的
唯
物
論
』（
ナ
ウ
カ
社
、
昭
和
８
・
９
）

鈴
木
謙
彰
訳
編
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
批
判
』（
隆
章
閣
、
昭
和
９
・
２
）

安
倍
能
成
著
『
ス
ピ
ノ
ザ

　
倫
理
学
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
10
・
８
）

篁
　
実
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
12
・
２
）

稲
富
栄
次
郎
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学

─
神
の
認
識
の
問
題
を
中
心
と
し
て
』（
理
想
社
出
版
部
、
昭
和
14
・
１
）

　
　
　
　
注
・
こ
れ
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
刊
行
の
初
版
の
増
強
改
訂
版
。

畠
中
尚
志
と
斎
藤
晌
の
誤
訳
論
争
。

本
邦
に
お
い
て
は
じ
め
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
著
述
を
翻
訳
し
た
の
は
、
小
尾
範
治
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
二
人
目
は
畠
中
尚
志
で
あ
っ
た
。
畠
中
は
病
苦
に
も
め
げ
ず
ス
ピ
ノ

ザ
の
『
知
性
改
善
論
』
を
す
こ
し
ず
つ
訳
し
、
そ
れ
を
岩
波
文
庫
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
（
昭
和
６
・
４
）。
畠
中
は
そ
の
後
も
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
ス
ピ
ノ
ザ
の

翻
訳
に
従
事
し
、
め
ぼ
し
い
作
品
を
ほ
と
ん
ど
訳
し
た
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
か
ら
翌
年
の
十
一
月
に
か
け
て
、
斎
藤
晌
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集

　
全
二
巻
』（
内う

ち

田だ

老ろ
う

鶴か
く

圃え
ん

）
が
刊
行
さ
れ
た
。
当
初
、
四
巻
ま
で
出
す

予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
か
二
巻
で
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
起
っ
た
畠
中
と
斎
藤
と
の
あ
い
だ
の
翻

訳
論
争
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
両
人
は
雑
誌
『
思
想
』
を
舞
台
に
、
何
度
か
言
い
あ
ら
そ
っ
た
。

畠
中
は
い
っ
て
い
る
。
古
典
哲
学
書
の
翻
訳
は
、
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
訳
業
に
多
少
の
不
完
全
さ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
る
べ
く
い
た
わ
り
の

心
を
も
っ
て
こ
れ
に
対
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
。
し
か
し
、
そ
の
不
完
全
さ
が
学
術
書
と
し
て
許
容
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
と
き
、
ま
た
そ
の
訳
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
学
的
理
解
の

う
え
に
立
っ
て
な
さ
れ
た
仕
事
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
た
と
き
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ゝ
看
過
す
こ
と
は
、
学
問
に
た
い
し
て
忠
実
な
所
以
で
な
い
と
い
う
。

畠
中
は
斎
藤
訳
の
第
一
巻
に
収
め
て
あ
る
「
神
・
人
間
及
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
」
を
検
討
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
翻
訳
が
と
り
わ
け
ず
さ
ん
に
見
え
た
こ

と
。
原
典
は
オ
ラ
ン
ダ
文
で
あ
る
た
め
、
訳
文
の
正
否
を
調
べ
る
人
が
わ
り
に
す
く
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
こ
の
訳
書
が
刊
行
後
、
一
年
に
し
て
出
た
第
二
巻
に
は
正
誤

表
が
つ
い
て
い
る
が
、
筆
者
（
畠
中
）
が
指
摘
す
る
誤
ま
り
が
、
ひ
と
つ
も
正
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

畠
中
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
の
翻
訳
の
不
完
全
な
部
分
は
百
箇
所
以
上
も
あ
り
、
そ
の
な
か
か
ら
三
十
ほ
ど
問
題
点
（
誤
解
、
誤
訳
、
悪
訳
、
脱
落
な
ど
）
を
指
摘
し
た
。
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そ
し
て
同
人
の
結
論
は
、
こ
ん
な
ず
さ
ん
な
哲
学
の
訳
書
が
世
間
に
ま
か
り
と
お
っ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
が
学
界
の
名
誉
で
な
い
こ
と
。
も
し
訳
者
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
翻
訳
の

し
ご
と
を
ま
じ
め
に
や
っ
て
ゆ
く
気
持
が
あ
る
な
ら
、
も
っ
と
十
分
な
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
の
理
解
と
学
的
良
心
と
を
準
備
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
、
と
む
す
ん
だ
（「
邦

訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
全
集
』
の
学
的
価
値

─
斎
藤
晌
氏
の
業
績
を
検
討
す
」『
思
想
』
７
月
号
所
収
、
昭
和
９
・
７
）。

誤
訳
の
指
摘
に
た
い
し
て
、
斎
藤
は
す
ぐ
に
反
論
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
短
論
文
』
の
翻
訳
を
こ
と
こ
ま
か
に
精
読
し
て
い
た
だ
き
光
栄

で
あ
る
こ
と
。
拙
訳
の
不
満
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
個
条
に
つ
い
て
は
、
そ
う
だ
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
し
も
承
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

改
訂
の
さ
い
に
参
考
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
と
。

貴
兄
は
斎
藤
と
い
う
恐
る
べ
き
強
敵
を
全
力
を
か
た
む
け
て
粉
砕
し
よ
う
と
あ
せ
っ
て
お
ら
れ
る
。
商
売
が
た
き
を
故
意
に
中
傷
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
誤
解
さ
れ

て
も
し
か
た
が
な
い
。
貴
兄
の
議
論
の
調
子
を
苦
笑
し
な
が
ら
追
っ
て
ゆ
く
う
ち
に
、「
我
々
の
自
身
」
は
「
我
々
自
身
」
で
た
く
さ
ん
だ
ろ
う
と
い
う
所
に
到
る
と
、
お

も
わ
ず
吹
き
だ
し
て
し
ま
っ
た
。
貴
兄
は
き
わ
め
て
悪
し
き
「
業
績
検
討
者
」
で
あ
る
。
貴
兄
の
訳
書
を
み
る
と
、「
誤
解
、
誤
訳
、
悪
訳
」
な
ど
を
発
見
で
き
る
が
、
貴

兄
じ
し
ん
の
訳
書
の
ご
業
績
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

小
生
は
貴
兄
の
訳
業
に
た
い
し
て
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
ケ
チ

0

0

を
つ
け
る
こ
と
が
今
ま
で
に
で
き
た
し
、
い
ま
で
も
で
き
る
。
わ
が
学
界
の
文
科
方
面
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
学
者
の
信
用
を
お
と
し
、
地
位
を
う
し
な
わ
せ
る
意
図
の
も
と
に
、
そ
の
著
述
の
あ
げ
足
と
り
的
攻
撃
記
事
を
、
雑
誌
に
公
然
と
発
表
さ
せ
る
こ
と
が
、
た
び
た
び
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
界
で
は
、
理
論
上
の
論
争
を
べ
つ
に
し
て
、
ひ
が
ご
と
（
道
理
や
事
実
に
あ
わ
ぬ
こ
と
）
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
そ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
日
本
で
は
そ
れ
が
往
々
に
し
て
成
功
し
、
そ
れ
が
た
め
に
気
の
よ
わ
い
、
争
い
を
好
ま
ぬ
紳
士
ら
は
、
悄
然
と
し
て
学
界
か
ら
退
場
す
る
の
を
よ
く
目
撃
す
る
。

理
論
闘
争
で
も
な
い
の
に
、
再
び
小
生
に
こ
ん
な
く
だ
ら
ぬ
ア
ポ
ロ
ギ
ア
（
弁
明
書
）
を
書
か
さ
せ
な
い
で
欲
し
い
。
好
漢
（
り
っ
ぱ
な
男
子
）
自
重
せ
ら
れ
よ
（「
ス

ピ
ノ
ザ
の
翻
訳
に
就
て

─
畠
中
尚
志
と
い
ふ
お
方
へ
」『
思
想
』
八
月
号
所
収
、
昭
和
９
・
８
）。

こ
の
反
論
を
よ
ん
だ
畠
中
は
、
ふ
た
た
び
ペ
ン
を
と
り
、
い
い
返
し
た
。
じ
ぶ
ん
の
論
点
に
た
い
す
る
回
答
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
遺
憾
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
斎
藤
氏
の

回
答
は
、
学
的
に
ま
っ
た
く
無
価
値
な
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
十
数
年
来
、
病
床
に
仰

ぎ
ょ
う

臥が

す
る
身
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
学
界
と
は
無
縁
の
人
間
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人

を
お
と
し
い
れ
た
り
、
人
を
学
界
か
ら
退
場
せ
し
め
た
り
す
る
ひ
ま
も
必
要
も
な
い
人
間
で
あ
る
。

貴
殿
は
こ
れ
を
機
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
者
ら
し
く
、
そ
の
し
ご
と
に
お
い
て
慎
重
に
な
り
、
ま
た
そ
の
態
度
に
お
い
て
謙
虚
に
な
り
、
り
っ
ぱ
な
業
績
を
示
す
こ
と
に
ひ

た
す
ら
努
力
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
わ
た
し
の
本
懐
（
本
意
）
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
が
な
い
、
と
む
す
ん
だ
（「
斎
藤
晌
氏
の
謬
見
を
正
す

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
翻
訳
問
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題
を
中
心
と
し
て
」『
思
想
』
十
一
月
号
所
収
、
昭
和
９
、
11
）。

こ
れ
を
も
っ
て
両
者
の
翻
訳
論
争
は
、
終
そ
く
し
た
。
し
ょ
せ
ん
お
互
い
、
し
ご
と
の
あ
ら
捜
し
を
し
、
ど
ろ
試
合
い
を
演
じ
た
か
っ
こ
う
に
な
っ
た
。
が
、
い
う
こ
と

は
や
さ
し
い
が
、
二
百
五
十
年
以
前
の
古
い
オ
ラ
ン
ダ
文
を
邦
訳
し
た
苦
労
は
察
し
て
あ
ま
り
あ
る
。
内
容
を
と
っ
た
大
意
で
あ
れ
ば
、
申
し
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
正
訳
（
遂
字
訳
）
と
な
れ
ば
、
話
は
べ
つ
で
あ
る
。
じ
ぶ
ん
の
し
ご
と
に
自
負
心
を
も
つ
者
は
、
他
人
の
あ
ら
に
我
慢
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
翻

っ
て
考
え
る
に
、
他
人
の
哲
学
的
著
作
を
日
本
語
に
訳
し
て
も
、
そ
れ
は
学
問
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
し
て
や
業
績
で
も
何
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
翻
訳
を
学
問
や
業
績

だ
と
考
え
る
者
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
謬
見

0

0

な
の
で
あ
る
。

後
期

─
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
か
ら
同
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
ま
で
。

わ
が
国
は
軍
国
主
義
を
押
し
す
す
め
た
結
果
、
連
合
国
と
無
謀
な
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
三
年
八
ヵ
月
ほ
ど
闘
っ
た
の
ち
、
原
爆
投
下
と
ソ
連
の
参
戦
に
よ
り
、
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
降
伏
し
た
。
こ
の
と
き
日
本
の
国
土
の
大
半
は
、
焼
跡
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。
…
…

戦
後
、
左
翼
思
想
が
台
頭
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
功
利
主
義
、
実
存
主
義
、
現
象
学
、
分
析
哲
学
な
ど
が
活
発
化
し
た
。
中
世
哲
学
、
古
典
哲
学
、
フ
ラ
ン
ス
哲
学
な
ど

も
活
況
を
呈
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
ご
ろ
か
ら
、
日
本
は
ポ
ス
ト
工
業
社
会
に
む
か
い
、
国
際
化
の
歌
い
文
句
の
も
と
に
、
社
会
科
や
、
哲
学
が
発
展
し
、
数
多
く
の
研
究

成
果
が
う
ま
れ
た
。

平
成
期
（
一
九
八
九
～
）

在
野
の
若
者
や
中
高
年
層
の
あ
い
だ
で
、
左
派
の
近
代
思
想
や
古
典
的
な
思
想
家

─
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ピ
ノ
ザ
な
ど
の
哲
学
が
見
直
さ
れ
、
国
内
各
地
で
「
読

書
会
」「
哲
学
カ
フ
ェ
」「
…
…
の
会
」
な
ど
が
開
か
れ
、
活
溌
な
勉
強
会
を
展
開
し
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
研
究
や
そ
の
受
け
入
れ
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
終
戦
の
翌
年
（
昭
和
二
十
一
年
［
一
九
四
六
］）
の
秋

─
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
（
一
八
六
六
～
一
九
四

四
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
）
の
ス
ピ
ノ
ザ
に
関
す
る
読
書
体
験
を
し
る
し
た
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
閃
光
」（
宮
本
正
清
訳
『
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
と
ス
ピ
ノ
ザ
』
所
収
、
岩
波
書
店
、

昭
和
21
・
９
）
が
公
刊
さ
れ
た
。
諸
雑
誌
に
の
っ
た
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
の
論
文
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
。
が
、
戦
後
、
旧
著
や
新
書
、
訳
本
な
ど
の
出
版
が
活
況
を
呈
し
た
。
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そ
う
い
っ
た
出
版
界
の
波
に
の
っ
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
の
著
訳
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
同
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
ま
で
の
三
十
五
年
間
に
、
専
門
書
が
十
三
冊
、
訳
書
が
十
二
冊
ほ
ど
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

高
坂
正
顕
著
『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
』（
玄
林
書
房
、
昭
和
22
・
10
）

　
　
　
　
　
注
・
戦
後
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
、
ス
ピ
ノ
ザ
入
門
書
。

ゲ
プ
ハ
ル
ト
著

豊
川
昇
訳

　
　
『
ス
ピ
ノ
ザ
概
説
』（
創
元
社
、
昭
和
23
・
10
）

ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

山
元
一
郎
訳
編

　

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
弘
文
堂
、
昭
和
24
・
６
）

　
　
　
　
　
注
・
ア
テ
ネ
文
庫
中
の
一
冊
。

渡
辺
義
晴
著
『
資
本
主
義
黎
明
期
の
哲
学

─
ス
ピ
ノ
ザ
の
社
会
思
想
』（
刀
江
書
院
、
昭
和
25
・
９
）

ス
ピ
ノ
ザ

　

畠
中
尚
志
訳

『
神
・
人
間
及
び
人
間
の
幸
福
に
関
す
る
短
論
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
30
・
１
）

桂
壽
一
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
31
・
３
）

畠
中
尚
志
訳
『
ス
ピ
ノ
ザ
往
復
書
簡
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
33
・
12
）

畠
中
尚
志
訳
『
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
原
理

　
附
形
而
上
学
的
思
想
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
34
・
９
）

ル
カ
ス
、
コ
レ
ル
ス

渡
辺
義
雄
訳

　
　

『
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
生
涯
と
精
神
』（
理
想
社
、
昭
和
37
・
12
）

下
村
寅
太
郎
編
『
世
界
の
名
著

　
ス
ピ
ノ
ザ

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
44
・
８
）

工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
研
究
』（
東
海
大
学
出
版
社
、
昭
和
47
・
３
）

ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ロ
ー

竹
内
良
知
訳

　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
』（
白
水
社
、
昭
和
48
・
３
）

石
沢
要
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
』（
創
文
社
、
昭
和
52
・
４
）

清
水
礼
子
著
『
破
門
の
哲
学
』（
み
す
ず
書
房
、
昭
和
53
・
６
）

中
野
幸
次
著
『
エ
チ
カ
の
形
成
と
哲
学
的
世
界
』（
東
京
堂
、
昭
和
54
・
３
）

ス
ピ
ノ
ザ
原
著

中
村
為
治
訳

　
『
ス
ピ
ノ
ザ
倫
理
学
（
羅
和
対
訳
）』（
山
本
書
店
、
昭
和
54
・
８
）

竹
内
良
知
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
に
つ
い
て
』（
第
三
文
明
社
、
昭
和
54
・
10
）

工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
講
談
社
、
昭
和
54
・
10
）
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注
・
講
談
社
の
「
人
数
の
知
的
遺
産
�
」
に
あ
た
る
。

工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』（
清
水
書
院
、
昭
和
55
・
10
）

　
　
　
　
　
注
・
清
水
書
院
の
「
人
と
思
想
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の
一
冊
。

Ｊ
・
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

工
藤
喜
作
訳

　
　
　
　

『
ス
ピ
ノ
ザ
の
生
涯
』（
哲
書
房
、
昭
和
57
・
２
）

平
成
期
に
入
っ
て
も
ス
ピ
ノ
ザ
関
連
文
献
は
さ
か
ん
に
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
（
一
九
九
六
）
か
ら
同
二
十
六
年
（
二
○
一
四
）
ま
で
の
十
八
年
間
に
、
専
門
書

が
二
十
二
冊
、
訳
書
が
七
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
明
治
期
以
来
、
平
成
の
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
得
た
が
、
わ
が
国

の
い
か
な
る
学
徒
に
、
い
か
な
る
決
定
的
影
響
を
あ
た
え
た
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
な
い
よ
う
だ
し
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
の
哲
学
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
わ
が
国
に
お
け
る
最
近
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
は
、「
戦
後
の
最
先
端
の
研
究
を
取
り
入
れ
て
、
徐
々
に
新
し
い
研
究
が
な
さ
れ

て
き
て
い
る
」（
工
藤
喜
作
著
『
ス
ピ
ノ
ザ
』
清
水
書
院
）
と
い
う
。“
取
り
入
れ
る
”
と
は
、
摂
取
す
る
（
じ
ぶ
ん
の
も
の
に
す
る
）
意
と
理
解
さ
れ
る
。
が
、
人
の
学
説

を
あ
り
が
た
が
り
、
わ
が
意
を
得
た
り
と
利
用
し
、
論
文
の
注
を
欧
文
で
に
ぎ
に
ぎ
し
く
飾
り
た
て
る
の
は
、
日
本
人
研
究
者
の
悪
弊
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
国
の
研
究
者
の

所
説
の
受
け
売
り
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
は
な
ん
ら
独
創
の
ひ
ら
め
き
も
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
人
の
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
は
、
世
界
に
通
用
す
る
も
の
か
ど
う
か
何
と
も
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
自
己
流
の
解
釈
を
し
、
放
言
を
吐
い
て
い
る
だ
け
な
の
か
。
わ

れ
わ
れ
の
研
究
は
、
と
て
も
西
洋
の
研
究
者
の
も
の
に
た
ち
打
ち
で
き
る
も
の
で
な
く
、
た
だ
か
れ
ら
の
後
塵
を
拝
し
、
か
れ
ら
の
研
究
に
沈
酔

0

0

し
て
い
る
だ
け
の
も
の
か

も
知
れ
な
い
。
が
、
い
つ
の
日
か
西
洋
の
研
究
者
の
眼
を
ひ
ら
か
せ
る
も
の
が
生
れ
る
日
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
そ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
日
本
人
の
た
ち
ば
か
ら
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
を
お
こ
な
う

─
日
本
的
な
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
を
め
ざ
し
た
い
、
と
思
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
伝
来
小
史
を
か
く

は
め
に
陥
っ
た
が
、
叙
述
が
粗
笨
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
。

注（
１
）
松
本
正
夫
「
哲
学
」（『
日
本
の
人
文
科
学
─
─
回
顧
と
展
望
』
所
収
、
印
刷
庁
、
昭
和
24
・
７
）、
一
二
六
頁
。

（
２
）
宮
田
修
「
講
演

　
思
想
界
の
輸
入
超
過
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
四
一
号
所
収
、
大
正
３
・
５
）
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（
３
）
金
子
筑
水
「
明
治
大
正
の
哲
学
」（『
太
陽
』
第
三
三
巻
・
第
八
号
所
収
、
昭
和
２
・
６
）

（
４
）
注
（
１
）
の
一
二
七
頁
。

（
５
）
稲
毛
金
七
著
『
哲
学
教
科
書
』（
大
同
館
蔵
版
、
大
正
15
・
４
）、
四
○
三
頁
。

（
６
）「
哲
学
会
史
料
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
五
七
四
号
、
昭
和
９
・
12
）、
一
二
五
五
頁
。

（
７
）
注
（
５
）
の
四
○
五
頁
。

（
８
）
注
（
３
）
の
二
○
○
頁
。

（
９
）
注
（
３
）
の
二
○
三
頁
。

（
10
）
注
（
６
）
の
一
二
五
六
頁
。
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一
　
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
（
英
文
）

Spinoza in Japan

Som
e 140 years have passed since B

aruch [B
enedictus] de Spinoza (1632～

77), a D
utch philosopher, w

as introduced to Japan. T
hough he is a 

m
inor thinker in this country, he w

ill attract m
any adherents and fans hereafter.

T
his essay is com

prised of5 chapters.

　(1) T
he short life of Spinoza

　(2) T
he Japanese literature of Spinoza w

ith notes

　(3) T
he list of Japanese 

literature as cited in this paper
　(4) Spinoza and Japan

　(5) Spinoza in Japan (in E
nglish)

Lectures on W
estern philosophy (dogm

atic theology) w
ere first taught to the Japanese by Padre Pedro G

om
éz (1533～

1600) at the Jesuit C
ollege 

in A
m

akusa (天
草

), K
yūshu Island, in the 3rd year of the B

unroku (i.e. 1594). T
he students then w

ere taught C
om

pendia com
piled by this Spanish 

Jesuit as their textbook. T
hough Japanese C

hristians cam
e in touch w

ith W
estern ideas through Jesuit activities and books on C

hristianity, the 

new
ly started philosophical education broke dow

n due to the ban of C
hristianity by the T

okugaw
a governm

ent. D
uring the national islation by the 

T
okugaw

a governm
ent in the E

do period, no Japanese knew
 about Spinoza's philosophy.

T
he M

eiji period (1868～
1912).

A
fter the M

eiji R
estoration, how

ever, som
e scholars of W

estern science show
ed their keen interest in learning W

estern philosophy. It w
as N

ishi 

A
m

ane (西　
周

, 1829
～

1898), a bureaucratic scholar, w
ho first taught Spinoza's brief life and philosophy to his students at his private school in 

1873, based upon A
 B

iographical H
istory of Philosophy by G

.H
.Lew

es (1875) and other books.

N
ishim

ura Shigeki (西
村

茂
樹

, 1828～
1902), a bureaucratic scholar, w

as also a pioneer w
ho referred to Spinoza (士

畢
諾

撤
) in his short article 

titled 

“Shingakuryakuden

” (心
学

略
伝

, i.e. a brief sketch of m
etaphysics) published in 

“Tokyo gakushi K
aiinzasshi

” (東
京

学
士

会
院

雑
誌

, i.e. the 



158（147）

日本におけるスピノザ

M
agazine of U

niversity graduate

’

s Society) in 1883.

A
ctually both of them

 did not study Spinoza from
 the original texts but from

 the W
estern history of philosophy. A

nother bureaucratic scholar 

nam
ed K

atō H
iroyuki (加

藤
弘

之
, 1836～

1916) also knew
 Spim

oza, copying out som
e lines of natural rights of m

an by Spinoza from
 P.M

.F. 

B
runetière (1849～

1906), s G
erm

an translation.

In A
pril, 1886, a book entitled 

“Rigakuenkakushi

” (理
学

沿
革

史
, i.e. A

 H
istory of Philosophy) w

as published by the E
ditorial O

ffice at the M
inistry 

of E
ducation. T

his w
as the Japanese tranalation of 

“Histoire de la philosophie

” w
ritten by A

.J.E
. Fouillée (1872～

79). C
hapter

4 of this book show
ed 

Spinoza

’s w
ay of argum

ent, an outline of his philosophy, as w
ell as his m

orals in detail.

In June, 1886, N
akae C

hom
in (中

江
兆

民
, 1847～

1901), an advocate of civil rights, published 

“Rigakukōgen

” (理
学

鉤
玄

, a kind of introduction to 

philosophy), w
hich contained Spinoza

’s pantheism
 and his view

s on G
od and m

orals. Spinoza

’s nam
e and his philosophy w

as not know
n w

ell am
ong 

the intellectuals then.

B
ut from

 1887 to 1906, the philisophical w
orld in Japan developed rem

arkably thanks to the foundation of the Philosophical Society as w
ell as to 

the 

“Tetsugakukaizasshi

” (哲
学

会
雑

誌
, i.e. the M

agazine of Philosophical Society). Spinoza the M
an and his philosophy w

ere introduced to the 

general public through different m
agazines and technical books. T

hose interested in Spinoza w
ere m

ainly academ
ics, how

ever. Lectures on Spinoza 

w
ere conducted at T

okyo Im
perial U

niversity (i.e. T
okyo U

niversity) and at 
“Tetsugakukan

” (哲
学

館
, i.e. the School for Philosophy, now

adays 

T
oyō U

niversity) in T
okyo.

T
he T

aisho Periocl (i.e. 1912～
1926).
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T
his period w

as called 

“the C
entury of Philosophy

”, w
hich presented a grand view

 of philosophy in Japan. N
ot only the new

 philosophical society 

(i.e. K
yōto T

etsugakukai [京
都

哲
学

会
]) w

as established but m
any technical m

agazines, books, and Japanese translations w
ere published. O

ur 

philosophical circles aligned them
selves w

ith the G
erm

an neo-K
antianism

. T
he traditional w

ay of studying philosophy in Japan w
as founded on 

W
estern scholars. Instead of follow

ing suit, the Japanese scholars began to analyze and expound original texts.

In M
arch 1918, fifty years after Spinoza w

as introduced to Japan by N
ishi A

m
ane, one of Spinoza

’s m
ajor w

ritings, 

“Ethica

” (Ethics, 1677) w
as 

translated by. O
bi H

anji (小
尾

範
治

, 1885～
1964) from

 the G
erm

an translation.

T
he first half year of the Shōw

a period (1926～
1945).

T
he study of classical philosophers like Plato, A

ristotle, D
escartes, Spinoza, K

ant, and H
egel continued as usual though, phenom

enology and 

M
arxism

 gained ground. A
s the num

ber of students m
ajoring in philosophy at different universities increased m

arkedly, the study of philosophy in 

Japan becam
e active. T

he M
anchurian Incident (1931) and the Sino-Japanese W

ar (1937) caused by the m
ilitaristic governm

ent plunged Japan into a 

national crisis and finally led this country into the Pacific W
ar (1941～

1945).

B
ut in the 1930s, som

e technical books on Spinoza w
ere published and his m

ajor w
orks (2 vols) w

ere translated by Saito Sho (斎
藤

晌
) from

 1932 

to 1933. W
hile celebrating victories, a kind of inspirational and nationalistic philosophy w

as dom
inant.

T
he second half year of the shōw

a period (1945～
1988).

In A
ugust 15th, 1945, the Pacific W

ar ended w
ith Japan

’s unconditional surrender. A
fter the w

ar, out of the ruins, radicalism
, M

arxism
, 

utilitarianism
, and existentialism

 increased in pow
er. T

he study of Spinoza proceeded slow
ly but steadily, producing lots of papers, technical books 

and translations. B
ut such num

bers are unrem
arkable today. W

hat m
atters m

ost is how
 far these Japanese studies pass the rest of the w

orld.
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H
eisei period

　(1989～
).

In M
arch, 1989, Spinoza K

yōkai (Spinoza Society of Japan) w
as organized to prom

ote and activate the study of Spinoza, and still m
ore to 

understand him
 w

ell across the nation.

Such classical philosophers as K
ant, H

egel, Spinoza, and the left-w
ing thinkers becam

e popular am
ong the young as w

ell as persons of m
iddle or 

advanced age.

T
hanks are due to the Spinoza H

ouse in R
ijnsburg, the library of R

ijksuniversiteit in Leyden, and the C
ity A

rchives in D
en H

aag, H
olland.

Sep. 1
st 2014

Prof. em
eritus D

r. M
iyanaga T

akashi

H
osei U

niv, T
okyo, Japan


